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　　　　　　　中核市・越谷

越谷特別市民
ガーヤちゃん

中核市となった越谷市はさらに羽ばたきます

　

４
月
１
日
、
越
谷
市
は
特
例
市
か
ら
中
核
市
へ
移
行
し

ま
し
た
。
中
核
市
と
は
、
規
模
や
能
力
が
比
較
的
大
き
な

都
市
に
お
い
て
、
都
道
府
県
で
行
っ
て
い
る
業
務
の
多
く

を
取
り
扱
え
る
よ
う
に
な
る
市
の
こ
と
で
す
。
全
国
で
４４

市
目
、
県
内
で
は
川
越
市
に
続
き
２
市
目
と
な
り
ま
す
。

　

中
核
市
移
行
に
よ
り
、
市
民
生
活
に
関
わ
り
の
深
い
福

祉
や
環
境
、
保
健
衛
生
分
野
な
ど
の
事
務
と
許
可
・
認
可

の
権
限
が
県
か
ら
市
に
移
り
ま
す
。
こ
れ
に
よ
り
、
市
民

の
皆
さ
ん
の
よ
り
身
近
な
と
こ
ろ
で
き
め
細
か
な
サ
ー
ビ

ス
を
提
供
す
る
こ
と
が
で
き
る
よ
う
に
な
り
ま
す
。

　

中
核
市
・
越
谷
は
、
埼
玉
を
支
え
る
新
た
な
パ
ワ
ー
と

し
て
、
県
東
部
地
域
で
リ
ー
ダ
ー
シ
ッ
プ
を
発
揮
し
ま
す
。

ま
た
、「
も
っ
と
安
全
」「
も
っ
と
安
心
」「
も
っ
と
快
適
」

を
念
頭
に
、
市
民
が
誇
れ
る
ま
ち
を
目
指
し
ま
す
。
さ
ら

に
、
市
立
保
健
所
の
設
置
に
伴
い
、
保
健
衛
生
行
政
の
拡

充
を
図
り
、
市
民
の
皆
さ
ん
の
健
康
を
守
り
ま
す
。

　

平
成
２７
年
４
月
１
日
か
ら
越
谷
市

に
対
し
て
１
万
円
以
上
の
ふ
る
さ
と

納
税
を
さ
れ
た
方
に
、
地
元
企
業
等

の
協
力
を
得
て
、
市
の
特
産
品
等
を

謝
礼
品
と
し
て
贈
呈
し
ま
す
。

〈
対
象
〉　

市
内
・
市
外
を
問
わ
ず

個
人
で
１
万
円
以
上
の
ふ
る
さ
と
納

税
を
さ
れ
た
方

〈
寄
附
の
申
請
方
法
〉　

①
市
民
活

動
支
援
課
ま
た
は
各
事
業
課
の
窓
口

に
来
所　

②
寄
附
申
込
書
を
郵
送
ま

た
は
メ
ー
ル　

③
市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ

か
ら
電
子
申
請　

〈
謝
礼
品
〉　

上
記
の
ほ
か
、
こ
し

が
や
鴨
ネ
ギ
鍋
ギ
フ
ト
セ
ッ
ト
、
市

内
い
ち
ご
狩
り
招
待
券
な
ど
（
謝
礼

品
の
贈
呈
は
一
年
度
１
回
限
り
）

＊
ふ
る
さ
と
納
税
制
度
の
概
要
お
よ

び
謝
礼
品
カ
タ
ロ
グ
は
市
ホ
ー
ム

ペ
ー
ジ
に
掲
載
し
て
い
ま
す

b
市
民
活
動
支
援
課
（
第
二
庁
舎
３

階
）
☎
９
６
３
＝
９
１
５
３

〈謝礼品の一例〉

純米清酒　越ヶ谷宿 慈姑サブレ・焼き菓子セット

3月に塗り替えられたしらこばと橋は、翼を広げて大空に飛び立つ2羽のシラコバトがモチーフとなっています

ガーヤちゃんサブレ・洋菓子セット

でんでん犬 越谷せんべい詰合せ 江戸切子

越谷桐箱 都うちわ 紅白だるま桐箱入り

今
号
に
は「
統
一
地
方
選
挙（
埼
玉
県
議
会
議
員
一
般
選
挙
お
よ
び
越
谷
市
議
会
議
員
一
般

選
挙
）の
お
知
ら
せ
」と「
施
政
方
針
、教
育
行
政
方
針
」を
折
り
込
ん
で
い
ま
す

　

市
民
活
動
団
体
や
企
業
を
市
長
が

訪
問
し
、
懇
談
し
ま
す
。
皆
さ
ん
の

率
直
な
声
を
お
聴
き
し
、
ご
意
見
や

ご
提
言
を
市
政
に
生
か
し
ま
す
。

〈
対
象
〉　

①
子
育
て
、
教
育
、
環

境
な
ど
さ
ま
ざ
ま
な
分
野
で
特
色
あ

る
活
動
を
行
っ
て
い
る
市
民
活
動
団

体　

②
「
こ
し
が
や
ブ
ラ
ン
ド
認
定

品
」
の
認
定
を
受
け
る
こ
と
に
よ
っ

て
市
の
知
名
度
向
上
に
貢
献
し
て
い

る
企
業
、
工
場
見
学
を
受
け
入
れ
て

学
校
教
育
に
協
力
し
て
い
る
企
業
な

ど＊
政
治
・
宗
教
活
動
、
特
定
の
主
義

主
張
を
目
的
と
し
た
団
体
を
除
く

〈
内
容
〉　

団
体
や
企
業
の
活
動
紹

介
と
懇
談
。
時
間
は
全
体
で
９０
分
程

度〈日
程
・
場
所
〉　

平
成
２７
年
度
は

１０
団
体
程
度
の
訪
問
を
予
定
。
具
体

的
な
日
程
と
場
所
は
、
訪
問
が
決
定

し
た
団
体
と
調
整
し
ま
す

〈
申
込
み
〉　

申
込
書
（
広
報
広
聴

課
で
配
布
し
て
い
る
ほ
か
、
市
ホ
ー

ム
ペ
ー
ジ
か
ら
印
刷
可
）
に
必
要
事

項
を
記
入
の
う
え
、
広
報
広
聴
課
へ

（
郵
送
・
フ
ァ
ク
ス
可
）。
応
募
多

数
の
場
合
は
広
報
広
聴
課
で
選
考
し
、

訪
問
団
体
を
決
定
し
ま
す

＊
訪
問
時
、
関
係
部
署
の
職
員
が
同

行
す
る
場
合
が
あ
り
ま
す

b
広
報
広
聴
課
（
本
庁
舎
２
階
）
☎

９
６
３
＝
９
１
１
７
、
D
９
６
５
＝

０
９
４
３

〜
訪
問
希
望
団
体
・
企
業
を
募
集
〜

〜
訪
問
希
望
団
体
・
企
業
を
募
集
〜

市
長
の
ふ
れ
あ
い
訪
問

越
谷
市
に
ふ
る
さ
と
納
税
を
さ
れ
た
方
に

謝
礼
品
を
贈
呈
し
ま
す



　

平
成
２７
年
度
は
、
第
４
次
越
谷
市

総
合
振
興
計
画
の
着
実
な
推
進
と
、

中
核
市
移
行
を
契
機
に
、
県
東
部
地

域
の
揺
る
ぎ
な
い
中
心
都
市
と
し
て
、

市
民
が
誇
れ
る
住
み
よ
い
ま
ち
づ
く

り
を
さ
ら
に
推
進
す
る
た
め
、
安

全
・
安
心
な
ま
ち
づ
く
り
を
念
頭
に
、

保
健
衛
生
環
境
の
充
実
や
子
育
て
し

や
す
い
環
境
づ
く
り
の
推
進
な
ど
市

民
サ
ー
ビ
ス
の
拡
充
を
意
識
し
予
算

編
成
を
行
い
ま
し
た
（
主
な
事
業
は

３
面
参
照
）。

　

予
算
規
模
は
、
一
般
会
計
で
前
年

度
比
４
・
３
％
増
の
８
９
９
億
円
、

９
つ
の
特
別
会
計
と
病
院
事
業
会
計

を
合
わ
せ
た
全
会
計
の
総
額
は
前
年

度
比
６
・
８
％
増
の
１
７
２
８
億
１

６
０
０
万
円
と
な
っ
て
い
ま
す
。

 

歳
入

市
税
は
前
年
度
比
０・７
％
減

　

全
体
の
５
割
を
占
め
る
市
税
は
、

市
民
税
が
前
年
度
比
０
・
７
％
増
の

２
１
９
億
５
６
０
０
万
円
、
固
定
資

産
税
が
３
年
ご
と
の
評
価
替
え
の
影

響
な
ど
に
よ
り
１
・
８
％
減
の
１
７

３
億
７
０
０
０
万
円
な
ど
で
、
全
体

で
前
年
度
比
０
・
７
％
減
と
な
っ
て

い
ま
す
。

　

諸
収
入
は
、
救
急
医
療
対
策
事
業

に
係
る
補
償
金
な
ど
に
よ
り
前
年
度

比
１
０
４
・
５
％
増
、
使
用
料
お
よ

び
手
数
料
は
、
子
ど
も
・
子
育
て
支

援
新
制
度
施
行
に
伴
い
公
立
保
育
所

の
保
育
料
を
負
担
金
か
ら
使
用
料
と

し
た
こ
と
な
ど
に
よ
り
前
年
度
比

８４
・
７
％
の
増
と
な
っ
て
い
ま
す
。

　

国
庫
支
出
金
は
、
子
ど
も
子
育
て

支
援
交
付
金
の
新
設
や
道
路
整
備
事

業
に
係
る
補
助
金
が
増
加
し
た
こ
と

な
ど
に
よ
り
前
年
度
比
４
・
６
％
増
、

市
債
は
、
公
共
施
設
整
備
に
係
る
通

常
債
の
減
少
な
ど
に
よ
り
前
年
度
比

９
・
５
％
減
と
な
っ
て
い
ま
す
。

　

ま
た
、
地
方
消
費
税
交
付
金
は
、

消
費
税
率
引
上
げ
の
影
響
が
通
年
化

す
る
こ
と
な
ど
に
よ
り
前
年
度
比

３４
・
４
％
の
増
と
な
っ
て
い
ま
す
。

 

歳
出

扶
助
費
は
前
年
度
比
８・４
％
増

　

扶
助
費
は
、
生
活
保
護
扶
助
費
の

ほ
か
、
子
ど
も
や
障
が
い
の
あ
る
方

に
係
る
給
付
費
な
ど
の
増
加
に
よ
り

前
年
度
比
８
・
４
％
増
と
な
っ
て
い

ま
す
。

　

普
通
建
設
事
業
費
は
、
老
人
福
祉

セ
ン
タ
ー
ひ
の
き
荘
整
備
事
業
や
救

急
医
療
対
策
事
業
な
ど
に
よ
り
前
年

度
比
８
・
１
％
増
、
物
件
費
は
、
中

核
市
移
行
に
伴
い
権
限
移
譲
さ
れ
る

業
務
を
行
う
た
め
の
経
費
や
斎
場
の

修
繕
に
係
る
運
営
委
託
料
の
増
加
な

ど
に
よ
り
前
年
度
比
６
・
３
％
増
と

な
っ
て
い
ま
す
。

　

公
債
費
は
、
過
去
の
市
債
の
償
還

完
了
な
ど
に
よ
り
前
年
度
比
７
・

６
％
減
と
な
っ
て
い
ま
す
。

　

ま
た
、
繰
出
金
は
、
国
民
健
康
保

険
特
別
会
計
や
介
護
保
険
特
別
会
計

な
ど
の
経
費
の
増
加
な
ど
に
よ
り
前

年
度
比
７
・
１
％
増
と
な
っ
て
い
ま

す
。
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歳出（目的別内訳）

☎963-9115
問合せ・財政課

一
般
会
計
予
算
は
８
９
９
億
円（
４・３
％
増
）

款　名 予　算　額 構成比（％）前年度比（％）
議　会　費
総　務　費
民　生　費
衛　生　費
労　働　費
農林水産業費
商　工　費
土　木　費
消　防　費
教　育　費
災害復旧費
公　債　費
諸 支 出 金
予　備　費
合　　　計

5億9106万円
88億1464万円
381億6975万円
110億559万円

7163万円
4億5568万円
7億2028万円
97億7301万円
35億5342万円
92億6563万円

2万円
72億8829万円

9101万円
1億円

899億円

3.4
▲4.2
5.6
22.4
5.4
▲7.6
▲13.2
▲0.7
12.6
5.4
0.0
▲7.6
▲14.1
0.0
4.3

0.7
9.8
42.5
12.2
0.1
0.5
0.8
10.9
3.9
10.3
0.0
8.1
0.1
0.1

100.0

一
般
会
計
・
特
別
会
計
・
病
院
事
業
会
計
を
合
わ
せ
て

総
額
１
７
２
８
億
１
６
０
０
万
円

〜「
保
健
衛
生
」「
子
育
て
」を
重
視
〜

平成27年度
予算の概要

※表示単位未満を四捨五入しているため、
各費目の合計が合計値と一致しない場
合があります。

通常債：大規模な公共工事を実施する際に
借り入れる借金。市では市債残高
を減らすために、一般会計の通常
債の借り入れを毎年度50億円以
下に抑制しています。

特例債：特例として減税補てん債や臨時財
政対策債など国の政策により借り
入れた借金。

市債（借入）残高 通常債

年度 23

353
億円

324
億円

677
億円

367
億円

315
億円

682
億円

380
億円

307
億円

687
億円

393
億円

298
億円

691
億円

411
億円

280
億円

691
億円

24 25 26（見込） 27（見込）

特例債

市民税
6万5745円

固定資産税
5万2013円

軽自動車税
797円

市たばこ税
6737円

事業所税
1985円

都市計画税
6755円

＊市民1人当たりの額は、平成27年3月1日現在の総人口（333,957人）で割ったものです 

6万4341円 5万5315円 2万1824円 2万7399円 4万6516円 5万3801円

市の借入金の
返 済 に

学校、道路、公園
等の建設などに

委託料や光熱水費
などの管理費に

その他（負担金や貸
付、補修費用などに）

職員の給与や
議員報酬などに福祉サービスに

市民１人当たりの市税負担額は、13万4032円

市民１人当たりの予算額は、26万9196円

地方消費税交付金
消費税の一部が交付
されるもの
43億円
4.8％（34.4％）

県支出金
県から交付されるお金
52億6035万円
5.8％（3.9％）

市債
建設事業などを行う
ための市の借金
64億6280万円
7.2％（▲9.5％）

国庫支出金
国から交付されるお金
136億8038万円
15.2％（4.6％）

その他自主財源
前年度からの繰越金や
分担金および負担金など
17億8418万円
2.0％（▲23.0％）

繰入金
基金からの取り崩しなど
16億円
1.8％（▲20.0％）

諸収入
広告料収入や施設
収入など
53億7395万円
6.0％（104.5％）

市税
市民税や固定資産税など
447億6100万円
49.8％（▲0.7％）

その他依存財源
一定の割合で国や県から
交付されるお金など
13億5001万円
1.5％（▲4.9％）

地方交付税
地方の財政力を調整するため
国税の一部が交付されるもの
36億円　4.0％（7.5％）

繰出金
特別会計の経費の一部を
負担するもの
90億3760万円
10.1%（7.1%）

物件費
委託料や光熱水費などの
管理費
155億3424万円
17.3%（6.3%）

普通建設事業費等
学校、道路、公園などの
建設費等
91億5023万円
10.2%（8.1%）

公債費
市が借り入れた地方債
（借金）の返済金
72億8829万円
8.1%（▲7.6%）

扶助費
児童手当や生活保護
などの福祉サービス費
214億8708万円
23.9%（8.4%）

人件費
職員の給与や議員
報酬など
184億7295万円
20.5%（4.9%）

その他
施設の補修や予見できない
支出に備える経費など
4億8685万円
0.5%（1.9%）

貸付金
中小企業への貸付金など
3億3701万円
0.4%（▲21.8%）

歳入

歳出（性質別内訳）

義務的経費：支出が義務付けられている経費
投資的経費：将来にわたって使用できる建物、道路などを整備する経費

一般会計の内訳　※表示単位未満を四捨五入しているため、各費目の合計が合計値と一致しない場合が
あります。％は構成比、カッコ内は前年度比

補助費等
ごみ処理や高齢者医療、
病院などにかかる負担金や
団体への補助金など
81億575万円
9.0%（▲4.4%）

自主財源：市が自主的に収入できるお金
依存財源：国や県の裁量で割り当てられるお金

使用料および手数料
施設の利用や証明書を発行
する際にいただくお金

17億2734万円　1.9％（84.7％）

義務的経費
472億4832万円
52.5%（4.3%）

自主財源
552億4646万円
61.5%（4.4％）

依存財源
346億5354万円
38.5%（4.2％）

投資的経費
91億5023万円
10.2%（8.1%）

その他の経費
335億145万円
37.3%（3.3%）



＊
既
存
事
業
に
新
規
事
業
を
加
え
た

事
業
も
含
む
。
１
万
円
未
満
は
四

捨
五
入

○
謝
礼
品
贈
呈
事
業　
　
　
71
万
円

　

越
谷
市
に
寄
附
（
ふ
る
さ
と
納

税
）
を
さ
れ
た
方
に
、
謝
礼
品
と
し

て
市
の
特
産
品
等
を
贈
呈
し
ま
す
。

寄
附
金
の
増
額
を
図
る
と
と
も
に
、

越
谷
市
（
特
産
品
）
を
全
国
に
Ｐ
Ｒ

し
ま
す
（
詳
し
く
は
１
面
参
照
）。

○
災
害
予
防
対
策
事
業４

０
０
０
万
円

　

災
害
発
生
時
に
人
的
被
害
や
建
物
、

ラ
イ
フ
ラ
イ
ン
の
被
災
状
況
、
避
難

所
情
報
な
ど
の
災
害
情
報
を
一
元

化
・
共
有
化
し
、
迅
速
か
つ
的
確
な

災
害
対
応
業
務
を
行
う
た
め
、
災
害

情
報
管
理
シ
ス
テ
ム
の
整
備
を
行
い
、

防
災
力
の
向
上
を
図
り
ま
す
。

○
い
じ
め
問
題
再
調
査
委
員
会
運
営

事
業　
　
　
　
　
　
　
　

29
万
円

　

い
じ
め
に
よ
り
発
生
し
た
重
大
事

態
に
関
す
る
学
校
ま
た
は
教
育
委
員

会
の
調
査
結
果
に
つ
い
て
、
市
長
が

必
要
と
認
め
る
場
合
、
越
谷
市
い
じ

め
問
題
再
調
査
委
員
会
を
設
置
し
、

再
調
査
を
行
い
ま
す
。

地
域
の
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
活
動
の
活
性

化
に
取
り
組
み
、
参
加
と
協
働
に
よ

る
市
民
が
主
役
の
ま
ち
づ
く
り
を
進

め
ま
す
。

▽
自
治
基
本
条
例
推
進
会
議
運
営
事

業　
　
　
　
　
　
　

１
０
８
万
円

　

住
み
よ
い
自
治
の
ま
ち
の
実
現
を

目
的
と
し
た
自
治
基
本
条
例
の
実
効

性
を
確
保
す
る
た
め
、
条
例
の
適
切

な
運
用
、
普
及
お
よ
び
見
直
し
に
関

す
る
事
項
に
つ
い
て
調
査
審
議
等
を

行
い
ま
す
。

▽
自
治
会
振
興
事
業
（
自
治
会
振
興

交
付
金
）　
　
　

７
９
５
０
万
円

　

自
治
会
の
健
全
育
成
と
円
滑
な
運

営
を
支
援
し
、
地
域
社
会
に
お
け
る

連
帯
感
を
高
め
、
自
治
意
識
の
向
上

並
び
に
環
境
衛
生
の
啓
発
お
よ
び
普

及
を
図
り
ま
す
。

▽
大
沢
地
区
セ
ン
タ
ー
・
公
民
館
、

体
育
館
複
合
施
設
整
備
事
業

９
１
０
万
円

　

大
沢
地
区
に
、
地
区
セ
ン
タ
ー
・

公
民
館
と
地
域
体
育
館
と
の
複
合
施

設
を
整
備
す
る
た
め
、
用
地
測
量
お

よ
び
地
質
調
査
を
行
い
ま
す
。

▽
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
推
進
事
業
（
地
区

ま
ち
づ
く
り
助
成
金
）

４
３
０
０
万
円

　

各
地
区
の
創
意
工
夫
に
よ
る
特
色

あ
る
ま
ち
づ
く
り
を
推
進
し
、
心
ふ

れ
あ
う
豊
か
な
地
域
社
会
の
形
成
を

図
り
ま
す
。

▽
助
け
合
い
の
仕
組
み
づ
く
り
事
業

１
６
０
０
万
円

　

高
齢
者
の
社
会
参
加
を
促
進
し
、

生
き
が
い
づ
く
り
を
支
援
す
る
た
め
、

高
齢
者
が
気
軽
に
訪
れ
る
こ
と
の
で

き
る
居
場
所
を
提
供
し
ま
す
。

▽
自
主
防
災
組
織
育
成
事
業

１
２
０
０
万
円

　

大
規
模
災
害
発
生
時
の
初
動
期
の

防
災
活
動
を
支
援
す
る
た
め
、
各
地

域
の
自
主
防
災
組
織
に
対
し
、
防
災

備
蓄
倉
庫
の
設
置
等
に
対
す
る
助
成

を
行
い
ま
す
。
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重
点
戦
略
事
業
は
、第
４
次
総
合
振
興
計
画
の
各
施
策
を
効
果
的
に
推
進

す
る
た
め
、重
点
的
か
つ
優
先
的
に
実
施
す
る
事
業
で
す
。

▽
既
存
事
業　
▼
新
規
事
業（
既
存
事
業
に
新
規
事
業
を
加
え
た
事
業
も

含
む
）。１
万
円
未
満
は
四
捨
五
入

地
域
の
担
い
手
育
成
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト

重点
戦略
１ 主

な
重
点
戦
略
事
業

主
な
新
規
事
業

自治基本条例5周年記念パネル展示
（昨年度）

自治会の防災訓練

医
療
・
福
祉
・
介
護
サ
ー
ビ
ス
の
充

実
、
防
災
力
・
防
犯
力
の
向
上
な
ど
、

安
全
で
安
心
し
て
生
活
で
き
る
ま
ち

づ
く
り
を
進
め
ま
す
。

▽
救
急
医
療
対
策
事
業

28
億
１
９
１
４
万
円

　

初
期
か
ら
第
三
次
に
至
る
救
急
医

療
体
制
確
保
の
た
め
、
休
日
当
番
医

制
事
業
、
病
院
群
輪
番
制
事
業
等
を

実
施
し
ま
す
。
さ
ら
に
関
係
機
関
と

連
携
協
力
し
地
域
医
療
体
制
の
充
実

を
図
り
ま
す
。

▼
災
害
予
防
対
策
事
業８

８
１
５
万
円

　

大
規
模
災
害
に
備
え
、
備
蓄
資
器

材
の
整
備
や
防
災
施
設
等
の
維
持
管

理
を
行
う
と
と
も
に
、
災
害
情
報
の

一
元
化
・
共
有
化
を
図
る
た
め
、
災

害
情
報
管
理
シ
ス
テ
ム
の
整
備
を
行

い
ま
す
。

▽
防
犯
対
策
事
業　
　

６
１
９
万
円

　

地
域
の
安
全
・
安
心
や
子
ど
も
の

安
全
確
保
を
推
進
す
る
た
め
、
自
主

防
犯
活
動
団
体
の
支
援
や
啓
発
活
動

を
行
い
ま
す
。
ま
た
、
越
谷
市
防
犯

協
会
へ
補
助
金
を
交
付
し
ま
す
。

▽
消
防
署
所
整
備
事
業（
谷
中
分
署
）

２
億
５
０
４
６
万
円

　

谷
中
分
署
の
建
替
え
に
係
る
用
地

を
取
得
し
、
基
本
設
計
、
実
施
設
計

な
ど
を
行
い
ま
す
。

暮
ら
し
安
心
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト

重点
戦略
3

現在の谷中分署

中
小
企
業
へ
の
支
援
な
ど
に
よ
る
活

力
あ
る
産
業
づ
く
り
と
、
都
市
機
能

が
集
約
さ
れ
た
利
便
性
の
高
い
魅
力

あ
る
都
市
づ
く
り
を
進
め
ま
す
。

▽
中
核
市
推
進
事
業　

１
７
１
万
円

　

広
報
紙
や
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
等
を
通

じ
、
中
核
市
移
行
に
関
し
て
市
民
へ

周
知
を
図
る
と
と
も
に
、
記
念
式
典

等
を
開
催
し
ま
す
。

▽
創
業
者
等
育
成
支
援
事
業

１
３
９
０
万
円

　

イ
ン
キ
ュ
ベ
ー
シ
ョ
ン
（
創
業
支

援
）
施
設
の
提
供
や
専
門
家
に
よ
る

創
業
・
経
営
相
談
、
オ
フ
ィ
ス
家
賃

に
対
す
る
助
成
な
ど
を
行
い
、
本
市

産
業
の
担
い
手
と
な
る
創
業
者
等
の

育
成
・
支
援
を
行
い
ま
す
。

▽
中
心
市
街
地
活
性
化
推
進
事
業

５
３
３
万
円

　

中
心
市
街
地
活
性
化
基
本
計
画
に

基
づ
き
、
越
谷
駅
周
辺
の
中
心
市
街

地
に
お
け
る
都
市
機
能
の
増
進
、
お

よ
び
経
済
活
力
の
向
上
を
総
合
的
か

つ
一
体
的
に
推
進
し
ま
す
。

▽
空
き
店
舗
対
策
事
業１

３
８
０
万
円

　

商
店
街
の
活
性
化
を
図
る
た
め
、

空
き
店
舗
に
出
店
す
る
事
業
者
に
対

し
経
費
の
一
部
を
助
成
し
ま
す
。
ま

た
、
越
谷
市
商
工
会
が
行
う
地
域
支

え
合
い
の
仕
組
み
推
進
事
業
を
支
援

し
ま
す
。

▽
地
産
地
消
推
進
事
業

４
１
５
万
円

　

地
場
農
産
物
の
消
費
拡
大
や
新
た

な
販
路
開
拓
を
図
る
た
め
、
農
商
工

連
携
事
業
や
学
校
給
食
米
の
生
産
奨

励
事
業
を
実
施
し
、
地
産
地
消
を
推

進
し
ま
す
。

▽
農
地
利
用
集
積
事
業１

３
１
０
万
円

　

優
良
農
地
が
存
在
す
る
区
域
を
中

心
と
し
た
農
地
の
利
用
集
積
を
推
進

し
、
本
市
の
貴
重
な
財
産
・
資
源
で

あ
る
農
地
の
保
全
・
有
効
活
用
を
図

り
ま
す
。

魅
力・活
力
向
上
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト

重点
戦略
4

「ふらっと」がもう

越ヶ谷宿の雛めぐり

地
域
全
体
で
環
境
問
題
に
取
り
組
み
、

豊
か
な
自
然
を
生
か
し
た
、
人
と
自

然
に
や
さ
し
い
ま
ち
づ
く
り
を
進
め

ま
す
。

▽
公
共
交
通
事
業　

２
３
０
０
万
円

　

交
通
施
策
に
関
す
る
計
画
を
策
定

す
る
と
と
も
に
、
鉄
道
駅
の
耐
震
補

強
工
事
や
ノ
ン
ス
テ
ッ
プ
バ
ス
の
導

入
へ
の
補
助
を
行
い
ま
す
。

▽
地
球
温
暖
化
対
策
推
進
事
業

３
７
１
万
円

　

地
球
温
暖
化
対
策
を
推
進
す
る
た

め
、
環
境
管
理
計
画
や
地
球
温
暖
化

対
策
実
行
計
画
に
基
づ
き
市
民
活
動

団
体
等
と
協
働
し
、
省
エ
ネ
ル
ギ

ー
・
省
資
源
等
の
環
境
意
識
の
高
揚

を
図
り
ま
す
。

▽
再
生
可
能
エ
ネ
ル
ギ
ー
推
進
事
業

２
４
０
０
万
円

　

石
油
な
ど
の
化
石
燃
料
か
ら
再
生

可
能
エ
ネ
ル
ギ
ー
へ
の
転
換
を
図
る

た
め
、
太
陽
光
発
電
や
風
力
発
電
な

ど
の
利
用
を
推
進
し
ま
す
。

▽
資
源
物
分
別
収
集
事
業

２
億
３
７
２
５
万
円

　

ご
み
集
積
所
に
出
さ
れ
る
資
源
物

の
定
期
的
な
収
集
運
搬
を
行
い
、
ご

み
の
減
量
・
資
源
化
の
推
進
を
図
り

ま
す
。

▽
環
境
教
育
推
進
事
業

７
８
５
万
円

　

各
小
学
校
に
お
い
て
、
身
近
な
自

然
を
活
用
し
た
指
標
生
物
調
査
や
環

境
保
全
体
験
活
動
に
取
り
組
む
と
と

も
に
、
学
校
ビ
オ
ト
ー
プ
の
環
境
整

備
を
行
い
環
境
教
育
を
推
進
し
ま
す
。

エ
コ
ま
ち
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト

重点
戦略
2

ノンステップバス



　

特
別
会
計
は
、
特
定
の
歳
入
歳
出

を
、
一
般
の
歳
入
歳
出
と
区
別
し
て

経
理
す
る
た
め
の
会
計
で
す
。

　

９
つ
の
特
別
会
計
の
総
額
は
、
７

１
１
億
６
３
０
０
万
円
で
、
前
年
度

比
１１
・
９
％
の
増
と
な
っ
て
い
ま
す
。

　

国
民
健
康
保
険
特
別
会
計
は
、
医

療
給
付
費
の
伸
び
な
ど
に
よ
り
、
前

年
度
比
１４
・
５
％
増
の
３
９
８
億
１

０
０
０
万
円
、
後
期
高
齢
者
医
療
特

別
会
計
は
、
保
険
給
付
を
行
う
埼
玉

県
後
期
高
齢
者
医
療
広
域
連
合
へ
の

納
付
金
の
増
加
な
ど
で
４
・
８
％
増

の
３０
億
４
０
０
０
万
円
と
な
っ
て
い

ま
す
。

　

介
護
保
険
特
別
会
計
は
、
要
介
護

者
の
増
加
に
よ
る
給
付
費
の
伸
び
な

ど
に
よ
り
、
前
年
度
比
４
・
９
％
増

の
１
５
０
億
円
と
な
っ
て
い
ま
す
。

　

母
子
父
子
寡
婦
福
祉
資
金
貸
付
金

特
別
会
計
は
、
６
４
０
０
万
円
で
、

平
成
２７
年
度
の
中
核
市
移
行
に
伴
い

加
わ
り
ま
し
た
。

　

ま
た
、
快
適
で
安
全
な
ま
ち
づ
く

り
を
進
め
る
た
め
の
土
地
区
画
整
理

特
別
会
計
は
東
越
谷
、
七
左
第
一
、

西
大
袋
の
３
会
計
が
あ
り
、
合
計
で

３６
億
１
０
０
０
万
円
で
す
。

　

こ
の
ほ
か
、
公
共
下
水
道
特
別
会

計
は
、
前
年
度
比
８
・
７
％
増
の
８４

億
９
０
０
０
万
円
、
公
共
用
地
先
行

取
得
特
別
会
計
は
、
谷
中
分
署
用
地

の
一
般
会
計
へ
の
処
分
お
よ
び
平
方

公
園
整
備
に
係
る
用
地
取
得
な
ど
に

よ
り
、
前
年
度
比
１
０
６
・
３
％
増

の
１１
億
４
９
０
０
万
円
と
な
っ
て
い

ま
す
。
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３
月
定
例
会
が
２
月
２３
日
〜
３
月

１７
日
に
市
役
所
議
場
で
開
か
れ
、
市

長
提
出
の
５０
議
案
が
原
案
通
り
可
決

さ
れ
ま
し
た
。

　

越
谷
市
固
定
資
産
評
価
審
査
委
員

会
委
員
の
横
山
文
夫
氏
の
任
期
満
了

に
伴
う
後
任
委
員
に
、
中
村
恭
之
氏

を
選
任
す
る
こ
と
が
同
意
さ
れ
ま
し

た
。
ま
た
、
大
沢
昌
太
郎
氏
の
任
期

満
了
に
伴
う
後
任
委
員
に
、
再
び
大

沢
氏
を
選
任
す
る
こ
と
が
同
意
さ
れ

ま
し
た
。

　　

越
谷
市
行
政
手
続
条
例
の
一
部
を

改
正
す
る
条
例
が
３
月
定
例
会
に
お

い
て
可
決
成
立
し
ま
し
た
。

　

こ
れ
は
、
行
政
手
続
法
の
一
部
改

正
に
伴
う
も
の
で
、
行
政
運
営
に
お

け
る
公
正
の
確
保
と
透
明
性
の
向
上

を
図
る
と
と
も
に
、
行
政
指
導
の
相

手
方
の
権
利
利
益
の
保
護
を
図
る
こ

と
を
目
的
と
す
る
も
の
で
す
。

　

内
容
は
次
の
と
お
り
で
、
平
成
２７

年
４
月
１
日
か
ら
施
行
さ
れ
ま
す
。

①
許
認
可
等
の
権
限
に
関
わ
る

　
行
政
指
導
の
方
式

　

行
政
指
導
を
す
る
場
合
に
、
違
反

是
正
の
命
令
、
許
可
取
消
処
分
な
ど

許
認
可
の
権
限
に
基
づ
い
て
権
限
を

行
使
す
る
可
能
性
が
あ
る
場
合
に
は
、

市
は
、
こ
れ
ら
の
権
限
の
根
拠
等
必

要
な
事
項
を
相
手
方
に
示
さ
な
け
れ

ば
な
ら
な
い
こ
と
と
な
り
ま
し
た
。

②
行
政
指
導
の
中
止
等
の
求
め

　

違
反
是
正
の
指
導
を
受
け
て
い
る

場
合
に
、
そ
の
行
政
指
導
が
法
律
や

条
例
に
違
反
し
て
い
る
と
考
え
る
と

き
は
、
行
政
指
導
の
中
止
等
を
求
め

る
こ
と
が
で
き
る
こ
と
と
な
り
ま
し

た
。

　

求
め
を
受
け
た
市
は
必
要
な
調
査

を
行
い
、
そ
の
結
果
、
当
該
行
政
指

導
が
法
律
や
条
例
に
違
反
し
て
い
る

場
合
に
は
、
行
政
指
導
の
中
止
な
ど

の
措
置
を
講
じ
ま
す
。

③
処
分
等
の
求
め

　

法
令
違
反
が
あ
る
に
も
か
か
わ
ら

ず
市
が
必
要
な
処
分
や
行
政
指
導
を

行
っ
て
い
な
い
と
考
え
る
と
き
は
、

だ
れ
で
も
違
反
是
正
の
た
め
に
必
要

な
処
分
や
行
政
指
導
を
す
る
よ
う
市

に
対
し
求
め
る
こ
と
が
で
き
る
よ
う

に
な
り
ま
し
た
。

　

求
め
を
受
け
た
市
は
必
要
な
調
査

を
行
い
、
そ
の
結
果
、
必
要
が
あ
る

と
認
め
る
と
き
は
、
そ
の
処
分
や
行

政
指
導
を
行
い
ま
す
。

　

な
お
、
違
反
を
発
見
し
た
場
合
は
、

そ
れ
ぞ
れ
の
法
令
を
所
管
す
る
課
に

直
接
申
し
出
て
く
だ
さ
い
。

＊
そ
の
他
可
決
さ
れ
た
議
案
な
ど
、

詳
し
く
は
市
議
会
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ

ま
た
は
５
月
発
行
の
議
会
だ
よ
り

を
ご
覧
く
だ
さ
い

b
文
書
法
規
課
☎
９
６
３
＝
９
１
３

０

３
月
議
会
か
ら

３
月
議
会
か
ら

越
谷
市
行
政
手
続
条
例
が

改
正
さ
れ
ま
し
た

固
定
資
産
評
価
審
査

委
員
会
委
員
に

　
中
　
村
　
恭
　
之
氏

　
大
　
沢
　
昌
太
郎
氏

中村恭之氏

９
つ
の
特
別
会
計

総
額
７
１
１
億
６
３
０
０
万
円

特
別
会
計
予
算

398億1000万円

30億4000万円

150億円

6400万円

4億円

3億1000万円

29億円

84億9000万円

11億4900万円

711億6300万円

14.5

4.8

4.9

皆増

0.0

10.7

12.0

8.7

106.3

11.9

国 民 健 康
保 険 会 計
後 期 高 齢 者
医 療 会 計
介 護 保 険
会 計
母子父子寡婦福祉資
金貸付金特別会計
東越谷土地区画
整理事業費会計
七 左 第 一 土 地
区画整理事業費会計
西 大 袋 土 地
区画整理事業費会計
公 共 下 水 道
事 業 費 会 計
公 共 用 地 先 行
取得事業費会計

計

特　別　会　計 対前年度
増減率（%）

特別会計内訳

病
院
事
業
会
計
予
算

病　　院
事業収益

病　　院
事業費用

資 本 的
収　　入

資 本 的
支　　出

資本的収入および支出

100億9600万円
5億7390万円

10万円
106億7000万円

104億9100万円
1億5900万円
1000万円
1000万円

106億7000万円

1130万円
10万円

1140万円

8億1300万円
2億7000万円
10億8300万円

収益的収入および支出

＊病院事業会計は支出総額117億5300万円になります
＊資本的収支の不足額10億7160万円は補てん財源か
　ら補てんします

医 業 収 益
医業外収益
特 別 利 益
合　　　　計

医 業 費 用
医業外費用
特 別 損 失
予 備 費
合　　　　計

補 助 金
固定資産売却代金
合　　　　計

建設改良費
企業債償還金
合　　　　計

市立病院事業会計

越
谷
市
空
き
家
等
の
適
正
管
理
に

関
す
る
条
例
が
４
月
１
日
か
ら
施
行
さ
れ
ま
す

➡ ➡ ➡
相
談
・

情
報
提
供

実
態
調
査

助
　
言
・

指
　
導

応急措置
※危険な状態が切迫し、所有者が不明な場合

市の対応の流れ     

⬅ ⬅
行
政

代
執
行

氏
名
等
の

公
表

△

勧
　
　
告

命
　
　
令

　

市
立
病
院
は
、
昭
和
５１
年
に
開
院

し
、
地
域
の
基
幹
病
院
と
し
て
、
救

急
医
療
や
高
度
な
医
療
を
は
じ
め
、

医
療
相
談
な
ど
の
保
健
衛
生
行
政
事

務
の
医
療
の
提
供
に
努
め
て
い
ま
す
。

平
成
２７
年
度
の
病
院
事
業
会
計
の
予

算
の
概
要
は
次
の
と
お
り
で
す
。

収
益
的
収
入
お
よ
び
支
出

　

収
入
で
は
、
医
業
収
益
（
入
院
・

外
来
患
者
収
益
な
ど
）
が
１
０
０
億

９
６
０
０
万
円
で
、
予
算
の
９４
･
６

％
を
占
め
ま
す
。 

医
業
外
収
益
（
受

取
利
息
配
当
金
・
他
会
計
負
担
金
な

ど
）
が
５
億
７
３
９
０
万
円
で
５
・

４
％
と
な
っ
て
い
ま
す
。

　

支
出
で
は
、
医
業
費
用
（
職
員
給

与
・
医
療
材
料
費
・
経
費
な
ど
）
が

１
０
４
億
９
１
０
０
万
円
で
、
予
算

の
９８
･
３
％
、
支
払
利
息
等
の
医
業

外
費
用
が
１
億
５
９
０
０
万
円
で

１
・
５
％
と
な
っ
て
い
ま
す
。

資
本
的
収
入
お
よ
び
支
出

　

収
入
で
は
、
補
助
金
で
１
１
３
０

万
円
で
す
。

　

支
出
で
は
、
建
設
改
良
費
（
エ
ネ

ル
ギ
ー
セ
ン
タ
ー
改
修
工
事
な
ど
や

医
療
器
械
の
購
入
・
リ
ー
ス
資
産
の

購
入
）
が
８
億
１
３
０
０
万
円
で
７５

･
１
％
を
占
め
ま
す
。
ま
た
、
病
院

事
業
債
の
企
業
債
償
還
元
金
が
２
億

７
０
０
０
万
円
で
２４
･
９
％
と
な
っ

て
い
ま
す
。

b
市
立
病
院
庶
務
課
☎
９
６
５
＝
２

２
２
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条
例
制
定
の
背
景
と
目
的

　

近
年
、
急
速
に
進
む
少
子
高
齢
化

の
影
響
な
ど
に
よ
り
、
市
内
で
も
空

き
家
が
増
加
傾
向
に
あ
り
ま
す
。
空

き
家
が
あ
る
だ
け
で
問
題
に
す
る
こ

と
は
で
き
ま
せ
ん
が
、
所
有
者
が
適

正
な
管
理
を
行
っ
て
い
な
い
場
合
、

老
朽
化
に
よ
る
倒
壊
や
建
築
材
の
飛

散
、
火
災
・
犯
罪
の
誘
発
な
ど
近
隣

住
民
の
生
活
環
境
に
悪
影
響
を
及
ぼ

す
お
そ
れ
が
あ
り
ま
す
。

　

こ
の
条
例
は
、
昨
年
の
１２
月
議
会

で
議
会
か
ら
提
案
さ
れ
た
も
の
で

す
。
空
き
家
等
の
所
有
者
等
（
所
有

者
、
管
理
者
、
相
続
人
等
）
に
対

し
、
自
ら
の
責
任
で
適
正
な
管
理
を

行
う
よ
う
、
そ
の
責
務
を
定
め
る
と

と
も
に
、
管
理
不
全
な
状
態
に
あ
る

空
き
家
等
の
所
有
者
等
に
対
し
市
が

行
う
行
政
指
導
等
の
手
続
き
を
定
め

て
い
ま
す
。

　

こ
れ
に
よ
り
、
市
民
の
生
活
環
境

の
保
全
お
よ
び
安
全
で
安
心
な
ま
ち

づ
く
り
の
推
進
に
寄
与
す
る
こ
と
を

目
的
と
し
て
い
ま
す
。

対
象
と
な
る
空
き
家
等
と
は

　

市
内
に
所
在
す
る
建
築
物
お
よ
び

工
作
物
（
立
木
を
含
む
）
で
、
常
時

無
人
の
状
態
に
あ
る
も
の
、
な
ら
び

に
そ
の
敷
地
を
い
い
ま
す
。

管
理
不
全
な
状
態
と
は　

　

空
き
家
等
が
次
の
い
ず
れ
か
の
状

態
に
あ
る
こ
と
を
い
い
ま
す
。

•
老
朽
化
ま
た
は
台
風
等
の
自
然
災

害
に
よ
り
倒
壊
す
る
お
そ
れ
の
あ

る
こ
と

•
建
築
材
等
を
飛
散
さ
せ
当
該
敷
地

外
に
あ
る
者
の
生
命
、
身
体
ま
た

は
財
産
に
被
害
を
及
ぼ
す
お
そ
れ

の
あ
る
こ
と

•
不
特
定
者
の
侵
入
等
に
よ
る
火
災

ま
た
は
犯
罪
が
誘
発
さ
れ
る
お
そ

れ
の
あ
る
こ
と

•
敷
地
内
の
草
木
が
著
し
く
繁
茂

し
、
除
枝
ま
た
は
除
草
が
必
要
な

状
態
で
あ
り
、
周
囲
へ
の
生
活
環

境
を
害
す
る
お
そ
れ
の
あ
る
こ
と

市
の
対
応
の
流
れ

　

市
は
空
き
家
等
が
管
理
不
全
な
状

態
で
あ
る
と
認
め
た
場
合
、
所
有
者

等
に
対
し
て
助
言
や
指
導
を
行
い
ま

す
。
ま
た
、
改
善
が
認
め
ら
れ
な
い

場
合
に
は
勧
告
、
命
令
、
氏
名
等
の

公
表
、
行
政
代
執
行
を
行
い
ま
す
。

　

な
お
、
行
政
代
執
行
に
よ
り
発
生

し
た
費
用
は
所
有
者
等
に
請
求
す
る

こ
と
が
で
き
ま
す
。

空
き
家
等
の
所
有
者
の
方
へ

　

建
物
等
の
財
産
を
所
有
す
る
権
利

（
相
続
も
含
む
）
を
有
す
る
と
い
う

こ
と
は
、
そ
れ
を
管
理
す
る
義
務
も

有
す
る
と
い
う
こ
と
で
す
。
皆
さ
ん

の
ご
協
力
を
お
願
い
し
ま
す
。

b
く
ら
し
安
心
課
☎
９
６
３
＝
９
１

８
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＊
い
た
だ
い
た
ご
意
見
へ
の
個
別
回

答
は
で
き
ま
せ
ん
。
結
果
は
市
ホ

ー
ム
ペ
ー
ジ
等
で
公
表
し
ま
す

□「
住
民
基
本
台
帳
に
関
す
る
事
務
」

の
特
定
個
人
情
報
保
護
評
価
書

　

（
全
項
目
評
価
書
）
に
つ
い
て

　

社
会
保
障
・
税
番
号
制
度
（
マ
イ

ナ
ン
バ
ー
制
度
）
の
導
入
に
伴
い
、

１０
月
か
ら
個
人
ご
と
に
１２
桁
の
個
人

番
号
が
付
番
さ
れ
、
住
民
基
本
台
帳

に
登
録
さ
れ
た
住
所
・
氏
名
・
生
年

月
日
等
の
情
報
と
合
わ
せ
て
保
有
・

利
用
す
る
こ
と
と
な
り
ま
す
。

　

市
で
は
、
こ
れ
ら
特
定
個
人
情
報

の
漏
え
い
な
ど
に
関
す
る
リ
ス
ク
を

分
析
し
、
そ
の
リ
ス
ク
の
軽
減
等
を

目
的
と
し
、
法
令
に
基
づ
き
、
住
民

基
本
台
帳
の
事
務
に
関
す
る
「
特
定

個
人
情
報
保
護
評
価
書
（
全
項
目
評

価
書
）」
を
策
定
し
て
い
ま
す
。
こ
の

た
び
、
評
価
書
（
素
案
）
が
ま
と
ま

り
ま
し
た
の
で
意
見
を
募
集
し
ま
す
。

〈
応
募
方
法
〉　

４
月
３０
日
㈭
（
必

着
）
ま
で
に
意
見
用
紙
に
必
要
事
項

を
記
入
の
う
え
、
市
民
課
ま
た
は
情

報
公
開
セ
ン
タ
ー
、
北
部
・
南
部
出

張
所
に
設
置
し
た
ご
意
見
箱
へ
（
郵

送
・
フ
ァ
ク
ス
・
メ
ー
ル
も
可
）
。

評
価
書
（
素
案
）
と
意
見
用
紙
は
、

ご
意
見
箱
設
置
場
所
で
配
布
す
る
ほ

か
、
市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
か
ら
印
刷
で

き
ま
す

b
市
民
課
☎
９
６
３
＝
９
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H10043400@city.koshigaya.saitama.jp

□
農
業
委
員
会
の
活
動
に
対
す
る
ご

意
見
を
募
集
し
ま
す

　

市
農
業
委
員
会
で
は
、
適
正
な
事

務
を
実
施
す
る
た
め
「
平
成
２６
年
度

の
目
標
及
び
そ
の
達
成
に
向
け
た
活

動
の
点
検
・
評
価
（
案
）
」
と
「
平

成
２７
年
度
の
目
標
及
び
そ
の
達
成
に

向
け
た
活
動
計
画
（
案
）
」
に
対
す

る
ご
意
見
・
ご
要
望
を
市
内
農
業
者

な
ど
の
皆
さ
ん
か
ら
募
集
し
ま
す
。

〈
応
募
方
法
〉　

４
月
８
日
㈬
〜
５

月
７
日
㈭
に
、
記
入
用
紙
（
市
ホ
ー

ム
ペ
ー
ジ
に
掲
載
）
に
必
要
事
項
を

記
入
し
農
業
委
員
会
事
務
局
（
第
三

庁
舎
４
階
）
ま
た
は
情
報
公
開
セ
ン

タ
ー
（
本
庁
舎
２
階
）
に
設
置
し
た

ご
意
見
箱
へ
（
郵
送
・
フ
ァ
ク
ス
・

メ
ー
ル
可
）
。
資
料
は
ご
意
見
箱
設

置
場
所
で
配
布
す
る
ほ
か
、
市
ホ
ー

ム
ペ
ー
ジ
か
ら
印
刷
で
き
ま
す

b
農
業
委
員
会
事
務
局
☎
９
６
３
＝

９
２
７
９
、
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９
６
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＝
９
１
７
５
、

H10273100@city.koshigaya.saitama.jp

　

い
た
だ
い
た
意
見
の
要
旨
と
意
見

に
対
す
る
市
の
考
え
方
は
、
市
ホ
ー

ム
ペ
ー
ジ
等
で
公
表
し
て
い
ま
す
。

□
第
４
期
越
谷
市
障
が
い
福
祉
計
画

　

（
素
案
）

▽
募
集
期
間…

平
成
２６
年
１２
月
１０
日

〜
２７
年
１
月
９
日　

▽
意
見
数…

３０

件
（
１
団
体
、
９
人
）　

b
障
害
福

祉
課
☎
９
６
３
＝
９
１
６
４

□
越
谷
市
子
ど
も
・
子
育
て
支
援
事

業
計
画
（
素
案
）

▽
募
集
期
間…

平
成
２７
年
１
月
５
日

〜
２
月
４
日　

▽
意
見
数…

２
件

（
１
人
）　

b
子
育
て
支
援
課
☎
９

６
３
＝
９
１
６
５

□
越
谷
市
い
じ
め
防
止
基
本
方
針

　

（
原
案
）

▽
募
集
期
間…

平
成
２７
年
１
月
１０
日

〜
２
月
８
日　

▽
意
見
数…

２
件

（
１
人
）　

b
青
少
年
課
☎
９
６
３

＝
９
３
０
８

意
見
公
募
結
果

公
募
委
員
募
集

市
民
の
皆
さ
ん
の
ご
意
見
を

お
寄
せ
く
だ
さ
い□

地
域
公
共
交
通
協
議
会
委
員

〈
内
容
〉　

市
の
公
共
交
通
の
あ
り

方
に
つ
い
て
検
討
し
、
市
の
公
共
交

通
の
利
便
性
の
向
上
を
図
る
た
め
の

協
議
を
行
い
ま
す
。
会
議
は
今
年
度

は
平
日
に
５
回
程
度
開
催
予
定

〈
対
象
〉　

次
の
す
べ
て
に
該
当
す

る
方
５
人
以
内
。
①
市
内
在
住
・
在

勤
・
在
学
ま
た
は
市
内
で
活
動
し
て

い
る
１８
歳
以
上
の
方　

②
市
の
ほ
か

の
審
議
会
等
の
公
募
に
よ
る
委
員
で

な
い
方　

③
越
谷
市
の
職
員
で
な
い

方〈
任
期
〉　

２
年
間
（
５
月
下
旬
頃

か
ら
）

〈
申
込
み
〉　

４
月
１
日
㈬
〜
３０
日

㈭
、
午
後
５
時
１５
分
（
必
着
）
に

「
越
谷
市
の
公
共
交
通
の
充
実
の
た

め
の
市
民
・
行
政
・
事
業
者
の
役
割

に
つ
い
て
」
を
テ
ー
マ
に
し
た
作
文

（
７
０
０
字
〜
１
０
０
０
字
）
と
住

所
・
氏
名
・
年
齢
・
性
別
・
電
話
番

号
を
記
入
し
た
書
類
（
様
式
自
由
）

を
直
接
ま
た
は
郵
送
で
都
市
計
画
課

へ
。
書
類
選
考
で
決
定
。
結
果
は
本

人
に
通
知
し
ま
す
。
提
出
書
類
は
返

却
し
ま
せ
ん

b
都
市
計
画
課
（
本
庁
舎
３
階
）
☎

９
６
３
＝
９
２
２
１

□
生
涯
学
習
審
議
会
委
員

〈
内
容
〉　

社
会
教
育
、
家
庭
教
育

そ
の
ほ
か
生
涯
学
習
の
推
進
に
つ
い

て
調
査
審
議
を
行
い
ま
す
。
会
議
は

日
中
、
年
３
回
程
度
を
予
定

〈
対
象
〉　

市
内
在
住
・
在
学
・
在

勤
ま
た
は
市
内
で
活
動
し
て
い
る
１８

歳
以
上
で
、
市
の
ほ
か
の
審
議
会
等

の
公
募
委
員
で
は
な
い
方
７
人

〈
任
期
〉　

２
年
間
（
委
嘱
は
７
月

を
予
定
）

〈
申
込
み
〉　

４
月
１５
日
㈬
（
必

着
）
ま
で
に
、
住
所
・
氏
名
・
性

別
・
生
年
月
日
・
職
業
・
電
話
番

号
・
応
募
動
機
を
記
入
し
た
書
類
と

「
私
が
考
え
る
、
こ
れ
か
ら
の
越
谷

市
の
生
涯
学
習
」
を
テ
ー
マ
に
し
た

小
論
文
（
８
０
０
字
以
内
、
Ａ
４
用

紙
に
横
書
き
で
自
由
書
式
）
を
生
涯

学
習
課
へ
（
郵
送
、
メ
ー
ル
可
）
。

書
類
選
考
と
面
接
に
よ
り
決
定
。
結

果
は
本
人
に
通
知
し
ま
す
。
提
出
書

類
は
返
却
し
ま
せ
ん

b
生
涯
学
習
課
（
第
二
庁
舎
４
階
）

☎
９
６
３
＝
９
２
８
３
、
H102232

00@city.koshigaya.saitama.jp

□
越
谷
し
ら
こ
ば
と
基
金
運
営
委
員

〈
内
容
〉　

し
ら
こ
ば
と
基
金
は
、

魅
力
的
な
ふ
る
さ
と
づ
く
り
を
目
指

し
て
活
動
す
る
市
民
団
体
等
に
事
業

費
の
一
部
を
助
成
し
て
い
ま
す
。
委

員
に
は
、
助
成
事
業
や
申
請
団
体
へ

の
ご
意
見
を
い
た
だ
き
ま
す

〈
対
象
〉　

市
内
在
住
の
満
２０
歳
以

上
の
方
で
、
市
の
ほ
か
の
審
議
会
等

の
公
募
委
員
で
は
な
い
方
若
干
名

〈
任
期
〉　

６
月
１
日
か
ら
２
年
間

〈
申
込
み
〉　

４
月
２０
日
㈪
〜
５
月

８
日
㈮
に
申
込
書
（
指
定
様
式
）
と

「
私
に
と
っ
て
の
快
適
で
活
力
あ
る

魅
力
的
な
ふ
る
さ
と
づ
く
り
」
を
テ

ー
マ
に
し
た
作
文
（
８
０
０
字
程

度
）
を
直
接
ま
た
は
郵
送
で
市
民
活

動
支
援
課
へ
。
結
果
は
本
人
に
通
知

し
ま
す
。
詳
し
く
は
募
集
要
項
（
市

民
活
動
支
援
課
・
市
民
活
動
支
援
セ

ン
タ
ー
・
各
地
区
セ
ン
タ
ー
で
配
布

の
ほ
か
、
市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
か
ら
印

刷
可
）
を
ご
覧
く
だ
さ
い

b
市
民
活
動
支
援
課
（
第
二
庁
舎
３

階
）
☎
９
６
３
＝
９
１
５
３

詳しくは募集要項をご覧ください。募集要項は、市立病院庶務課、市役所総合受付、
人事課で配布するほか、市立病院ホームページから印刷できます。
＊院内保育室を開設しています
＊このほか、育児休業代替看護師、任期付短時間看護師、臨時職員（看護師）も随時
募集しています。詳しくは下記へ

＊詳しくは募集要項（人事課、市役所総合受付、北部・南部出張所、パスポートセン
ター、各地区センター、保健センター、保健所、産業雇用支援センターで配布してい
るほか、市ホームページから印刷できます）をご覧ください

B国民健康保険課(第二庁舎1階)☎963－9143

対 　 　 象

勤 務 内 容

賃 　 　 金

申 込 み

◇国保推進員（非常勤職員）
平成27年7月1日現在60歳未満の方1人

月額147,700円

国民健康保険税の納付に関する電話応対や事務補助のほか、市内
の家庭を訪問し国民健康保険税の説明や収納を行います。雇用開
始は7月1日（水）から

5月11日（月）～22日（金）、午前9時～午後5時に写真を貼った市販の
履歴書を本人が直接国民健康保険課へ。後日、面接を行います。

B人事課（本庁舎２階）☎９６３－９１３２

◇平成２７年７月１日付採用　市職員（獣医師・保健師・保育士）

いずれの職種も若干名
5月10日（日）
4月6日（月）～24日（金）（期間内消印有効）

教養試験・作文試験

獣医師免許をお持ちの方（見込み不可）で、昭和54年4月
2日以降に生まれた方
保健師免許をお持ちの方（見込み不可）で、昭和54年4月
2日以降に生まれた方
保育士資格をお持ちの方（見込み不可）で、昭和49年4月
2日以降に生まれた方

B人事課（本庁舎2階）☎963－9132

◇育児休業代替任期付職員(保健師・看護師)の登録を受け付けています
保健師
看護師
保健師
看護師

獣医師

保健師

保育士

詳しくは、市ホームページをご覧いただくか、人事課までお問い合わせください

保健師免許（見込み不可）をお持ちの方
看護師免許（見込み不可）をお持ちの方
保健センター
保育所

市職員等

B市立病院庶務課（〠343－8577東越谷10－47－1）☎965－4562

対 　 　 象

募 集 人 数

試  験  日

申  込  み

◇平成27年７月１日付採用看護師

若干名
5月16日（土） 選 考 方 法 作文・面接試験

4月10日（金）～5月1日（金）に履歴書、看護師免許の写し等を特定記
録または簡易書留で郵送（消印有効）または市立病院庶務課へお持
ちください（土曜・日曜日、祝日を除く。午前8時30分～午後5時15分）

看護師免許をお持ちの方（見込み不可）で、二交代または三交代勤
務が可能な方

市立病院職員

職　員　募　集

対 　 　 象

勤 務 場 所

登 録 方 法

対 　 　 象

第１次試験日
募 集 人 数

申 込 み

対 　 　 象

募 集 人 数

試  験  日

申  込  み

◇平成28年４月１日付採用助産師・看護師

30人程度
①5月16日（土）　②6月13日（土）

選 考 方 法 作文・面接試験

①は4月10日（金）～5月1日（金）　②は5月8日（金）～29日（金）に履歴
書、助産師または看護師免許の写し等を特定記録または簡易書留で
郵送（消印有効）または市立病院庶務課へお持ちください（土曜・日曜
日、祝日を除く。午前8時30分～午後5時15分）

助産師または看護師免許をお持ちの方（見込み可）で、二交代または
三交代勤務が可能な方

選 考 方 法
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6
　

経
済
的
な
理
由
で
就
学
が
困
難
な

小
・
中
学
生
の
保
護
者
を
対
象
に
、

就
学
費
用
を
援
助
し
ま
す
。

〈
内
容
〉　

学
用
品
費
、
通
学
用
品

費
、
新
入
学
児
童
生
徒
学
用
品
費
、

校
外
活
動
費
、
修
学
旅
行
費
、
ス
ポ

ー
ツ
振
興
セ
ン
タ
ー
保
護
者
負
担

金
、
学
校
給
食
費

〈
申
込
み
〉　

４
月
２０
日
㈪
〜
平
成

２８
年
１
月
２９
日
㈮
に
保
護
者
が
直
接

申
請
し
て
く
だ
さ
い
。
５
月
２９
日
㈮

ま
で
は
市
役
所
第
二
庁
舎
５
階
会
議

室
Ｃ
、
６
月
１
日
㈪
以
降
は
学
務
課

（
第
二
庁
舎
４
階
）で
受
付
。お
子
さ

ん
の
在
籍
校
で
も
受
け
付
け
ま
す
。

＊
５
月
２９
日
㈮
ま
で
に
申
請
し
認
定

さ
れ
た
場
合
、
４
月
分
か
ら
対

象
。
６
月
以
降
に
申
請
し
認
定
さ

れ
た
場
合
、
申
請
月
の
翌
月
分
か

ら
対
象
。
前
年
度
認
定
さ
れ
た
方

も
毎
年
度
申
請
が
必
要
で
す
。
詳

し
く
は
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い

□
平
成
27
年
度
分
の
市
・
県
民
税
に

つ
い
て
お
知
ら
せ
し
ま
す

　

平
成
２７
年
度
の
市
・
県
民
税
は
、

６
月
か
ら
納
付
を
お
願
い
し
ま
す
。

ま
た
、
前
年
の
所
得
等
の
記
載
の
あ

る
平
成
２７
年
度
（
２６
年
分
）
の
市
・

県
民
税
課
税
（
非
課
税
）
証
明
書
の

交
付
の
開
始
は
次
の
と
お
り
で
す
。

▽
普
通
徴
収
の
方…

６
月
５
日
㈮
か

ら▽
給
与
か
ら
の
特
別
徴
収
（
差
し
引

き
）
の
方…

５
月
１４
日
㈭
か
ら

▽
公
的
年
金
か
ら
特
別
徴
収
（
差
し

引
き
）
の
方…

６
月
１２
日
㈮
か
ら

　

交
付
の
開
始
ま
で
は
、
平
成
２６
年

度
（
２５
年
分
）
が
最
新
年
度
で
す
。

証
明
書
の
交
付
を
請
求
す
る
場
合

は
、
何
年
度
の
証
明
書
が
必
要
な
の

か
、提
出
先
等
に
ご
確
認
く
だ
さ
い
。

b
市
民
税
課
☎
９
６
３
＝
９
１
４

４
・
９
１
４
５

□
市
税
の
納
付
は

　
口
座
振
替
が
便
利
で
す

g
口
座
振
替
で
き
る
市
税
は
、
市
・

県
民
税
（
普
通
徴
収
）
、
固
定
資
産

税
・
都
市
計
画
税
、
軽
自
動
車
税
、

国
民
健
康
保
険
税
（
納
期
が
過
ぎ
た

市
税
は
取
り
扱
い
で
き
ま
せ
ん
）　

e
納
税
通
知
書
に
記
載
さ
れ
た
金
融

機
関
、
市
役
所
収
納
課
、
市
役
所
国

民
健
康
保
険
課
、
北
部
・
南
部
出
張

所
へ
預
貯
金
通
帳
と
届
出
印
、
納
税

通
知
書
を
お
持
ち
の
う
え
「
越
谷
市

口
座
振
替
依
頼
書
」
ま
た
は
納
税
通

知
書
に
添
付
さ
れ
て
い
る
「
口
座
振

替
依
頼
書
」
に
必
要
事
項
を
記
入

し
、
届
出
印
を
押
し
て
提
出
し
て
く

だ
さ
い
。
手
続
き
を
し
た
月
の
翌
月

末
の
納
期
限
分
か
ら
口
座
振
替
が
開

始
さ
れ
ま
す　

b
収
納
課
（
本
庁
舎

１
階
）
☎
９
６
３
＝
９
１
４
１
、
国

民
健
康
保
険
課
（
第
二
庁
舎
１
階
）

☎
９
６
３
＝
９
１
４
３

□
休
日
納
税
窓
口
を
開
き
ま
す

a
４
月
５
日
㈰
・
１９
日
㈰
・
５
月
３

日
㈷
、
午
前
９
時
〜
午
後
３
時　

d

収
納
課
（
本
庁
舎
１
階
）、国
民
健
康

保
険
課
（
第
二
庁
舎
１
階
）　

b
収

納
課
☎
９
６
３
＝
９
１
４
２
、
国
民

健
康
保
険
課
☎
９
６
３
＝
９
１
４
３

□
国
民
年
金
保
険
料
が
変
わ
り
ま
す

　

４
月
か
ら
、
国
民
年
金
保
険
料
が

月
額
１
万
５
２
５
０
円
か
ら
１
万
５

５
９
０
円
に
変
更
さ
れ
ま
す
。

□
学
生
納
付
特
例
申
請
の
手
続
き

　

前
年
度
に
承
認
を
受
け
、
か
つ
在

学
予
定
期
間
が
終
了
し
て
い
な
い
方

に
は
、
日
本
年
金
機
構
か
ら
申
請
書

（
は
が
き
）
が
送
付
さ
れ
ま
す
。
内

容
を
確
認
し
、
必
要
事
項
を
記
入
の

う
え
、
日
本
年
金
機
構
に
返
送
し
て

く
だ
さ
い
。
申
請
書
（
は
が
き
）
が

届
か
な
い
方
や
、
初
め
て
申
請
さ
れ

る
方
は
、
市
民
課
国
民
年
金
担
当
で

随
時
申
請
で
き
ま
す
。

〈
申
請
に
必
要
な
も
の
〉　

年
金
手

帳
、
学
生
証
（
両
面
コ
ピ
ー
で
も

可
）、印
鑑

b
越
谷
年
金
事
務
所
☎
９
６
０
＝
１

１
９
０
、
市
役
所
市
民
課
国
民
年
金

担
当
☎
９
６
３
＝
９
１
５
５

①
仮
徴
収
額
決
定
・
変
更
通
知
書
を

お
送
り
し
ま
す

　

平
成
２７
年
度
の
国
民
健
康
保
険
税

を
６
月
か
ら
新
た
に
年
金
か
ら
の
特

別
徴
収
で
納
付
さ
れ
る
方
に
仮
徴
収

額
決
定
通
知
書
を
お
送
り
し
ま
す
。

　

ま
た
、
２７
年
度
の
国
民
健
康
保
険

税
を
年
金
か
ら
の
特
別
徴
収
で
納
付

さ
れ
る
予
定
だ
っ
た
方
の
う
ち
、
６

月
以
降
納
付
方
法
が
口
座
振
替
ま
た

は
納
付
書
で
の
支
払
い
に
変
更
と
な

る
方
に
仮
徴
収
額
変
更
通
知
書
を
お

送
り
し
ま
す
。
発
送
日
は
、
と
も
に

４
月
１６
日
㈭
で
す
。

　

年
金
か
ら
の
特
別
徴
収
を
口
座
振

替
に
変
更
す
る
場
合
は
、
国
民
健
康

保
険
課
ま
た
は
北
部
・
南
部
出
張
所

で
申
請
し
て
く
だ
さ
い
。
現
在
す
で

に
年
金
か
ら
の
特
別
徴
収
で
納
付
さ

れ
て
い
る
方
も
変
更
可
能
で
す
。

　

５
月
２９
日
㈮
ま
で
に
申
請
し
た
場

合
、
６
月
は
年
金
か
ら
の
特
別
徴

収
、
７
月
か
ら
口
座
振
替
に
変
更
と

な
り
ま
す
。
納
付
書
で
の
支
払
い
に

は
変
更
で
き
ま
せ
ん
。

〈
申
請
に
必
要
な
も
の
〉　

国
民
健

康
保
険
被
保
険
者
証
、
印
鑑
、
振
替

口
座
の
通
帳
と
届
出
印
（
新
た
に
口

座
振
替
を
お
申
込
み
の
方
の
み
）

②
納
税
通
知
書
を
お
送
り
し
ま
す

　

平
成
２６
年
度
の
国
民
健
康
保
険
税

の
年
税
額
に
変
更
が
あ
っ
た
方
や
新

た
に
課
税
さ
れ
た
方
に
、
納
税
通
知

書
と
納
付
書
を
４
月
１６
日
㈭
に
発
送

し
ま
す
。

＊
２７
年
度
の
納
税
通
知
書
は
、
６
月

中
旬
頃
発
送
予
定
で
す

③
口
座
振
替
結
果
の
お
知
ら
せ
を

　
発
送
し
ま
す

　

平
成
２６
年
度
に
１
度
で
も
国
民
健

康
保
険
税
を
口
座
振
替
さ
れ
た
世
帯

主
へ
口
座
振
替
結
果
の
お
知
ら
せ
を

４
月
１０
日
㈮
に
発
送
し
ま
す
。
指
定

口
座
の
通
帳
で
ご
確
認
く
だ
さ
い
。

b
国
民
健
康
保
険
課
（
第
二
庁
舎
１

階
）
①
②
保
険
担
当
☎
９
６
３
＝
９

１
４
６
、
③
収
納
担
当
☎
９
６
３
＝

９
１
４
３

　

４
月
１
日
㈬
か
ら
、
左
記
の
日
時

で
市
役
所
南
側
駐
車
場
の
使
用
料
に

上
限
額
を
設
定
し
ま
し
た
。

〈
対
象
と
な
る
日
時
〉　

土
曜
・
日

曜
日
、
祝
日
、
年
末
年
始
の
午
前
０

時
〜
午
後
１２
時

〈
上
限
額
〉　

１
０
０
０
円
（
出
場

１
回
に
つ
き
）

＊
日
を
ま
た
い
で
使
用
し
た
場
合
、

日
ご
と
に
使
用
料
が
か
か
り
ま
す

＊
月
曜
〜
金
曜
日
の
午
前
０
時
〜
８

時
と
午
後
６
時
〜
１２
時
は
、
従
来

の
と
お
り
３０
分
１
０
０
円
と
な
り

ま
す

＊
イ
ベ
ン
ト
開
催
等
で
駐
車
場
が
使

用
で
き
な
い
場
合
が
あ
り
ま
す

　

平
成
２７
年
３
月
６
日
に
、
国
土
交

通
省
国
土
地
理
院
が
「
平
成
２６
年
全

国
都
道
府
県
市
区
町
村
別
面
積
調
」

の
結
果
を
発
表
し
、
越
谷
市
の
面
積

が
、
従
前
の
６０
・
３１
平
方
㌔
㍍
か

ら
、
６０
・
２４
平
方
㌔
㍍
に
変
更
さ
れ

ま
し
た
。
新
し
い
面
積
は
、
平
成
２６

年
１０
月
１
日
に
さ
か
の
ぼ
っ
て
適
用

さ
れ
ま
す
。

　

精
度
の
高
い
デ
ジ
タ
ル
地
図
の
計

測
に
切
り
か
え
た
た
め
全
国
的
に
面

積
が
変
動
し
た
も
の
で
、
越
谷
市
の

区
域
が
変
わ
っ
た
わ
け
で
は
あ
り
ま

せ
ん
。
な
お
、
市
の
面
積
の
変
更

は
、
平
成
元
年
の
同
調
査
結
果
発
表

以
来
と
な
り
ま
す
。

　

越
谷
市
の
固
定
資
産
税
の
納
税
者

（
免
税
点
未
満
の
方
を
除
く
）
は
縦

覧
期
間
中
、
縦
覧
帳
簿
に
よ
り
市
内

の
固
定
資
産
の
価
格
を
無
料
で
見
る

こ
と
が
で
き
ま
す
。
ま
た
、
固
定
資

産
の
所
有
者
は
縦
覧
期
間
中
、
課
税

台
帳
（
名
寄
帳
）
の
写
し
を
閲
覧
制

度
に
よ
り
無
料
で
受
け
取
る
こ
と
が

で
き
ま
す
。
縦
覧
期
間
中
に
、
ご
自

身
の
資
産
に
つ
い
て
ご
確
認
く
だ
さ

い
。
な
お
、
借
地
人
・
借
家
人
は
借

地
・
借
家
物
件
の
み
の
価
格
等
が
記

載
さ
れ
て
い
る
課
税
台
帳
の
写
し
を

受
け
取
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

〈
縦
覧
期
間
〉　

４
月
１
日
㈬
〜
６

月
１
日
㈪
（
土
曜
・
日
曜
日
、
祝
日

を
除
く
）
、
午
前
８
時
３０
分
〜
午
後

５
時
１５
分

〈
縦
覧
場
所
〉　

資
産
税
課
（
本
庁

舎
１
階
）
。
閲
覧
（
名
寄
帳
写
し
の

請
求
）
は
、
北
部
・
南
部
出
張
所
で

も
で
き
ま
す

〈
必
要
な
も
の
〉　

本
人
確
認
が
で

き
る
証
明
書
等
。
詳
し
く
は
市
ホ
ー

ム
ペ
ー
ジ
ま
た
は
広
報
こ
し
が
や
お

知
ら
せ
版
３
月
号
を
ご
覧
く
だ
さ
い

越谷市国民健康保険・後期高齢者医療制度に加入の方へ

人間ドック検診料の一部を助成します
　被保険者の健康の保持増進を図るため、国民健康保険（実施年度中４０歳以
上の方）または後期高齢者医療制度加入者の人間ドックに要した費用の一部を
助成します。

＊人間ドックの助成を受けた年度は、越谷市で実施する特定健康診査・後期高
齢者健康診査を受診することはできません。助成後に特定健康診査・後期高
齢者健康診査を受診した場合は、助成金を返還していただきます
＊申請・請求は市役所へお越しください。出張所、地区センターでは受付でき
ません

B国民健康保険課（第二庁舎１階）
22-2番窓口　国民健康保険に加入の方…給付担当☎９６３－９１５４
22-1番窓口　後期高齢者医療制度に加入の方…後期高齢者医療担当☎９６３－９１７０

対 象 者

助成金額

助成要件

申請方法
請求方法

国民健康保険

年度年齢４０歳以上で越谷市
国民健康保険に加入の方

後期高齢者医療制度

越谷市で資格を有する後期
高齢者医療制度に加入の方

平成２７年度に受診した人間ドックの検診料に要した費用で
１万円を限度とし、１人につき一年度に１回の助成

・人間ドックの検査項目に特定健診の基本的な検査項目を含
むこと
・助成を受ける年度の特定健診または後期高齢者健診を受診
していないこと

１　人間ドックを受診したら申請書に次の書類を添付して申
請してください

　　○検診機関で発行された人間ドック検診料の領収証
　　○検診機関で発行された人間ドック検診結果の写し
　　＜持参するもの＞
　　国保の方…保険証、世帯主の印鑑
　　後期の方…保険証、受診者の印鑑
２　市より交付の決定がされたら市指定の請求書により請求

してください
　　＜持参するもの＞
　　国保の方…保険証、世帯主の印鑑、世帯主名義の振込先

銀行口座情報
　　後期の方…保険証、受診者の印鑑、受診者名義の振込先

銀行口座情報

国
保
の
お
知
ら
せ

国
民
年
金
のお

知
ら
せ

就
学
援
助
申
請
の
受
付
を
開
始
し
ま
す

B
学
務
課
☎
９
６
３
＝
９
２
８
１

市
の
面
積
が
60
・
24
㎢
に

B
情
報
統
計
課
☎
９
６
３
＝
９
１
２
１

B
総
務
管
理
課
☎
９
６
３
＝
９
１
３
４

休
日
の
市
役
所
駐
車
場
使
用
料

上
限
額
が
１
０
０
０
円
に
な
り
ま
し
た

B
資
産
税
課
☎
９
６
３
＝
９
１
４
７

固
定
資
産
縦
覧
帳
簿
の
縦
覧
と

課
税
台
帳
の
閲
覧

税
の
お
知
ら
せ
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受
付
件
数
は
２
０
０
件
程
度
を
予

定
し
て
い
ま
す
。
申
請
期
間
内
に
予

算
の
範
囲
を
超
え
た
場
合
は
５
月
２５

日
㈪
に
公
開
抽
選
を
実
施
し
ま
す
。

〈
申
請
期
間
〉　

５
月
８
日
㈮
〜
２１

日
㈭

〈
対
象
者
〉　

自
ら
居
住
す
る
住
宅

に
設
置
す
る
市
民
の
方
、
平
成
２８
年

３
月
３１
日
ま
で
に
市
内
に
居
住
予
定

の
方
、
マ
ン
シ
ョ
ン
の
管
理
の
適
正

化
の
推
進
に
関
す
る
法
律
に
規
定
す

る
管
理
組
合

＊
市
税
等
の
滞
納
や
建
築
物
等
に
法

令
違
反
が
な
い
こ
と　

〈
補
助
金
額
〉　

最
大
出
力
１
㌔
㍗

当
た
り
３
万
円
。
上
限
は
戸
建
て
住

宅
は
１０
万
５
０
０
０
円
（
３
・
５
㌔

㍗
）
、
マ
ン
シ
ョ
ン
は
３０
万
円
（
１０

㌔
㍗
）

〈
対
象
設
備
〉　

①
太
陽
電
池
モ
ジ

ュ
ー
ル
認
証
を
受
け
た
未
使
用
品

で
、
交
付
決
定
日
以
降
に
着
工
し
新

規
に
設
置
を
す
る
も
の　

②
２８
年
３

月
１５
日
ま
で
に
電
力
会
社
と
受
給
契

約
を
結
び
、
余
剰
電
力
の
買
取
り
契

約
が
結
ば
れ
る
こ
と

〈
申
込
み
〉　

申
請
書
に
必
要
書
類

を
添
え
て
、
開
庁
時
間
（
午
前
８
時

３０
分
〜
午
後
５
時
１５
分
）
に
直
接
環

境
政
策
課
（
第
三
庁
舎
４
階
）
へ
。

郵
送
不
可
。
申
請
書
は
環
境
政
策
課

で
配
布
し
て
い
る
ほ
か
市
ホ
ー
ム
ペ

ー
ジ
か
ら
印
刷
で
き
ま
す

〈
ご
注
意
〉

▽
補
助
金
の
交
付
決
定
前
に
工
事
に

着
工
し
た
場
合
、
補
助
を
受
け
ら
れ

ま
せ
ん　

▽
隣
接
地
に
高
層
建
築
物

が
建
て
ら
れ
る
な
ど
発
電
量
が
低
下

す
る
ト
ラ
ブ
ル
や
、
積
雪
時
の
落
雪

等
に
よ
る
危
険
性
が
考
え
ら
れ
ま
す

の
で
、
近
隣
の
状
況
も
ご
考
慮
く
だ

さ
い　

▽
訪
問
販
売
等
に
よ
る
業
者

と
の
ト
ラ
ブ
ル
も
寄
せ
ら
れ
て
い
ま

す
の
で
、
契
約
の
際
は
情
報
収
集
を

行
い
、
納
得
の
で
き
る
契
約
を
し
て

く
だ
さ
い

　

目
の
不
自
由
な
方
の
た
め
に
、
ボ

ラ
ン
テ
ィ
ア
グ
ル
ー
プ
「
声
の
お
た

よ
り
」
が
「
広
報
こ
し
が
や
」
や

「
社
協
だ
よ
り
」
な
ど
の
刊
行
物
を

Ｃ
Ｄ
（
デ
イ
ジ
ー
図
書
）
に
録
音

し
、
郵
送
し
て
い
ま
す
。
ご
希
望
の

方
は
越
谷
市
社
会
福
祉
協
議
会
ボ
ラ

ン
テ
ィ
ア
セ
ン
タ
ー
へ
ご
連
絡
く
だ

さ
い
（
Ｃ
Ｄ
を
聴
く
た
め
に
は
専
用

の
音
声
再
生
機
が
必
要
で
す
）
。
な

お
、
市
で
は
身
体
障
害
者
手
帳
（
視

覚
１
・
２
級
）
を
お
持
ち
で
デ
イ
ジ

ー
図
書
を
活
用
す
る
方
に
、
日
常
生

活
用
具
（
ポ
ー
タ
ブ
ル
レ
コ
ー
ダ
）

の
給
付
事
業
を
行
っ
て
い
ま
す
。
詳

し
く
は
障
害
福
祉
課
☎
９
６
３
＝
９

１
６
４
へ
。

　

ま
た
、
広
報
こ
し
が
や
の
点
字
版

（
お
知
ら
せ
版
の
抜
粋
）
を
、
希
望

者
に
郵
送
し
て
い
ま
す
。
ご
希
望
の

方
は
広
報
広
聴
課
へ
ご
連
絡
く
だ
さ

い
。

　

失
業
等
に
よ
る
経
済
的
な
問
題
、

家
庭
や
健
康
上
の
問
題
で
お
困
り
の

方
か
ら
相
談
を
受
け
、
自
立
に
向
け

た
継
続
的
な
支
援
を
行
い
ま
す
。

〈
場
所
〉　

生
活
福
祉
課
内
生
活
自

立
相
談
「
よ
り
そ
い
」

〈
事
業
内
容
〉
　
▽
面
接
相
談…

相

談
さ
れ
た
方
の
課
題
を
整
理
し
た
上

で
自
立
へ
の
サ
ポ
ー
ト　

▽
よ
り
そ

い
型
支
援…

相
談
支
援
員
に
よ
る
窓

口
・
手
続
き
等
の
同
行
支
援

〈
対
象
〉　

市
内
在
住
で
経
済
的
な

問
題
な
ど
で
生
活
に
お
困
り
の
方

（
生
活
保
護
受
給
中
の
方
は
除
く
）

〈
相
談
例
〉

・
長
い
間
仕
事
か
ら
離
れ
て
お
り
、

仕
事
が
な
か
な
か
見
つ
か
ら
な
い

・
長
く
ひ
き
こ
も
り
生
活
を
し
て
い

た
た
め
仕
事
の
見
つ
け
方
が
分
か

ら
な
い

・
複
数
の
問
題
を
抱
え
、
ど
こ
に
相

談
す
れ
ば
よ
い
か
分
か
ら
な
い

　

市
内
で
製
造
・
加
工
な
ど
さ
れ
た

優
れ
た
商
品
を
市
が
認
定
す
る
「
こ

し
が
や
ブ
ラ
ン
ド
認
定
品
」
を
新
た

に
募
集
し
ま
す
。

　

認
定
さ
れ
た
商
品
は
、
市
ホ
ー
ム

ペ
ー
ジ
や
市
が
作
成
す
る
パ
ン
フ
レ

ッ
ト
等
に
掲
載
さ
れ
ま
す
。

　

ま
た
、
こ
し
が
や
ブ
ラ
ン
ド
の
認

定
を
受
け
る
た
め
、
新
た
に
商
品
を

開
発
す
る
市
内
事
業
者
等
に
対
し

て
、
開
発
費
の
一
部
を
助
成
す
る

「
開
発
費
補
助
金
」
の
募
集
も
併
せ

て
実
施
し
ま
す
。

〈
対
象
事
業
者
〉　

▽
ブ
ラ
ン
ド

認
定…

市
内
で
製
造
・
加
工
等
を

行
う
事
業
者
な
ど　

▽
開
発
費
補

助
金…

対
象
品
を
開
発
中
ま
た
は

新
た
に
開
発
し
よ
う
と
す
る
市
内

事
業
者
な
ど

〈
対
象
と
な
る
商
品
〉　

①
市
内
で

製
造
・
加
工
さ
れ
た
も
の　

②
市
外

で
製
造
・
加
工
さ
れ
た
も
の
で
、
主

な
原
材
料
が
市
内
で
生
産
さ
れ
た
農

産
物
で
あ
る
も
の

〈
申
込
み
〉　

４
月
１
日
㈬
〜
３０
　

日
㈭
に
申
請
書
と
必
要
書
類
を
直

接
産
業
支
援
課
へ
（
郵
送
不
可
）。

な
お
、
認
定
に
あ
た
り
審
査
会
を

開
催
し
ま
す
。
詳
し
く
は
産
業
支

援
課
ま
で

＊
申
請
書
・
募
集
要
項
等
は
産
業
支

援
課
で
配
布
す
る
ほ
か
、
市
ホ
ー

ム
ペ
ー
ジ
・
こ
し
が
や
ii
ネ
ッ
ト

か
ら
印
刷
で
き
ま
す

　

い
ず
れ
も
b
市
民
活
動
支
援
セ
ン

タ
ー
（
〠
343
＝
０
８
１
６
弥
生
町
１６

の
１
）
☎
９
６
９
＝
２
７
５
０

□
市
民
活
動
支
援
セ
ン
タ
ー

　
運
営
委
員
会
委
員

g
効
果
的
な
施
設
運
営
を
行
う
た
め

ご
意
見
等
を
い
た
だ
き
ま
す　

f
市

内
在
住
・
在
勤
・
在
学
で
１８
歳
以
上

の
方
２
人
。
任
期
２
年　

e
５
月
１０

日
㈰
、
午
後
５
時
（
必
着
）
ま
で

に
、
住
所
・
氏
名
・
生
年
月
日
・
電

話
番
号
・
自
己
Ｐ
Ｒ
を
簡
潔
に
記
入

し
た
書
類
と
、「
市
民
活
動
の
推
進
に

は
、
ど
の
よ
う
な
取
り
組
み
が
必
要

か
」
を
テ
ー
マ
に
し
た
作
文
（
８
０

０
字
以
内
）
を
直
接
ま
た
は
郵
送
で

市
民
活
動
支
援
セ
ン
タ
ー
へ
。
書
類

選
考
で
決
定
。
結
果
は
本
人
に
通
知

□
市
民
活
動
支
援
セ
ン
タ
ー
の

　
愛
称
と
シ
ン
ボ
ル
マ
ー
ク

g
▽
愛
称…

は
が
き
に
最
大
１０
文
字

程
度
を
１
点
の
み
記
入　

▽
シ
ン
ボ

ル
マ
ー
ク…

Ａ
４
判
白
色
用
紙
に
天

地
を
表
示
し
、
縦
横
１０
㌢
の
枠
内
に

デ
ザ
イ
ン
１
点
を
描
く
（
色
は
自

由
、
単
色
）。自
作
の
未
発
表
作
品
で

他
に
類
似
し
な
い
も
の
。
鉛
筆
不
可

　

f
市
内
在
住
・
在
勤
・
在
学
の
方

　

e
５
月
２３
日
㈯（
消
印
有
効
）ま
で

に
、
作
品
の
簡
単
な
説
明
・
住
所
・

氏
名
・
年
齢
・
電
話
番
号
を
作
品
の

裏
面
に
記
入
し
、
直
接
ま
た
は
郵
送

で
市
民
活
動
支
援
セ
ン
タ
ー
へ

今
月
の
市
民
課
の
休
日
窓
口
は

４
月
19
日
㈰
で
す

え
せ
同
和
行
為
と
は

　

個
人
、
企
業
、
行
政
機
関
な
ど

に
対
し
て
、
同
和
問
題
（※

）
の

解
決
に
努
力
し
て
い
る
よ
う
に
装

い
、「
高
額
な
図
書
の
購
入
強
要
」

や「
寄
付
金
・
賛
助
金
の
強
請
」な

ど
、「
ゆ
す
り
」・「
た
か
り
」
等
を

す
る
行
為
の
こ
と
を
い
い
ま
す
。

　

え
せ
同
和
行
為
は
、
そ
の
不
当

な
行
為
に
よ
り
、
企
業
や
行
政
機

関
の
み
な
ら
ず
、
国
民
の
間
に
同

和
問
題
に
対
す
る
誤
っ
た
意
識
を

植
え
つ
け
、
新
た
な
差
別
意
識
を

生
む
大
き
な
要
因
と
な
っ
て
い
ま

す
。
こ
れ
は
、
同
和
問
題
解
決
の

た
め
に
多
く
の
人
々
が
積
み
重
ね

て
き
た
教
育
と
啓
発
活
動
の
効
果

を
一
挙
に
覆
す
許
さ
れ
な
い
行
為

で
す
。

え
せ
同
和
行
為
は
断
固
拒
否
し
ま

し
ょ
う

　

え
せ
同
和
行
為
者
が
激
し
い
言

葉
で
要
求
し
て
き
て
も
、
不
当
な

要
求
は
断
固
と
し
て
拒
否
し
、
終

始
毅
然
と
し
た
態
度
で
対
応
し
ま

し
ょ
う
。

　

そ
の
場
し
の
ぎ
の
安
易
な
妥
協

は
、
相
手
に
期
待
を
抱
か
せ
る
こ

と
に
な
り
、
同
和
問
題
の
解
決
を

遅
ら
せ
る
こ
と
に
な
り
ま
す
。

※
…

同
和
問
題
と
は
、
日
本
の
歴

史
の
中
で
生
み
出
さ
れ
た
差
別
が

残
り
、「
同
和
地
区
に
住
ん
で
い

る
」
あ
る
い
は
「
同
和
地
区
に
生

ま
れ
た
」
と
い
う
理
由
で
、
結
婚
、

就
職
、
日
常
生
活
な
ど
の
面
で
差

別
を
受
け
る
こ
と
で
す
。
こ
れ
は

憲
法
が
保
障
す
る
基
本
的
人
権
の

侵
害
で
あ
り
、
日
本
の
歴
史
の
中

で
生
み
出
さ
れ
た
わ
が
国
固
有
の

重
大
な
人
権
問
題
で
す
。

　

本
市
を
含
む
県
東
部
で
構
成
す

る
埼
葛
郡
市
市
町
で
は
、
さ
ま
ざ

ま
な
人
権
問
題
の
解
決
に
向
け
連

携
し
て
人
権
教
育
・
啓
発
活
動
を

実
施
し
て
い
ま
す
。

　

そ
の
一
環
と
し
て
、
毎
年
４
月

を
「
埼
葛
え
せ
同
和
行
為
対
策
強

化
月
間
」
と
定
め
、
同
和
問
題
の

解
決
の
妨
げ
と
な
っ
て
い
る
「
え

せ
同
和
行
為
の
排
除
」
を
呼
び
か

け
て
い
ま
す
。

b
人
権
・
男
女
共
同
参
画
推
進
課

☎
９
６
３
＝
９
１
１
９

□
越
谷
市
地
域
防
災
計
画
を

　
改
定
し
ま
し
た

　

竜
巻
災
害
で
の
課
題
や
関
係
法

令
・
各
種
計
画
の
改
正
な
ど
を
踏
ま

え
、
災
害
に
対
す
る
市
の
防
災
体
制

お
よ
び
対
策
を
よ
り
効
果
的
に
す
る

た
め
「
越
谷
市
地
域
防
災
計
画
」
を

改
定
し
ま
し
た
。
改
定
に
あ
た
り
、

防
災
会
議
で
の
審
議
、
パ
ブ
リ
ッ
ク

コ
メ
ン
ト
に
よ
る
意
見
公
募
を
実
施

し
、
竜
巻
等
突
風
災
害
対
策
な
ど
を

新
た
に
盛
り
込
み
ま
し
た
。
本
計
画

は
、
危
機
管
理
課
（
第
二
庁
舎
２

階
）、情
報
公
開
セ
ン
タ
ー
（
本
庁
舎

２
階
）、各
地
区
セ
ン
タ
ー
、
市
ホ
ー

ム
ペ
ー
ジ
で
ご
覧
に
な
れ
ま
す
。

b
危
機
管
理
課
☎
９
６
３
＝
９
２
８

５□
祝
日
も
粗
大
ご
み
の

　
直
接
持
ち
込
み
が
で
き
ま
す

　

４
月
か
ら
祝
日
も
粗
大
ご
み
の
直

接
持
ち
込
み
が
で
き
る
よ
う
に
な
り

ま
す
（
土
曜
・
日
曜
日
、
年
末
年
始

は
除
く
）
。
事
前
に
電
話
予
約
が
必

要
で
す
。
詳
し
く
は
予
約
時
に
ご
確

認
く
だ
さ
い
。
な
お
、
当
日
の
予
約

は
受
け
付
け
て
い
ま
せ
ん
。

〈
電
話
受
付
時
間
〉　

月
曜
〜
金
曜

日
、
午
前
８
時
３０
分
〜
午
後
５
時　

（
祝
日
、
年
末
年
始
は
除
く
）

b
リ
サ
イ
ク
ル
プ
ラ
ザ
（
砂
原
３
５

５
）
☎
９
７
３
＝
５
３
０
０
（
予
約

専
用
）

お
知
ら
せ

市
民
活
動

支
援
セ
ン
タ
ー
の
募
集

B
環
境
政
策
課
☎
９
６
３
＝
９
１
８
３

住
宅
用
太
陽
光
発
電
設
備
の

設
置
費
用
を
補
助
し
ま
す

B
生
活
自
立
相
談「
よ
り
そ
い
」（
第
三
庁
舎
２
階
）☎
９
６
３
＝
９
２
１
２

経
済
的
な
問
題
な
ど
で
お
困
り
の
方
へ

生
活
自
立
相
談「
よ
り
そ
い
」に
ご
相
談
く
だ
さ
い

B
産
業
支
援
課（
産
業
雇
用
支
援
セ
ン
タ
ー
３
階
）☎
９
６
７
＝
４
６
８
０

越
谷
の
新
た
な
名
物
に
！

「
こ
し
が
や
ブ
ラ
ン
ド
認
定
品
」新
規
募
集

B
Ｃ
Ｄ…

越
谷
市
社
会
福
祉
協
議
会
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
セ
ン
タ
ー
☎
９

６
６
＝
３
２
１
１
、点
字
版…

広
報
広
聴
課
☎
９
６
３
＝
９
１
１
７

広
報
紙
等
の
市
政
情
報
を
録
音
し
た
Ｃ
Ｄ

（
デ
イ
ジ
ー
図
書
）や
広
報
こ
し
が
や
点
字
版
を

ご
利
用
く
だ
さ
い

え
せ
同
和
行
為
を
排
除
し
ま
し
ょ
う

―

埼
葛
え
せ
同
和
行
為
対
策
強
化
月
間―
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毎回人気の甲冑着用体験

市
民
活
動

支
援
セ
ン
タ
ー
の
講
座

男
女
共
同
参
画
支
援
セ
ン
タ
ー

「
ほ
っ
と
越
谷
」の
催
し

□
苗
木
の
無
料
配
布

　

市
民
の
皆
さ
ん
に
緑
を
育
て
大
切

に
し
て
い
た
だ
く
た
め
、
苗
木
を
無

料
で
お
配
り
し
ま
す
。
春
は
実
の
な

る
苗
木
と
な
り
ま
す
。

a
４
月
２４
日
㈮
、
午
前
８
時
３０
分
〜

１１
時
（
無
く
な
り
し
だ
い
終
了
）　

d
中
央
市
民
会
館
東
側
広
場　

g
リ

ン
ゴ
、
ス
モ
モ
、
ア
ン
ズ
等
（
予

定
）。当
日
は
越
谷
市
造
園
業
協
会
の

協
力
に
よ
る
緑
の
相
談
コ
ー
ナ
ー
を

同
時
開
催　

b
公
園
緑
地
課
☎
９
６

３
＝
９
２
２
５

□
藤
ま
つ
り
野
点
コ
ー
ナ
ー

a
５
月
３
日
㈷
、
午
前
１０
時
〜
午
後

３
時
（
完
売
し
だ
い
終
了
）。藤
ま
つ

り
は
４
月
２９
日
㈷
〜
５
月
６
日
㉁　

d
久
伊
豆
神
社
（
越
ヶ
谷
）　

f
２

０
０
人　

h
１
０
０
円　

b
越
谷
市

観
光
協
会
☎
９
７
１
＝
９
０
０
２

◆
観
光
ぶ
ら
っ
と
こ
し
が
や

　

〜
バ
ス
に
よ
る
林
泉
寺
御
開
帳
と

　

春
を
楽
し
む
〜

a
g
４
月
１９
日
㈰
、
①
午
前
８
時
３０

分
〜
正
午
ご
ろ
。
林
泉
寺
↓
須
賀
農

園
（
イ
チ
ゴ
狩
り
ほ
か
）
↓
清
浄
院

↓
静
栖
寺　

②
午
後
０
時
３０
分
〜
４

時
ご
ろ
。
林
泉
寺
（
お
話
と
コ
ン
サ

ー
ト
）
↓
清
浄
院
↓
静
栖
寺　

f
各

２０
人
（
抽
選
）　

h
①
１
４
０
０
円

　

②
２
０
０
円　

e
４
月
１０
日
㈮

（
必
着
）
ま
で
に
、
往
復
は
が
き
に

希
望
コ
ー
ス
・
郵
便
番
号
・
住
所
・

氏
名
（
ふ
り
が
な
）
・
年
齢
・
電
話

番
号
を
記
入
し
左
記
へ　

b
越
谷
市

観
光
協
会
・
観
光
ぶ
ら
っ
と
係
（
〠

343
＝
０
８
２
８
レ
イ
ク
タ
ウ
ン
４
の

１
の
４
）
☎
９
７
１
＝
９
０
０
２

□
越
谷
・
水
辺
の
市

　

（
毎
月
第
２
火
曜
日
開
催
）

a
４
月
１４
日
㈫
、
午
前
１０
時
〜
午
後

３
時　

a
葛
西
用
水
ウ
ッ
ド
デ
ッ
キ

（
市
役
所
東
側
）　

g
地
場
野
菜
、

こ
し
が
や
ブ
ラ
ン
ド
認
定
品
の
一
部

や
手
作
り
品
、
衣
類
、
雑
貨
、
リ
サ

イ
ク
ル
商
品
、
飲
食
物
な
ど
約
２０
店

舗
が
出
店
。
越
谷
に
ぎ
わ
い
の
会
主

催　

b
越
谷
に
ぎ
わ
い
の
会
・
須
長

☎
０
９
０
＝
４
２
０
３
＝
４
９
３
６

□
市
政
移
動
教
室

a
５
月
１４
日
㈭
、
午
前
９
時
４０
分
市

役
所
集
合　

d
宮
内
庁
埼
玉
鴨
場
ほ

か　

f
市
内
在
住
の
方
３８
人
（
抽

選
）　

h
無
料　

e
４
月
１６
日
㈭

（
必
着
）
ま
で
に
、
は
が
き
に
市
政

移
動
教
室
と
明
記
の
う
え
、
参
加
者

全
員
（
１
枚
に
２
人
ま
で
）
の
郵
便

番
号
・
住
所
・
氏
名
（
ふ
り
が

な
）
・
年
齢
・
性
別
・
電
話
番
号
を

記
入
し
左
記
へ
（
市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ

か
ら
も
応
募
で
き
ま
す
）
。
結
果
は

４
月
末
ま
で
に
通
知
し
ま
す　

b
広

報
広
聴
課
☎
９
６
３
＝
９
１
１
７

□
郷
土
歴
史
講
座

　

「
越
谷
市
内
出
羽
地
区
の
歴
史
に

つ
い
て
」

①
講
座…

a
５
月
２０
日
㈬
・
２７
日

㈬
、
午
後
２
時
〜
４
時　

d
市
立
図

書
館　

②
現
地
研
修…

a
６
月
３
日

㈬
ま
た
は
１０
日
㈬
の
午
前
９
時
〜
午

後
５
時（
予
定
）　

g
市
内
出
羽
地
区

の
歴
史
め
ぐ
り
。
講
師
は
越
谷
市
郷

土
研
究
会
顧
問
の
加
藤
幸
一
さ
ん
。

Ａ
コ
ー
ス
は
①
②
の
３
日
間
、
Ｂ
コ

ー
ス
は
①
の
み
。
②
の
み
の
参
加
は

不
可　

f
①
８０
人　

②
各
日
２０
人　

h
①
無
料　

②
実
費
負
担
（
保
険
料

等
を
当
日
徴
収
）　

e
４
月
３０
日
㈭

（
必
着
）
ま
で
に
、
往
復
は
が
き
に

希
望
コ
ー
ス
（
Ａ
コ
ー
ス
の
場
合
は

現
地
研
修
の
希
望
日
を
記
入
）・
郵

便
番
号
・
住
所
・
氏
名
（
１
枚
に
つ

き
１
人
）
・
電
話
番
号
を
記
入
し
左

記
へ
（
抽
選
）　

b
市
立
図
書
館

（
〠
343
＝
０
０
２
３
東
越
谷
４
の
９

の
１
）
☎
９
６
５
＝
２
６
５
５

□
春
期
親
子
ふ
れ
あ
い
体
操
教
室

a
５
月
１２
日
〜
６
月
３０
日
の
毎
週
火

曜
日
、
午
後
４
時
〜
５
時
（
全
８

回
）　

d
第
２
体
育
館　

g
親
子
で

一
緒
に
器
械
体
操
ほ
か　

f
３
歳

（
４
月
１
日
現
在
）
〜
６
歳
（
就
学

前
）
の
お
子
さ
ん
と
保
護
者
４０
組
。

対
象
児
以
外
の
同
伴
不
可

＊
春
期
教
室
に
参
加
す
る
方
は
、
秋

期
教
室
に
は
参
加
で
き
ま
せ
ん

e
４
月
７
日
㈫
、
午
前
９
時
か
ら
左

記
へ
（
電
話
可
）　

b
ス
ポ
ー
ツ
振

興
課
（
第
二
庁
舎
４
階
）
☎
９
６
３

＝
９
２
８
４

□
男
性
の
た
め
の
軽
ス
ポ
ー
ツ
教
室

a
５
月
１９
日
〜
６
月
９
日
の
毎
週
火

曜
日
、
午
後
１
時
３０
分
〜
３
時
（
全

４
回
）　

d
第
２
体
育
館　

g
軽
ス

ポ
ー
ツ
（
ラ
ケ
ッ
ト
テ
ニ
ス
、
フ
ラ

イ
ン
グ
デ
ィ
ス
ク
な
ど
）　

f
市
内

在
住
の
男
性
１８
人　

h
無
料　

e
４

月
１４
日
㈫
、
午
前
９
時
か
ら
左
記
へ

（
電
話
可
）　

b
ス
ポ
ー
ツ
振
興
課

（
第
二
庁
舎
４
階
）
☎
９
６
３
＝
９

２
８
４

□
障
が
い
者
ス
ポ
ー
ツ
教
室（
身
体
）

a
５
月
９
日
㈯
・
２３
日
㈯
・
３０
日

㈯
、
午
前
１０
時
〜
１１
時
３０
分
（
全
３

回
）　

d
第
１
体
育
館　

g
レ
ク
リ

エ
ー
シ
ョ
ン
ス
ポ
ー
ツ
な
ど　

f
市

内
在
住
で
１８
歳
以
上
の
身
体
に
障
が

い
の
あ
る
方
２０
人　

h
無
料　

e
４

月
９
日
㈭
、
午
前
９
時
か
ら
電
話
ま

た
は
フ
ァ
ク
ス
で
左
記
へ　

b
ス
ポ

ー
ツ
振
興
課
☎
９
６
３
＝
９
２
８

４
、
D
９
６
５
＝
５
９
５
４

□
５
市
１
町
障
が
い
者
体
育
祭

　

草
加
パ
リ
ポ
リ
レ
ク
リ
エ
ー
シ
ョ

ン
の
集
い

a
６
月
７
日
㈰
、
午
前
１０
時
〜
午
後

３
時　

d
草
加
市
ス
ポ
ー
ツ
健
康
都

市
記
念
体
育
館　

g
ス
ポ
ー
ツ
を
通

じ
、
体
を
動
か
す
楽
し
さ
を
共
有　

f
５
市
１
町
に
在
住
・
在
勤
で
障
が

い
の
あ
る
方
と
そ
の
家
族　

h
３
０

０
円
（
当
日
徴
収
）　

e
４
月
３０
日

㈭
ま
で
に
左
記
へ　

b
草
加
市
体
育

協
会
☎
９
２
８
＝
６
３
６
１
、
D
９

２
２
＝
１
５
１
３

□
越
谷
市
民
ゴ
ル
フ
大
会

a
５
月
２８
日
㈭　

d
紫
あ
や
め
３６
東

コ
ー
ス
（
野
田
市
）、現
地
集
合　

g

個
人
戦…

１８
ホ
ー
ル
、
新
ペ
リ
ア
方

式
。
団
体
戦…

各
地
区
上
位
５
人
の

合
計　

f
市
内
在
住
の
方　

h
参
加

費
３
５
０
０
円
（
賞
品
代
ほ
か
）。プ

レ
ー
費
は
各
自
負
担
（
１
万
２
０
０

０
円
。
食
事
代
を
含
む
）　

e
４
月

１５
日
㈬
ま
で
に
参
加
費
を
添
え
て
各

地
区
セ
ン
タ
ー
・
公
民
館
へ
。
越
谷

市
民
ゴ
ル
フ
運
営
委
員
会
主
催　

b

生
涯
学
習
課
☎
９
６
３
＝
９
２
８
３

□
マ
ン
デ
ー
杯
ビ
ー
チ
ボ
ー
ル
大
会

a
５
月
１１
日
㈪
、
午
前
９
時
〜
午
後

５
時　

d
総
合
体
育
館　

e
４
月
７

日
㈫
〜
１４
日
㈫
に
直
接
総
合
体
育
館

へ
（
電
話
・
メ
ー
ル
で
の
申
込
み
不

可
）　

h
１
チ
ー
ム
３
０
０
０
円　

f
女
性
Ａ
（
１８
歳
〜
４５
歳
未
満
）…

３６
チ
ー
ム
。
女
性
Ｂ
（
４５
歳
以
上
）

…

１２
チ
ー
ム　

b
総
合
体
育
館
☎
９

６
４
＝
４
３
２
１

□
櫻
間
初
花
會

a
５
月
５
日
㈷
、
午
前
１１
時
開
場
、

正
午
開
演　

d
こ
し
が
や
能
楽
堂　

g
謡
、
仕
舞
、
能
「
初
雪
」
ほ
か
。

当
会
の
子
ど
も
が
能
の
子
方
を
務
め

ま
す　

h
無
料　

b
こ
し
が
や
能
楽

堂
☎
９
６
４
＝
８
７
０
０

□
こ
し
が
や
能　

春
の
調
べ

a
５
月
１０
日
㈰
、
午
後
２
時
開
演　

d
こ
し
が
や
能
楽
堂　

g
狂
言
「
仏

師
」、舞
囃
子
「
海
士
」、仕
舞
「
隅
田

川
」、能
「
小
袖
曽
我
」
ほ
か
。
出
演

は
関
根
祥
六
さ
ん
ほ
か　

h
一
般
３

０
０
０
円
、
学
生
１
５
０
０
円
（
全

席
自
由
）。販
売
所
は
こ
し
が
や
能
楽

堂
・
サ
ン
シ
テ
ィ
ホ
ー
ル
・
東
武
よ

み
う
り
チ
ケ
ッ
ト
セ
ン
タ
ー　

b
こ

し
が
や
能
楽
堂
☎
９
６
４
＝
８
７
０

０□
花
田
苑
「
開
花
亭
茶
会
」

a
４
月
５
日
㈰
・
１９
日
㈰
・
２６
日
㈰
、

午
前
１０
時
〜
午
後
３
時　

d
花
田
苑

　

f
８０
人　

h
５
０
０
円
（
別
途
入

園
料
１
０
０
円
）　

e
当
日
会
場
へ

　

b
花
田
苑
☎
９
６
２
＝
６
９
９
９

□
花
田
苑
「
や
す
ら
ぎ
の
茶
席
」

a
４
月
１２
日
㈰
、
午
前
１０
時
〜
午
後

３
時　

d
花
田
苑　

f
８０
人　

h
３

０
０
円
（
別
途
入
園
料
１
０
０
円
）

　

e
当
日
会
場
へ　

b
花
田
苑
☎
９

６
２
＝
６
９
９
９

□
フ
リ
ー
マ
ー
ケ
ッ
ト

a
４
月
２６
日
㈰
、
午
前
１０
時
〜
午
後

２
時（
雨
天
中
止
）　

d
サ
ン
シ
テ
ィ

広
場　

▼
出
店
者
募
集…

１
区
画
５

０
０
円
。
申
込
み
は
左
記
へ　

b
越

谷
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
プ
ラ
ザ
㈱
☎
９
８

５
＝
１
１
３
１

□
平
成
２７
年
度
「
ち
び
っ
こ
く
ら

ぶ
」
参
加
者
募
集

g
ゴ
ミ
ゼ
ロ
運
動
、
サ
マ
ー
キ
ャ
ン

プ
、
お
楽
し
み
レ
ク
リ
エ
ー
シ
ョ
ン

な
ど
（
お
お
む
ね
月
１
回
程
度
）
。

越
谷
市
青
少
年
相
談
員
協
議
会
主
催

　

f
市
内
在
住
の
小
学
生
２０
人
（
応

募
多
数
の
場
合
は
抽
選
）　

h
年
会

費
１
５
０
０
円
（
キ
ャ
ン
プ
な
ど
は

別
途
実
費
負
担
）　

e
４
月
１３
日
㈪

ま
で
に
電
話
で
左
記
へ　

b
青
少
年

課
☎
９
６
３
＝
９
３
０
８

□
こ
し
が
や
市
民
法
律
教
室

a
４
月
１１
日
㈯
、
午
後
１
時
３０
分
か

ら　

d
中
央
市
民
会
館
４
階　

g
テ

ー
マ
は
「
い
じ
め
を
考
え
る
〜
い
じ

め
と
法
の
現
在
・
子
ど
も
の
立
場
に

立
つ
と
い
う
こ
と
〜
」
。
講
師
は
弁

護
士
の
野
村
武
司
さ
ん　

h
無
料　

e
電
話
で
左
記
へ
（
３
月
号
で
前
期

分
を
申
込
み
済
み
の
方
は
、
新
た
な

申
込
み
は
不
要
）　

b
く
ら
し
安
心

課
☎
９
６
３
＝
９
１
５
６

□
第
２０
回
記
念
歯
科
健
康
フ
ェ
ア
・

サ
ッ
カ
ー
教
室

a
６
月
７
日
㈰
、
午
前
１０
時
〜
正
午

（
午
前
９
時
１５
分
集
合
）　

d
鷺
後

小
校
庭
（
雨
天
の
場
合
は
体
育
館
）

＊
駐
車
場
が
あ
り
ま
せ
ん
の
で
、
車

で
の
来
場
は
ご
遠
慮
く
だ
さ
い

g
大
宮
ア
ル
デ
ィ
ー
ジ
ャ
の
プ
ロ
コ

ー
チ
が
指
導
。
参
加
者
に
は
記
念
写

真
・
チ
ー
ム
関
連
記
念
品
等
の
お
楽

し
み
袋
、
各
学
年
１
人
の
Ｍ
Ｖ
Ｐ
に

は
レ
プ
リ
カ
ユ
ニ
ホ
ー
ム
を
贈
呈
。

教
室
終
了
後
は
、
保
健
セ
ン
タ
ー
で

歯
科
健
康
フ
ェ
ア
に
参
加
し
ま
す　

f
保
護
者
同
伴
可
能
な
市
内
在
住
の

小
学
生
各
学
年
２０
人
（
抽
選
）
。
男

女
不
問　

e
５
月
１１
日
㈪
（
必
着
）

ま
で
に
、
往
復
は
が
き
の
往
信
面
に

参
加
す
る
小
学
生
の
住
所
・
氏
名
・

学
年
・
電
話
番
号
、
返
信
面
に
応
募

者
の
郵
便
番
号
・
住
所
・
氏
名
を
記

入
し
越
谷
市
歯
科
医
師
会
（
〠
343
＝

０
０
２
２
東
大
沢
１
の
１２
の
１
）

へ
。
結
果
は
５
月
中
旬
に
発
送　

b

越
谷
市
歯
科
医
師
会
☎
９
７
８
＝
０

０
１
１
（
午
後
２
時
〜
４
時
）

□
イ
ー
ス
タ
ン
・
リ
ー
グ
公
式
戦

　

「
巨
人
対
横
浜
Ｄ
ｅ
Ｎ
Ａ
」

a
４
月
１９
日
㈰
、
午
後
１
時
試
合
開

始　

d
市
民
球
場　

h
前
売
券
、
カ

ッ
コ
内
は
当
日
券
。
▽
特
別
席…

１

４
０
０
円
（
１
９
０
０
円
）
▽
内
野

席…

１
１
０
０
円
（
１
６
０
０
円
）

▽
外
野
席…

当
日
券
の
み
７
０
０

円
。
全
席
自
由
。
総
合
体
育
館
、
中

央
市
民
会
館
、
市
民
球
場
、
市
内
読

売
新
聞
販
売
店
で
販
売
中　

b
東
武

よ
み
う
り
新
聞
社
☎
９
８
７
＝
０
６

１
１

□
女
子
プ
ロ
野
球
２
０
１
５

　

ヴ
ィ
ク
ト
リ
ア
シ
リ
ー
ズ

　

ア
ス
ト
ラ
イ
ア
対
フ
ロ
ー
ラ

a
５
月
１５
日
㈮
、
午
後
６
時
か
ら
。

１６
日
㈯
・
１７
日
㈰
、
午
後
１
時
か
ら

　

d
市
民
球
場　

h
大
人
１
０
０
０

円
・
前
売
り
９
０
０
円
（
５
０
０

円
）、学
生
５
０
０
円
・
前
売
り
４
０

０
円
（
３
０
０
円
）、中
学
生
以
下
無

料
。
カ
ッ
コ
内
は
市
内
在
住
・
在

勤
・
在
学
の
方
（
証
明
書
の
提
示
が

必
要
）　

e
４
月
１０
日
㈮
か
ら
市
民

球
場
で
発
売　

b
市
民
球
場
☎
９
６

２
＝
８
９
８
９ 　４月中旬になると、市役所東側葛西用

水の中土手に、１万６０００本のチューリ
ップが約４００メートルにわたり咲き誇
ります。

５月４日（祝）　みどりの日
越谷の自然を見に行きませんか
５月４日（祝）　みどりの日
越谷の自然を見に行きませんか

花
田
苑
無
料
開
園

越
谷
ア
リ
タ
キ
植
物
園

（
緑
の
森
公
園
内
）

無
料
開
園

a
午
前
９
時
〜
午
後
７
時

（
入
園
は
午
後
６
時
ま
で
）

　

g
苑
内
オ
リ
エ
ン
テ
ー
リ

ン
グ
、
五
錦
雄
互
さ
ん
に
よ

る
津
軽
三
味
線
演
奏
会
、
紙

芝
居
（
午
前
１０
時
か
ら
約
３０

分
）
ほ
か　

h
入
園
無
料

（
お
茶
席
は
１
人
３
０
０

円
）　

b
花
田
苑
☎
９
６
２

＝
６
９
９
９

a
午
前
９
時
〜
午
後
５
時

（
入
園
は
午
後
４
時
３０
分
ま

で
）

＊
植
物
園
の
駐
車
場
は
あ
り

ま
せ
ん

b
公
園
緑
地
課
☎
９
６
３
＝

９
２
２
５

〈
日
時
〉　

４
月
〜
７
月
の
毎
月

第
４
土
曜
・
日
曜
日
、
午
前
１０
時

〜
午
後
３
時
（
雨
天
決
行
、
荒
天

中
止
）

〈
会
場
〉　

原
っ
ぱ
公
園
（
西
大

袋
土
地
区
画
整
理
事
業
地
内
第
１

号
近
隣
公
園
の
一
部
）

〈
内
容
〉　

穴
掘
り
や
泥
ん
こ
遊

び
、
水
や
火
を
使
う
な
ど
自
由
な

遊
び
が
で
き
ま
す

〈
費
用
〉　

無
料

〈
申
込
み
〉　

直
接
現
地
へ

〜
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
募
集
〜

〈
日
時
〉　

プ
レ
ー
パ
ー
ク
開
催

時
（
都
合
の
良
い
日
の
み
の
参
加

も
可
能
）

〈
内
容
〉　

子
ど
も
た
ち
の
見
守

り
な
ど

〈
申
込
み
〉　

事
前
に
左
記
へ

b
青
少
年
課
（
第
二
庁
舎
２
階
）

☎
９
６
３
＝
９
３
０
８

　

特
に
記
載
の
な
い
場
合
、
h
無
料

　

d
b
ほ
っ
と
越
谷
☎
９
７
０
＝
７

４
１
１
（
月
曜
日
、
祝
日
休
所
）

□
シ
ネ
マ
サ
ロ
ン

　

「
家
族
と
い
う
こ
と
」

a
４
月
２５
日
㈯
、
①
午
後
１
時
３０
分

〜
４
時　

②
午
後
６
時
３０
分
〜
８
時

４０
分　

g
映
画
「
そ
し
て
父
に
な

る
」
の
上
映　

f
市
内
在
住
・
在

勤
・
在
学
の
方
、
テ
ー
マ
に
関
心
の

あ
る
方
各
回
４０
人　

e
要
予
約

□
表
現
力
Ｕ
Ｐ
講
座
「
わ
か
り
や
す

く
、
簡
潔
に
、
伝
え
る
力
を
つ
け

よ
う
」
（
全
２
回
）

a
①
５
月
９
日
㈯　

②
２３
日
㈯
。
い

ず
れ
も
午
前
１０
時
〜
正
午　

g
的
確

に
意
見
や
思
い
を
伝
え
る
技
術
を
伝

授
。
講
師
は
㈲
ヒ
ュ
ー
リ
ス
・
マ
ネ

ジ
メ
ン
ト
代
表
取
締
役
の
小
林
京
子

さ
ん　

f
女
性
４０
人
。
保
育
あ
り

（
１
歳
６
カ
月
か
ら
就
学
前
ま
で
。

要
予
約
、
先
着
５
人
。
保
育
申
込
み

は
①
４
月
２４
日
㈮
ま
で　

②
５
月
１５

日
㈮
ま
で
）　

e
要
予
約

＊
右
記
講
座
の
ほ
か
、
３
回
目
と
し

て
希
望
者
の
審
議
会
傍
聴
を
予
定

□
ブ
ッ
ク
フ
ェ
ア

　

「
親
に
な
る
こ
と
っ
て
？
」

a
４
月
７
日
㈫
〜
３０
日
㈭　

g
親
子

の
関
係
を
考
え
る
本
を
展
示
。
子
ど

も
と
親
の
関
係
や
家
族
の
形
の
多
様

性
な
ど
、
視
点
を
変
え
て
、
「
ほ
っ

と
越
谷
」
の
所
蔵
本
を
紹
介

＊
「
ほ
っ
と
越
谷
」
の
所
蔵
本
は
毎

週
木
曜
日
に
貸
し
出
し
て
い
ま
す

□
パ
ネ
ル
展
示

　

「
活
躍
す
る
女
性
た
ち
」

a
４
月
７
日
㈫
〜
３０
日
㈭　

g
さ
ま

ざ
ま
な
分
野
で
活
躍
し
て
き
た
女
性

た
ち
の
鮮
や
か
な
人
生
を
紹
介

　

特
に
記
載
の
な
い
場
合
、
h
無
料

　

d
b
市
民
活
動
支
援
セ
ン
タ
ー
☎

９
６
９
＝
２
７
５
０
。
左
記
の
ほ

か
、
パ
ソ
コ
ン
な
ん
で
も
相
談
、
か

ふ
ぇ
と
も
、
ぽ
っ
ぽ
ひ
ろ
ば
も
開
催

し
て
い
ま
す
。

□
人
材
バ
ン
ク
「
手
と
手
を
つ
な

　

ぐ
情
報
ガ
イ
ド
」
登
録
者
募
集

　

あ
な
た
の
経
験
と
知
識
を
地
域
の

た
め
、
ま
ち
づ
く
り
の
た
め
に
活
用

し
ま
せ
ん
か
。

f
市
民
活
動
支
援
セ
ン
タ
ー
登
録
団

体
・
個
人
ま
た
は
市
内
在
住
・
在

学
・
在
勤
の
１８
歳
以
上
の
方　

e
４

月
２０
日
㈪
、
午
後
５
時
ま
で

□
第
４
回
セ
ン
タ
ー
ま
つ
り

　

実
行
委
員
募
集

g
市
民
活
動
や
市
民
活
動
支
援
セ
ン

タ
ー
・
観
光
・
物
産
な
ど
を
、
よ
り

多
く
の
方
々
に
知
っ
て
い
た
だ
く
た

め
の
楽
し
い
催
し
物
の
企
画
と
そ
の

実
施　

f
市
民
活
動
支
援
セ
ン
タ
ー

登
録
団
体
の
方
ま
た
は
市
内
在
住
・

在
勤
・
在
学
の
方　

e
４
月
３０
日
㈭

ま
で

□
Ｎ
Ｐ
Ｏ
の
申
請
・
労
務
相
談

a
４
月
１８
日
㈯
、
①
午
後
１
時
３０
分

か
ら　

②
午
後
２
時
３０
分
か
ら
（
各

回
５０
分
）　

g
Ｎ
Ｐ
Ｏ
の
申
請
や
労

務
に
関
す
る
専
門
家
に
よ
る
相
談
会

　

f
市
民
活
動
団
体
２
組　

e
受
付

中
。
受
付
後
に
申
込
書
を
提
出

自
由
に
遊
ぼ
う

プ
レ
ー
パ
ー
ク

越
ヶ
谷
宿
の

甲
冑
め
ぐ
り

か
っ
ち
ゅ
う

第
３
回

　

日
光
街
道（
日
光
道
中
）の
宿
場

町
の
面
影
を
今
も
残
す
越
ヶ
谷

宿
。
子
ど
も
た
ち
の
健
や
か
で
た

く
ま
し
い
成
長
を
願
い
、
越
谷
伝

承
の
五
月
人
形
を
商
店
や
古
民
家

に
飾
り
ま
す
。
春
の
宿
場
ま
つ
り

と
し
て
、
今
年
も
甲
冑
め
ぐ
り
を

開
催
し
ま
す
。

〈
期
間
〉　

５
月
２
日
㈯

・
３
日
㈷

〈
内
容
〉　

越
谷
駅
東
口

周
辺
の
商
店

会
（
越
谷
市

本
町
商
店

会
、
越
谷
新
町
商
店
会
、
越
谷
中

央
商
店
会
）
の
商
店
や
古
民
家
約

５０
軒
に
五
月
人
形
等
を
展
示
し
ま

す
。
そ
の
ほ
か
、
越
谷
甲
冑
着
用

体
験
、
ガ
イ
ド
ツ
ア
ー
、
各
種
イ

ベ
ン
ト
も
行
い
ま
す

＊
甲
冑
着
用
体
験
と
ガ
イ
ド
ツ
ア

ー
は
両
日
と
も
に
実
施
（
ガ
イ

ド
ツ
ア
ー
は
要
予
約
。
事
前
に

左
記
へ
。
有
料
）

b
越
谷
市
商
工
会
☎
９
６
６
＝
６

１
１
１

　

６
回
目
と
な
る
今
年
は
、
色
彩

別
の
稲
（
古
代
米
）
を
使
っ
て
、

人
気
グ
ル
メ
マ
ン
ガ
「
食
戟
の
ソ

ー
マ
」
を
田
ん
ぼ
に
描
き
ま
す
。

〈
内
容
・
日
に
ち
〉　

▽
田
植
え

…

５
月
３１
日
㈰
（
予
備
日
６
月
７

日
㈰
）　

▽
収
穫
体
験
（
稲
刈

り
）…

９
月
下
旬
〜
１０
月
上
旬

〈
会
場
〉　

東
埼
玉
資
源
環
境
組

合
第
一
工
場
の
向
か
い
の
水
田

〈
対
象
〉　

２
０
０
人
（
中
学
生

以
下
の
み
の
参
加
不
可
）

〈
費
用
〉　

一
人
１
０
０
０
円

（
小
学
生
以
上
）

〈
申
込
み
〉　

越
谷
市
観
光
協
会

で
配
布
し
て
い
る
申
込
書
を
フ
ァ

ク
ス
ま
た
は
郵
送
で
左
記
へ
。
申

込
書
は
越
谷
市
観
光
協
会
ホ
ー
ム

ペ
ー
ジ
か
ら
も
印
刷
で
き
ま
す

＊
５
月
１０
日
㈰
、
午
後
１
時
３０
分

か
ら
農
業
技
術
セ
ン
タ
ー
で
事

前
説
明
会
を
行
い
ま
す

b
越
谷
市
観
光
協
会
（
〠
343
＝
０

８
２
８
レ
イ
ク
タ
ウ
ン
４
の
１
の

４
）
☎
９
７
１
＝
９
０
０
２
、
D

９
７
２
＝
５
２
０
８

〈日時〉　４月２９日（祝）（雨天時は５月３日（祝））
　　　　午前９時４０分～午後２時
〈場所〉　不動橋・相模町スポット広場
〈内容〉　子ども向けのアトラクション、模擬店など。

参加したお子さんの５００家族にお土産こいの
ぼりをプレゼントします。５月９日（土）まで元
荒川で泳ぐミニこいのぼりがご覧になれます

B大相模地区コミュニティ推進協議会
　（大相模地区センター内）☎９８８－７３７０

第12回不動橋こいのぼりフェスティバル第12回不動橋こいのぼりフェスティバル

こ
し
が
や
田
ん
ぼ
ア
ー
ト
２
０
１
５

こ
し
が
や
田
ん
ぼ
ア
ー
ト
２
０
１
５

〜
体
験
者
募
集
〜

今
年
は
「
食
戟
の
ソ
ー
マ
」
が
田
ん
ぼ
に
登
場
！

第
一
工
場
の
展
望
台
か
ら
見
事
な
ア
ー

ト
を
見
る
事
が
で
き
ま
す
（
写
真
は
去

年
の
も
の
）

葛西用水に
１万6000本の
チューリップ

葛西用水に
１万6000本の
チューリップ

B越谷市観光協会☎９７１―９００２

ご 

し
き

さ
く
ら
ま  

は
つ
は
な
か
い

の  

だ
て

し
ょ
く
げ
き

あ
　
ま
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□
野
球
場
貸
し
出
し
抽
選
会

a
５
月
１
日
㈮
、
午
後
７
時
か
ら
受

付
。
午
後
７
時
３０
分
か
ら
抽
選　

d

市
民
球
場
会
議
室　

g
８
月
の
日
曜

日
分
の
抽
選　

f
「
ま
ん
ま
る
よ
や

く
」
に
登
録
し
て
い
る
越
谷
市
内
の

チ
ー
ム　

h
使
用
料
は
使
用
日
の
翌

月
に
「
ま
ん
ま
る
よ
や
く
」
の
登
録

口
座
か
ら
振
り
替
え
。
江
戸
川
広
域

運
動
公
園
グ
ラ
ウ
ン
ド
は
抽
選
日
に

支
払
い　

c
「
ま
ん
ま
る
よ
や
く
」

の
登
録
カ
ー
ド
（
ス
ポ
ー
ツ
振
興
課

で
事
前
登
録
が
必
要
）　

b
ス
ポ
ー

ツ
振
興
課
（
第
二
庁
舎
４
階
）
☎
９

６
３
＝
９
２
８
４

□
越
谷
市
民
プ
ー
ル
の
一
部
施
設
の

　

利
用
休
止
に
つ
い
て

a
５
月
７
日
㈭
〜
１２
日
㈫　

g
特
別

清
掃
の
た
め
、
温
水
プ
ー
ル
の
利
用

が
で
き
ま
せ
ん
。
ト
レ
ー
ニ
ン
グ
ル

ー
ム
は
休
館
日
を
除
き
平
常
ど
お
り

利
用
で
き
ま
す　

b
越
谷
市
民
プ
ー

ル
☎
９
９
２
＝
６
６
０
２

□
ス
ポ
ー
ツ
安
全
保
険
の
ご
案
内

g
団
体
が
活
動
中
（
国
内
）
の
事
故

な
ど
の
補
償
（
傷
害
保
険
・
賠
償
責

任
保
険
・
突
然
死
葬
祭
費
用
保
険
）

　

f
ス
ポ
ー
ツ
や
文
化
活
動
な
ど
を

行
う
５
人
以
上
の
団
体　

e
詳
し
く

は
地
区
セ
ン
タ
ー
・
総
合
体
育
館
・

地
域
体
育
館
・
市
民
球
場
・
し
ら
こ

ば
と
運
動
公
園
競
技
場
・
弓
道
場
・

ス
ポ
ー
ツ
振
興
課
（
第
二
庁
舎
４

階
）
で
配
布
す
る
し
お
り
等
を
ご
覧

く
だ
さ
い　

b
（
公
財
）
ス
ポ
ー
ツ

安
全
協
会
埼
玉
県
支
部
☎
０
４
８
＝

７
７
９
＝
９
５
８
０

□
サ
ン
シ
テ
ィ
小
ホ
ー
ル
利
用
休
止

　

１１
月
２４
日
㈫
〜
平
成
２８
年
４
月
３０

日
㈯
の
間
、
施
設
改
修
工
事
の
た
め

小
ホ
ー
ル
が
利
用
で
き
ま
せ
ん　

b

越
谷
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
セ
ン
タ
ー
☎
９

８
５
＝
１
１
１
１

□
文
化
総
合
誌
「
川
の
あ
る
ま
ち
―

　

越
谷
文
化
」
第
33
号
販
売
中

　

随
筆
・
レ
ポ
ー
ト
・
小
説
・
詩
・

短
歌
・
俳
句
・
川
柳
・
写
真
の
ほ

か
、
小
・
中
学
生
、
高
校
生
に
よ
る

作
文
や
ス
ケ
ッ
チ
を
掲
載
。
第
３３
号

の
優
秀
賞
の
受
賞
者
は
以
下
の
と
お

り（
敬
称
略
。
カ
ッ
コ
内
は
部
門
）。

▽
荒
谷
仁
（
レ
ポ
ー
ト
）　

▽
浜
口

美
知
子
（
短
歌
）　

▽
三
﨑
あ
す
わ

（
俳
句
）　

▽
岡
部
定
雄
（
川
柳
）

　

▽
幸
田
隼
飛
（
ジ
ュ
ニ
ア
・
学

生
）　

▽
小
林
光
江
（
写
真
）

〈
販
売
場
所
〉　

生
涯
学
習
課
、
大

間
野
町
旧
中
村
家
住
宅
、
旧
東
方
村

中
村
家
住
宅
、
市
立
図
書
館
、
南
部

図
書
室
、
市
立
病
院
内
売
店
、
市
内

の
一
部
書
店

〈
販
売
価
格
〉　

７
０
０
円

b
生
涯
学
習
課
☎
９
６
３
＝
９
３
０

７□
農
地
の
賃
借
料
情
報

　

市
内
の
農
地
の
実

勢
賃
借
料
を
公
表
し

ま
す
。
平
成
２６
年
１

月
〜
１２
月
に
締
結

（
公
告
）
さ
れ
た
賃

貸
借
に
お
け
る
賃
借

料
水
準
（
１０
ア
ー
ル

あ
た
り
）
は
、
以
下

と
お
り
で
す
。
農
地

の
貸
し
借
り
の
目
安

に
ご
活
用
く
だ
さ

い
。

b
農
業
委
員
会
事
務

局
☎
９
６
３
＝
９
２

７
９

□
平
成
27
年
度
の
臨
時
福
祉
給
付

金
・
子
育
て
世
帯
臨
時
特
例
給
付

金
に
つ
い
て

　

平
成
２７
年
度
の
受
付
期
間
な
ど
具

体
的
な
内
容
に
つ
い
て
は
、
決
ま
り

し
だ
い
、
広
報
こ
し
が
や
、
市
ホ
ー

ム
ペ
ー
ジ
等
で
お
知
ら
せ
し
ま
す
。

b
福
祉
・
子
育
て
臨
時
給
付
金
室
☎

９
６
３
＝
９
１
９
４

□
競
艇
事
業
に
よ
る
収
益
が
私
た
ち

の
生
活
に
役
立
っ
て
い
ま
す

　

埼
玉
県
都
市
競
艇
組
合
は
越
谷
市

が
加
入
す
る
組
合
で
、
戸
田
競
艇
場

で
開
催
す
る
競
艇
事
業
の
収
益
金
を

市
で
活
用
し
て
い
ま
す
。

４
月
〜
６
月
の
開
催
日…

４
月
４
日

㈯
〜
７
日
㈫
、
y
１４
日
㈫
〜
１９
日

㈰
、
２３
日
㈭
〜
２８
日
㈫
、
y
５
月
１

日
㈮
〜
６
日
㉁
、
１４
日
㈭
〜
１８
日

㈪
、
２８
日
㈭
〜
６
月
１
日
㈪
、
５
日

㈮
〜
１０
日
㈬
、
y
１３
日
㈯
〜
１６
日

㈫
、
y
１９
日
㈮
〜
２２
日
㈪
（
y
は
埼

玉
県
都
市
競
艇
組
合
主
催
）

b
財
政
課
☎
９
６
３
＝
９
１
１
５

□
掲
載
記
事
の
訂
正
に
つ
い
て

　

広
報
こ
し
が
や
お
知
ら
せ
版
３
月

号
臨
時
特
集
号
に
掲
載
し
ま
し
た
電

話
番
号
の
一
部
に
誤
り
が
あ
り
ま
し

た
。
お
わ
び
し
て
訂
正
し
ま
す
。

〈
訂
正
箇
所
〉　

２
ペ
ー
ジ
お
よ
び

４
ペ
ー
ジ
掲
載
の
保
健
所
精
神
保
健

支
援
室
の
電
話
番
号

（
誤
）
☎
９
６
３
＝
９
１
２
４

（
正
）
☎
９
６
３
＝
９
２
１
４

□
応
急
手
当
講
習
会

　

（
普
通
救
命
Ⅰ
）

a
４
月
２４
日
㈮
、
午
後
１
時
３０
分
〜

４
時
３０
分　

d
消
防
本
庁
舎　

g
心

肺
蘇
生
法
（
Ａ
Ｅ
Ｄ
を
含
む
）　

f

市
内
在
住
・
在
勤
の
中
学
生
以
上
の

方
３０
人　

h
無
料　

e
４
月
１
日
㈬

〜
１４
日
㈫
に
左
記
へ　

b
消
防
署
☎

９
７
４
＝
０
１
３
６

□
夜
間
パ
ソ
コ
ン
セ
ミ
ナ
ー

a
g
①
ワ
ー
ド
基
礎…

５
月
１２
日
㈫

〜
１５
日
㈮　

②
ワ
ー
ド
応
用…

１８
日

㈪
〜
２１
日
㈭　

③
エ
ク
セ
ル
基
礎…

２５
日
㈪
〜
２８
日
㈭　

④
エ
ク
セ
ル
応

用…

６
月
１
日
㈪
〜
４
日
㈭
。
い
ず

れ
も
午
後
６
時
〜
９
時　

d
産
業
雇

用
支
援
セ
ン
タ
ー
４
階　

f
市
内
在

住
の
求
職
者
・
勤
労
者
１０
人　

h
無

料　

e
４
月
１０
日
㈮
、
午
前
８
時
３０

分
か
ら
電
話
で
左
記
へ　

b
産
業
支

援
課
☎
９
６
７
＝
４
６
８
０

□
し
ら
こ
ば
と
チ
ャ
レ
ン
ジ

a
毎
週
日
曜
日
、
午
前
１１
時
〜
正
午

（
祝
日
等
は
除
く
）　

d
障
害
者
就

労
訓
練
施
設
し
ら
こ
ば
と　

g
読

み
・
書
き
・
計
算
の
基
礎
を
行
う
学

び
の
場
、
課
題
を
自
主
的
に
勉
強
し

ま
す　

f
市
内
在
住
で
１８
歳
以
上
の

障
が
い
の
あ
る
方
１０
人
（
就
労
に
対

し
意
欲
の
あ
る
方
）　

e
直
接
会
場

へ　

b
障
害
者
就
労
訓
練
施
設
し
ら

こ
ば
と
☎
９
６
５
＝
６
５
９
４

□
産
業
雇
用
支
援
セ
ン
タ
ー
二
番
館

創
業
・
経
営
相
談
日
の
変
更

　

４
月
か
ら
相
談
日
が
左
記
の
と
お

り
変
わ
り
ま
す
。
ア
イ
デ
ア
を
ビ
ジ

ネ
ス
プ
ラ
ン
に
し
た
い
、
開
業
資
金

の
調
達
、
財
務
体
質
の
改
善
な
ど
、

企
業
支
援
コ
ー
デ
ィ
ネ
ー
タ
ー
が
マ

ン
ツ
ー
マ
ン
で
ア
ド
バ
イ
ス
。

a
毎
週
月
曜
・
水
曜
・
金
曜
日
、
午

前
９
時
〜
午
後
４
時
（
正
午
〜
午
後

１
時
を
除
く
）

＊
相
談
は
完
全
予
約
制
で
す

＊
出
張
相
談
も
可
能
で
す

b
産
業
雇
用
支
援
セ
ン
タ
ー
二
番
館

☎
９
６
７
＝
２
４
２
４

□
敷
金
（
賃
貸
住
宅
）
ト
ラ
ブ
ル

　

１
１
０
番

　

☎
０
４
８
＝
８
７
２
＝
８
０
５
５

　

（
電
話
は
当
日
の
み
）

a
４
月
１１
日
㈯
・
１２
日
㈰
、
午
前
１０

時
〜
午
後
４
時　

h
無
料　

b
埼
玉

司
法
書
士
会
事
務
局
☎
０
４
８
＝
８

６
３
＝
７
８
６
１

いきいき農園の利用者を募集しますいきいき農園の利用者を募集します
　農作業を通して収穫の喜びを味わい、また利用者相互の
交流と親睦を深めていただくため、農園を無償でお貸しし
ます。
〈対象〉　市内在住の６０歳以上の方（１世帯１区画。他
の市民農園やいきいき農園を利用中の世帯の方は申し込み
できません）
〈貸出期間〉　平成２７年４月２３日～３２年１月末日

※補欠者…当選した場合、すぐにはご利用になれません
が、空き区画ができ次第、順番にご利用いただきます
〈申込み〉　４月１３日（月）（必着）までに往復はがきの
往信面に郵便番号・住所・氏名（ふりがな）・電話番号・
希望農園名（複数申込み不可）、返信面の宛先に郵便番号・
住所・氏名を記入し、福祉推進課まで。希望者多数の場合
は公開抽選となります
〈公開抽選〉　４月１５日（水）、午前１０時から市役所第三
庁舎１階第４会議室にて農園ごとに抽選を行います。補欠
者の決定も同時に行います
＊抽選結果は後日往復はがきの返信をもって通知します。
なお、抽選会に参加いただけない場合でも抽選結果に影
響はありません

◆
越
谷
市
火
災
予
防
条
例
の
一
部

　

が
改
正
さ
れ
ま
し
た

　

平
成
２７
年
４
月
１
日
か
ら
、
祭

礼
、
縁
日
、
花
火
大
会
、
展
示
会

そ
の
他
の
多
数
の
方
が
集
ま
る
催

し
で
、
露
店
等
を
開
設
（
対
象
火

気
器
具
等
を
使
用
す
る
場
合
に
限

る
）
す
る
方
は
、
あ
ら
か
じ
め
、

露
店
等
の
開
設
届
を
消
防
長
に
届

け
出
す
る
こ
と
に
な
り
ま
し
た
。

　

ま
た
、
花
火
大
会
や
縁
日
な
ど

屋
外
で
の
催
し
の
う
ち
、
大
規
模

な
も
の
と
し
て
消
防
長
が
指
定
し

た
催
し
の
主
催
者
は
、
防
火
担
当

者
を
定
め
、
防
火
担
当
者
に
火
災

予
防
上
必
要
な
業
務
に
関
す
る
計

画
を
作
成
さ
せ
消
防
長
に
提
出
す

る
と
と
も
に
、
当
該
計
画
に
基
づ

く
業
務
を
行
わ
せ
る
よ
う
に
な
り

ま
し
た
。

　

詳
し
く
は
消
防
本
部
予
防
課
ま

で
お
問
い
合
わ
せ
下
さ
い
。

b
予
防
課
☎
９
７
４
＝
０
１
０
３

◆
一
日
消
防
署
長
、

　

火
災
予
防
を
呼
び
か
け
る

　

３
月
１
日
〜
７
日
、
春
の
火
災

予
防
運
動
が
実
施
さ
れ
ま
し
た
。

　

３
月
４
日
、
南
越
谷
駅
南
口
駅

前
広
場
に
お
い
て
防
火
安
全
協
会

の
推
せ
ん
を
受
け
た
木
村
早
希
さ

ん
が
一
日
消
防
署
長
を
務
め
、
越

谷
市
防
火
安
全
協
会
役
員
の
皆
さ

ん
と
一
緒
に
火
災
予
防
を
呼
び
か

け
ま
し
た
。

b
予
防
課
☎
９
７
４
＝
０
１
０
３

　

３
月
２０
日
現
在
の
義
援
金…
９
５

０
０
万
２
３
１
６
円（
１
８
９
６
件
）

　

義
援
金
は
、
日
本
赤
十
字
社
を
通

じ
て
、
被
災
さ
れ
た
方
に
分
配
さ
れ

ま
す
。
受
付
期
間
が
平
成
２８
年
３
月

３１
日
ま
で
再
延
長
さ
れ
ま
し
た
。

〈
受
付
場
所
〉　

各
地
区
セ
ン
タ

ー
、
市
役
所
本
庁
舎
総
合
受
付
、
福

祉
推
進
課
（
第
二
庁
舎
２
階
）
、
北

部
・
南
部
出
張
所
、
中
央
市
民
会

館
。
領
収
書
が
必
要
な
方
は
、
職
員

へ
お
申
し
出
く
だ
さ
い

b
福
祉
推
進
課
☎
９
６
３
＝
９
３
２

０

B福祉推進課☎９６３－９２３７

相
　
談

知お知ら
せ

お
知
ら
せ

講
　
習

消
防
署
か
ら
の

　
　
お
知
ら
せ

東
日
本
大
震
災
の
義
援
金
の
受
付
を

来
年
３
月
ま
で
再
延
長
し
ま
す

火災予防を呼びかける木村さん

越谷市全域
田（水　稲）
畑（普通畑）

平 均 額
9,500円
10,100円

最 高 額
10,000円
12,000円

最 低 額
4,000円
5,000円

平成27年４月１日

大吉
千間台西第２
神明町
川柳町第２
相模町

大吉７０３－１
千間台西５－１９－５
神明町３－４６４
川柳町１－５８６－１
相模町５－４３２－１

１８㎡
２０㎡
１０㎡
２０㎡
３０㎡

０ （ ９ ）
６ （１０）
３ （ ４ ）
４ （ ６ ）
０ （ ３ ）

農園名 所在地 面積
（1区画あたり）

募集人員
（補欠者数※）

は
や
ひ
で
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□
合
併
処
理
浄
化
槽
に
取
り
替
え
る

　

方
に
補
助
金
を
交
付

　

公
共
用
水
域
の
水
質
汚
濁
防
止
を

促
進
す
る
た
め
、
既
設
単
独
処
理
浄

化
槽
ま
た
は
し
尿
汲
み
取
り
便
槽
か

ら
合
併
処
理
浄
化
槽
に
取
り
替
え
る

方
に
補
助
金
を
交
付
し
ま
す
。

〈
補
助
予
定
額
〉　

▽
５
人
槽
…
５３

万
２
０
０
０
円　

▽
７
人
槽
…
６１
万

４
０
０
０
円　

▽
１０
人
槽
…
７４
万
８

０
０
０
円
。
こ
の
ほ
か
既
設
単
独
処

理
浄
化
槽
等
の
撤
去
費
用
と
し
て
上

限
６
万
円
、
配
管
工
事
費
用
と
し
て

上
限
２０
万
円
を
加
算
し
ま
す

〈
対
象
者
〉　

市
街
化
調
整
区
域
内

の
専
用
住
宅
に
お
住
ま
い
で
、
１０
人

槽
以
下
の
合
併
処
理
浄
化
槽
を
設
置

す
る
方
。
た
だ
し
次
に
該
当
す
る
方

は
対
象
外
。　

▽
す
で
に
設
置
済
み

の
方　

▽
設
置
の
届
出
の
審
査
を
受

け
ず
に
設
置
す
る
方　

▽
指
定
さ
れ

た
期
間
内
に
設
置
で
き
な
い
方　

▽

専
用
住
宅
を
借
り
て
い
る
方
で
賃
貸

人
の
承
諾
を
得
ら
れ
な
い
方　

▽
専

用
住
宅
を
転
売
ま
た
は
賃
貸
の
目
的

で
所
有
さ
れ
て
い
る
方

〈
申
込
み
〉　

４
月
６
日
㈪
〜
２４
日

㈮
に
環
境
政
策
課
へ
。
申
請
数
が
予

算
を
超
え
た
場
合
は
公
開
抽
選
。
予

算
内
の
場
合
は
２７
日
以
降
も
受
け
付

け
、
予
算
に
達
し
し
だ
い
締
め
切
り

b
環
境
政
策
課
（
第
三
庁
舎
４
階
）

☎
９
６
３
＝
９
１
８
６

□
〈
商
店
街
活
性
化
〉
空
き
店
舗
の

　

改
装
費
・
家
賃
を
補
助

〈
対
象
経
費
〉　

①
空
き
店
舗
の
外

装
、
内
装
な
ど
改
装
に
係
る
経
費

（
２
分
の
１
以
内
、
上
限
２
０
０
万

円
）　

②
事
業
を
営
む
た
め
の
貸
室

に
係
る
家
賃
（
２
分
の
１
以
内
、
上

限
月
額
５
万
円
）

＊
予
算
が
無
く
な
り
し
だ
い
終
了

〈
対
象
〉　

次
の
条
件
を
す
べ
て
満

た
す
方
。
①
市
内
商
店
街
の
空
き
店

舗
で
小
売
業
、
飲
食
業
、
サ
ー
ビ
ス

業
の
い
ず
れ
か
の
業
種
を
営
も
う
と

す
る
方
（
一
部
業
種
を
除
く
）　

②

改
装
工
事
に
着
手
し
て
お
ら
ず
、
今

年
度
中
に
事
業
を
開
始
す
る
見
込
み

の
あ
る
方　

③
店
舗
の
賃
貸
借
契
約

を
締
結
し
て
い
る
方
な
ど
。
詳
し
く

は
募
集
要
項
を
ご
覧
く
だ
さ
い

〈
申
込
み
〉　

５
月
１
日
㈮
か
ら
申

請
書
に
必
要
書
類
を
添
え
て
、
産
業

支
援
課
へ
（
郵
送
不
可
）

＊
申
請
書
等
は
産
業
支
援
課
で
配
布

す
る
ほ
か
、
市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
・

こ
し
が
や
ii
ネ
ッ
ト
か
ら
印
刷
可

b
産
業
支
援
課（
産
業
雇
用
支
援
セ
ン

タ
ー
３
階
）☎
９
６
７
＝
４
６
８
０

□
産
業
財
産
権
取
得
費
補
助
金

　

新
技
術
や
新
製
品
の
保
護
な
ど
を

目
的
に
、
産
業
財
産
権
の
取
得
に
要

す
る
経
費
の
一
部
を
助
成
し
ま
す
。

〈
対
象
経
費
〉　

特
許
権
、
実
用
新

案
権
、
意
匠
権
、
商
標
権
の
出
願
、

審
査
請
求
、
登
録
等
（
初
回
分
）
に

係
る
経
費
（
２
分
の
１
以
内
、
上
限

１０
万
円
）
。
詳
し
く
は
募
集
要
項
を

ご
覧
く
だ
さ
い

＊
予
算
が
無
く
な
り
し
だ
い
終
了

〈
対
象
者
〉　

市
内
中
小
企
業
者
等

〈
申
込
み
〉　

対
象
経
費
支
払
い
後

３０
日
以
内
に
、
申
請
書
・
必
要
書
類

を
産
業
支
援
課
へ（
郵
送
不
可
）。年

度
内
の
申
請
は
１
事
業
所
１
回

＊
申
請
書
等
は
産
業
支
援
課
で
配
布

　

す
る
ほ
か
、
市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
・

　

こ
し
が
や
ii
ネ
ッ
ト
か
ら
印
刷
可

b
産
業
支
援
課（
産
業
雇
用
支
援
セ
ン

タ
ー
３
階
）☎
９
６
７
＝
４
６
８
０

□
雨
水
貯
留
施
設
設
置
費
等
を
助
成

　

│
環
境
に
優
し
い
雨
水
利
用
│

〈
雨
水
利
用
の
メ
リ
ッ
ト
〉

・
資
源
の
有
効
利
用

・
日
常
的
な
散
水
な
ど
に
利
用
す
る

　

こ
と
で
水
道
料
金
を
節
約

・
雨
水
の
流
出
抑
制
を
図
り
、
河
川

　

の
負
担
を
軽
減

〈
助
成
金
の
対
象
施
設
と
金
額
〉

①
新
た
に
雨
水
タ
ン
ク
を
設
置
す
る

場
合
…
市
販
の
お
お
む
ね
２
０
０
㍑

以
上
、
工
事
に
要
し
た
費
用
の
２
分

の
１
以
内
の
額（
限
度
額
２
万
円
）

　

②
公
共
下
水
道
へ
の
接
続
で
不
用

と
な
っ
た
浄
化
槽
を
雨
水
貯
留
施
設

に
転
用
す
る
場
合
…
ポ
ン
プ
設
備
を

備
え
た
も
の
、一
律
３
万
５
０
０
０
円

〈
助
成
金
の
対
象
者
〉　

越
谷
市
に

住
所
を
有
す
る
世
帯
（
予
定
世
帯
含

む
）
お
よ
び
町
会
、
自
治
会

〈
申
込
み
〉　

工
事（
購
入
）前
に
申

請
書
（
市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
か
ら
印
刷

可
）
に
必
要
書
類
を
添
え
て
左
記
へ

＊
②
の
場
合
は
、
埼
玉
県
の
補
助
制

度（
限
度
額
１０
万
円
）が
あ
り
ま

す
。
条
件
や
対
象
数
に
制
限
が

あ
る
た
め
、
事
前
に
要
問
合
せ

b
環
境
政
策
課
（
第
三
庁
舎
４
階
）

☎
９
６
３
＝
９
１
８
３

□
介
護
相
談
員

g
介
護
保
険
施
設
等
に
お
い
て
利
用

者
等
の
相
談
に
応
じ
る
事
業
者
と
利

用
者
の
橋
渡
し
役
。
募
集
人
数
は
１

人
、
任
期
は
３
年　

e
市
ホ
ー
ム
ペ

ー
ジ
掲
載
の
募
集
要
項
を
ご
覧
の
う

え
、
５
月
１４
日
㈭（
土
曜
・
日
曜

日
、祝
日
を
除
く
）ま
で
に
応
募
書
類

（
介
護
保
険
課
で
配
布
）を
左
記

へ
。
８
０
０
字
程
度
の
小
論
文
と
面

接
に
よ
る
選
考
。
結
果
は
６
月
上
旬

ご
ろ
通
知　

b
介
護
保
険
課
（
第
二

庁
舎
１
階
）
☎
９
６
３
＝
９
３
０
５

□
越
谷
市
医
師
会
臨
時
職
員

g
期
間
・
時
間
は
７
月
〜
１０
月
下
旬
、

午
前
１１
時
〜
午
後
４
時　

f
市
内
在

住
で
次
の
①
②
に
い
ず
れ
か
に
該
当

す
る
方　

①
看
護
師
・
准
看
護
師
の

免
許
取
得
者
で
採
血
経
験
者　

②
臨

床
検
査
技
師
の
免
許
取
得
者
で
尿
検

査
・
心
電
図
検
査
等
経
験
者　

e
市

販
の
履
歴
者
に
免
許
証
の
写
し
を
添

え
て
左
記
へ（
郵
送
可
）　

b
越
谷

市
医
師
会
事
務
局
（
〠
343
＝
０
０
２

２
東
大
沢
１
の
１２
の
１
保
健
セ
ン
タ

ー
３
階
）
☎
９
７
５
＝
６
０
０
８

□
障
害
福
祉
サ
ー
ビ
ス
事
業
所「
し

　

ら
こ
ば
と
」就
労
移
行
支
援
事
業
・

　

就
労
継
続
支
援
事
業
Ｂ
型
利
用
者

g
訓
練
日
時
は
月
曜
〜
金
曜
日
、
午

前
９
時
〜
午
後
４
時
３０
分
（
祝
日
、

年
末
年
始
を
除
く
）　

f
次
の
す
べ

て
に
該
当
す
る
方
若
干
名　

▽
主
に

知
的
障
が
い
の
あ
る
単
独
通
所
が
可

能
な
１８
歳
〜
６４
歳
の
方　

▽
就
労
支

援
（
就
労
に
必
要
な
知
識
・
技
術
の

習
得
、
職
場
探
し
等
）
を
必
要
と
す

る
方　

e
４
月
２４
日
㈮
ま
で
に
直
接

ま
た
は
電
話
で
し
ら
こ
ば
と
へ
。
施

設
見
学
・
個
別
面
談
（
保
護
者
同

伴
）
・
６
日
間
の
選
考
実
習
を
行
い

入
所
を
決
定
し
ま
す　

b
越
谷
市
指

定
障
害
福
祉
サ
ー
ビ
ス
事
業
所
「
し

ら
こ
ば
と
」
☎
９
６
５
＝
６
５
４
１

□
こ
こ
ろ
の
ア
ー
ト
展
作
品

g
絵
画
・
彫
刻
・
版
画
・
陶
芸
・
書
道
・

刺
し
ゅ
う
・
工
作
な
ど
。
オ
リ
ジ
ナ

ル
作
品
に
限
る　

f
市
内
在
住
・
在

学
の
障
が
い
の
あ
る
方
、
障
害
福
祉

サ
ー
ビ
ス
事
業
所
等
の
利
用
者
・
関

係
者　

e
４
月
１
日
㈬
〜
３０
日
㈭
、

午
前
９
時
〜
午
後
５
時
に
直
接
左
記

へ　

b
障
害
者
就
労
訓
練
施
設
し
ら

こ
ば
と
☎
９
６
５
＝
６
５
９
４

□
障
害
者
の
日
記
念
事
業
「
第
35
回

　

ふ
れ
あ
い
の
日
」
ポ
ス
タ
ー

g
テ
ー
マ
は
「
こ
こ
ろ
豊
か
な
福
祉

の
ま
ち
づ
く
り
―
あ
な
た
も
わ
た
し

も
あ
り
の
ま
ま
に
心
を
開
い
て
輝
く

未
来
へ
―
」。Ｂ
３
画
用
紙
を
縦
に
使

用
。
色
づ
け
は
色
鉛
筆
以
外
と
し
、

表
現
方
法
は
自
由
。
作
品
中
に
文
字

を
入
れ
な
い
こ
と　

f
市
内
在
住
・

在
勤
・
在
学
の
方　

e
４
月
３０
日
㈭

ま
で
に
作
品
の
裏
に
住
所
・
氏
名

（
ふ
り
が
な
）
・
年
齢
・
所
属
団
体
ま

た
は
学
校
名
と
学
年
を
記
入
し
、
障

害
福
祉
課
へ
（
郵
送
可
）
。
応
募
作

品
は
当
日
会
場
に
展
示
し
、
入
選
作

品
は
式
典
で
表
彰
し
ま
す　

b
障
害

福
祉
課
（
第
三
庁
舎
１
階
）
☎
９
６

３
＝
９
１
６
４

▼
越
谷
美
術
協
会
会
員
作
品
展

a
４
月
２８
日
㈫
〜
５
月
２
日
㈯
、

午
前
１０
時
〜
午
後
５
時
（
２８
日
は

正
午
か
ら
、
２
日
は
午
後
４
時
ま

で
）　

d
中
央
市
民
会
館
２
階　

g
会
員
の
油
彩
・
水
彩
・
日
本
画
等

の
絵
画
約
６０
点
を
展
示　

h
入
場
無

料　

b
事
務
局
・
小
澤
☎
９
７
５
＝

５
０
２
８

▼
越
谷
市
工
芸
協
会
作
品
展

a
４
月
２８
日
㈫
〜
３０
日
㈭
、
午
前
９

時
３０
分
〜
午
後
５
時
（
２８
日
は
午
後

１
時
か
ら
、
３０
日
は
午
後
４
時
ま

で
）　

g
サ
ン
シ
テ
ィ
展
示
ホ
ー
ル

　

g
革
工
芸
・
籐
工
芸
・
ト
ー
ル
ペ

イ
ン
ト
・
デ
コ
パ
ー
ジ
ュ
等　

h
入

場
無
料　

b
小
林
☎
０
８
０
＝
６
５

４
７
＝
３
４
５
８

▼
中
国
語
体
験
教
室

a
４
月
１２
日
㈰
・
１９
日
㈰
、
午
前

１０
時
〜
正
午　

d
中
央
市
民
会
館

　

f
３０
人　

h
無
料　

e
b
日
中

友
好
協
会
越
谷
支
部
・
島
﨑
☎
９

７
５
＝
４
６
２
９

▼
第
37
回
越
谷
連
合
民
謡
大
会

a
４
月
２９
日
㈷
、
午
前
９
時
３０
分

開
場
、
１０
時
開
演　

d
サ
ン
シ
テ

ィ
小
ホ
ー
ル　

h
無
料　

b
松
田

☎
９
７
８
＝
２
４
１
１

▼
家
庭
倫
理
講
演
会

a
４
月
１８
日
㈯
、
午
前
１０
時
〜
１１

時
４０
分　

d
中
央
市
民
会
館
劇
場

　

g
テ
ー
マ
は
「
生
き
ぬ
く

力
」
。
講
師
は
倫
理
研
究
所
の
吉

澤
綾
告
子
さ
ん　

h
１
０
０
０
円

　

b
家
庭
倫
理
の
会
越
谷
・
野
島

☎
０
９
０
＝
４
４
２
９
＝
５
３
９
０

▼
越
谷
声
楽
ア
ン
サ
ン
ブ
ル

　

第
５
回
演
奏
会

a
４
月
１９
日
㈰
、
午
後
１
時
３０
分

開
場
、
２
時
開
演　

d
田
園
ホ
ー

ル
・
エ
ロ
ー
ラ
（
松
伏
町
）　

g

モ
ン
テ
ヴ
ェ
ル
デ
ィ
等
の
ア
・
カ

ペ
ラ
演
奏　

h
１
０
０
０
円
（
学

生
５
０
０
円
）　

b
山
崎
☎
０
９

０
＝
９
１
０
５
＝
５
５
４
８

▼
文
教
大
学
オ
ー
プ
ン
ユ
ニ
バ
ー

　

シ
テ
ィ
受
講
生
募
集

g
教
養
講
座
（
歴
史
・
文
学
・
心

理
学
な
ど
１５
講
座
）
、
趣
味
（
囲

碁
・
デ
ジ
カ
メ
・
太
極
拳
ほ
か
）
、

手
話
、
パ
ソ
コ
ン
、
外
国
語
、
資
格

取
得
講
座
、
外
国
人
の
た
め
の
日
本

語
講
座　

d
文
教
大
学　

e
左
記
へ

パ
ン
フ
レ
ッ
ト
を
請
求
の
う
え
申
込

み　

b
文
教
大
学
生
涯
学
習
セ
ン
タ

ー
☎
０
１
２
０
＝
１
６
０
＝
４
４
９

▼
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
養
成
講
座

a
５
月
８
日
㈮
ま
た
は
６
月
４
日

㈭
、
午
前
９
時
〜
正
午　

d
越
谷
西

特
別
支
援
学
校　

g
障
が
い
の
理

解
、
体
験
実
習　

h
無
料　

e
４
月

２４
日
㈮
ま
で
に
左
記
へ　

b
越
谷
西

特
別
支
援
学
校
・
西
澤
☎
９
６
２
＝

０
２
７
２

▼
越
谷
南
高
校
吹
奏
楽
部

　

第
30
回
定
期
演
奏
会

a
５
月
３
日
㈷
、
午
後
２
時
３０
分
開

場
、
３
時
開
演　

g
サ
ン
シ
テ
ィ
大

ホ
ー
ル　

g
ポ
ル
コ
・
ロ
ッ
ソ
（
映

画
「
紅
の
豚
」
よ
り
）
ほ
か　

h
指

定
席
（
自
由
席
）
…
一
般
５
０
０
円

（
４
０
０
円
）
・
中
高
生
４
０
０
円

（
３
０
０
円
）
・
小
学
生
以
下
１
０

０
円
（
１
０
０
円
）　

e
氏
名
・

チ
ケ
ッ
ト
種
類
・
枚
数
を
左
記
へ

　

b
越
谷
南
高
校
吹
奏
楽
部
D
０

４
８
＝
６
１
１
＝
８
１
２
９
、

Hkoshinan-w
ind@

m
ail.

goo.ne.jp

▼
順
天
堂
精
神
医
学
研
究
所

　

講
演
会

a
４
月
２５
日
㈯
、
午
後
２
時
〜
４

時　

d
順
天
堂
越
谷
病
院
集
会
ホ

ー
ル　

g
非
行
少
年
の
実
態
│
精

神
科
医
が
見
た
少
年
院
の
風
景
。

講
師
は
久
里
浜
少
年
院
医
務
課
長

の
井
上
雅
人
さ
ん　

f
１
３
０
人

　

e
当
日
会
場
へ　

b
順
天
堂
精

神
医
学
研
究
所
☎
９
７
８
＝
８
５

９
５

▼
み
ん
な
で
楽
し
む
お
話
会

a
４
月
１９
日
㈰
、
午
後
１
時
３０
分

〜
２
時
３０
分　

d
林
泉
寺　

g
塩

谷
智
紗
子
さ
ん
の
お
話
、
児
玉
あ

い
子
さ
ん
の
バ
イ
オ
リ
ン
、
山
川

真
奈
さ
ん
の
歌　

h
無
料　

e
当

日
申
込
み　

b
林
泉
寺
☎
９
６
３

＝
０
４
２
２

募募　
集

A…日時・期間　D…会場　G…内容　F…対象・定員　H…参加費・入場料　C…持ち物　E…申込み　B…問合せ〠343-8501　越ヶ谷4-2-1越谷市役所

利
利
用
す
る

利
用
す
る

あ

つ

こ



子育て電話相談は各地域子育て支援センターへ

地域子育て支援センター
いずれも電話での申込みは申込み順、往復はがきでの申込みは抽選になります。

日程 講座名（内容） 対象 費用

無料ふれあい遊び
｢ママといっしょにいないいないばぁ♪｣

〈申込み〉　4/6（月）から電話で森のひろばへ（13：00～15：30）

4/20（月）
　10：00～11：00

☆森のひろば（七左町2-152　越谷わかばの森ナーサリー内）　☎993－4154

3カ月～5カ月のお子さんと
保護者10組

日程 講座名（内容） 対象 費用

50円小麦粉粘土で何作る？

〈申込み〉　4/7（火）から電話でげんきへ（13：00～17：00）

4/15（水）
　10：00～11：00

☆げんき（レイクタウン8-3-5　越谷レイクタウンさくら保育園内）　☎988－0863

1歳～就学前のお子さんと
保護者15組

日程 講座名（内容） 対象 費用

無料子育て講座
｢自立に向けての関わり～トイレ編～｣

〈申込み〉　4/13（月）から電話できらきらへ（13：00～14：00）

4/23（木）
　9：50～10：50

☆きらきら（谷中町2-88-4　松沢保育園内）　☎080－1058－3953

2歳～就学前のお子さんと
保護者10組

日程 講座名（内容） 対象 費用

無料お誕生会
｢身体測定｣

〈申込み〉　4/10（金）から電話ですくすくへ（13：00～16：30）

4/28（火）
　10：00～11：00

☆すくすく（七左町1-347　南越谷保育園内）　☎990－5003

1歳～就学前のお子さんと
保護者15組

日程 講座名（内容） 対象 費用

無料「おともだちになろう」

〈申込み〉　4/15（水）（消印有効）までに、往復はがきに希望講座名（はがきは講座ごと）・住所・親子の氏名
（ふりがな）・お子さんの年齢・電話番号を記入し、たけのこ（〠343-0034 大竹815-1）へ

4/30（木）
　10：00～11：00

☆たけのこ（大竹815-1　おおたけ保育園内）　☎977－5311

0歳～就学前のお子さんと
保護者25組

日程 講座名（内容） 対象 費用

無料芸術学校｢こいのぼり製作｣

〈申込み〉　予約不要

4/17（金）
　10：30～11：30

☆ちきんえっぐ（平方3207-1　越谷どろんこ保育園内）　☎970－2280

0歳～就学前のお子さんと
保護者

日程 講座名（内容） 対象 費用
１組
500円

いっしょに食べよう
自園給食

〈申込み〉　4/2（木）から電話でこあら教室へ（10：00～16：00） 

4/17（金）
　11：30～12：30

☆こあら教室（大間野町5-147-1　小牧幼稚園内）　☎985－4890

2歳～就園前のお子さんと
保護者8組

日程 講座名（内容） 対象 費用

無料
こどもの病気とその特徴
｢最新の予防接種情報｣
講師は加藤医院院長の加藤義一さん

〈申込み〉　4/1（水）から電話でのびるば広場へ（8：30～16：30）

4/18（土）
　10：00～11：30

☆のびるば広場（南越谷1-12-11イーストサンビル２－５階Ａ　南越谷保育ステーション隣）　☎987－7088

大人20人
（有料保育あり）

日程 講座名（内容） 対象 費用
材料費
50円

あおいとり
｢こいのぼりの会｣

〈申込み〉　4/8（水）から電話であおいとりへ（13：00～16：30） 

4/24（金）
　10：00～11：00

☆あおいとり（川柳町１-５８２-１　埼玉東萌保育園内）　☎９７３－７４６３

1歳～就学前のお子さんと
保護者15組

日程 講座名（内容） 対象 費用

無料手型遊びで遊びましょう
（ひよこちゃん）

〈申込み〉　予約不要。月曜～土曜日の9:00～16:00に園庭開放、水曜日（4/1を除く）の11:30～12:30
（ランチタイム）に室内開放しています

4/10（金）
　10：00～11：30

☆たんぽぽ（袋山1956-1　袋山保育園内）　☎979－0520

0歳～就学前のお子さんと
保護者

日程 講座名（内容） 対象 費用

材料費
500円

子育て陶芸教室
～講師の指導のもと、
　　　　好きな作品をつくります～

〈申込み〉　4/1（水）から電話でおへその広場へ（9：00～16：00）

4/18（土）
　10：00～12：00

☆おへその広場（相模町3-220-1　の～びるこどもの家保育園内）　☎988－8180

大人15人
（有料保育あり）

子育てサロン

〈申込み〉　4/15（水）までに、電話（フェリーチェ☎080-2244-9805（火・木・土10：00～16：00）、またはメー
ルに講座名・親子の氏名・お子さんの年齢・月齢・住所・電話番号、件名に「フェリーチェ講座申込み」と記入
し、申込専用アドレスfelice@koko-chao.comへ。各講座に重複して申込み可で市内在住の方。応募多数
の場合は抽選となります

日程 講座名（内容） 対象 費用

無料

無料

300円

①5/12（火） 5月生まれのお誕生会 就学前で5月生まれのお子さんと
保護者10組

②5/19（火） アートを楽しもう♪
「切り絵ＤＥステンシルバッグ」 就学前のお子さんと保護者10組

④5/26（火） おしゃべりサロン「アラフォータイム」 第1子が2歳未満のお子さんと
36歳以上の保護者10組

③5/22（金） ふぇりーちぇらんど0才
（ふれあい遊び、サロンなど） 0歳のお子さんと保護者15組

□みんなのひろばフェリーチェ ☎971－3808（子育てサポーターチャオ事務局内）
会場…③ほっと越谷、その他はいずれもコープ北越谷コープメイト2階
時間…いずれも10：30～11：30

〈申込み〉　4/14（火）（消印有効）までに、はぐはぐホームページから申込みフォームで、または往復はがき
に講座名・実施日・住所・親子の氏名（ふりがな）・お子さんの年齢・電話番号を記入し、つどいの広場はぐは
ぐ（〠343-0023東越谷3-6-23生活クラブ生活協同組合越谷生活館内1階）へ。往復はがき1枚につき1講
座の申込み。市内在住の方。応募多数の場合は抽選となります

日程 講座名（内容） 対象 費用

①5/18（月）

300円

赤ちゃん広場（赤ちゃん体操など）
持ち物：バスタオル

3カ月～10カ月のお子さんと
保護者10組

③5/28（木） 手作り会（ふ菓子づくり）
持ち物：エプロン・布巾・三角巾

就園前のお子さんと保護者10組
（託児あり）

②5/27（水）
無料

出張ひろばのかるがも広場
（わらべ唄と手遊び、絵本の読み聞かせ等）就園前のお子さんと保護者10組

□つどいの広場はぐはぐ ☎080－2055－2092
〈ホームページ http://hug-hug-koshigaya.jimdo.com/〉
会場…①③生活クラブ越谷生活館、②宮本町二丁目第１自治会館（宮本町2-150-3）
時間…いずれも10：30～11：30

下記以外の子育て講座の情報は「こしがや子育てネット」
（http://koshigaya-kosodate.net/）をご覧ください。

〈申込み〉　4/14（火）（消印有効）までに、往復はがきに講座名・実施日・住所・親子の氏名（ふりがな）・お
子さんの年齢（講座受講時）・電話番号を記入し、子育てサロン（〠343-0845南越谷1-11-4新越谷駅ヴァ
リエ1階）へ。1人1講座のみで市内在住の方。応募多数の場合は抽選となります

日程 講座名（内容） 対象 費用

①5/7（木） 6カ月～1歳未満のお子さんと
保護者10組 50円赤ちゃんとあそぼう

③5/15（金） 2歳～3歳未満のお子さんと
保護者10組

コ～ネコネ小麦粉粘土であそぼう
持ち物：水分補給用の飲み物、お手拭き

⑤5/21（木） 6カ月～1歳未満のお子さんと
保護者10組

赤ちゃんと英語であそぼう
持ち物：フェイスタオル

⑥5/28（木） 1歳～1歳5カ月のお子さんと
保護者10組親子遊び・からだ遊び

④5/16（土）

3カ月～6カ月のお子さんと
保護者10組

ベビーのためのエクササイズとマッサージ
持ち物：赤ちゃんの水分補給用の飲み物、
バスタオル

②5/14（木）

就学前のお子さんと保護者10組 無料
保育園の先生の親子講座
「わくわくひろば」
（親子のふれあい遊び・子育てのポイント等）

□子育てサロン ☎961－3623
会場…①②⑤⑥子育てサロン（ヴァリエ）、③④住まいの情報館（大吉464-1）
時間…④は10：30～12：30、その他はいずれも10：30～11：30

保育ステーション

日程 講座名（内容） 対象 費用

0歳児クラブ
｢始めましてこんにちは｣

〈申込み〉　いずれも4/8（水）から電話で北越谷保育ステーションへ（10：30～16：00）

4/14（火）
　13：30～14：30

◯北越谷保育ステーション（大沢3-6-1パルテきたこし3階） ☎970－8200

4カ月～1歳のお子さんと
保護者10組 無料

おやつ代
1人100円

おやつを食べよう
お友達と一緒におやつを食べて遊ぼう ！
｢マドレーヌ｣

4/9（木）
　15：00～16：00

1歳6カ月～就学前の
お子さんと保護者6組

日程 講座名（内容） 対象 費用

〈申込み〉　いずれも4/1（水）から電話で南越谷保育ステーションへ（8：30～16：30）

◯南越谷保育ステーション（南越谷1-12-11イーストサンビル2  5階） ☎987－6300

おやつの日
保育園で人気のメニュー
「簡単レシピ　れんこんもち」
保育園のおやつを皆さんで一緒に
食べましょう

4/6（月）
　15：00～15：30

0歳～就学前のお子さんと
保護者10組

みんなの遊び場
いろいろな絵本を見てみよう
～絵本の世界を楽しむ～

4/14（火）
　15：00～16：00

0歳～就学前のお子さんと
保護者15組

親子で
100円

無料

広報こしがやお知らせ版　平成27年（2015年）4月号 12

上記のほか、
☆おひさまの子（東越谷8-180　増林保育所内）  ☎960－5800
☆にこにこ（北川崎729-1　新方保育所内）  ☎970－5611
☆ぽかぽか（南荻島330-1　荻島保育所内）  ☎971－8115
でも子育て講座を開催しています。詳しくは「こしがや子育てネット」をご覧ください
（こしがや子育てネットのＵＲＬ・バーコードはこのページの右上に記載しています）。



退
院
に
関
す
る
相
談
窓
口
を
知
っ
て
い
ま
す
か
？

●
平
成
27
年
度
保
健
カ
レ
ン
ダ
ー
を

　

発
行
し
ま
し
た

　

予
防
接
種
や
健（
検
）診
を
行
っ
て

い
る
実
施
医
療
機
関
な
ど
の
情
報
を

掲
載
し
て
い
ま
す
。
１
年
間
お
手
元

に
置
い
て
、
広
報
こ
し
が
や
お
知
ら

せ
版
と
併
せ
て
ご
活
用
く
だ
さ
い
。

●
麻
し
ん
風
し
ん
予
防
接
種（
２
期
）

f
平
成
２１
年
４
月
２
日
〜
２２
年
４
月

１
日
生
ま
れ
の
方　

g
４
月
上
旬
に

発
送
の
個
別
通
知
に
同
封
し
た
予
診

票
と
母
子
健
康
手
帳
を
お
持
ち
の
う

え
、
な
る
べ
く
４
月
〜
６
月
に
お
受

け
く
だ
さ
い
。
公
費
で
受
け
ら
れ
る

期
間
は
２８
年
３
月
３１
日
ま
で
で
す

●
子
ど
も
の
肺
炎
球
菌
ワ
ク
チ
ン　

　
（
１３
価
）の
補
助
的
追
加
接
種
の

　

申
請
は
お
早
め
に

　
平
成
２７
年
３
月
３１
日
ま
で
に
接
種

済
み
で
申
請
が
お
済
み
で
な
い
方

は
、
４
月
１５
日（
消
印
有
効
）ま
で
に

必
要
書
類
を
保
健
セ
ン
タ
ー
へ
郵
送

し
て
く
だ
さ
い
。
詳
し
く
は
市
ホ
ー

ム
ペ
ー
ジ
等
を
ご
確
認
く
だ
さ
い
。

●
平
成
27
年
度
高
齢
者
肺
炎
球
菌

　

ワ
ク
チ
ン
予
防
接
種

a
４
月
１
日
〜
平
成
２８
年
３
月
３１
日

　

d
市
内
実
施
医
療
機
関　

f
市
内

在
住
で
①
ま
た
は
②
に
該
当
し
初
め

て
接
種
す
る
方
。
①
左
表
参
照
。
対

象
者
に
個
別
通
知
し
ま
す
（
通
知
が

届
い
て
も
平
成
２７
年
３
月
３１
日
よ
り

前
に
１
回
以
上
接
種
し
た
方
は
対
象

外
）　

②
接
種
日
に
６０
歳
〜
６５
歳
未

満
の
方
で
、
心
臓
、
じ
ん
臓
、
も
し

く
は
呼
吸
器
の
機
能
ま
た
は
ヒ
ト
免

疫
不
全
ウ
イ
ル
ス
に
よ
る
免
疫
機
能

に
障
が
い
が
あ
り
身
体
障
害
者
手
帳

１
級
を
お
持
ち
の
方
、
ま
た
は
そ
れ

と
同
等
の
障
が
い
を
お
持
ち
の
方
で

医
師
の
診
断
書
が
あ
り
、
初
め
て
接

種
す
る
方　

h
３
０
０
０
円
（
無
料

に
な
る
方
が
い
ま
す
。
詳
し
く
は
保

健
カ
レ
ン
ダ
ー
等
を
ご
覧
く
だ
さ

い
）　

e
市
内
実
施
医
療
機
関
へ
事

前
に
予
約

＊
市
外
で
接
種
を
希
望
さ
れ
る
方

は
、
事
前
に
ご
連
絡
く
だ
さ
い
。

予
診
票
は
実
施
医
療
機
関
に
あ
る

も
の
を
ご
使
用
く
だ
さ
い

●
胃
が
ん
検
診
対
象
者
を
変
更　

　

平
成
２７
年
度
か
ら
胃
が
ん
検
診
の

対
象
者
が
年
度
年
齢
３０
歳
以
上
の
方

か
ら
４０
歳
以
上
の
方
へ
変
更
さ
れ
ま

し
た
。

◎
リ
ハ
ビ
リ
な
ん
で
も
相
談　

a
４
月
２１
日
㈫
、
午
前
９
時
〜
１１
時

（
予
約
制
）　

e
受
付
中

◎
歯
科
健
診・相
談

a
４
月
１５
日
㈬
、
午
後
１
時
３０
分
〜

３
時　

f
２０
人
（
治
療
は
行
い
ま
せ

ん
）

●
肝
炎
ウ
イ
ル
ス
検
診
に
つ
い
て

　

平
成
２７
年
度
よ
り
肝
炎
ウ
イ
ル
ス

検
診
の
費
用
が
無
料
に
な
り
ま
し

た
。
保
健
カ
レ
ン
ダ
ー
で
は
、
自
己

負
担
が
有
料
と
な
っ
て
い
ま
す
の

で
、
訂
正
し
、
お
知
ら
せ
し
ま
す
。

◎
食
生
活
相
談（
個
別
）

a
d
▽
保
健
セ
ン
タ
ー
…
４
月
１６
日

㈭
、
午
前
９
時
〜
１１
時　

▽
桜
井
地

区
セ
ン
タ
ー
…
１７
日
㈮
、
午
前
９
時

３０
分
〜
１１
時
３０
分　

▽
蒲
生
地
区
セ

ン
タ
ー
…
２１
日
㈫
、
午
前
９
時
３０
分

〜
１１
時
３０
分　

f
各
３
人　

e
受
付

中
。
こ
の
ほ
か
に
も
事
前
予
約
制

で
、
随
時
相
談
あ
り

●
歯
科
健
康
フ
ェ
ア
で

　

口
腔
が
ん
検
診
を
行
い
ま
す

a
６
月
７
日
㈰
、
午
前
１０
時
〜
午
後

２
時
３０
分
（
時
間
指
定
は
不
可
）　

f
市
内
在
住
の
４０
歳
以
上
の
方
６０
人

　

h
無
料　

e
５
月
１３
日
㈬
ま
で

に
、
は
が
き
に
「
口
腔
が
ん
検
診
希

望
」
と
記
入
の
う
え
、
住
所
・
氏

名
・
生
年
月
日
・
電
話
番
号
を
記
入

し
越
谷
市
歯
科
医
師
会
事
務
局
へ

（
応
募
多
数
の
場
合
抽
選
）
。
検
診

を
受
け
る
方
に
受
診
券
（
予
約
票
）

を
送
り
ま
す　

b
越
谷
市
歯
科
医
師

会
事
務
局
（
〠
３４３
＝
０
０
２
２
東
大

沢
１
の
１２
の
１
保
健
セ
ン
タ
ー
３

階
）
☎
９
７
８
＝
０
０
１
１

　

越
谷
レ
イ
ク
タ
ウ
ン
献
血
ル
ー
ム

（
☎
０
１
２
０
＝
１
３
７
＝
３
７

９
）
で
献
血
が
で
き
ま
す
。
全
血
は

午
前
１０
時
〜
午
後
１
時
、
午
後
２
時

〜
５
時
３０
分
。
成
分
献
血
は
午
前
１０

時
〜
午
後
０
時
３０
分
、
午
後
２
時
〜

４
時
３０
分
。
場
所
は
日
本
赤
十
字
社

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
で
検
索
で
き
ま
す
。

特に記載がない場合の問合せは保健センター☎978-3511へ

　
対
象
者
は
市
内
在
住
の
方
。
特

に
記
載
が
な
い
場
合
の
会
場
・
問

合
せ
は
保
健
セ
ン
タ
ー
、
費
用
は

無
料
。◎
は
事
前
に
保
健
セ
ン
タ
ー

へ
の
申
込
み
が
必
要
で
す
（
電
話

可
。
申
込
み
順
）。
電
話
番
号
の
お

か
け
間
違
い
に
ご
注
意
く
だ
さ
い
。

A…日時・期間　D…会場　G…内容　F…対象・定員　H…参加費・入場料　C…持ち物　E…申込み　B…問合せ

　もしものときは！

探す相談する

越谷市
薬剤師会

●薬の相談日
4/13㈪・4/28㈫

午後1時～３時
▷保健センター２階

　＊電話での相談はできません　　

夜間急患診療所
東越谷10-81　☎960-1000
【休診日】なし（年中無休）
【診療科目】内科・小児科（内科的疾患）
【受付】午後7時30分～午後10時30分
【診療】午後8時～午後11時
＊薬の処方は、原則1日分となります。翌日
は、かかりつけ医を受診してください
　小児・成人夜間急患診療所は2月28日
（土）で診療を終了し、3月1日（日）に越
谷市保健所内の夜間急患診療所へ移
設、統合しました

＜救急病院・救急医療の案内＞
●埼玉県救急医療情報センター
　☎048-824-4199
　医療機関（歯科・精神科を除く）を
　２４時間ご案内しています
＜緊急的な精神医療相談＞
●埼玉県精神科救急情報センター
　☎048-723-8699
　休日や夜間の緊急的な精神医療相談。
　月曜～金曜日は午後5時～翌朝8時30
分、土曜･日曜日・祝日・年末年始は
午前8時30分～翌朝8時30分
＜急病に関する相談＞
●小児救急電話相談
　＃8000または☎048-833-7911
　休日や夜間の子どもの急病に関する相
談。月曜～土曜日は午後7時～翌朝7
時、日曜日・祝日・年末年始は午前9時
～翌朝7時
●大人の救急電話相談
　＃7000または☎048-824-4199
　夜間の大人の急病に関する相談。午後
6時30分～午後10時30分（毎日）　

　急患診療所などの救急医療は、急患（急
性の病気）の診療が対象です。また、医療費
が通常と異なる場合があります。
　日曜日や祝日に診療を行っている医療機
関は、市ホームページや、公共施設で配布し
ている「越谷市の休日診療・救急医療のご案
内」をご覧ください。

　事前に各医療機関に電話連絡のうえ、
受診してください。
4月29日
▷清松クリニック　☎986-6105
　南越谷1-16-1布武ビル2Ｆ／
　内・胃・外・皮・リハ
▷越谷北病院　☎979-2000
　千間台西2-4-6 ／内・外
▶いえくに歯科医院　☎965-8778
　東越谷4-15-7 ／歯・小歯
5月4日
▷河本眼科医院　☎962-7204
　中町5-1 ／眼
▷埼友クリニック　☎961-7700
　相模町3-217-1 ／内
▶三浦歯科医院　☎977-1533
　千間台西1-9-8 ／歯・小歯
5月5日
▷堀中医院　☎962-5331
　越ヶ谷3-1-26 ／産婦
▷新越谷肛門胃腸クリニック　☎960-2233
　赤山本町8-5山六ビル2Ｆ／肛外・消内
▶深代歯科医院　☎977-3350
　弥十郎634 ／歯・小歯
5月6日
▷軍司整形外科　☎986-2408
   南越谷4-23-8 ／外・整・リハ
▷大泊クリニック　☎978-6323
　大泊793-5 ／内・小
▶小川歯科医院　☎976-2811
　千間台東1-9-1千間台駅前ビル2Ｆ／
　歯・小歯・矯歯

　

病
気
の
治
療
や
検
査
等
の
た
め

に
病
院
に
入
院
し
た
経
験
の
あ
る

方
は
た
く
さ
ん
い
る
と
思
い
ま

す
。
退
院
後
の
生
活
に
不
安
を
感

じ
た
方
も
多
い
の
で
は
な
い
で

し
ょ
う
か
。

　

医
療
法
と
い
う
日
本
の
医
療
制

度
を
支
え
る
法
律
に
よ
る
と
『「
病

院
」と
は
、
医
師
ま
た
は
歯
科
医
師

が
公
衆
ま
た
は
特
定
多
数
人
の
た

め
医
業
ま
た
は
歯
科
医
業
を
な
す

場
所
で
あ
っ
て
、
患
者
２０
人
以
上

の
収
容
施
設
を
有
す
る
も
の
を
い

う
』と
定
め
ら
れ
て
い
ま
す
。
収
容

と
は
入
院
の
こ
と
で
す
。
も
ち
ろ

ん
、
病
院
に
は
医
師
だ
け
で
な
く

薬
剤
師
・
看
護
師
・
社
会
福
祉
士

な
ど
、
さ
ま
ざ
ま
な
専
門
の
人
が

協
力
し
合
っ
て
患
者
の
方
々
と
そ

の
ご
家
族
を
支
え
て
い
ま
す
。

　

入
院
中
は
、
誰
も
が
一
日
も
早

く
病
気
を
治
し
、
日
常
生
活
に
戻

り
た
い
と
願
い
、
医
師
に
対
し
て

元
の
健
康
な
身
体
に
戻
し
て
欲
し

い
と
期
待
を
持
っ
て
い
る
と
思
い

ま
す
。
し
か
し
、
医
療
技
術
が
ど

ん
な
に
進
歩
し
て
も
病
気
の
種
類

に
よ
っ
て
は
手
足
の
動
き
が
不
自

由
に
な
っ
た
り
、
一
人
で
は
食
事

を
つ
く
っ
て
食
べ
た
り
、
ト
イ
レ

に
行
く
こ
と
等
が
難
し
く
な
る
こ

と
も
あ
り
ま
す
。

　

現
在
、
病
院
は
、
患
者
の
健
康

状
態
に
応
じ
た
医
療
を
提
供
す
る

た
め
に
高
度
医
療
を
提
供
す
る
病

院
、
長
い
療
養
生
活
に
対
応
し
た

病
院
、
そ
れ
ら
の
中
間
的
な
病
院

等
と
機
能
分
化
が
進
ん
で
い
ま

す
。

　

他
方
、
病
気
も
日
常
生
活
も
人

そ
れ
ぞ
れ
で
す
か
ら
、
決
め
ら
れ

た
と
お
り
に
は
い
か
な
い
も
の
で

す
。
そ
こ
で
、
多
く
の
病
院
で

は
、
国
が
推
進
し
て
い
る
こ
と
も

あ
り
、
入
院
早
期
か
ら
退
院
ま
た

は
転
院
後
の
療
養
生
活
に
つ
い
て

相
談
で
き
る
窓
口
を
設
け
る
よ
う

に
な
り
ま
し
た
。
そ
の
相
談
窓
口

は
、
医
療
相
談
室
、
医
療
福
祉
相

談
室
、
地
域
医
療
連
携
室
等
さ
ま

ざ
ま
な
名
称
が
使
わ
れ
て
い
ま

す
。
相
談
を
受
け
る
病
院
の
ス

タ
ッ
フ
も
看
護
師
、
社
会
福
祉
士

だ
け
で
な
く
、
臨
床
心
理
技
術

者
、
作
業
療
法
士
等
、
各
病
院
の

特
徴
が
反
映
さ
れ
て
い
ま
す
。

　

退
院
後
の
生
活
が
不
安
だ
、
不

安
の
原
因
が
わ
か
ら
な
い
時
な
ど

は
、
一
度
、
相
談
窓
口
を
利
用
し

て
は
い
か
が
で
し
ょ
う
か
。
一
人

で
悩
む
よ
り
、
専
門
の
相
談
ス

タ
ッ
フ
に
話
を
聞
い
て
も
ら
う
こ

と
で
、
安
心
し
て
退
院
す
る
た
め

の
き
っ
か
け
が
つ
か
め
る
で
し
ょ

う
。

　

退
院
に
関
す
る
相
談
窓
口
の
詳

細
は
、
ぜ
ひ
各
病
院
に
お
問
い
合

わ
せ
く
だ
さ
い
。

健

健（
検
）診
・

相
談

准
教
授
　
善
生
ま
り
子

予

予
防
接
種

広報こしがやお知らせ版　平成27年（2015年）4月号13

年齢 対 象 生 年 月 日

６５歳

７０歳

７５歳

８０歳

８５歳

９０歳

９５歳

１００歳

昭和25年4月2日～26年4月1日生まれの方
昭和20年4月2日～21年4月1日生まれの方
昭和15年4月2日～16年4月1日生まれの方
昭和10年4月2日～11年4月1日生まれの方
昭和 5年4月2日～ 6年4月1日生まれの方
大正14年4月2日～15年4月1日生まれの方
大正 9年4月2日～10年4月1日生まれの方
大正 4年4月2日～ 5年4月1日生まれの方

平成27年度高齢者肺炎球菌ワクチン予防接種対象者

知

お
知
ら
せ

埼
玉
県
立
大
学
保
健
医
療
福
祉
学
部

看
護
学
科



●
健
康
体
操
教
室

 

事
前
に
電
話
予
約
が
必
要
で
す
。

「
初
め
て
参
加
す
る
方
」と「
以
前
参

加
し
た
方
」で
申
込
み
期
間
が
異
な

り
ま
す

a
d
左
表
の
と
お
り　

g
健
康
チ
ェ

ッ
ク
、健
康
講
話
、健
康
体
操
、ハ
ッ

ポ
ち
ゃ
ん
体
操　

f
市
内
在
住
の
お

お
む
ね
４０
歳
以
上
で
運
動
制
限
が
な

く
、
毎
回
出
席
可
能
な
方　

c
水
分

補
給
用
の
飲
み
物
、
タ
オ
ル
、
室
内

用
運
動
靴
（
総
合
体
育
館
・
県
立
大

学
の
み
）　

e
上
表
の
申
し
込
み
期

間
に
電
話
で
ス
ポ
ー
ツ
振
興
課
（
☎

９
６
３
＝
９
２
８
４
）へ
。
受
付
時

間
は
午
前
９
時
〜
午
後
５
時
１５
分

＊
複
数
会
場
の
参
加
不
可
。
健
康
チ

ェ
ッ
ク
の
結
果
に
よ
っ
て
は
参

加
を
断
る
場
合
が
あ
り
ま
す

◎
ヘ
ル
シ
ー
ク
ッ
キ
ン
グ「
春
で
す
！

　

心
は
ず
む
料
理
教
室
」

a
４
月
２３
日
㈭
、
午
前
１０
時
〜
午
後

１
時　

f
２４
人　

h
５
０
０
円　

e

４
月
８
日
㈬
か
ら

◎
ロ
コ
モ
予
防
チ
ャ
レ
ン
ジ
教
室

　

ロ
コ
モ
テ
ィ
ブ
シ
ン
ド
ロ
ー
ム（
略

称
ロ
コ
モ
）は
骨
・
関
節
・
筋
肉
等
が

衰
え
て
介
護
が
必
要
に
な
る
リ
ス
ク

が
高
い
こ
と
を
い
い
ま
す
。ロ
コ
モ

予
防
の
生
活
習
慣
を
学
び
ま
せ
ん
か
。

a
５
月
１３
日
㈬
・
６
月
１０
日
㈬
・
７

月
１
日
㈬
（
全
３
回
）
。
い
ず
れ
も

午
前
１０
時
〜
正
午　

g
講
義
、
筋
力

ト
レ
ー
ニ
ン
グ
や
体
操
の
実
演
、
体

力
測
定　

f
市
内
在
住
の
４０
歳
以
上

の
方
２０
人　

c
運
動
の
で
き
る
服

装
、
運
動
靴
、
水
分
補
給
用
の
飲
み

物
、
タ
オ
ル　

e
４
月
２２
日
㈬
か
ら

●
越
谷
市
・
埼
玉
県
立
大
学
共
催 

  

「
チ
ー
ム　

マ
イ
ナ
ス
３
キ
ロ
」

　

３
カ
月
で
マ
イ
ナ
ス
３
キ
ロ
を
目

指
し
て
健
康
づ
く
り
の
た
め
の
減
量

を
専
門
職
が
サ
ポ
ー
ト
し
ま
す
。　

a
d
g
e
上
表
の
と
お
り　

f
市
内

在
住
の
２０
歳
〜
７４
歳
の
方
で
腹
囲

（
へ
そ
周
囲
径
）
が
８５
㌢
以
上
ま
た

は
Ｂ
Ｍ
Ｉ﹇
体
重
（
㌔
㌘
）
÷
身
長

（
㍍
）
÷
身
長
（
㍍
）﹈
が
２５
以
上
の

方
。
各
会
場
４０
人
（
初
め
て
の
方
優

先
）

 
1 

越谷市医師会
小尾医院

☎９８８-８８３５
大図　弘之

ひろゆきおお ず

特に記載がない場合の会場・問合せ先は保健センター☎978-3511です。◎は事前に保健センターへの申込みが必要です（電話可。申込み順）。
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特
定
健
診
を
受
診
し
て
生
活
を

見
直
し
ま
し
ょ
う
　

が
ん 講

講
座
・
教
室

　

相
変
わ
ら
ず
癌
に
よ
る
死
亡
は

死
因
の
第
一
位
で
す
が
、
動
脈
硬

化
な
ど
血
管
病
変
に
よ
る
死
亡
も

心
筋
梗
塞
、
脳
卒
中
な
ど
を
合
計

す
る
と
ほ
ぼ
同
じ
数
に
な
り
ま

す
。
血
管
病
変
に
よ
る
死
亡
を
減

ら
す
た
め
の
健
診
が
特
定
健
診
で

す
。
健
診
を
き
っ
か
け
に
生
活
習

慣
を
見
直
し
て
、
元
気
で
長
生
き

す
る
た
め
に
特
定
健
診
を
実
施
し

て
い
ま
す
が
、
受
診
者
が
増
え
て

い
な
い
の
が
現
状
で
す
。
越
谷
市

の
国
民
健
康
保
険
の
資
料
に
よ
る

と
４０
歳
以
上
の
３
人
に
１
人
の
受

診
率
に
と
ど
ま
っ
て
い
ま
す
。
そ

の
中
で
も
特
に
４０
〜
６０
歳
が
最
も

低
く
５
人
に
１
人
し
か
受
診
し
て

い
ま
せ
ん
。
仕
事
が
忙
し
い
の
で

し
ょ
う
か
？　

自
分
は
健
康
だ
と

い
う
自
信
が
あ
る
た
め
な
の
で
し

ょ
う
か
？　

自
分
の
親
は
ど
ん
な

病
気
だ
っ
た
か
、
こ
れ
か
ら
先
何

を
注
意
し
た
ら
良
い
か
考
え
て
み

る
年
齢
だ
と
思
い
ま
す
。

　

特
定
健
診
は
メ
タ
ボ
健
診
と
も

呼
ば
れ
て
い
ま
す
。
メ
タ
ボ
と
は

メ
タ
ボ
リ
ッ
ク
症
候
群
の
略
で
病

気
の
前
段
階
に
入
っ
て
き
て
い
る

人
の
こ
と
を
い
い
ま
す
。
健
診
で

は
、
ま
ず
へ
そ
周
り
の
腹
位
を
測

定
し
男
性
８５
㌢
以
上
女
性
９０
㌢
以

上
を
異
常
と
し
ま
す
。
次
に
血

圧
、
血
糖
、
中
性
脂
肪
（
コ
レ
ス

テ
ロ
ー
ル
で
は
あ
り
ま
せ
ん
）
の

う
ち
１
項
目
あ
て
は
ま
る
と
メ
タ

ボ
予
備
群
、
２
項
目
以
上
で
メ
タ

ボ
該
当
者
と
判
定
し
ま
す
。
実
際

メ
タ
ボ
予
備
群
と
該
当
者
を
あ
わ

せ
る
と
受
診
者
全
体
の
５
人
に
１

人
以
上
に
な
り
ま
す
。
メ
タ
ボ
の

方
は
心
臓
病
、
脳
血
管
疾
患
、
腎

臓
病
に
な
る
危
険
性
が
と
て
も
高

く
な
る
こ
と
が
わ
か
っ
て
い
ま

す
。
特
に
症
状
が
な
い
の
で
気
が

つ
か
な
い
う
ち
に
動
脈
硬
化
（
血

管
の
老
化
）
が
進
ん
で
し
ま
い
ま

す
。
健
診
を
受
け
早
め
に
対
策
を

立
て
る
必
要
が
あ
り
ま
す
。

　

ま
た
越
谷
市
医
師
会
で
は
、
特

定
健
診
に
関
連
し
た
講
演
会
を
毎

年
定
期
的
に
実
施
し
て
い
ま
す
。

内
容
は
糖
尿
病
、
高
血
圧
、
心
臓

病
、
脳
卒
中
、
腎
臓
病
、
禁
煙
や

肺
疾
患
な
ど
で
す
。
無
料
で
す
の

で
家
族
や
友
人
と
一
緒
に
受
講
す

る
事
を
お
勧
め
し
ま
す
。

　

本
年
度
も
平
成
２７
年
５
月
１０
日

か
ら
各
種
が
ん
検
診
、
６
月
１
日

か
ら
特
定
健
診
が
始
ま
り
ま
す
の

で
、
４
月
に
各
家
庭
に
配
布
さ
れ

る
保
健
カ
レ
ン
ダ
ー
で
確
認
し
て

受
診
す
る
よ
う
に
心
が
け
て
く
だ

さ
い
。

　
会場

県立大学

体育館

定
員

70
人

70
人

45
人

大相模地区

センター

総合

体育館

5/8 ～ 7/3の金曜日
（5/22除く）（全8回）
13:30 ～ 15:00

5/13 ～ 7/8の水曜日
（6/24除く）（全8回）
13：30～ 15：00

5/12 ～ 7/14の火曜日
（5/26・6/30除く）
（全8回）9:15 ～ 10:45

4/14（火）
　～ 5/1（金）

4/15（水）
　～ 5/8（金）

4/21（火）
　～ 5/1（金）

4/22（水）
　～ 5/8（金）

4/16（木）
　～ 5/11（月）

4/23（木）
　～ 5/11（月）

日時
初めて参加する方 以前参加した方

申込み期間
健康体操教室日程表

会場

日
時

５月１１日（月）１０：００～１２：００ ５月８日（金）９：３０～１２：００

８月６日（木）１０：００～１２：００ ８月７日（金）１０：００～１２：００

蒲生地区センター（パコム） 桜井地区センター（あすぱる）

宣言式・計測・参加者の体験談等
５月～８月の平日、１時間半程度

健康的に減量するためのコツ、運動・栄養の講義、
調理実習、運動実技、計測・情報交換会等

報告会・計測等

＊市ホームページから電子申請もできます

４月７日（火）９：００～
蒲生地区センター保健師
℡９８８‒０６００

４月８日（水）９：００～
桜井地区センター保健師
℡９７０‒７６００

申込み

問合せ

初日
（必須）

平成27年度骨粗しょう症検診日程表

講習
（選択）

最終日
（必須）

平成27年度

骨
粗
し
ょ
う
症
検
診
を
実
施
し
ま
す

B
市
民
健
康
課（
保
健
セ
ン
タ
ー
）☎
９
７
８
＝
３
５
１
１

会場・人数 実施日

保健センター
（平日：各日110人
土日：各日60人）

6/16(火)午前・午後
6/17(水)午前・午後
6/18(木)午前・午後
6/21(日)午前のみ
7/  7(火)午前・午後
7/  8(水)午前・午後
7/  9(木)午前・午後
7/11(土）午前のみ

蒲生地区
センター

（各日92人）

6/23(火)午前・午後
6/24(水)午前・午後
6/25(木)午前・午後

桜井地区
センター

（各日92人）

7/15(水)午前・午後
7/16(木)午前・午後
7/17(金)午前・午後

中央市民会館
（各日92人）

7/28(火)午前・午後
7/29(水)午前・午後
7/30(木)午前・午後
7/31(金)午前・午後

14

〈
会
場
・
日
時
〉　

左
表
の
と
お
り

〈
内
容
〉　

か
か
と
の
骨
の
超
音
波
に

よ
る
骨
密
度
測
定　
　

〈
対
象
〉　
２０
歳
以
上
の
女
性（
平
成

８
年
３
月
３１
日
以
前
に
生
ま
れ
た
方
）

〈
持
ち
物
〉　

タ
オ
ル　

〈
費
用
〉　

１
０
０
０
円
。
次
の
①

〜
⑤
の
い
ず
れ
か
に
該
当
す
る
方
は

無
料
。
①
７０
歳
以
上
の
方
（
昭
和
２１

年
３
月
３１
日
以
前
に
生
ま
れ
た
方
）

　

②
６５
歳
以
上
７０
歳
未
満
で
障
害
認

定
を
受
け
、
後
期
高
齢
者
医
療
制
度

の
保
険
証
を
お
持
ち
の
方　

③
生
活

保
護
世
帯
に
属
す
る
方　

④
中
国
残

留
邦
人
支
援
給
付
制
度
適
用
の
方　

⑤
市
民
税
非
課
税
世
帯
に
属
す
る
方

（
同
一
世
帯
全
員
が
非
課
税
）。⑤
の

方
は
事
前
の
手
続
き
が
必
要
で
す
。

詳
し
く
は
保
健
セ
ン
タ
ー
へ

〈
申
込
み
〉　

往
復
は
が
き
に
必
要

事
項
を
記
入
し
、
４
月
１７
日
㈮
（
消

印
有
効
）
ま
で
に
保
健
セ
ン
タ
ー
へ

郵
送
。
応
募
は
１
人
１
枚
の
み
。
応

募
多
数
の
場
合
は
抽
選
。
抽
選
結
果

は
、
は
が
き
で
５
月
中
旬
頃
に
お
知

ら
せ
し
ま
す
。　

＊
往
復
は
が
き
の
申
し
込
み
が
定
員

に
満
た
な
い
場
合
、
電
話
で
追
加

募
集
を
行
う
場
合
が
あ
り
ま
す

＊ご都合が悪くなった場合の変更はできません
＊時間の希望はできません
＊受付時間は、午前は9時～11時30分（各地区セン
　ター・中央市民会館は9時30分～）、午後は1時～3
　時30分です

不動産に関する無料相談!!
【日時】　平成２7年4月20日（月）　１０：００～１５：００
【場所】　越谷市越ヶ谷２－８－２３　３階（越谷市役所前）

　問合先　TEL 048-964-7611　お気軽にご相談ください。

★ご来所頂き、弁護士・相談員による無料相談です。

(公社)埼玉県宅地建物取引業協会
越　谷　支　部

不動産無料相談所

343－002252円 52円

（往信の表面）　

往復はがき記入方法　　＊返信の裏面側には、何も記入しないでください

（返信の裏面） 　 （返信の表面） （往信の裏面）

往信

越谷市東大沢
１－１２－１

越谷市立保健センター行　
　（市民健康課）

343－◯◯◯◯

返信

越谷市○○○○○○○
（名前）　○○　○○様

＊自分の住所・氏名を記入
＊名前は○○「様」とご記入
　ください

①郵便番号
②住所
③氏名
④生年月日
⑤電話番号
（日中連絡のとれる番号）
⑥骨粗しょう症検診希望日
（第３希望まで記入）
第１希望　
○月○日「午前」または「午後」を記入
第２希望　
○月○日「午前」または「午後」を記入
第３希望　
○月○日「午前」または「午後」を記入

＊時間の指定はできません
＊平日の場合は、必ず午前・午後
　の希望を記入してください



各種相談（祝日・年末年始を除く）相談は無料です
相談名

市民相談（一般） 毎週月曜～金曜日、午前9時～午後4時30分（正午～午後1時を除く）

毎月第1月曜日、午前10時～午後3時（正午～午後1時を除く）

毎週月曜・木曜日、午後1時～4時。事前にご連絡ください

毎月第2金曜日、午前10時～午後3時（正午～午後1時を除く）

毎月第1金曜日、午前10時～午後3時（正午～午後1時を除く）

毎月第1水曜日、午前9時～正午

毎月20日、午前10時～午後3時（正午～午後1時を除く）

毎月第1・3木曜日、午後1時～4時

毎週月曜日、午前9時～午後4時

毎週金曜日、午後1時～4時（受付は午後3時30分まで）

毎週月曜～金曜日、午前8時30分～午後5時15分

毎週月曜～金曜日、午前9時～午後4時（正午～午後1時を除く）

毎週火曜・水曜・金曜日、午前9時～午後4時

中央市民会館4階第1相談室
日常生活全般の相続、離婚、賠償など

交通事故による補償問題や手続きなど
くらし安心課☎963-9156

くらし安心課☎963-9156

くらし安心課 ☎963-9156

建築住宅課☎963-9205

福祉なんでも相談窓口
☎963-9150

成年後見センターこしがや
☎９６６-2281

関東信越税理士会越谷支部
☎962-6131

埼玉県宅建協会越谷支部
☎964-7611

消費生活センター
☎965-8886

人権・男女共同参画推進課
☎963-9119

ハローワーク越谷
☎969-8609

家庭児童相談室（子育て支
援課）☎964-2111

越谷市教育センター
☎962-9300、962-8601

さいたま地方法務局越谷支
局総務課☎966-1337

産業支援課☎967-4680

青少年相談室☎964-0272

産業雇用支援センター二番
館事務室☎967-2424

男女共同参画支援センター
☎970-741０
電話相談は☎970-7415

福祉に関する各種相談

成年後見制度の利用相談など

中央市民会館4階第2相談室

毎週月曜～金曜日、午前８時３０分～午後５時 中央市民会館1階
越谷市社会福祉協議会

福祉なんでも相談窓口
（市役所本庁舎1階総合受付隣）

埼玉司法書士会越谷総合相談センター
（越ヶ谷2－8－22エースビル越ヶ谷2階）

埼玉司法書士会越谷総合相談センター
☎048-838-7472

埼玉県宅建協会越谷支部
（市役所南側駐車場隣）

税理士会越谷支部税務相談所（赤山町3
－3－4草島商店3階、越谷税務署前）

中央市民会館4階第2相談室
（第1水曜・金曜日は第4相談室）

中央市民会館4階第2相談室

中央市民会館4階第4相談室

中央市民会館4階消費生活センター

男女共同参画支援センター

中央市民会館4階第4相談室

さいたま地方法務局越谷支局

産業雇用支援センター3階相談室

産業雇用支援センター二番館

ハローワーク越谷

青少年の非行、家庭内暴力、いじめなど

求人受付・雇用保険（適用・給付）

職業紹介・相談

開業、経営、経営革新など

中小企業者のための金融について

賃金、労災、雇用、厚生年金など

内職、あっせん、求人（仕事を出す方）

人権擁護委員が相談に応じます

越谷市教育センター（増林3－4－1）

中央市民会館4階第6相談室

青少年相談室
（越谷市教育センター内）

市民相談（交通相談）

弁護士による法律
相談（予約制）

税務相談（税理士）

経営相談（事業資金）

経営相談（創業・経営）

労働相談
（社会保険労務士）

税務相談（税理士会
越谷支部税務相談所）

早期就職（キャリアコ
ンサルタント）

司法書士法律相談
（予約制）

福祉なんでも相談

成年後見相談

行政相談

登記相談

不動産相談

マンション管理相談

住宅リフォーム・耐震相談

消費生活相談

女性相談

人権相談

職業相談

雇用相談

青少年相談

教育相談

家庭児童相談

内職相談

行政書士相談（埼玉県
行政書士会越谷支部）

日時など 会場 内容 問合せ先

毎週月曜・木曜日、毎月第1・3火曜日。午前9時～午後4時30分（正午～午
後1時を除く）。事前にご連絡ください

毎週火曜・水曜・金曜日、午後1時～4時。毎週土曜日、午前10時～午後1時（予
約は平日午前10時～午後4時）

毎週水曜・第1～第4金曜日、午後１時２０分～４時２０分（第２金曜日は午後
４時～７時）、定員６人
相談日の前日午後１時から電話のみで予約受付

毎週月曜～金曜日、午前8時30分～午後5時15分。直接窓口へおいでくだ
さい

生活自立相談「よりそい」
☎９６３-９２１２市役所第三庁舎2階生活福祉課生活自立相談「よりそい」毎週月曜～金曜日、午前９時～午後５時

毎週月曜～金曜日、午前9時30分～午後3時30分（正午～午後1時を除く）

毎週火曜・木曜日、午前10時～午後3時30分（受付は午前10時～11時30
分、午後1時～3時）
毎週月曜～金曜日（月曜～水曜日は要予約）、午前9時～午後4時30分（正
午～午後1時を除く）

毎月第2水曜日、午後1時～4時（毎月第1水曜日までに要予約）
毎週月曜・水曜・金曜日、午前9時～午後4時（正午～午後1時を除く。要予
約）。出張相談にも応じます
毎週月曜～金曜日、午前8時30分～午後5時15分（毎週火曜・木曜日は午後
7時まで）。毎月第1・3土曜日、午前10時～午後5時

毎週月曜～土曜日、午前9時30分～午後5時（電話相談の受付は午前9時～
午後8時30分）、ハートコール（子ども専用電話相談）は☎962-8500。
メール相談：市ホームページで「教育相談」を検索

4歳～中学生の発達相談、就学相談、不
登校、いじめなど

早期就職に向けた総合的なコンサルテ
ィング

耐震診断、改修の技術的内容について埼
玉建築士会・埼玉県建築士事務所協会会
員が応じます

相続、遺言、金銭貸借等の書類の作成等
について行政書士が応じます

生き方・パートナー相談（DV（配偶者等
からの暴力）相談含む）

市内マンションの管理等について埼玉
県マンション管理士会会員が応じます

不動産について弁護士と相談員が応じ
ます

法務局・裁判所に提出する書類について
司法書士と土地家屋調査士が応じます

行政上の諸問題について行政相談委
員が応じます

税金関係全般について関東信越税理士
会越谷支部の税理士が応じます

裁判・その他法律、遺言・相続・登記、成年後
見・家事事件、クレジット・サラ金、多重債務

生活にお困りの方の相談受付、自立に向け
た支援

商品やサービスの疑問や不審、訪問販売
のトラブル、多重債務など

越谷市住まい・まちづくり協議会
☎９７７-８８８９市役所本庁舎1階ロビー空き家・空き室・空き地相談 毎月第3木曜日、午後１時３０分～3時３０分 空き家・空き室・空き地の対策や有効利

用について

18歳までのしつけや習慣、不登校、いじ
め、非行、家族関係など（電話相談可）

毎週火曜・木曜・金曜・土曜・日曜日に電話相談、面接相談（要予約）を実施
（相談時間はお問い合わせください）。相談受付は午前9時～午後5時（月曜
日を除く毎日）

日常生活の法律上の諸問題、交通事故に
よる補償問題、手続きなどについて弁護
士が応じます

毎月第3火曜日（予約は第2火曜日まで）、午後1時30分～4時30分

毎月第3火曜日（予約は第2火曜日まで）、午前9時30分～11時30分
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羽子板／破魔矢
ひな人形／五月人形



平成27年3月1日現在
人口　33万3957人　（前月比171人増）
世帯　14万3097世帯　（前月比132世帯増）

男　16万6430人　（前月比95人増）
女　16万7527人　（前月比76人増）

・ニュース：越谷市は中核市になりました
　／４月２６日は越谷市議会議員一般選挙
　の投票日
・特集：図書館の上手な使い方
・ズームアップ：きたこし駅前防災フェア

広報こしがやお知らせ版　平成27年（2015年）4月号 16

ポタガールと参加者30人がサイクリングを楽しむ
　

３
月
２１
日
、
越
谷
市
観
光
協

会
の
主
催
で
「
ポ
タ
ガ
ー
ル
と

越
谷
市
内
観
光
ス
ポ
ッ
ト
を
自

転
車
で
回
ろ
う
」
と
題
し
た
サ

イ
ク
リ
ン
グ
イ
ベ
ン
ト
が
開
か

れ
ま
し
た
。

　

こ
れ
は
、
観
光
協
会
が
制
作

し
た
サ
イ
ク
リ
ン
グ
マ
ッ
プ
の

完
成
を
記
念
し
て
企
画
さ
れ
た

も
の
で
、
越
谷
市
の
ほ
か
、
地

図
の
監
修
を
行
っ
た
ホ

ダ
カ
㈱
や
、
自
転
車
と

埼
玉
の
魅
力
を
発
信
す

る
女
性
グ
ル
ー
プ
「
ポ

タ
ガ
ー
ル
埼
玉
」
が
参

画
し
行
わ
れ
ま
し
た
。

　

こ
の
日
は
、
３０
人
の

参
加
者
が
あ
り
、「
越
谷

い
ち
ご
タ
ウ
ン
」
で
イ

チ
ゴ
狩
り
を
楽
し
ん
だ

後
、
能
楽
堂
や
旧
東
方

村
中
村
家
住
宅
な
ど
約

２
時
間
の
サ
イ
ク
リ
ン

グ
を
満
喫
し
ま
し
た
。

　市では、市民の皆さんに広報紙をより楽しく読んでいただこう
と、さまざまな取組みを行っています。ぜひご活用ください。
B広報広聴課☎９６３－９１１７

　「広報こしがやお知らせ版」と「広報こしが
や季刊版」の記事の中から毎号１～２記事を選
び、記事に関連する動画を作成しています。
　写真だけでは見ることができない、イベント
の詳しい様子などをご覧ください。

↑このマークがある記事の写真に、スマートフォンをかざしてみると…

〈閲覧方法〉
閲覧にはスマートフォン用アプリ
「Aurasma（オーラズマ）」が必要です。
アプリは無料です（通信料は自己負担）。
「App Store」または「Google Play」から
ダウンロードしてください。

アプリの導入・設定方法はこちらから→
（越谷市公式ホームページ）

▲
イチゴ狩りを楽しむポタガール

元気にレイクタウンを出発する参加者たち▲

市
内
観
光
ス
ポ
ッ
ト
を
自
転
車
で
回
る
イ
ベ
ン
ト

古民家・まちなみガイドツアーが大盛況
　

２
月
２８
日
と
３
月
１
日
、
越

谷
新
町
商
店
会
・
越
谷
市
本
町

商
店
会
・
越
谷
市
商
工
会
の
主

催
で
、
第
３
回
越
ヶ
谷
宿
の
雛

め
ぐ
り
が
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

　

旧
日
光
街
道
沿
い
の
商
店
や

古
民
家
約
５０
軒
に
は
、
段
飾
り

や
つ
る
し
び
な
な
ど
さ
ま
ざ
ま

な
ひ
な
飾
り
が
展
示
さ
れ
、
宿

場
町
「
越
ヶ
谷
宿
」
の
歴
史
が

感
じ
ら
れ
ま
し
た
。

　

２
日
間
で
計
４
回
開

催
さ
れ
た
「
雛
め
ぐ
り

と
ま
ち
な
み
ガ
イ
ド
ツ

ア
ー
」（
旧
日
光
街
道
越

ヶ
谷
宿
を
考
え
る
会
主

催
）
に
は
、
多
く
の
方

が
参
加
し
、
参
加
者
は

「
こ
う
し
た
古
い
家
を
残

す
の
は
大
変
な
苦
労
だ

と
思
う
。
持
ち
主
の
皆

さ
ん
に
感
謝
し
た
い
」

と
ツ
ア
ー
に
満
足
し
た

様
子
で
し
た
。

古民家に飾られたひな人形を見学する参加者

第
３
回
越
ヶ
谷
宿
の
雛
め
ぐ
り

◆ＡＲ（スマートフォン対応）
　ー広報紙にスマートフォンをかざすと
　　　　　　　　　　　　写真が動き出す！ー　

スマートフォンやパソコンを使って

広報紙をもっと楽しく便利に

■テレビ埼玉
　4月18日(土)・19日(日)　9:30～　　　
■Ｊ：ＣOM越谷
　4月20日(月)～26日(日)
　　9:00～、20:00～
■YouTubeでもご覧になれます
　「citykoshigaya」で検索
B広報広聴課☎９６３－９１１７

〈4月放送の主な内容〉

◀
特
集
よ
り

市
政
・
防
災
情
報
を
メ
ー
ル
配
信

越
谷
シ
テ
ィ
メ
ー
ル
配
信
サ
ー
ビ
ス

ひ
な

　広報こしがやをスマートフォンで手軽に
読める、便利な機能がたくさんあるアプリ
です。
▷最新号が発行されると自動で通知。越谷
市公式ホームページにそのつどアクセスす
る必要がありません
▷切り取った記事を画像形式で保存できる
スクラップ機能
▷簡潔なページめくりや拡大・縮小機能
▷くらしに役立つ施設等の連絡先が掲載さ
れている、くらしの電話帳機能

〈閲覧方法〉
閲覧にはスマートフォン用アプリ
「ｉ広報紙」が必要です。
アプリは無料です（通信料は自己負担）。
「App Store」または「Google Play」から
ダウンロードしてください。

アプリの導入・設定方法はこちらから→
（越谷市公式ホームページ）

◆ｉ広報紙（スマートフォン対応）
　ー広報紙をいつでもどこでも
　　　　　　　　　　手軽に閲覧できるアプリー　

　「越谷市公式チャンネル」に、ＡＲの動画や過去に放送した「い
きいき越谷」を掲載しています。「スマートフォンを持っていない
けどＡＲの動画を見たい！」「前回のいきいき越谷を見逃した！」
という方は下記のアドレスにアクセス！
〈越谷市公式チャンネル〉https://www.youtube.com/user/citykoshigaya

◆ＹｏｕＴｕｂｅ（パソコン・スマートフォン対応）

Aurasmaのアイコン

i広報紙のアイコン

アイ



　

平
成
２７
年
３
月
定
例
市
議
会
を
ご
招
集
申

し
上
げ
ま
し
た
と
こ
ろ
、
議
員
の
皆
さ
ま
に

は
ご
健
勝
の
う
ち
に
ご
出
席
を
い
た
だ
き
あ

り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
す
。

　

本
定
例
市
議
会
は
、
新
年
度
の
事
業
を
執

行
す
る
予
算
案
を
は
じ
め
と
す
る
議
案
を
ご

審
議
い
た
だ
き
ま
す
が
、
市
長
と
し
て
の
施

政
方
針
を
申
し
述
べ
、
議
員
の
皆
さ
ま
そ
し

て
市
民
の
皆
さ
ま
の
ご
理
解
と
ご
協
力
を
賜

り
ま
す
よ
う
切
に
お
願
い
申
し
上
げ
ま
す
。

　

平
成
２６
年
度
は
、
中
核
市
移
行
の
正
式
決

定
や
「
越
谷
ナ
ン
バ
ー
」
交
付
開
始
な
ど
の

う
れ
し
い
ニ
ュ
ー
ス
が
あ
り
ま
し
た
。
ま
た
、

本
市
の
副
次
核
で
あ
る
越
谷
レ
イ
ク
タ
ウ
ン

地
区
の
整
備
事
業
の
完
了
を
は
じ
め
、
越
谷

い
ち
ご
タ
ウ
ン
の
オ
ー
プ
ン
や
新
南
部
図
書

室
の
整
備
な
ど
の
施
策
を
着
実
に
進
め
て
ま

い
り
ま
し
た
。

　

今
後
も
「
水
と
緑
と
太
陽
に
恵
ま
れ
た　

人
と
地
域
が
支
え
る
安
全
・
安
心
・
快
適
都

市
」を
将
来
像
と
す
る
、
第
４
次
越
谷
市
総

合
振
興
計
画
の
着
実
な
進
捗
を
は
か
る
と
と

も
に
、
重
点
戦
略
に
位
置
づ
け
た
事
業
を
推

進
し
て
ま
い
り
ま
す
。

　

さ
て
、
わ
が
国
の
経
済
は
、
個
人
消
費
な

ど
に
弱
さ
が
み
ら
れ
る
も
の
の
、
緩
や
か
な

回
復
基
調
が
続
い
て
い
る
と
さ
れ
て
お
り
ま

す
。
し
か
し
、
消
費
者
マ
イ
ン
ド
の
低
下
や

海
外
景
気
の
下
振
れ
な
ど
が
、
わ
が
国
の
景

気
を
下
押
し
す
る
リ
ス
ク
と
な
っ
て
い
る
状

況
に
あ
り
ま
す
。

　

こ
う
し
た
中
、
編
成
さ
れ
た
平
成
２７
年
度

一
般
会
計
の
政
府
予
算
案
は
、
対
前
年
度
比

０
・
５
％
増
の
９６
兆
３
４
２
０
億
円
、
そ
の

う
ち
政
策
的
経
費
で
あ
る
一
般
歳
出
は
、
対

前
年
度
比
１
・
６
％
増
の
５７
兆
３
５
５
５
億

円
と
な
っ
て
お
り
ま
す
。

　

本
市
に
お
い
て
は
、
個
人
市
民
税
の
増
収

が
見
込
ま
れ
る
も
の
の
、
３
年
毎
の
評
価
替

え
に
よ
り
影
響
を
受
け
る
固
定
資
産
税
や
税

率
改
定
と
な
っ
た
法
人
市
民
税
の
ほ
か
、
市

た
ば
こ
税
で
も
減
収
が
見
込
ま
れ
る
な
ど
、

引
き
続
き
歳
入
の
確
保
が
非
常
に
厳
し
い
状

況
に
あ
り
ま
す
。

　

し
た
が
い
ま
し
て
、
平
成
２７
年
度
の
予
算

編
成
に
あ
た
り
ま
し
て
は
、
自
主
財
源
は
も

と
よ
り
国
県
支
出
金
な
ど
の
依
存
財
源
の
確

保
に
努
め
る
と
と
も
に
、
平
成
２３
年
度
か
ら

ス
タ
ー
ト
し
た
第
４
次
越
谷
市
総
合
振
興
計

画
前
期
基
本
計
画
の
総
仕
上
げ
に
加
え
、
中

核
市
移
行
に
よ
り
必
要
と
な
る
経
費
の
適
切

な
予
算
化
を
は
か
り
、
持
続
可
能
な
財
政
運

営
に
向
け
て
、
経
営
感
覚
・
コ
ス
ト
意
識
を

重
視
し
、
限
ら
れ
た
財
源
の
重
点
的
・
効
率

的
な
活
用
に
努
め
た
と
こ
ろ
で
す
。

　

こ
の
よ
う
な
編
成
方
針
の
下
、
平
成
２７
年

度
の
越
谷
市
一
般
会
計
予
算
は
、
対
前
年
度

比
４
・
３
％
増
の
８
９
９
億
円
、
さ
ら
に
各

特
別
会
計
と
病
院
事
業
会
計
を
合
わ
せ
た
全

会
計
の
予
算
総
額
は
、
対
前
年
度
比
６
・
８

％
増
の
１
７
２
８
億
１
６
０
０
万
円
で
編
成

さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。

　

以
下
、
主
要
な
施
策
を
述
べ
さ
せ
て
い
た

だ
き
ま
す
が
、
は
じ
め
に
中
核
市
移
行
関
連

に
つ
い
て
述
べ
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。

　

い
よ
い
よ
今
年
４
月
に
「
中
核
市
・
越
谷
」

が
誕
生
い
た
し
ま
す
。
中
核
市
移
行
に
伴
い
、

県
東
部
地
域
の
揺
る
ぎ
な
い
中
心
都
市
と
し

て
、
市
民
の
皆
さ
ま
に
よ
り
身
近
な
と
こ
ろ

で
き
め
細
か
な
市
民
サ
ー
ビ
ス
を
提
供
す
る

と
と
も
に
、
市
民
が
誇
れ
る
住
み
よ
い
ま
ち

づ
く
り
を
推
進
し
て
ま
い
り
ま
す
。

　

福
祉
施
策
に
つ
い
て
は
、
身
体
障
害
者
手

帳
の
交
付
事
務
や
指
定
障
害
福
祉
サ
ー
ビ
ス

事
業
所
の
指
定
に
関
す
る
事
務
等
を
実
施
し

て
ま
い
り
ま
す
。
ま
た
、
介
護
保
険
事
業
所

の
指
定
や
特
別
養
護
老
人
ホ
ー
ム
の
設
置
認

可
な
ど
の
事
務
を
行
っ
て
ま
い
り
ま
す
。

　

保
健
衛
生
施
策
に
つ
い
て
は
、
越
谷
市
保

健
所
を
開
設
し
、
こ
れ
ま
で
県
と
市
で
分
担

し
て
取
り
組
ん
で
き
た
各
種
保
健
事
業
等
を

一
元
化
す
る
こ
と
に
な
り
、
食
品
衛
生
、
環

境
衛
生
、
医
事
、
薬
事
等
に
お
け
る
専
門
的

か
つ
技
術
的
な
分
野
に
つ
い
て
、
市
が
総
合

的
に
取
り
組
ん
で
ま
い
り
ま
す
。
具
体
的
に

は
、
保
健
衛
生
水
準
の
確
保
を
は
か
り
市
民

の
健
康
を
守
る
た
め
、
医
療
機
関
等
の
検
査

指
導
、
感
染
症
対
策
、
精
神
保
健
支
援
な
ど

の
保
健
衛
生
業
務
、
ま
た
、
食
品
営
業
・
環

境
衛
生
事
業
所
・
薬
局
等
の
監
視
指
導
、
狂

犬
病
予
防
や
動
物
の
飼
育
管
理
指
導
な
ど
の

生
活
衛
生
業
務
や
食
肉
検
査
業
務
、
さ
ら
に
、

食
品
や
感
染
症
の
検
体
検
査
な
ど
の
衛
生
検

査
業
務
等
を
実
施
し
て
ま
い
り
ま
す
。

　

ま
た
、
母
子
保
健
事
業
に
つ
い
て
は
、
小

児
慢
性
特
定
疾
病
対
策
事
業
お
よ
び
特
定
不

妊
治
療
支
援
事
業
を
実
施
し
て
ま
い
り
ま
す
。

　

環
境
施
策
に
つ
い
て
は
、
産
業
廃
棄
物
指

導
事
業
を
円
滑
に
実
施
し
、
産
業
廃
棄
物
の

適
正
な
処
理
を
促
進
い
た
し
ま
す
。

　

消
防
に
つ
い
て
は
、
高
度
救
助
隊
を
発
足

し
、
救
助
体
制
を
強
化
し
て
ま
い
り
ま
す
。

　

そ
の
他
、
行
政
運
営
の
さ
ら
な
る
適
正
確

保
に
努
め
る
た
め
、
外
部
監
査
制
度
を
導
入

い
た
し
ま
す
。
さ
ら
に
、
学
校
教
育
分
野
に

お
け
る
県
費
負
担
教
職
員
研
修
を
実
施
す
る

な
ど
、
県
か
ら
移
譲
さ
れ
る
約
２
０
０
０
項

目
の
事
務
の
適
正
な
執
行
に
努
め
て
ま
い
り

ま
す
。

　

次
に
、
人
口
減
少
に
歯
止
め
を
か
け
将
来

に
わ
た
っ
て
活
力
あ
る
日
本
社
会
を
維
持
し

て
い
く
こ
と
を
目
的
に
、
ま
ち
・
ひ
と
・
し

ご
と
創
生
法
が
平
成
２６
年
１１
月
に
公
布
さ
れ

た
こ
と
か
ら
、
本
市
に
お
い
て
は
、
こ
の
法

律
の
趣
旨
に
沿
っ
て
地
方
版
総
合
戦
略
を
策

定
し
、
地
域
課
題
へ
の
対
応
や
地
域
経
済
の

活
性
化
に
つ
な
が
る
取
り
組
み
を
行
っ
て
ま

い
り
ま
す
。

　

そ
れ
で
は
、
第
４
次
越
谷
市
総
合
振
興
計

画
の
大
綱
に
沿
っ
て
、
主
要
な
施
策
を
述
べ

さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。

　

越
谷
市
自
治
基
本
条
例
の
趣
旨
に
則
り
、

地
方
分
権
の
進
展
や
多
様
化
す
る
行
政
需
要

に
対
応
し
て
い
く
た
め
、
引
き
続
き
市
民
参

加
と
協
働
に
よ
る
ま
ち
づ
く
り
を
推
進
し
て

ま
い
り
ま
す
。
ま
た
、
市
政
へ
の
市
民
参
加

を
一
層
促
進
す
る
た
め
、
広
報
紙
や
ホ
ー
ム

ペ
ー
ジ
の
充
実
を
は
か
り
、
分
か
り
や
す
く

利
用
し
や
す
い
市
政
情
報
の
提
供
に
努
め
て

ま
い
り
ま
す
。
さ
ら
に
、
市
民
の
皆
さ
ま
と

の
対
話
を
重
視
し
、
多
様
な
ご
意
見
を
市
政

に
反
映
す
る
た
め
、「
ふ
れ
あ
い
ミ
ー
テ
ィ

ン
グ
」
を
引
き
続
き
実
施
し
て
ま
い
り
ま
す
。

　

市
民
参
加
と
協
働
に
よ
る
市
政
を
進
め
る

た
め
、
地
域
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
組
織
で
あ
る
自

治
会
の
健
全
な
育
成
と
円
滑
な
運
営
、
コ
ミ

ュ
ニ
テ
ィ
推
進
協
議
会
の
地
域
に
お
け
る
コ

ミ
ュ
ニ
テ
ィ
活
動
に
対
し
、
引
き
続
き
支
援

を
行
っ
て
ま
い
り
ま
す
。
ま
た
、
市
民
活
動

団
体
に
対
し
ま
し
て
は
、
越
谷
市
市
民
活
動

支
援
セ
ン
タ
ー
を
拠
点
に
、
質
の
高
い
支
援

に
努
め
て
ま
い
り
ま
す
。

　

地
域
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
活
動
の
拠
点
と
な
る

地
区
セ
ン
タ
ー
・
公
民
館
に
つ
い
て
は
、
安

全
で
、
安
心
し
て
利
用
で
き
る
よ
う
施
設
の

適
切
な
維
持
管
理
、
運
営
を
は
か
っ
て
ま
い

り
ま
す
。
ま
た
、
市
内
９
番
目
の
大
型
館
と

な
る
大
沢
地
区
セ
ン
タ
ー
・
公
民
館
、
体
育

館
複
合
施
設
整
備
事
業
に
つ
い
て
は
、
地
質

調
査
お
よ
び
用
地
測
量
を
行
い
、
引
き
続
き

早
期
整
備
を
目
指
し
て
ま
い
り
ま
す
。

　

平
成
２６
年
１１
月
に
交
付
開
始
と
な
っ
た

「
越
谷
ナ
ン
バ
ー
」
に
つ
い
て
は
、
越
谷
市

観
光
協
会
や
民
間
事
業
者
と
連
携
を
は
か
り

な
が
ら
引
き
続
き
Ｐ
Ｒ
し
て
ま
い
り
ま
す
。

ま
た
、
中
核
市
移
行
を
記
念
し
て
、
原
付
バ

イ
ク
の
オ
リ
ジ
ナ
ル
ナ
ン
バ
ー
を
４
月
か
ら

交
付
し
て
ま
い
り
ま
す
。

　

人
権
推
進
事
業
に
つ
い
て
は
、
す
べ
て
の

市
民
が
、
か
け
が
え
の
な
い
一
人
の
人
間
と

し
て
尊
重
さ
れ
、
平
和
で
平
等
な
生
活
を
送

る
こ
と
が
で
き
る
よ
う
な
人
権
尊
重
社
会
の

実
現
に
向
け
て
、
引
き
続
き
関
係
機
関
と
連

携
し
、
人
権
教
育
・
人
権
啓
発
に
関
す
る
あ

ら
ゆ
る
施
策
を
推
進
し
て
ま
い
り
ま
す
。

　

男
女
共
同
参
画
に
つ
い
て
は
、
第
３
次
越

谷
市
男
女
共
同
参
画
計
画
に
基
づ
き
、「
男

女
が
み
と
め
合
い
、
さ
さ
え
合
い
、
自
分
ら

し
さ
を
活
か
せ
る
社
会
」
を
目
指
し
、
越
谷

市
男
女
共
同
参
画
支
援
セ
ン
タ
ー
を
拠
点
に

各
種
施
策
を
進
め
て
ま
い
り
ま
す
。
ま
た
、

配
偶
者
暴
力
相
談
支
援
セ
ン
タ
ー
を
新
た
に

開
設
し
、
Ｄ
Ｖ
（
配
偶
者
等
か
ら
の
暴
力
）

の
被
害
者
支
援
を
強
化
し
て
ま
い
り
ま
す
。

　

国
際
化
事
業
に
つ
い
て
は
、
多
文
化
共
生

社
会
の
形
成
に
引
き
続
き
取
り
組
む
と
と
も

に
、
姉
妹
都
市
オ
ー
ス
ト
ラ
リ
ア
・
キ
ャ
ン

ベ
ル
タ
ウ
ン
市
を
は
じ
め
と
す
る
国
際
交
流

を
推
進
し
て
ま
い
り
ま
す
。

　

増
大
・
多
様
化
す
る
行
政
需
要
に
限
り
あ

る
財
源
や
人
員
等
で
的
確
に
対
応
し
、
行
政

の
役
割
を
引
き
続
き
効
率
的
か
つ
効
果
的
に

果
た
し
て
い
く
こ
と
が
で
き
る
よ
う
、
行
政

評
価
や
行
政
改
革
に
よ
る
取
り
組
み
を
今
後

と
も
切
れ
目
な
く
推
進
し
て
ま
い
り
ま
す
。

　

情
報
化
推
進
に
つ
い
て
は
、
平
成
２７
年
度

を
開
始
年
度
と
す
る
越
谷
市
情
報
化
推
進
計

画
第
４
次
ア
ク
シ
ョ
ン
プ
ラ
ン
に
基
づ
き
引

き
続
き
内
部
事
務
の
効
率
化
を
は
か
る
た
め
、

Ｉ
Ｃ
Ｔ
（
情
報
通
信
技
術
）
を
活
か
し
た
業

務
プ
ロ
セ
ス
の
構
築
や
見
直
し
を
行
う
と
と

も
に
、
安
全
・
安
心
な
電
子
自
治
体
の
構
築

に
向
け
、
個
人
情
報
保
護
、
セ
キ
ュ
リ
テ
ィ

の
確
保
、
お
よ
び
Ｉ
Ｃ
Ｔ
部
門
に
お
け
る
業

務
継
続
計
画
の
運
用
に
十
分
配
慮
し
た
情
報

化
施
策
を
推
進
し
て
ま
い
り
ま
す
。

　

統
計
事
業
に
つ
い
て
は
、
第
２０
回
国
勢
調

査
が
、
１０
月
１
日
に
実
施
さ
れ
る
こ
と
か
ら
、

国
・
県
と
連
携
を
は
か
り
、
正
確
な
統
計
調

査
が
行
わ
れ
る
よ
う
事
務
を
執
行
し
て
ま
い

り
ま
す
。

　

住
民
異
動
届
等
の
受
付
お
よ
び
証
明
書
の

発
行
業
務
に
つ
い
て
は
、
引
き
続
き
窓
口
の

混
雑
緩
和
や
待
ち
時
間
の
短
縮
に
努
め
て
ま

い
り
ま
す
。
ま
た
、
今
後
、
新
た
に
開
始
さ

れ
る
社
会
保
障
・
税
番
号
制
度
に
か
か
る
個

人
番
号
の
通
知
お
よ
び
個
人
番
号
カ
ー
ド
の

普
及
に
努
め
、
事
務
の
効
率
化
を
推
進
し
て

ま
い
り
ま
す
。

　

収
納
事
務
に
つ
い
て
は
、
引
き
続
き
市
税

の
収
納
対
策
を
強
化
す
る
と
と
も
に
、
市
税

以
外
の
市
債
権
に
つ
い
て
は
、
債
権
管
理
の

一
層
の
適
正
化
を
は
か
り
、
自
主
財
源
の
確

保
に
努
め
て
ま
い
り
ま
す
。　
　

　

ふ
る
さ
と
納
税
に
つ
い
て
は
、
自
主
財
源

の
確
保
な
ら
び
に
越
谷
市
の
Ｐ
Ｒ
を
目
的
と

し
て
、
基
準
を
満
た
す
対
象
者
に
越
谷
市
の

特
産
品
を
謝
礼
と
し
て
贈
呈
す
る
事
業
を
新

た
に
実
施
し
て
ま
い
り
ま
す
。

　

公
有
財
産
に
つ
い
て
は
、
将
来
的
に
利
活

用
が
は
か
れ
る
財
産
を
適
正
に
管
理
保
全
す

る
と
と
も
に
、
利
活
用
が
見
込
め
な
い
財
産

の
売
却
や
貸
付
な
ど
の
運
用
を
行
っ
て
ま
い

り
ま
す
。

　

老
朽
化
し
た
公
共
施
設
等
の
更
新
に
多
大

な
財
政
負
担
を
生
じ
る
こ
と
が
全
国
的
な
課

題
と
な
っ
て
お
り
、
本
市
で
は
、
公
共
施
設

を
計
画
的
に
維
持
管
理
で
き
る
よ
う
、
一
定

の
市
民
サ
ー
ビ
ス
を
確
保
し
つ
つ
、
施
設
の

統
廃
合
な
ど
も
視
野
に
入
れ
た
対
策
の
検
討

を
引
き
続
き
進
め
て
ま
い
り
ま
す
。

　

市
本
庁
舎
に
つ
い
て
は
、
平
成
２６
年
９
月

に
策
定
し
た
越
谷
市
本
庁
舎
整
備
基
本
構
想

に
基
づ
き
、
市
民
の
安
全
・
安
心
な
暮
ら
し

を
支
え
る
親
し
み
の
あ
る
庁
舎
を
目
指
し
、

越
谷
市
本
庁
舎
建
設
基
本
計
画
を
策
定
し
て
、

新
た
な
本
庁
舎
の
建
設
を
検
討
し
て
ま
い
り

ま
す
。

　

す
べ
て
の
市
民
が
生
涯
に
わ
た
り
、
す
こ

や
か
に
、
い
き
い
き
と
、
人
間
ら
し
く
、
安

心
し
て
暮
ら
す
こ
と
が
で
き
る
福
祉
の
ま
ち

の
実
現
を
目
指
し
、
第
２
次
越
谷
市
地
域
福

祉
計
画
に
基
づ
き
、
地
域
に
お
け
る
福
祉
活

動
の
活
性
化
と
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
化
を
推
進
す

る
な
ど
、「
地
域
で
支
え
合
う
仕
組
み
づ
く

り
」
の
推
進
に
取
り
組
ん
で
ま
い
り
ま
す
。

ま
た
、
福
祉
な
ん
で
も
相
談
窓
口
に
つ
い
て

は
、
福
祉
に
関
す
る
相
談
や
サ
ー
ビ
ス
の
提

供
を
円
滑
か
つ
的
確
に
行
う
な
ど
、
さ
ら
な

る
市
民
サ
ー
ビ
ス
の
向
上
に
努
め
て
ま
い
り

ま
す
。
さ
ら
に
、
不
透
明
な
経
済
・
雇
用
情

勢
に
よ
り
、
本
市
に
お
い
て
も
生
活
保
護
受

給
者
が
依
然
と
し
て
増
加
し
て
お
り
ま
す
が
、

市
民
生
活
を
支
え
る
最
後
の
支
援
制
度
と
し

て
、
引
き
続
き
生
活
保
護
制
度
の
適
正
な
運

用
に
努
め
る
と
と
も
に
、
生
活
保
護
に
至
る

前
の
段
階
の
方
に
対
す
る
支
援
と
し
て
、
生

活
困
窮
者
自
立
支
援
制
度
に
お
け
る
自
立
相

談
支
援
事
業
等
の
充
実
を
は
か
っ
て
ま
い
り

ま
す
。

　

地
域
医
療
に
つ
い
て
は
、
新
た
に
加
わ
る

保
健
所
機
能
を
有
効
に
活
用
し
、
だ
れ
も
が

健
康
で
安
心
し
て
暮
ら
せ
る
保
健
・
医
療
サ

ー
ビ
ス
を
提
供
す
る
た
め
の
体
制
づ
く
り
を

進
め
て
ま
い
り
ま
す
。
ま
た
、
不
足
す
る
市

内
医
療
機
関
の
看
護
師
等
を
確
保
す
る
た
め
、

引
き
続
き
看
護
師
等
修
学
資
金
貸
与
事
業
を

実
施
し
て
ま
い
り
ま
す
。
救
急
医
療
に
つ
い

て
は
、
市
内
救
急
医
療
機
関
と
連
携
・
協
力

し
、
救
急
医
療
体
制
の
充
実
を
は
か
っ
て
ま

い
り
ま
す
。
さ
ら
に
、
市
民
の
健
康
づ
く
り

や
保
健
・
医
療
・
福
祉
の
連
携
の
強
化
な
ど

地
域
保
健
の
さ
ら
な
る
拡
充
を
は
か
る
た
め
、

新
た
な
保
健
セ
ン
タ
ー
の
整
備
に
つ
い
て
検

討
を
進
め
て
ま
い
り
ま
す
。

　

市
立
病
院
に
つ
い
て
は
、
地
域
の
医
療
機

関
と
の
間
で
相
互
紹
介
が
円
滑
に
行
え
る
よ

う
連
携
を
一
層
強
化
す
る
な
ど
、
地
域
の
基

幹
病
院
と
し
て
の
役
割
を
果
た
し
て
ま
い
り

ま
す
。
ま
た
、
医
師
・
看
護
師
の
確
保
に
努

め
る
と
と
も
に
、
よ
り
質
の
高
い
医
療
が
提

供
で
き
る
よ
う
、
中
期
経
営
計
画
に
掲
げ
た

施
策
を
着
実
に
進
め
て
ま
い
り
ま
す
。

　

健
康
づ
く
り
推
進
事
業
に
つ
い
て
は
、
第

２
次
越
谷
市
健
康
づ
く
り
行
動
計
画
・
食
育

推
進
計
画
「
い
き
い
き
越
谷
２１
」
に
基
づ
き
、

市
民
・
関
係
団
体
・
行
政
が
一
体
と
な
っ
て

健
康
づ
く
り
を
推
進
し
て
ま
い
り
ま
す
。
ま

た
、
成
人
保
健
事
業
に
つ
い
て
は
、
生
活
習

慣
病
予
防
対
策
に
取
り
組
む
と
と
も
に
、
越

谷
市
独
自
で
実
施
す
る
前
立
腺
が
ん
検
診
お

よ
び
口
腔
が
ん
検
診
を
含
む
各
種
が
ん
検
診

を
引
き
続
き
実
施
し
、
市
民
一
人
ひ
と
り
の

健
康
づ
く
り
を
推
進
し
て
ま
い
り
ま
す
。
母

子
保
健
事
業
に
つ
い
て
は
、
子
ど
も
を
安
心

し
て
出
産
し
育
て
ら
れ
る
よ
う
、
妊
娠
中
か

ら
の
継
続
し
た
支
援
を
行
う
た
め
、
産
後
ケ

ア
と
し
て
新
た
な
事
業
を
実
施
す
る
と
と
も

に
、
妊
婦
お
よ
び
乳
幼
児
の
健
康
診
査
、
相

談
事
業
や
家
庭
訪
問
等
を
行
っ
て
ま
い
り
ま

す
。
ま
た
、
感
染
に
よ
る
疾
病
の
発
症
お
よ

び
重
症
化
を
防
止
す
る
た
め
、
予
防
接
種
事

業
を
適
切
に
実
施
し
て
ま
い
り
ま
す
。

　

子
育
て
支
援
に
つ
い
て
は
、
平
成
２７
年
度

を
開
始
年
度
と
す
る
越
谷
市
子
ど
も
・
子
育

て
支
援
事
業
計
画
に
基
づ
き
、
引
き
続
き
子

育
て
支
援
事
業
の
着
実
な
推
進
を
は
か
っ
て

ま
い
り
ま
す
。
ま
た
、
子
育
て
サ
ロ
ン
な
ど
、

地
域
に
お
け
る
子
育
て
支
援
事
業
お
よ
び
子

育
て
に
関
す
る
ポ
ー
タ
ル
サ
イ
ト
で
あ
る
こ

し
が
や
子
育
て
ネ
ッ
ト
の
運
用
等
の
充
実
を

は
か
り
、
よ
り
一
層
子
育
て
し
や
す
い
環
境

の
整
備
を
進
め
て
ま
い
り
ま
す
。

　

青
少
年
の
健
全
育
成
に
つ
い
て
は
、
子
ど

も
が
将
来
に
目
標
を
持
ち
、
一
人
ひ
と
り
が

健
や
か
に
成
長
で
き
る
よ
う
、
家
庭
・
学

校
・
地
域
が
一
体
と
な
り
、
総
合
的
な
取
り

組
み
を
進
め
て
ま
い
り
ま
す
。

　

児
童
館
に
つ
い
て
は
、
そ
れ
ぞ
れ
の
施
設

の
機
能
や
特
徴
を
活
か
し
た
事
業
を
展
開
し
、

児
童
の
健
全
育
成
を
は
か
る
と
と
も
に
、
地

域
に
お
け
る
子
育
て
支
援
施
設
と
し
て
の
多

様
な
役
割
を
果
た
し
て
ま
い
り
ま
す
。

　

保
育
に
つ
い
て
は
、
子
ど
も
・
子
育
て
支

援
新
制
度
に
よ
り
、
子
ど
も
の
成
長
や
、
子

育
て
家
庭
を
支
え
る
た
め
の
体
制
づ
く
り
を

引
き
続
き
推
進
し
て
ま
い
り
ま
す
。

　

公
立
保
育
所
に
つ
い
て
は
、
大
相
模
保
育

所
の
建
て
替
え
に
向
け
た
用
地
選
定
等
の
事

業
を
進
め
て
ま
い
り
ま
す
。
ま
た
、
障
が
い

児
保
育
に
つ
い
て
は
、
引
き
続
き
０
歳
児
か

ら
５
歳
児
ま
で
を
対
象
と
し
、
公
立
保
育
所

と
し
て
の
役
割
を
果
た
し
て
ま
い
り
ま
す
。

　

民
間
保
育
園
お
よ
び
新
た
な
３
歳
未
満
の

低
年
齢
児
の
保
育
を
担
う
地
域
型
保
育
事
業

に
つ
い
て
は
、
越
谷
市
子
ど
も
・
子
育
て
支

援
事
業
計
画
に
基
づ
き
、
平
成
２７
年
度
に
整

備
を
予
定
し
て
い
る
社
会
福
祉
法
人
等
へ
の

支
援
を
行
い
、
引
き
続
き
待
機
児
童
の
解
消

に
向
け
た
定
員
の
拡
大
に
努
め
て
ま
い
り
ま

す
。
さ
ら
に
、
多
様
な
保
育
ニ
ー
ズ
に
応
え

る
た
め
、
保
育
ス
テ
ー
シ
ョ
ン
事
業
な
ど
の

充
実
に
取
り
組
ん
で
ま
い
り
ま
す
。

　

学
童
保
育
室
に
つ
い
て
は
、
子
ど
も
・
子

育
て
支
援
新
制
度
の
施
行
に
伴
い
、
対
象
年

齢
を
拡
大
す
る
と
と
も
に
、
職
員
の
資
格
お

よ
び
員
数
・
施
設
等
に
つ
い
て
、
一
定
の
基

準
に
お
け
る
運
営
に
よ
り
、
学
童
保
育
室
の

質
の
向
上
を
確
保
し
、
放
課
後
児
童
の
健
全

育
成
な
ら
び
に
保
護
者
の
就
労
支
援
に
努
め

て
ま
い
り
ま
す
。

　

こ
ど
も
医
療
費
に
つ
い
て
は
、
引
き
続
き

中
学
校
修
了
ま
で
の
子
ど
も
を
対
象
と
す
る

と
と
も
に
、
児
童
手
当
に
つ
い
て
も
、
子
ど

も
の
健
や
か
な
成
長
に
資
す
る
た
め
適
切
な

給
付
に
努
め
て
ま
い
り
ま
す
。

　

障
が
い
児
福
祉
に
つ
い
て
は
、
越
谷
市
児

童
発
達
支
援
セ
ン
タ
ー
に
お
い
て
、
就
学
前

の
子
ど
も
に
対
し
、
引
き
続
き
能
力
や
健
康

状
態
に
応
じ
た
療
育
お
よ
び
支
援
を
行
っ
て

ま
い
り
ま
す
。
ま
た
、
障
害
者
総
合
支
援
法

に
基
づ
く
介
護
給
付
や
児
童
福
祉
法
に
基
づ

く
通
所
給
付
な
ど
を
適
切
に
行
い
、
障
が
い

の
あ
る
子
ど
も
と
家
族
に
対
す
る
支
援
を
行

っ
て
ま
い
り
ま
す
。

　

児
童
虐
待
に
つ
い
て
は
、
引
き
続
き
児
童

相
談
所
お
よ
び
要
保
護
児
童
対
策
地
域
協
議

会
の
構
成
機
関
と
の
連
携
を
は
か
り
、
子
ど

も
の
安
全
を
最
優
先
に
虐
待
の
予
防
、
早
期

発
見
そ
し
て
早
期
対
応
に
努
め
て
ま
い
り
ま

す
。

　

障
が
い
者
福
祉
に
つ
い
て
は
、
障
害
者
総

合
支
援
法
に
基
づ
き
、
障
害
福
祉
サ
ー
ビ
ス

を
利
用
す
る
際
の
自
立
支
援
給
付
で
あ
る
介

護
給
付
費
お
よ
び
訓
練
等
給
付
費
等
の
支
給

を
行
う
と
と
も
に
、
地
域
の
実
情
に
合
わ
せ

た
地
域
生
活
支
援
事
業
を
実
施
し
て
ま
い
り

ま
す
。
ま
た
、
障
が
い
者
の
職
業
的
・
社
会

的
自
立
の
促
進
を
は
か
る
た
め
に
就
労
支
援

事
業
お
よ
び
地
域
適
応
支
援
事
業
の
推
進
に

努
め
て
ま
い
り
ま
す
。
さ
ら
に
、
平
成
２８
年

度
を
開
始
年
度
と
す
る
第
４
次
越
谷
市
障
が

い
者
計
画
を
策
定
し
て
ま
い
り
ま
す
。

　

成
年
後
見
に
関
す
る
事
業
に
つ
い
て
は
、

成
年
後
見
制
度
が
身
近
な
も
の
と
し
て
活
用

さ
れ
る
よ
う
制
度
の
普
及
啓
発
や
個
別
相
談
、

手
続
き
支
援
、
市
民
後
見
人
の
活
動
支
援
な

ど
越
谷
市
社
会
福
祉
協
議
会
と
連
携
を
は
か

り
「
成
年
後
見
セ
ン
タ
ー
こ
し
が
や
」
の
機

能
の
充
実
に
努
め
て
ま
い
り
ま
す
。

　

高
齢
者
の
生
き
が
い
づ
く
り
に
つ
い
て
は
、

市
内
４
か
所
目
と
な
る
老
人
福
祉
セ
ン
タ
ー

「
ひ
の
き
荘
」
の
１２
月
開
設
を
目
指
し
、
引

き
続
き
建
設
工
事
に
取
り
組
む
な
ど
、
高
齢

者
の
社
会
参
加
支
援
や
、
緊
急
通
報
シ
ス
テ

ム
な
ど
の
在
宅
福
祉
の
充
実
に
取
り
組
ん
で

ま
い
り
ま
す
。

　

介
護
保
険
事
業
に
つ
い
て
は
、
平
成
２７
年

度
を
開
始
年
度
と
す
る
第
６
期
越
谷
市
高
齢

者
保
健
福
祉
計
画
・
介
護
保
険
事
業
計
画
お

よ
び
介
護
保
険
制
度
の
改
正
点
を
市
民
や
事

業
所
へ
周
知
し
て
ま
い
り
ま
す
。
ま
た
、
団

塊
の
世
代
が
７５
歳
以
上
と
な
る
平
成
３７
年
を

見
据
え
た
地
域
包
括
ケ
ア
シ
ス
テ
ム
の
構
築

に
向
け
た
取
り
組
み
を
進
め
て
ま
い
り
ま
す
。

さ
ら
に
、
要
支
援
１
・
２
の
方
の
訪
問
介
護

お
よ
び
通
所
介
護
を
、
平
成
２８
年
度
に
地
域

支
援
事
業
の
介
護
予
防
・
日
常
生
活
支
援
総

合
事
業
に
移
行
す
べ
く
、
市
内
の
福
祉
に
携

わ
る
Ｎ
Ｐ
Ｏ
な
ど
と
連
携
し
、
地
域
の
高
齢

者
や
認
知
症
の
方
な
ど
を
地
域
で
支
え
あ
う

新
た
な
仕
組
み
づ
く
り
に
取
り
組
ん
で
ま
い

り
ま
す
。

　

国
民
健
康
保
険
事
業
に
つ
い
て
は
、
引
き

続
き
将
来
に
わ
た
り
、
だ
れ
も
が
必
要
な
医

療
を
安
心
し
て
受
け
る
こ
と
が
で
き
る
よ
う
、

よ
り
健
全
な
財
政
運
営
を
目
指
し
、
収
納
率

の
向
上
お
よ
び
医
療
費
の
適
正
化
に
努
め
、

国
民
皆
保
険
制
度
を
支
え
る
地
域
医
療
保
険

と
し
て
の
役
割
を
果
た
し
て
ま
い
り
ま
す
。

　

第
４
次
越
谷
市
総
合
振
興
計
画
お
よ
び
越

谷
市
都
市
計
画
マ
ス
タ
ー
プ
ラ
ン
に
基
づ
き
、

だ
れ
も
が
安
心
し
て
暮
ら
せ
る
都
市
環
境
の

創
出
に
向
け
、
引
き
続
き
都
市
施
設
の
整
備

や
活
気
あ
る
市
街
地
の
形
成
に
努
め
て
ま
い

り
ま
す
。
ま
た
、
平
成
２７
年
４
月
か
ら
施
行

さ
れ
ま
す
越
谷
市
屋
外
広
告
物
条
例
を
広
く

周
知
す
る
と
と
も
に
、
同
条
例
お
よ
び
越
谷

市
景
観
計
画
な
ら
び
に
越
谷
市
景
観
条
例
の

適
切
な
運
用
を
は
か
り
、
越
谷
ら
し
い
景
観

の
形
成
を
推
進
し
て
ま
い
り
ま
す
。

　

土
地
区
画
整
理
事
業
に
つ
い
て
は
、
東
越

谷
地
区
お
よ
び
七
左
第
一
地
区
の
早
期
事
業

完
了
に
向
け
て
取
り
組
む
と
と
も
に
、
西
大

袋
地
区
の
事
業
進
捗
を
は
か
り
、
都
市
基
盤

の
整
備
と
健
全
な
市
街
地
の
形
成
を
進
め
て

ま
い
り
ま
す
。

　

開
発
行
為
な
ど
に
つ
い
て
は
、
引
き
続
き

都
市
計
画
法
に
よ
る
開
発
許
可
制
度
や
越
谷

市
ま
ち
の
整
備
に
関
す
る
条
例
に
基
づ
き
、

自
然
に
配
慮
し
、
調
和
の
と
れ
た
土
地
利
用

を
は
か
る
と
と
も
に
、
市
民
、
開
発
者
お
よ

び
市
が
そ
れ
ぞ
れ
の
責
任
と
相
互
の
信
頼
の

下
、
協
働
に
よ
り
だ
れ
も
が
安
全
で
安
心
し

て
暮
ら
す
こ
と
が
で
き
る
ま
ち
づ
く
り
を
進

め
て
ま
い
り
ま
す
。

　

道
路
に
つ
い
て
は
、
だ
れ
も
が
使
い
や
す

く
安
全
で
快
適
な
道
路
・
交
通
環
境
の
確
保

や
景
観
な
ど
に
も
配
慮
し
た
幹
線
道
路
・
生

活
道
路
の
体
系
的
な
整
備
を
進
め
る
と
と
も

に
、
通
学
路
の
危
険
箇
所
の
改
善
を
行
い
、

児
童
生
徒
の
安
全
確
保
を
は
か
っ
て
ま
い
り

ま
す
。
都
市
計
画
道
路
で
は
、
越
谷
吉
川
線

お
よ
び
川
柳
大
成
町
線
の
整
備
を
推
進
す
る

と
と
も
に
、
県
事
業
の
路
線
整
備
を
支
援
し

て
ま
い
り
ま
す
。
ま
た
、
地
域
の
個
性
を
活

か
し
た
取
り
組
み
と
し
て
、
道
路
利
用
者
の

サ
ー
ビ
ス
向
上
の
た
め
に
地
域
観
光
振
興
施

設
と
一
体
と
な
っ
た
多
面
的
要
素
を
含
ん
だ

道
の
駅
な
ど
の
整
備
に
つ
い
て
、
調
査
・
研

究
を
し
て
ま
い
り
ま
す
。
さ
ら
に
、
地
球
温

暖
化
に
係
る
温
室
効
果
ガ
ス
の
削
減
お
よ
び

電
力
量
の
節
減
の
た
め
、
主
に
生
活
道
路
の

道
路
照
明
灯
を
環
境
面
や
経
済
性
に
優
れ
て

い
る
Ｌ
Ｅ
Ｄ
灯
へ
交
換
し
て
ま
い
り
ま
す
。

　

橋
梁
に
つ
い
て
は
、
越
谷
市
橋
梁
長
寿
命

化
修
繕
計
画
に
基
づ
き
、
計
画
的
な
修
繕
・

補
修
を
進
め
、
市
内
の
重
要
な
橋
梁
の
健
全

性
の
確
保
お
よ
び
延
命
化
を
は
か
る
と
と
も

に
、
大
地
震
に
よ
る
落
橋
・
倒
壊
等
の
甚
大

な
被
害
を
防
止
す
る
た
め
、
地
震
時
に
通
行

を
確
保
す
べ
き
緊
急
輸
送
道
路
な
ど
に
架
か

る
橋
梁
の
耐
震
化
を
進
め
て
ま
い
り
ま
す
。

　

公
共
交
通
機
関
に
つ
い
て
は
、
都
市
計
画

と
の
整
合
を
は
か
り
、
平
成
２６
年
度
に
新
方

地
区
で
実
施
し
た
ミ
ニ
バ
ス
の
試
験
運
行
の

結
果
等
を
踏
ま
え
、
本
市
に
か
な
っ
た
新
た

な
交
通
施
策
の
方
針
等
を
定
め
、
公
共
交
通

の
利
便
性
、
快
適
性
お
よ
び
安
全
性
の
向
上

を
は
か
り
、
不
便
地
域
の
解
消
に
努
め
て
ま

い
り
ま
す
。
ま
た
、
鉄
道
利
用
者
の
安
全
確

保
を
は
か
る
た
め
、
鉄
道
事
業
者
が
行
う
新

越
谷
駅
の
耐
震
補
強
に
対
し
、
引
き
続
き

国
・
県
と
連
携
し
て
支
援
し
て
ま
い
り
ま
す
。

　

公
園
や
緑
地
に
つ
い
て
は
、
市
北
部
地
域

の
緑
の
拠
点
と
な
る
平
方
公
園
の
拡
張
整
備

計
画
を
進
め
る
と
と
も
に
、
増
林
地
区
、
西

大
袋
土
地
区
画
整
理
事
業
地
内
お
よ
び
（
仮

称
）
千
間
台
西
公
園
な
ど
の
公
園
や
綾
瀬
川

緑
道
の
整
備
に
取
り
組
ん
で
ま
い
り
ま
す
。

ま
た
、
都
市
に
お
け
る
緑
地
の
適
正
な
保
全

お
よ
び
緑
化
の
推
進
に
関
す
る
措
置
を
総
合

的
か
つ
計
画
的
に
実
施
す
る
た
め
、
越
谷
市

緑
の
基
本
計
画
の
見
直
し
を
行
っ
て
ま
い
り

ま
す
。
さ
ら
に
、
市
民
と
の
協
働
に
よ
る
適

切
な
公
園
等
の
管
理
を
進
め
る
た
め
、
自
治

会
や
市
民
団
体
な
ど
と
連
携
を
は
か
っ
て
ま

い
り
ま
す
。

　

治
水
対
策
に
つ
い
て
は
、
中
川
や
新
方
川

の
河
川
改
修
を
進
め
て
い
る
国
・
県
と
さ
ら

な
る
連
携
を
は
か
り
、
都
市
下
水
路
お
よ
び

公
共
下
水
道
雨
水
幹
線
な
ど
の
整
備
を
進
め

て
ま
い
り
ま
す
。
ま
た
、
ポ
ン
プ
場
施
設
の

長
寿
命
化
や
水
防
体
制
の
強
化
に
取
り
組
み
、

総
合
的
な
治
水
対
策
を
推
進
し
て
ま
い
り
ま

す
。

　

公
共
下
水
道
に
つ
い
て
は
、
下
水
道
施
設

の
長
寿
命
化
お
よ
び
総
合
地
震
対
策
を
進
め
、

適
切
な
維
持
管
理
に
取
り
組
む
と
と
も
に
、

今
後
の
下
水
道
経
営
の
方
向
性
や
適
切
な
料

金
体
系
に
つ
い
て
の
検
討
を
行
い
、
さ
ら
な

る
経
営
の
健
全
化
に
努
め
て
ま
い
り
ま
す
。

　

住
宅
環
境
に
つ
い
て
は
、
さ
ら
な
る
耐
震

化
促
進
の
た
め
、
民
間
の
木
造
住
宅
や
マ
ン

シ
ョ
ン
の
耐
震
診
断
お
よ
び
耐
震
改
修
費
の

補
助
制
度
の
活
用
を
促
進
し
、
安
全
で
安
心

し
て
暮
ら
す
こ
と
の
で
き
る
住
環
境
づ
く
り

に
取
り
組
ん
で
ま
い
り
ま
す
。
ま
た
、
住
宅

リ
フ
ォ
ー
ム
、
耐
震
相
談
お
よ
び
マ
ン
シ
ョ

ン
管
理
相
談
に
つ
い
て
は
、
引
き
続
き
制
度

の
周
知
に
努
め
、
利
用
者
の
増
加
に
向
け
て

取
り
組
ん
で
ま
い
り
ま
す
。

　

公
共
建
築
物
に
つ
い
て
は
、
ユ
ニ
バ
ー
サ

ル
デ
ザ
イ
ン
を
基
本
理
念
と
し
、
市
民
の
皆

さ
ま
が
安
心
し
て
利
用
で
き
る
施
設
づ
く
り

に
努
め
て
ま
い
り
ま
す
。

　

地
球
温
暖
化
に
よ
る
気
候
変
動
は
、
地
球

規
模
で
顕
著
に
な
っ
て
お
り
、
温
室
効
果
ガ

ス
の
削
減
が
強
く
求
め
ら
れ
て
い
る
こ
と
か

ら
、
市
民
や
事
業
者
と
の
協
働
に
よ
る
省
エ

ネ
や
環
境
負
荷
の
少
な
い
ラ
イ
フ
ス
タ
イ
ル

へ
の
転
換
を
さ
ら
に
進
め
る
と
と
も
に
、
再

生
可
能
エ
ネ
ル
ギ
ー
の
活
用
に
つ
い
て
、
こ

し
が
や
ソ
ー
ラ
ー
シ
テ
ィ
構
想
に
基
づ
き
、

太
陽
光
発
電
設
備
の
設
置
を
推
進
し
て
ま
い

り
ま
す
。
ま
た
、
大
気
や
水
質
、
放
射
線
等

の
環
境
モ
ニ
タ
リ
ン
グ
に
よ
り
、
安
全
で
快

適
な
生
活
環
境
の
保
全
に
努
め
て
ま
い
り
ま

す
。
さ
ら
に
、
コ
シ
ガ
ヤ
ホ
シ
ク
サ
や
シ
ラ

コ
バ
ト
な
ど
越
谷
を
特
徴
づ
け
る
希
少
な
動

植
物
等
の
保
護
を
は
じ
め
と
し
た
、
生
物
多

様
性
保
全
の
取
り
組
み
に
よ
り
、
ふ
る
さ
と

越
谷
の
豊
か
な
自
然
環
境
を
守
り
育
て
て
ま

い
り
ま
す
。

　

廃
棄
物
対
策
に
つ
い
て
は
、
不
法
投
棄
対

策
や
自
治
会
清
掃
な
ど
地
域
に
お
け
る
美
化

活
動
へ
の
支
援
を
充
実
す
る
こ
と
に
よ
り
、

環
境
美
化
意
識
の
向
上
を
は
か
っ
て
ま
い
り

ま
す
。
ま
た
、
使
用
済
小
型
家
電
の
回
収
促

進
な
ど
、
市
民
や
事
業
者
と
協
働
し
、
ご
み

の
減
量
と
資
源
化
に
取
り
組
ん
で
ま
い
り
ま

す
。

　

災
害
対
策
に
つ
い
て
は
、
越
谷
市
地
域
防

災
計
画
に
基
づ
き
、「
自
助
」・「
共
助
」・「
公

助
」
を
柱
と
し
た
災
害
に
強
い
ま
ち
づ
く
り

を
推
進
し
て
ま
い
り
ま
す
。
ま
た
、
災
害
情

報
の
一
元
化
・
共
有
化
を
は
か
る
た
め
、
災

害
情
報
管
理
シ
ス
テ
ム
の
整
備
を
進
め
る
と

と
も
に
、
移
動
系
デ
ジ
タ
ル
防
災
行
政
無
線

等
の
整
備
を
行
い
、
災
害
予
防
対
策
の
充
実

に
努
め
て
ま
い
り
ま
す
。
さ
ら
に
、
災
害
時

要
援
護
者
避
難
支
援
制
度
お
よ
び
帰
宅
困
難

者
対
策
を
推
進
す
る
と
と
も
に
、
出
張
講
座

や
自
主
防
災
組
織
育
成
費
補
助
金
制
度
に
よ

る
支
援
を
行
い
、
自
主
防
災
組
織
の
育
成
を

進
め
て
ま
い
り
ま
す
。

　

防
犯
対
策
に
つ
い
て
は
、
犯
罪
の
な
い
住

み
よ
い
地
域
社
会
の
実
現
に
向
け
て
、
自
主

防
犯
活
動
団
体
な
ど
へ
の
支
援
や
防
犯
意
識

の
高
揚
を
は
か
る
と
と
も
に
、
警
察
署
を
は

じ
め
、
関
係
団
体
や
地
域
と
の
連
携
に
よ
り

犯
罪
の
抑
止
に
取
り
組
ん
で
ま
い
り
ま
す
。

ま
た
、
越
谷
市
空
き
家
等
の
適
正
管
理
に
関

す
る
条
例
の
施
行
に
伴
い
、
管
理
不
全
な
状

態
の
空
き
家
等
が
放
置
さ
れ
る
こ
と
を
防
止

し
、
生
活
環
境
の
保
全
に
努
め
、
安
全
で
安

心
な
ま
ち
づ
く
り
を
推
進
し
て
ま
い
り
ま
す
。

　

交
通
安
全
対
策
に
つ
い
て
は
、
子
ど
も
や

高
齢
者
な
ど
の
交
通
事
故
防
止
を
は
か
る
た

め
、
引
き
続
き
交
通
指
導
員
に
よ
る
安
全
指

導
や
安
全
確
保
を
推
進
す
る
と
と
も
に
、
警

察
署
や
交
通
安
全
団
体
な
ど
と
の
連
携
を
は

か
り
、
自
転
車
利
用
者
等
へ
の
安
全
利
用
の

啓
発
活
動
を
実
施
し
て
ま
い
り
ま
す
。

　

市
民
の
日
常
生
活
に
係
る
相
談
や
、
商

品
・
サ
ー
ビ
ス
な
ど
を
め
ぐ
る
消
費
者
ト
ラ

ブ
ル
に
対
し
ま
し
て
は
、
市
民
相
談
員
や
消

費
生
活
相
談
員
に
よ
り
解
決
が
は
か
ら
れ
る

よ
う
努
め
て
ま
い
り
ま
す
。
ま
た
、
悪
質
商

法
な
ど
消
費
者
被
害
の
未
然
防
止
を
は
か
る

た
め
、
消
費
生
活
講
座
や
出
張
講
座
な
ど
の

啓
発
活
動
を
実
施
す
る
と
と
も
に
、
高
齢
者

の
被
害
が
急
増
し
て
い
る
振
り
込
め
詐
欺
の

被
害
防
止
に
向
け
効
果
的
な
対
策
に
取
り
組

ん
で
ま
い
り
ま
す
。
さ
ら
に
、
消
費
者
の
自

立
、
実
践
的
な
能
力
を
育
む
た
め
、
関
係
機

関
・
団
体
等
と
連
携
を
は
か
り
な
が
ら
、
消

費
者
教
育
を
推
進
し
て
ま
い
り
ま
す
。

　

消
防
に
つ
い
て
は
、
火
災
に
よ
る
被
害
を

軽
減
す
る
た
め
、
引
き
続
き
住
宅
用
火
災
警

報
器
な
ど
の
住
宅
用
防
災
機
器
の
普
及
啓
発

に
努
め
る
と
と
も
に
、
予
防
査
察
に
よ
る
防

火
管
理
体
制
の
充
実
を
は
か
っ
て
ま
い
り
ま

す
。
ま
た
、
消
防
活
動
の
拠
点
と
な
る
谷
中

分
署
の
建
て
替
え
に
向
け
、
実
施
設
計
な
ど

を
行
っ
て
ま
い
り
ま
す
。
さ
ら
に
、
は
し
ご

付
消
防
自
動
車
を
更
新
し
て
ま
い
り
ま
す
。

　

救
急
に
つ
い
て
は
、
救
命
効
果
の
さ
ら
な

る
向
上
を
は
か
る
た
め
、
救
急
救
命
士
を
養

成
す
る
と
と
も
に
、
引
き
続
き
医
療
機
関
と

連
携
し
て
ま
い
り
ま
す
。

　

消
防
団
に
つ
い
て
は
、
地
域
防
災
力
の
向

上
を
は
か
る
た
め
、
装
備
の
充
実
に
努
め
て

ま
い
り
ま
す
。

　

地
域
産
業
の
振
興
は
、
地
域
経
済
を
活
性

化
さ
せ
、
雇
用
の
促
進
や
豊
か
で
活
力
あ
る

地
域
社
会
づ
く
り
に
と
っ
て
極
め
て
重
要
で

あ
る
と
考
え
て
お
り
ま
す
。
こ
の
よ
う
な
観

点
か
ら
、
越
谷
市
産
業
雇
用
支
援
セ
ン
タ
ー

を
拠
点
と
し
て
、
国
・
県
と
一
層
連
携
を
密

に
し
な
が
ら
、
産
業
・
雇
用
施
策
の
推
進
に

取
り
組
ん
で
ま
い
り
ま
す
。

　

産
業
支
援
に
つ
い
て
は
、
中
小
企
業
者
の

健
全
な
発
展
と
経
営
の
安
定
を
は
か
る
た
め
、

制
度
融
資
に
か
か
る
利
子
助
成
の
限
度
額
引

き
上
げ
を
継
続
し
、
利
用
者
の
負
担
軽
減
に

努
め
て
ま
い
り
ま
す
。
ま
た
、
こ
し
が
や
産

業
フ
ェ
ス
タ
の
開
催
や
伝
統
的
地
場
産
業
に

対
す
る
支
援
等
に
よ
り
既
存
産
業
の
活
性
化

を
は
か
る
と
と
も
に
、
創
業
者
等
育
成
支
援

事
業
な
ど
の
充
実
を
は
か
り
、
新
た
な
産
業

の
育
成
や
雇
用
の
創
出
を
進
め
て
ま
い
り
ま

す
。
さ
ら
に
、
越
谷
市
商
工
会
や
市
内
の
金

融
機
関
な
ど
と
の
連
携
の
強
化
を
は
か
り
、

中
小
企
業
者
に
対
す
る
支
援
体
制
づ
く
り
を

推
進
し
て
ま
い
り
ま
す
。

　

商
業
振
興
に
つ
い
て
は
、
商
店
街
の
活
性

化
を
は
か
る
た
め
、
各
商
店
会
が
実
施
す
る

販
売
促
進
や
街
路
灯
整
備
な
ど
に
対
す
る
支

援
や
、
空
き
店
舗
対
策
事
業
に
引
き
続
き
取

り
組
ん
で
ま
い
り
ま
す
。
ま
た
、
越
谷
市
商

工
会
が
商
店
会
な
ど
と
連
携
し
て
実
施
す
る

商
店
街
回
遊
イ
ベ
ン
ト
等
の
街
お
こ
し
事
業

に
対
し
て
支
援
を
行
い
、
に
ぎ
わ
い
と
活
力

あ
る
ま
ち
づ
く
り
を
推
進
し
て
ま
い
り
ま
す
。

　

中
心
市
街
地
の
活
性
化
に
つ
い
て
は
、
引

き
続
き
地
元
の
皆
さ
ま
や
関
係
機
関
と
連
携

を
は
か
り
な
が
ら
、
宿
場
ま
つ
り
や
ま
る
な

な
マ
ー
ケ
ッ
ト
等
の
各
種
イ
ベ
ン
ト
を
支
援

し
て
ま
い
り
ま
す
。

　

工
業
振
興
に
つ
い
て
は
、
越
谷
市
商
工
会

を
は
じ
め
関
係
機
関
と
連
携
を
は
か
り
な
が

ら
、
ビ
ジ
ネ
ス
交
流
会
な
ど
の
開
催
を
通
じ

て
、
事
業
者
の
取
引
機
会
の
拡
大
や
新
た
な

ビ
ジ
ネ
ス
チ
ャ
ン
ス
の
創
出
に
取
り
組
ん
で

ま
い
り
ま
す
。
ま
た
、
効
率
的
な
土
地
利
用

の
促
進
に
よ
る
市
内
産
業
の
活
性
化
お
よ
び

雇
用
の
拡
大
を
は
か
る
た
め
、
流
通
・
工
業

系
土
地
利
用
の
推
進
に
努
め
て
ま
い
り
ま
す
。

　

観
光
事
業
に
つ
い
て
は
、
越
谷
市
観
光
協

会
へ
の
支
援
を
継
続
す
る
と
と
も
に
連
携
強

化
を
は
か
り
、
水
辺
の
ま
ち
づ
く
り
館
や
隣

接
す
る
大
相
模
調
節
池
を
活
用
し
た
事
業
を

推
進
し
て
ま
い
り
ま
す
。
ま
た
、
特
色
あ
る

観
光
イ
ベ
ン
ト
の
開
催
や
、
越
谷
特
別
市
民

で
あ
る
「
ガ
ー
ヤ
ち
ゃ
ん
」
の
利
用
促
進
お

よ
び
こ
し
が
や
ブ
ラ
ン
ド
品
の
活
用
な
ど
に

よ
り
、
越
谷
市
の
知
名
度
の
向
上
を
は
か
っ

て
ま
い
り
ま
す
。
さ
ら
に
、
阿
波
踊
り
の
本

場
で
あ
る
徳
島
市
や
東
北
被
災
地
で
あ
る
大

船
渡
市
、
東
松
島
市
お
よ
び
名
取
市
な
ど
と

の
観
光
物
産
交
流
を
実
施
し
、
越
谷
市
を
全

国
に
Ｐ
Ｒ
し
て
ま
い
り
ま
す
。
ま
た
、
越
谷

市
市
民
活
動
支
援
セ
ン
タ
ー
内
の
観
光
・
物

産
情
報
コ
ー
ナ
ー
と
、
越
谷
駅
東
口
高
架
下

の
越
谷
市
物
産
展
示
場
と
の
連
携
を
は
か
り
、

特
産
品
等
の
周
知
に
努
め
て
ま
い
り
ま
す
。

さ
ら
に
、
魅
力
あ
る
水
辺
空
間
と
し
て
に
ぎ

わ
い
の
創
出
等
を
は
か
る
た
め
整
備
し
た
葛

西
用
水
ウ
ッ
ド
デ
ッ
キ
を
延
伸
整
備
す
る
と

と
も
に
、
ウ
ッ
ド
デ
ッ
キ
を
活
用
し
た
市
民

参
加
型
イ
ベ
ン
ト
等
の
充
実
を
は
か
っ
て
ま

い
り
ま
す
。

　

農
業
に
つ
い
て
は
、
米
を
は
じ
め
、
ね
ぎ

や
く
わ
い
、
小
松
菜
、
ほ
う
れ
ん
草
な
ど
、

特
色
の
あ
る
高
品
質
な
農
産
物
の
生
産
が
行

わ
れ
て
お
り
、
ま
た
、
い
ち
ご
観
光
農
園
な

ど
新
た
な
農
業
の
取
り
組
み
も
広
が
り
を
み

せ
て
お
り
ま
す
。
首
都
近
郊
に
あ
り
消
費
地

に
近
い
と
い
う
本
市
の
地
理
的
優
位
性
を
活

か
し
た
都
市
型
農
業
を
推
進
す
る
た
め
、
第

２
次
越
谷
市
都
市
農
業
推
進
基
本
計
画
に
基

づ
き
、「
持
続
的
に
農
業
が
行
わ
れ
る
環
境

づ
く
り
」
に
引
き
続
き
取
り
組
ん
で
ま
い
り

ま
す
。

　

地
産
地
消
に
つ
い
て
は
、
農
産
物
直
売
所

に
お
け
る
地
場
農
産
物
の
販
売
や
学
校
給
食

な
ど
で
の
食
材
使
用
を
拡
充
し
、
も
っ
と
も

身
近
な
消
費
者
で
あ
る
市
民
を
対
象
と
し
て
、

さ
ら
な
る
推
進
を
は
か
る
と
と
も
に
、
越
谷

市
農
業
協
同
組
合
や
農
業
関
係
者
、
越
谷
市

商
工
会
や
市
内
商
工
業
者
と
連
携
し
、
新
た

な
販
路
の
開
拓
や
地
場
農
産
物
の
消
費
拡
大
、

産
地
の
形
成
や
農
産
物
の
ブ
ラ
ン
ド
化
に
取

り
組
ん
で
ま
い
り
ま
す
。

　

高
収
益
農
業
の
推
進
に
つ
い
て
は
、
今
年

１
月
に
オ
ー
プ
ン
し
た
越
谷
い
ち
ご
タ
ウ
ン

を
は
じ
め
と
す
る
観
光
農
業
の
周
知
と
、
さ

ら
な
る
集
客
に
努
め
、
収
益
性
が
高
く
安
定

的
な
農
業
経
営
の
実
現
と
と
も
に
、
観
光
資

源
と
し
て
地
域
全
体
の
活
力
向
上
に
向
け
た

展
開
を
進
め
て
ま
い
り
ま
す
。

　

農
業
従
事
・
後
継
者
育
成
支
援
に
つ
い
て

は
、
伝
統
的
農
産
物
の
栽
培
技
術
の
伝
承
や

生
産
規
模
の
拡
大
を
は
か
る
た
め
の
支
援
体

制
を
整
備
し
、
確
か
な
農
業
技
術
の
継
承
者

と
新
規
就
農
者
の
確
保
に
努
め
て
ま
い
り
ま

す
。

　

本
市
の
貴
重
な
財
産
・
資
源
で
あ
る
農
地

に
つ
い
て
は
、
平
成
２５
年
度
に
見
直
し
を
行

っ
た
越
谷
農
業
振
興
地
域
整
備
計
画
を
踏
ま

え
、
効
率
的
か
つ
安
定
的
に
農
業
を
営
め
る

環
境
を
整
備
す
る
た
め
、
越
谷
市
農
業
協
同

組
合
と
連
携
し
、
中
核
と
な
る
担
い
手
へ
の

農
地
の
利
用
集
積
に
取
り
組
ん
で
ま
い
り
ま

す
。

　

ま
た
、
農
業
用
水
路
や
農
道
等
の
農
業
生

産
基
盤
の
整
備
に
つ
い
て
は
、
地
元
農
業
者

を
は
じ
め
土
地
改
良
区
な
ど
の
関
係
機
関
と

調
整
を
は
か
り
な
が
ら
、
現
況
を
把
握
し
計

画
的
に
整
備
し
て
ま
い
り
ま
す
。

　

雇
用
対
策
に
つ
い
て
は
、
厳
し
い
雇
用
情

勢
を
踏
ま
え
、
若
年
者
等
の
早
期
就
職
を
支

援
す
る
た
め
、
専
門
の
キ
ャ
リ
ア
コ
ン
サ
ル

タ
ン
ト
を
配
置
し
て
行
う
就
職
相
談
事
業
を

は
じ
め
、
各
種
相
談
業
務
、
就
職
支
援
セ
ミ

ナ
ー
等
を
引
き
続
き
実
施
す
る
ほ
か
、
ハ
ロ

ー
ワ
ー
ク
越
谷
、
埼
玉
と
う
ぶ
若
者
サ
ポ
ー

ト
ス
テ
ー
シ
ョ
ン
な
ど
関
係
機
関
と
の
連
携

事
業
の
さ
ら
な
る
推
進
を
は
か
り
、
雇
用
対

策
の
強
化
に
努
め
て
ま
い
り
ま
す
。

　

教
育
施
策
に
つ
い
て
は
、「
生
涯
学
習
社

会
の
実
現
を
め
ざ
し
て
」
と
い
う
越
谷
市
教

育
振
興
基
本
計
画
の
基
本
理
念
の
下
、
新
た

に
設
置
す
る
総
合
教
育
会
議
に
お
い
て
、
総

合
的
か
つ
計
画
的
に
推
進
し
て
ま
い
り
ま
す
。

　

学
校
図
書
館
に
つ
い
て
は
、
児
童
生
徒
の

読
書
活
動
を
一
層
推
進
す
る
た
め
、
専
門
の

資
格
を
有
す
る
学
校
司
書
の
増
員
と
資
質
向

上
に
努
め
て
ま
い
り
ま
す
。

　

特
別
支
援
教
育
に
つ
い
て
は
、
一
人
ひ
と

り
の
ニ
ー
ズ
に
応
じ
て
適
切
な
指
導
を
行
う

た
め
、
特
別
支
援
教
育
支
援
員
の
増
員
と
効

果
的
な
配
置
に
努
め
て
ま
い
り
ま
す
。

　

環
境
教
育
に
つ
い
て
は
、
越
谷
生
物
多
様

性
子
ど
も
調
査
を
小
学
校
全
３０
校
に
拡
充
し

て
実
施
し
、
最
新
の
調
査
結
果
を
市
ホ
ー
ム

ペ
ー
ジ
か
ら
ご
覧
い
た
だ
け
る
よ
う
に
す
る

な
ど
、
地
域
に
根
ざ
し
た
教
育
活
動
を
展
開

し
て
ま
い
り
ま
す
。

　

い
じ
め
や
不
登
校
対
策
に
つ
い
て
は
、
生

徒
指
導
や
教
育
相
談
の
充
実
に
努
め
る
と
と

も
に
、
越
谷
市
い
じ
め
防
止
基
本
方
針
を
踏

ま
え
た
対
応
や
学
び
総
合
指
導
員
の
活
動
な

ど
に
よ
り
、
児
童
生
徒
が
安
心
し
て
学
校
に

通
え
る
よ
う
支
援
し
て
ま
い
り
ま
す
。

　

学
校
給
食
に
つ
い
て
は
、
学
校
給
食
用
物

資
の
購
入
を
取
り
巻
く
状
況
の
変
化
に
対
応

し
、
献
立
内
容
お
よ
び
食
育
の
充
実
を
は
か

る
た
め
、
平
成
１２
年
度
の
改
定
以
来
１５
年
間

据
え
置
い
て
ま
い
り
ま
し
た
学
校
給
食
費
を

改
定
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。

　

学
校
施
設
に
つ
い
て
は
、
安
全
・
安
心
・

快
適
な
学
習
環
境
が
確
保
で
き
る
よ
う
、
計

画
的
な
ア
ス
ベ
ス
ト
除
去
工
事
や
大
規
模
地

震
に
備
え
た
屋
内
運
動
場
等
の
非
構
造
部
材

の
改
修
工
事
、
ト
イ
レ
の
洋
式
化
な
ど
の
施

設
改
修
を
引
き
続
き
実
施
し
て
ま
い
り
ま
す
。

ま
た
、
普
通
教
室
等
へ
の
エ
ア
コ
ン
整
備
に

向
け
た
実
施
設
計
に
取
り
組
む
と
と
も
に
、

通
学
区
域
内
の
児
童
数
の
増
加
に
対
応
す
る

た
め
、
大
相
模
小
学
校
に
仮
設
教
室
を
設
置

い
た
し
ま
す
。

　

生
涯
学
習
推
進
事
業
に
つ
い
て
は
、
学
ぶ

こ
と
の
楽
し
さ
を
知
り
心
豊
か
に
生
活
が
で

き
る
よ
う
、
市
民
と
の
協
働
に
よ
る
生
涯
学

習
フ
ェ
ス
テ
ィ
バ
ル
等
を
開
催
す
る
と
と
も

に
、
学
習
成
果
を
地
域
社
会
に
生
か
す
こ
と

が
で
き
る
よ
う
、
生
涯
学
習
リ
ー
ダ
ー
・
ボ

ラ
ン
テ
ィ
ア
養
成
講
座
を
実
施
し
て
ま
い
り

ま
す
。

　

図
書
館
に
つ
い
て
は
、
平
成
２６
年
９
月
に

移
設
し
た
南
部
図
書
室
が
、
入
室
者
数
や
貸

出
数
の
大
幅
な
増
を
示
し
て
お
り
ま
す
が
、

本
市
の
南
部
地
域
に
お
け
る
サ
ー
ビ
ス
の
拠

点
と
し
て
、
よ
り
ふ
さ
わ
し
い
施
設
と
な
る

よ
う
、
引
き
続
き
蔵
書
の
充
実
や
こ
ど
も
図

書
室
の
有
効
活
用
な
ど
を
推
進
し
て
ま
い
り

ま
す
。

　

文
化
財
に
つ
い
て
は
、
大
道
遺
跡
の
発
掘

調
査
に
お
い
て
、
平
安
時
代
の
も
の
と
推
定

さ
れ
る
竪
穴
住
居
跡
や
土
器
等
の
破
片
が
出

土
し
て
い
る
こ
と
か
ら
、
こ
の
調
査
成
果
を

中
間
報
告
書
と
し
て
取
り
ま
と
め
、
市
民
の

皆
さ
ま
に
公
表
し
て
ま
い
り
ま
す
。

　

ス
ポ
ー
ツ
・
レ
ク
リ
エ
ー
シ
ョ
ン
事
業
に

つ
い
て
は
、
高
齢
者
の
健
康
・
体
力
づ
く
り

の
機
会
を
充
実
さ
せ
る
た
め
、
老
人
福
祉
施

設
へ
の
出
前
講
座
を
引
き
続
き
実
施
す
る
と

と
も
に
、
障
が
い
者
の
社
会
参
加
や
交
流
を

促
進
す
る
た
め
、
障
が
い
者
ス
ポ
ー
ツ
大
会

の
新
規
開
催
に
取
り
組
ん
で
ま
い
り
ま
す
。

　

生
涯
学
習
施
設
お
よ
び
ス
ポ
ー
ツ
・
レ
ク

リ
エ
ー
シ
ョ
ン
施
設
に
つ
い
て
は
、
利
用
者

が
安
心
し
て
快
適
に
活
動
で
き
る
よ
う
、
設

備
等
の
安
全
点
検
を
実
施
す
る
と
と
も
に
、

計
画
的
な
改
修
を
行
う
な
ど
、
適
正
な
管
理

運
営
に
努
め
て
ま
い
り
ま
す
。

　

以
上
、
大
綱
に
沿
っ
て
申
し
上
げ
ま
し
た

が
、
こ
れ
ら
の
施
策
の
推
進
に
あ
た
っ
て
は
、

よ
り
効
率
的
な
行
財
政
運
営
を
進
め
る
た
め
、

第
４
次
越
谷
市
総
合
振
興
計
画
前
期
基
本
計

画
の
締
め
く
く
り
と
な
る
第
二
期
実
施
計
画

の
適
正
な
進
行
管
理
に
努
め
て
ま
い
り
ま
す
。

　

平
成
２６
年
度
か
ら
第
４
次
越
谷
市
総
合
振

興
計
画
後
期
基
本
計
画
の
策
定
に
取
り
組
ん

で
お
り
ま
す
が
、
市
内
１３
地
区
で
の
ま
ち
づ

く
り
会
議
や
市
民
懇
談
会
に
お
い
て
活
発
な

議
論
が
な
さ
れ
、
さ
ま
ざ
ま
な
視
点
か
ら
の

声
を
聴
か
せ
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。
今
後
は
、

パ
ブ
リ
ッ
ク
コ
メ
ン
ト
を
実
施
す
る
と
と
も

に
、
１３
地
区
や
関
係
団
体
の
代
表
者
、
有
識

者
、
一
般
公
募
に
よ
る
委
員
で
構
成
す
る
総

合
振
興
計
画
審
議
会
を
立
ち
上
げ
、
さ
ら
に

多
く
の
市
民
の
皆
さ
ま
の
ご
意
見
を
伺
い
な

が
ら
策
定
し
て
ま
い
り
ま
す
。

　

私
は
、
今
後
も
、「
安
心
度
埼
玉
№
１
の

越
谷
」
と
「
市
民
が
誇
れ
る
越
谷
」
の
２
つ

を
ま
ち
づ
く
り
の
基
本
理
念
と
し
、「
行
政

は
市
民
の
た
め
」
と
い
う
認
識
を
全
職
員
と

共
有
し
、
越
谷
市
自
治
基
本
条
例
と
第
４
次

越
谷
市
総
合
振
興
計
画
に
基
づ
く
市
政
運
営

に
全
力
で
取
り
組
ん
で
ま
い
り
ま
す
。

　

そ
し
て
、
先
に
申
し
上
げ
ま
し
た
が
、
今

年
４
月
に
中
核
市
へ
の
移
行
を
迎
え
る
こ
と

か
ら
、
市
内
外
へ
の
周
知
を
は
か
る
と
と
も

に
、
６
月
に
は
、
関
係
者
を
お
招
き
し
て
記

念
式
典
を
開
催
い
た
し
ま
す
。
中
核
市
と
な

る
越
谷
市
は
、
埼
玉
を
支
え
る
新
た
な
パ
ワ

ー
と
し
て
、
県
東
部
地
域
で
リ
ー
ダ
ー
シ
ッ

プ
を
発
揮
す
る
と
と
も
に
、「
も
っ
と
安
全
」

「
も
っ
と
安
心
」「
も
っ
と
快
適
」
を
念
頭

に
、
職
員
は
も
と
よ
り
市
民
の
皆
さ
ま
の
参

加
と
協
働
の
下
、
市
民
が
誇
れ
る
ま
ち
づ
く

り
を
さ
ら
に
進
め
、
輝
か
し
い
未
来
へ
大
き

く
羽
ば
た
い
て
ま
い
り
ま
す
。

　

議
員
の
皆
さ
ま
、
市
民
の
皆
さ
ま
に
は
、

限
り
な
い
ご
助
言
と
ご
指
導
、
そ
し
て
ご
協

力
を
重
ね
て
お
願
い
申
し
上
げ
ま
す
。

施政方針・・・・・・・・・・・・・・・・①
教育行政方針・・・・・・・・・・・・③
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過
日
開
催
さ
れ
た
３
月
定
例
市
議
会
で
、高
橋
市
長
が
新
年

度
の
施
政
運
営
や
主
な
事
業
に
つ
い
て
施
政
方
針
演
説
を
行
い

ま
し
た
。ま
た
、教
育
行
政
に
係
る
主
要
施
策
な
ど
に
つ
い
て
、

吉
田
教
育
長
が
教
育
行
政
方
針
演
説
を
行
い
ま
し
た
。

施
政
方
針（
全
文
）

大
綱
１
「
市
民
と
つ
く
る
住
み
よ

い
自
治
の
ま
ち
づ
く
り
」に
つ
い
て

昨年11月に行われた越谷ナンバー出発式

大
綱
２
「
だ
れ
も
が
健
康
で
生
き

が
い
を
も
っ
て
安
心
し
て
暮
ら
せ

る
ま
ち
づ
く
り
」に
つ
い
て



　

平
成
２７
年
３
月
定
例
市
議
会
を
ご
招
集
申

し
上
げ
ま
し
た
と
こ
ろ
、
議
員
の
皆
さ
ま
に

は
ご
健
勝
の
う
ち
に
ご
出
席
を
い
た
だ
き
あ

り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
す
。

　

本
定
例
市
議
会
は
、
新
年
度
の
事
業
を
執

行
す
る
予
算
案
を
は
じ
め
と
す
る
議
案
を
ご

審
議
い
た
だ
き
ま
す
が
、
市
長
と
し
て
の
施

政
方
針
を
申
し
述
べ
、
議
員
の
皆
さ
ま
そ
し

て
市
民
の
皆
さ
ま
の
ご
理
解
と
ご
協
力
を
賜

り
ま
す
よ
う
切
に
お
願
い
申
し
上
げ
ま
す
。

　

平
成
２６
年
度
は
、
中
核
市
移
行
の
正
式
決

定
や
「
越
谷
ナ
ン
バ
ー
」
交
付
開
始
な
ど
の

う
れ
し
い
ニ
ュ
ー
ス
が
あ
り
ま
し
た
。
ま
た
、

本
市
の
副
次
核
で
あ
る
越
谷
レ
イ
ク
タ
ウ
ン

地
区
の
整
備
事
業
の
完
了
を
は
じ
め
、
越
谷

い
ち
ご
タ
ウ
ン
の
オ
ー
プ
ン
や
新
南
部
図
書

室
の
整
備
な
ど
の
施
策
を
着
実
に
進
め
て
ま

い
り
ま
し
た
。

　

今
後
も
「
水
と
緑
と
太
陽
に
恵
ま
れ
た　

人
と
地
域
が
支
え
る
安
全
・
安
心
・
快
適
都

市
」を
将
来
像
と
す
る
、
第
４
次
越
谷
市
総

合
振
興
計
画
の
着
実
な
進
捗
を
は
か
る
と
と

も
に
、
重
点
戦
略
に
位
置
づ
け
た
事
業
を
推

進
し
て
ま
い
り
ま
す
。

　

さ
て
、
わ
が
国
の
経
済
は
、
個
人
消
費
な

ど
に
弱
さ
が
み
ら
れ
る
も
の
の
、
緩
や
か
な

回
復
基
調
が
続
い
て
い
る
と
さ
れ
て
お
り
ま

す
。
し
か
し
、
消
費
者
マ
イ
ン
ド
の
低
下
や

海
外
景
気
の
下
振
れ
な
ど
が
、
わ
が
国
の
景

気
を
下
押
し
す
る
リ
ス
ク
と
な
っ
て
い
る
状

況
に
あ
り
ま
す
。

　

こ
う
し
た
中
、
編
成
さ
れ
た
平
成
２７
年
度

一
般
会
計
の
政
府
予
算
案
は
、
対
前
年
度
比

０
・
５
％
増
の
９６
兆
３
４
２
０
億
円
、
そ
の

う
ち
政
策
的
経
費
で
あ
る
一
般
歳
出
は
、
対

前
年
度
比
１
・
６
％
増
の
５７
兆
３
５
５
５
億

円
と
な
っ
て
お
り
ま
す
。

　

本
市
に
お
い
て
は
、
個
人
市
民
税
の
増
収

が
見
込
ま
れ
る
も
の
の
、
３
年
毎
の
評
価
替

え
に
よ
り
影
響
を
受
け
る
固
定
資
産
税
や
税

率
改
定
と
な
っ
た
法
人
市
民
税
の
ほ
か
、
市

た
ば
こ
税
で
も
減
収
が
見
込
ま
れ
る
な
ど
、

引
き
続
き
歳
入
の
確
保
が
非
常
に
厳
し
い
状

況
に
あ
り
ま
す
。

　

し
た
が
い
ま
し
て
、
平
成
２７
年
度
の
予
算

編
成
に
あ
た
り
ま
し
て
は
、
自
主
財
源
は
も

と
よ
り
国
県
支
出
金
な
ど
の
依
存
財
源
の
確

保
に
努
め
る
と
と
も
に
、
平
成
２３
年
度
か
ら

ス
タ
ー
ト
し
た
第
４
次
越
谷
市
総
合
振
興
計

画
前
期
基
本
計
画
の
総
仕
上
げ
に
加
え
、
中

核
市
移
行
に
よ
り
必
要
と
な
る
経
費
の
適
切

な
予
算
化
を
は
か
り
、
持
続
可
能
な
財
政
運

営
に
向
け
て
、
経
営
感
覚
・
コ
ス
ト
意
識
を

重
視
し
、
限
ら
れ
た
財
源
の
重
点
的
・
効
率

的
な
活
用
に
努
め
た
と
こ
ろ
で
す
。

　

こ
の
よ
う
な
編
成
方
針
の
下
、
平
成
２７
年

度
の
越
谷
市
一
般
会
計
予
算
は
、
対
前
年
度

比
４
・
３
％
増
の
８
９
９
億
円
、
さ
ら
に
各

特
別
会
計
と
病
院
事
業
会
計
を
合
わ
せ
た
全

会
計
の
予
算
総
額
は
、
対
前
年
度
比
６
・
８

％
増
の
１
７
２
８
億
１
６
０
０
万
円
で
編
成

さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。

　

以
下
、
主
要
な
施
策
を
述
べ
さ
せ
て
い
た

だ
き
ま
す
が
、
は
じ
め
に
中
核
市
移
行
関
連

に
つ
い
て
述
べ
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。

　

い
よ
い
よ
今
年
４
月
に
「
中
核
市
・
越
谷
」

が
誕
生
い
た
し
ま
す
。
中
核
市
移
行
に
伴
い
、

県
東
部
地
域
の
揺
る
ぎ
な
い
中
心
都
市
と
し

て
、
市
民
の
皆
さ
ま
に
よ
り
身
近
な
と
こ
ろ

で
き
め
細
か
な
市
民
サ
ー
ビ
ス
を
提
供
す
る

と
と
も
に
、
市
民
が
誇
れ
る
住
み
よ
い
ま
ち

づ
く
り
を
推
進
し
て
ま
い
り
ま
す
。

　

福
祉
施
策
に
つ
い
て
は
、
身
体
障
害
者
手

帳
の
交
付
事
務
や
指
定
障
害
福
祉
サ
ー
ビ
ス

事
業
所
の
指
定
に
関
す
る
事
務
等
を
実
施
し

て
ま
い
り
ま
す
。
ま
た
、
介
護
保
険
事
業
所

の
指
定
や
特
別
養
護
老
人
ホ
ー
ム
の
設
置
認

可
な
ど
の
事
務
を
行
っ
て
ま
い
り
ま
す
。

　

保
健
衛
生
施
策
に
つ
い
て
は
、
越
谷
市
保

健
所
を
開
設
し
、
こ
れ
ま
で
県
と
市
で
分
担

し
て
取
り
組
ん
で
き
た
各
種
保
健
事
業
等
を

一
元
化
す
る
こ
と
に
な
り
、
食
品
衛
生
、
環

境
衛
生
、
医
事
、
薬
事
等
に
お
け
る
専
門
的

か
つ
技
術
的
な
分
野
に
つ
い
て
、
市
が
総
合

的
に
取
り
組
ん
で
ま
い
り
ま
す
。
具
体
的
に

は
、
保
健
衛
生
水
準
の
確
保
を
は
か
り
市
民

の
健
康
を
守
る
た
め
、
医
療
機
関
等
の
検
査

指
導
、
感
染
症
対
策
、
精
神
保
健
支
援
な
ど

の
保
健
衛
生
業
務
、
ま
た
、
食
品
営
業
・
環

境
衛
生
事
業
所
・
薬
局
等
の
監
視
指
導
、
狂

犬
病
予
防
や
動
物
の
飼
育
管
理
指
導
な
ど
の

生
活
衛
生
業
務
や
食
肉
検
査
業
務
、
さ
ら
に
、

食
品
や
感
染
症
の
検
体
検
査
な
ど
の
衛
生
検

査
業
務
等
を
実
施
し
て
ま
い
り
ま
す
。

　

ま
た
、
母
子
保
健
事
業
に
つ
い
て
は
、
小

児
慢
性
特
定
疾
病
対
策
事
業
お
よ
び
特
定
不

妊
治
療
支
援
事
業
を
実
施
し
て
ま
い
り
ま
す
。

　

環
境
施
策
に
つ
い
て
は
、
産
業
廃
棄
物
指

導
事
業
を
円
滑
に
実
施
し
、
産
業
廃
棄
物
の

適
正
な
処
理
を
促
進
い
た
し
ま
す
。

　

消
防
に
つ
い
て
は
、
高
度
救
助
隊
を
発
足

し
、
救
助
体
制
を
強
化
し
て
ま
い
り
ま
す
。

　

そ
の
他
、
行
政
運
営
の
さ
ら
な
る
適
正
確

保
に
努
め
る
た
め
、
外
部
監
査
制
度
を
導
入

い
た
し
ま
す
。
さ
ら
に
、
学
校
教
育
分
野
に

お
け
る
県
費
負
担
教
職
員
研
修
を
実
施
す
る

な
ど
、
県
か
ら
移
譲
さ
れ
る
約
２
０
０
０
項

目
の
事
務
の
適
正
な
執
行
に
努
め
て
ま
い
り

ま
す
。

　

次
に
、
人
口
減
少
に
歯
止
め
を
か
け
将
来

に
わ
た
っ
て
活
力
あ
る
日
本
社
会
を
維
持
し

て
い
く
こ
と
を
目
的
に
、
ま
ち
・
ひ
と
・
し

ご
と
創
生
法
が
平
成
２６
年
１１
月
に
公
布
さ
れ

た
こ
と
か
ら
、
本
市
に
お
い
て
は
、
こ
の
法

律
の
趣
旨
に
沿
っ
て
地
方
版
総
合
戦
略
を
策

定
し
、
地
域
課
題
へ
の
対
応
や
地
域
経
済
の

活
性
化
に
つ
な
が
る
取
り
組
み
を
行
っ
て
ま

い
り
ま
す
。

　

そ
れ
で
は
、
第
４
次
越
谷
市
総
合
振
興
計

画
の
大
綱
に
沿
っ
て
、
主
要
な
施
策
を
述
べ

さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。

　

越
谷
市
自
治
基
本
条
例
の
趣
旨
に
則
り
、

地
方
分
権
の
進
展
や
多
様
化
す
る
行
政
需
要

に
対
応
し
て
い
く
た
め
、
引
き
続
き
市
民
参

加
と
協
働
に
よ
る
ま
ち
づ
く
り
を
推
進
し
て

ま
い
り
ま
す
。
ま
た
、
市
政
へ
の
市
民
参
加

を
一
層
促
進
す
る
た
め
、
広
報
紙
や
ホ
ー
ム

ペ
ー
ジ
の
充
実
を
は
か
り
、
分
か
り
や
す
く

利
用
し
や
す
い
市
政
情
報
の
提
供
に
努
め
て

ま
い
り
ま
す
。
さ
ら
に
、
市
民
の
皆
さ
ま
と

の
対
話
を
重
視
し
、
多
様
な
ご
意
見
を
市
政

に
反
映
す
る
た
め
、「
ふ
れ
あ
い
ミ
ー
テ
ィ

ン
グ
」
を
引
き
続
き
実
施
し
て
ま
い
り
ま
す
。

　

市
民
参
加
と
協
働
に
よ
る
市
政
を
進
め
る

た
め
、
地
域
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
組
織
で
あ
る
自

治
会
の
健
全
な
育
成
と
円
滑
な
運
営
、
コ
ミ

ュ
ニ
テ
ィ
推
進
協
議
会
の
地
域
に
お
け
る
コ

ミ
ュ
ニ
テ
ィ
活
動
に
対
し
、
引
き
続
き
支
援

を
行
っ
て
ま
い
り
ま
す
。
ま
た
、
市
民
活
動

団
体
に
対
し
ま
し
て
は
、
越
谷
市
市
民
活
動

支
援
セ
ン
タ
ー
を
拠
点
に
、
質
の
高
い
支
援

に
努
め
て
ま
い
り
ま
す
。

　

地
域
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
活
動
の
拠
点
と
な
る

地
区
セ
ン
タ
ー
・
公
民
館
に
つ
い
て
は
、
安

全
で
、
安
心
し
て
利
用
で
き
る
よ
う
施
設
の

適
切
な
維
持
管
理
、
運
営
を
は
か
っ
て
ま
い

り
ま
す
。
ま
た
、
市
内
９
番
目
の
大
型
館
と

な
る
大
沢
地
区
セ
ン
タ
ー
・
公
民
館
、
体
育

館
複
合
施
設
整
備
事
業
に
つ
い
て
は
、
地
質

調
査
お
よ
び
用
地
測
量
を
行
い
、
引
き
続
き

早
期
整
備
を
目
指
し
て
ま
い
り
ま
す
。

　

平
成
２６
年
１１
月
に
交
付
開
始
と
な
っ
た

「
越
谷
ナ
ン
バ
ー
」
に
つ
い
て
は
、
越
谷
市

観
光
協
会
や
民
間
事
業
者
と
連
携
を
は
か
り

な
が
ら
引
き
続
き
Ｐ
Ｒ
し
て
ま
い
り
ま
す
。

ま
た
、
中
核
市
移
行
を
記
念
し
て
、
原
付
バ

イ
ク
の
オ
リ
ジ
ナ
ル
ナ
ン
バ
ー
を
４
月
か
ら

交
付
し
て
ま
い
り
ま
す
。

　

人
権
推
進
事
業
に
つ
い
て
は
、
す
べ
て
の

市
民
が
、
か
け
が
え
の
な
い
一
人
の
人
間
と

し
て
尊
重
さ
れ
、
平
和
で
平
等
な
生
活
を
送

る
こ
と
が
で
き
る
よ
う
な
人
権
尊
重
社
会
の

実
現
に
向
け
て
、
引
き
続
き
関
係
機
関
と
連

携
し
、
人
権
教
育
・
人
権
啓
発
に
関
す
る
あ

ら
ゆ
る
施
策
を
推
進
し
て
ま
い
り
ま
す
。

　

男
女
共
同
参
画
に
つ
い
て
は
、
第
３
次
越

谷
市
男
女
共
同
参
画
計
画
に
基
づ
き
、「
男

女
が
み
と
め
合
い
、
さ
さ
え
合
い
、
自
分
ら

し
さ
を
活
か
せ
る
社
会
」
を
目
指
し
、
越
谷

市
男
女
共
同
参
画
支
援
セ
ン
タ
ー
を
拠
点
に

各
種
施
策
を
進
め
て
ま
い
り
ま
す
。
ま
た
、

配
偶
者
暴
力
相
談
支
援
セ
ン
タ
ー
を
新
た
に

開
設
し
、
Ｄ
Ｖ
（
配
偶
者
等
か
ら
の
暴
力
）

の
被
害
者
支
援
を
強
化
し
て
ま
い
り
ま
す
。

　

国
際
化
事
業
に
つ
い
て
は
、
多
文
化
共
生

社
会
の
形
成
に
引
き
続
き
取
り
組
む
と
と
も

に
、
姉
妹
都
市
オ
ー
ス
ト
ラ
リ
ア
・
キ
ャ
ン

ベ
ル
タ
ウ
ン
市
を
は
じ
め
と
す
る
国
際
交
流

を
推
進
し
て
ま
い
り
ま
す
。

　

増
大
・
多
様
化
す
る
行
政
需
要
に
限
り
あ

る
財
源
や
人
員
等
で
的
確
に
対
応
し
、
行
政

の
役
割
を
引
き
続
き
効
率
的
か
つ
効
果
的
に

果
た
し
て
い
く
こ
と
が
で
き
る
よ
う
、
行
政

評
価
や
行
政
改
革
に
よ
る
取
り
組
み
を
今
後

と
も
切
れ
目
な
く
推
進
し
て
ま
い
り
ま
す
。

　

情
報
化
推
進
に
つ
い
て
は
、
平
成
２７
年
度

を
開
始
年
度
と
す
る
越
谷
市
情
報
化
推
進
計

画
第
４
次
ア
ク
シ
ョ
ン
プ
ラ
ン
に
基
づ
き
引

き
続
き
内
部
事
務
の
効
率
化
を
は
か
る
た
め
、

Ｉ
Ｃ
Ｔ
（
情
報
通
信
技
術
）
を
活
か
し
た
業

務
プ
ロ
セ
ス
の
構
築
や
見
直
し
を
行
う
と
と

も
に
、
安
全
・
安
心
な
電
子
自
治
体
の
構
築

に
向
け
、
個
人
情
報
保
護
、
セ
キ
ュ
リ
テ
ィ

の
確
保
、
お
よ
び
Ｉ
Ｃ
Ｔ
部
門
に
お
け
る
業

務
継
続
計
画
の
運
用
に
十
分
配
慮
し
た
情
報

化
施
策
を
推
進
し
て
ま
い
り
ま
す
。

　

統
計
事
業
に
つ
い
て
は
、
第
２０
回
国
勢
調

査
が
、
１０
月
１
日
に
実
施
さ
れ
る
こ
と
か
ら
、

国
・
県
と
連
携
を
は
か
り
、
正
確
な
統
計
調

査
が
行
わ
れ
る
よ
う
事
務
を
執
行
し
て
ま
い

り
ま
す
。

　

住
民
異
動
届
等
の
受
付
お
よ
び
証
明
書
の

発
行
業
務
に
つ
い
て
は
、
引
き
続
き
窓
口
の

混
雑
緩
和
や
待
ち
時
間
の
短
縮
に
努
め
て
ま

い
り
ま
す
。
ま
た
、
今
後
、
新
た
に
開
始
さ

れ
る
社
会
保
障
・
税
番
号
制
度
に
か
か
る
個

人
番
号
の
通
知
お
よ
び
個
人
番
号
カ
ー
ド
の

普
及
に
努
め
、
事
務
の
効
率
化
を
推
進
し
て

ま
い
り
ま
す
。

　

収
納
事
務
に
つ
い
て
は
、
引
き
続
き
市
税

の
収
納
対
策
を
強
化
す
る
と
と
も
に
、
市
税

以
外
の
市
債
権
に
つ
い
て
は
、
債
権
管
理
の

一
層
の
適
正
化
を
は
か
り
、
自
主
財
源
の
確

保
に
努
め
て
ま
い
り
ま
す
。　
　

　

ふ
る
さ
と
納
税
に
つ
い
て
は
、
自
主
財
源

の
確
保
な
ら
び
に
越
谷
市
の
Ｐ
Ｒ
を
目
的
と

し
て
、
基
準
を
満
た
す
対
象
者
に
越
谷
市
の

特
産
品
を
謝
礼
と
し
て
贈
呈
す
る
事
業
を
新

た
に
実
施
し
て
ま
い
り
ま
す
。

　

公
有
財
産
に
つ
い
て
は
、
将
来
的
に
利
活

用
が
は
か
れ
る
財
産
を
適
正
に
管
理
保
全
す

る
と
と
も
に
、
利
活
用
が
見
込
め
な
い
財
産

の
売
却
や
貸
付
な
ど
の
運
用
を
行
っ
て
ま
い

り
ま
す
。

　

老
朽
化
し
た
公
共
施
設
等
の
更
新
に
多
大

な
財
政
負
担
を
生
じ
る
こ
と
が
全
国
的
な
課

題
と
な
っ
て
お
り
、
本
市
で
は
、
公
共
施
設

を
計
画
的
に
維
持
管
理
で
き
る
よ
う
、
一
定

の
市
民
サ
ー
ビ
ス
を
確
保
し
つ
つ
、
施
設
の

統
廃
合
な
ど
も
視
野
に
入
れ
た
対
策
の
検
討

を
引
き
続
き
進
め
て
ま
い
り
ま
す
。

　

市
本
庁
舎
に
つ
い
て
は
、
平
成
２６
年
９
月

に
策
定
し
た
越
谷
市
本
庁
舎
整
備
基
本
構
想

に
基
づ
き
、
市
民
の
安
全
・
安
心
な
暮
ら
し

を
支
え
る
親
し
み
の
あ
る
庁
舎
を
目
指
し
、

越
谷
市
本
庁
舎
建
設
基
本
計
画
を
策
定
し
て
、

新
た
な
本
庁
舎
の
建
設
を
検
討
し
て
ま
い
り

ま
す
。

　

す
べ
て
の
市
民
が
生
涯
に
わ
た
り
、
す
こ

や
か
に
、
い
き
い
き
と
、
人
間
ら
し
く
、
安

心
し
て
暮
ら
す
こ
と
が
で
き
る
福
祉
の
ま
ち

の
実
現
を
目
指
し
、
第
２
次
越
谷
市
地
域
福

祉
計
画
に
基
づ
き
、
地
域
に
お
け
る
福
祉
活

動
の
活
性
化
と
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
化
を
推
進
す

る
な
ど
、「
地
域
で
支
え
合
う
仕
組
み
づ
く

り
」
の
推
進
に
取
り
組
ん
で
ま
い
り
ま
す
。

ま
た
、
福
祉
な
ん
で
も
相
談
窓
口
に
つ
い
て

は
、
福
祉
に
関
す
る
相
談
や
サ
ー
ビ
ス
の
提

供
を
円
滑
か
つ
的
確
に
行
う
な
ど
、
さ
ら
な

る
市
民
サ
ー
ビ
ス
の
向
上
に
努
め
て
ま
い
り

ま
す
。
さ
ら
に
、
不
透
明
な
経
済
・
雇
用
情

勢
に
よ
り
、
本
市
に
お
い
て
も
生
活
保
護
受

給
者
が
依
然
と
し
て
増
加
し
て
お
り
ま
す
が
、

市
民
生
活
を
支
え
る
最
後
の
支
援
制
度
と
し

て
、
引
き
続
き
生
活
保
護
制
度
の
適
正
な
運

用
に
努
め
る
と
と
も
に
、
生
活
保
護
に
至
る

前
の
段
階
の
方
に
対
す
る
支
援
と
し
て
、
生

活
困
窮
者
自
立
支
援
制
度
に
お
け
る
自
立
相

談
支
援
事
業
等
の
充
実
を
は
か
っ
て
ま
い
り

ま
す
。

　

地
域
医
療
に
つ
い
て
は
、
新
た
に
加
わ
る

保
健
所
機
能
を
有
効
に
活
用
し
、
だ
れ
も
が

健
康
で
安
心
し
て
暮
ら
せ
る
保
健
・
医
療
サ

ー
ビ
ス
を
提
供
す
る
た
め
の
体
制
づ
く
り
を

進
め
て
ま
い
り
ま
す
。
ま
た
、
不
足
す
る
市

内
医
療
機
関
の
看
護
師
等
を
確
保
す
る
た
め
、

引
き
続
き
看
護
師
等
修
学
資
金
貸
与
事
業
を

実
施
し
て
ま
い
り
ま
す
。
救
急
医
療
に
つ
い

て
は
、
市
内
救
急
医
療
機
関
と
連
携
・
協
力

し
、
救
急
医
療
体
制
の
充
実
を
は
か
っ
て
ま

い
り
ま
す
。
さ
ら
に
、
市
民
の
健
康
づ
く
り

や
保
健
・
医
療
・
福
祉
の
連
携
の
強
化
な
ど

地
域
保
健
の
さ
ら
な
る
拡
充
を
は
か
る
た
め
、

新
た
な
保
健
セ
ン
タ
ー
の
整
備
に
つ
い
て
検

討
を
進
め
て
ま
い
り
ま
す
。

　

市
立
病
院
に
つ
い
て
は
、
地
域
の
医
療
機

関
と
の
間
で
相
互
紹
介
が
円
滑
に
行
え
る
よ

う
連
携
を
一
層
強
化
す
る
な
ど
、
地
域
の
基

幹
病
院
と
し
て
の
役
割
を
果
た
し
て
ま
い
り

ま
す
。
ま
た
、
医
師
・
看
護
師
の
確
保
に
努

め
る
と
と
も
に
、
よ
り
質
の
高
い
医
療
が
提

供
で
き
る
よ
う
、
中
期
経
営
計
画
に
掲
げ
た

施
策
を
着
実
に
進
め
て
ま
い
り
ま
す
。

　

健
康
づ
く
り
推
進
事
業
に
つ
い
て
は
、
第

２
次
越
谷
市
健
康
づ
く
り
行
動
計
画
・
食
育

推
進
計
画
「
い
き
い
き
越
谷
２１
」
に
基
づ
き
、

市
民
・
関
係
団
体
・
行
政
が
一
体
と
な
っ
て

健
康
づ
く
り
を
推
進
し
て
ま
い
り
ま
す
。
ま

た
、
成
人
保
健
事
業
に
つ
い
て
は
、
生
活
習

慣
病
予
防
対
策
に
取
り
組
む
と
と
も
に
、
越

谷
市
独
自
で
実
施
す
る
前
立
腺
が
ん
検
診
お

よ
び
口
腔
が
ん
検
診
を
含
む
各
種
が
ん
検
診

を
引
き
続
き
実
施
し
、
市
民
一
人
ひ
と
り
の

健
康
づ
く
り
を
推
進
し
て
ま
い
り
ま
す
。
母

子
保
健
事
業
に
つ
い
て
は
、
子
ど
も
を
安
心

し
て
出
産
し
育
て
ら
れ
る
よ
う
、
妊
娠
中
か

ら
の
継
続
し
た
支
援
を
行
う
た
め
、
産
後
ケ

ア
と
し
て
新
た
な
事
業
を
実
施
す
る
と
と
も

に
、
妊
婦
お
よ
び
乳
幼
児
の
健
康
診
査
、
相

談
事
業
や
家
庭
訪
問
等
を
行
っ
て
ま
い
り
ま

す
。
ま
た
、
感
染
に
よ
る
疾
病
の
発
症
お
よ

び
重
症
化
を
防
止
す
る
た
め
、
予
防
接
種
事

業
を
適
切
に
実
施
し
て
ま
い
り
ま
す
。

　

子
育
て
支
援
に
つ
い
て
は
、
平
成
２７
年
度

を
開
始
年
度
と
す
る
越
谷
市
子
ど
も
・
子
育

て
支
援
事
業
計
画
に
基
づ
き
、
引
き
続
き
子

育
て
支
援
事
業
の
着
実
な
推
進
を
は
か
っ
て

ま
い
り
ま
す
。
ま
た
、
子
育
て
サ
ロ
ン
な
ど
、

地
域
に
お
け
る
子
育
て
支
援
事
業
お
よ
び
子

育
て
に
関
す
る
ポ
ー
タ
ル
サ
イ
ト
で
あ
る
こ

し
が
や
子
育
て
ネ
ッ
ト
の
運
用
等
の
充
実
を

は
か
り
、
よ
り
一
層
子
育
て
し
や
す
い
環
境

の
整
備
を
進
め
て
ま
い
り
ま
す
。

　

青
少
年
の
健
全
育
成
に
つ
い
て
は
、
子
ど

も
が
将
来
に
目
標
を
持
ち
、
一
人
ひ
と
り
が

健
や
か
に
成
長
で
き
る
よ
う
、
家
庭
・
学

校
・
地
域
が
一
体
と
な
り
、
総
合
的
な
取
り

組
み
を
進
め
て
ま
い
り
ま
す
。

　

児
童
館
に
つ
い
て
は
、
そ
れ
ぞ
れ
の
施
設

の
機
能
や
特
徴
を
活
か
し
た
事
業
を
展
開
し
、

児
童
の
健
全
育
成
を
は
か
る
と
と
も
に
、
地

域
に
お
け
る
子
育
て
支
援
施
設
と
し
て
の
多

様
な
役
割
を
果
た
し
て
ま
い
り
ま
す
。

　

保
育
に
つ
い
て
は
、
子
ど
も
・
子
育
て
支

援
新
制
度
に
よ
り
、
子
ど
も
の
成
長
や
、
子

育
て
家
庭
を
支
え
る
た
め
の
体
制
づ
く
り
を

引
き
続
き
推
進
し
て
ま
い
り
ま
す
。

　

公
立
保
育
所
に
つ
い
て
は
、
大
相
模
保
育

所
の
建
て
替
え
に
向
け
た
用
地
選
定
等
の
事

業
を
進
め
て
ま
い
り
ま
す
。
ま
た
、
障
が
い

児
保
育
に
つ
い
て
は
、
引
き
続
き
０
歳
児
か

ら
５
歳
児
ま
で
を
対
象
と
し
、
公
立
保
育
所

と
し
て
の
役
割
を
果
た
し
て
ま
い
り
ま
す
。

　

民
間
保
育
園
お
よ
び
新
た
な
３
歳
未
満
の

低
年
齢
児
の
保
育
を
担
う
地
域
型
保
育
事
業

に
つ
い
て
は
、
越
谷
市
子
ど
も
・
子
育
て
支

援
事
業
計
画
に
基
づ
き
、
平
成
２７
年
度
に
整

備
を
予
定
し
て
い
る
社
会
福
祉
法
人
等
へ
の

支
援
を
行
い
、
引
き
続
き
待
機
児
童
の
解
消

に
向
け
た
定
員
の
拡
大
に
努
め
て
ま
い
り
ま

す
。
さ
ら
に
、
多
様
な
保
育
ニ
ー
ズ
に
応
え

る
た
め
、
保
育
ス
テ
ー
シ
ョ
ン
事
業
な
ど
の

充
実
に
取
り
組
ん
で
ま
い
り
ま
す
。

　

学
童
保
育
室
に
つ
い
て
は
、
子
ど
も
・
子

育
て
支
援
新
制
度
の
施
行
に
伴
い
、
対
象
年

齢
を
拡
大
す
る
と
と
も
に
、
職
員
の
資
格
お

よ
び
員
数
・
施
設
等
に
つ
い
て
、
一
定
の
基

準
に
お
け
る
運
営
に
よ
り
、
学
童
保
育
室
の

質
の
向
上
を
確
保
し
、
放
課
後
児
童
の
健
全

育
成
な
ら
び
に
保
護
者
の
就
労
支
援
に
努
め

て
ま
い
り
ま
す
。

　

こ
ど
も
医
療
費
に
つ
い
て
は
、
引
き
続
き

中
学
校
修
了
ま
で
の
子
ど
も
を
対
象
と
す
る

と
と
も
に
、
児
童
手
当
に
つ
い
て
も
、
子
ど

も
の
健
や
か
な
成
長
に
資
す
る
た
め
適
切
な

給
付
に
努
め
て
ま
い
り
ま
す
。

　

障
が
い
児
福
祉
に
つ
い
て
は
、
越
谷
市
児

童
発
達
支
援
セ
ン
タ
ー
に
お
い
て
、
就
学
前

の
子
ど
も
に
対
し
、
引
き
続
き
能
力
や
健
康

状
態
に
応
じ
た
療
育
お
よ
び
支
援
を
行
っ
て

ま
い
り
ま
す
。
ま
た
、
障
害
者
総
合
支
援
法

に
基
づ
く
介
護
給
付
や
児
童
福
祉
法
に
基
づ

く
通
所
給
付
な
ど
を
適
切
に
行
い
、
障
が
い

の
あ
る
子
ど
も
と
家
族
に
対
す
る
支
援
を
行

っ
て
ま
い
り
ま
す
。

　

児
童
虐
待
に
つ
い
て
は
、
引
き
続
き
児
童

相
談
所
お
よ
び
要
保
護
児
童
対
策
地
域
協
議

会
の
構
成
機
関
と
の
連
携
を
は
か
り
、
子
ど

も
の
安
全
を
最
優
先
に
虐
待
の
予
防
、
早
期

発
見
そ
し
て
早
期
対
応
に
努
め
て
ま
い
り
ま

す
。

　

障
が
い
者
福
祉
に
つ
い
て
は
、
障
害
者
総

合
支
援
法
に
基
づ
き
、
障
害
福
祉
サ
ー
ビ
ス

を
利
用
す
る
際
の
自
立
支
援
給
付
で
あ
る
介

護
給
付
費
お
よ
び
訓
練
等
給
付
費
等
の
支
給

を
行
う
と
と
も
に
、
地
域
の
実
情
に
合
わ
せ

た
地
域
生
活
支
援
事
業
を
実
施
し
て
ま
い
り

ま
す
。
ま
た
、
障
が
い
者
の
職
業
的
・
社
会

的
自
立
の
促
進
を
は
か
る
た
め
に
就
労
支
援

事
業
お
よ
び
地
域
適
応
支
援
事
業
の
推
進
に

努
め
て
ま
い
り
ま
す
。
さ
ら
に
、
平
成
２８
年

度
を
開
始
年
度
と
す
る
第
４
次
越
谷
市
障
が

い
者
計
画
を
策
定
し
て
ま
い
り
ま
す
。

　

成
年
後
見
に
関
す
る
事
業
に
つ
い
て
は
、

成
年
後
見
制
度
が
身
近
な
も
の
と
し
て
活
用

さ
れ
る
よ
う
制
度
の
普
及
啓
発
や
個
別
相
談
、

手
続
き
支
援
、
市
民
後
見
人
の
活
動
支
援
な

ど
越
谷
市
社
会
福
祉
協
議
会
と
連
携
を
は
か

り
「
成
年
後
見
セ
ン
タ
ー
こ
し
が
や
」
の
機

能
の
充
実
に
努
め
て
ま
い
り
ま
す
。

　

高
齢
者
の
生
き
が
い
づ
く
り
に
つ
い
て
は
、

市
内
４
か
所
目
と
な
る
老
人
福
祉
セ
ン
タ
ー

「
ひ
の
き
荘
」
の
１２
月
開
設
を
目
指
し
、
引

き
続
き
建
設
工
事
に
取
り
組
む
な
ど
、
高
齢

者
の
社
会
参
加
支
援
や
、
緊
急
通
報
シ
ス
テ

ム
な
ど
の
在
宅
福
祉
の
充
実
に
取
り
組
ん
で

ま
い
り
ま
す
。

　

介
護
保
険
事
業
に
つ
い
て
は
、
平
成
２７
年

度
を
開
始
年
度
と
す
る
第
６
期
越
谷
市
高
齢

者
保
健
福
祉
計
画
・
介
護
保
険
事
業
計
画
お

よ
び
介
護
保
険
制
度
の
改
正
点
を
市
民
や
事

業
所
へ
周
知
し
て
ま
い
り
ま
す
。
ま
た
、
団

塊
の
世
代
が
７５
歳
以
上
と
な
る
平
成
３７
年
を

見
据
え
た
地
域
包
括
ケ
ア
シ
ス
テ
ム
の
構
築

に
向
け
た
取
り
組
み
を
進
め
て
ま
い
り
ま
す
。

さ
ら
に
、
要
支
援
１
・
２
の
方
の
訪
問
介
護

お
よ
び
通
所
介
護
を
、
平
成
２８
年
度
に
地
域

支
援
事
業
の
介
護
予
防
・
日
常
生
活
支
援
総

合
事
業
に
移
行
す
べ
く
、
市
内
の
福
祉
に
携

わ
る
Ｎ
Ｐ
Ｏ
な
ど
と
連
携
し
、
地
域
の
高
齢

者
や
認
知
症
の
方
な
ど
を
地
域
で
支
え
あ
う

新
た
な
仕
組
み
づ
く
り
に
取
り
組
ん
で
ま
い

り
ま
す
。

　

国
民
健
康
保
険
事
業
に
つ
い
て
は
、
引
き

続
き
将
来
に
わ
た
り
、
だ
れ
も
が
必
要
な
医

療
を
安
心
し
て
受
け
る
こ
と
が
で
き
る
よ
う
、

よ
り
健
全
な
財
政
運
営
を
目
指
し
、
収
納
率

の
向
上
お
よ
び
医
療
費
の
適
正
化
に
努
め
、

国
民
皆
保
険
制
度
を
支
え
る
地
域
医
療
保
険

と
し
て
の
役
割
を
果
た
し
て
ま
い
り
ま
す
。

　

第
４
次
越
谷
市
総
合
振
興
計
画
お
よ
び
越

谷
市
都
市
計
画
マ
ス
タ
ー
プ
ラ
ン
に
基
づ
き
、

だ
れ
も
が
安
心
し
て
暮
ら
せ
る
都
市
環
境
の

創
出
に
向
け
、
引
き
続
き
都
市
施
設
の
整
備

や
活
気
あ
る
市
街
地
の
形
成
に
努
め
て
ま
い

り
ま
す
。
ま
た
、
平
成
２７
年
４
月
か
ら
施
行

さ
れ
ま
す
越
谷
市
屋
外
広
告
物
条
例
を
広
く

周
知
す
る
と
と
も
に
、
同
条
例
お
よ
び
越
谷

市
景
観
計
画
な
ら
び
に
越
谷
市
景
観
条
例
の

適
切
な
運
用
を
は
か
り
、
越
谷
ら
し
い
景
観

の
形
成
を
推
進
し
て
ま
い
り
ま
す
。

　

土
地
区
画
整
理
事
業
に
つ
い
て
は
、
東
越

谷
地
区
お
よ
び
七
左
第
一
地
区
の
早
期
事
業

完
了
に
向
け
て
取
り
組
む
と
と
も
に
、
西
大

袋
地
区
の
事
業
進
捗
を
は
か
り
、
都
市
基
盤

の
整
備
と
健
全
な
市
街
地
の
形
成
を
進
め
て

ま
い
り
ま
す
。

　

開
発
行
為
な
ど
に
つ
い
て
は
、
引
き
続
き

都
市
計
画
法
に
よ
る
開
発
許
可
制
度
や
越
谷

市
ま
ち
の
整
備
に
関
す
る
条
例
に
基
づ
き
、

自
然
に
配
慮
し
、
調
和
の
と
れ
た
土
地
利
用

を
は
か
る
と
と
も
に
、
市
民
、
開
発
者
お
よ

び
市
が
そ
れ
ぞ
れ
の
責
任
と
相
互
の
信
頼
の

下
、
協
働
に
よ
り
だ
れ
も
が
安
全
で
安
心
し

て
暮
ら
す
こ
と
が
で
き
る
ま
ち
づ
く
り
を
進

め
て
ま
い
り
ま
す
。

　

道
路
に
つ
い
て
は
、
だ
れ
も
が
使
い
や
す

く
安
全
で
快
適
な
道
路
・
交
通
環
境
の
確
保

や
景
観
な
ど
に
も
配
慮
し
た
幹
線
道
路
・
生

活
道
路
の
体
系
的
な
整
備
を
進
め
る
と
と
も

に
、
通
学
路
の
危
険
箇
所
の
改
善
を
行
い
、

児
童
生
徒
の
安
全
確
保
を
は
か
っ
て
ま
い
り

ま
す
。
都
市
計
画
道
路
で
は
、
越
谷
吉
川
線

お
よ
び
川
柳
大
成
町
線
の
整
備
を
推
進
す
る

と
と
も
に
、
県
事
業
の
路
線
整
備
を
支
援
し

て
ま
い
り
ま
す
。
ま
た
、
地
域
の
個
性
を
活

か
し
た
取
り
組
み
と
し
て
、
道
路
利
用
者
の

サ
ー
ビ
ス
向
上
の
た
め
に
地
域
観
光
振
興
施

設
と
一
体
と
な
っ
た
多
面
的
要
素
を
含
ん
だ

道
の
駅
な
ど
の
整
備
に
つ
い
て
、
調
査
・
研

究
を
し
て
ま
い
り
ま
す
。
さ
ら
に
、
地
球
温

暖
化
に
係
る
温
室
効
果
ガ
ス
の
削
減
お
よ
び

電
力
量
の
節
減
の
た
め
、
主
に
生
活
道
路
の

道
路
照
明
灯
を
環
境
面
や
経
済
性
に
優
れ
て

い
る
Ｌ
Ｅ
Ｄ
灯
へ
交
換
し
て
ま
い
り
ま
す
。

　

橋
梁
に
つ
い
て
は
、
越
谷
市
橋
梁
長
寿
命

化
修
繕
計
画
に
基
づ
き
、
計
画
的
な
修
繕
・

補
修
を
進
め
、
市
内
の
重
要
な
橋
梁
の
健
全

性
の
確
保
お
よ
び
延
命
化
を
は
か
る
と
と
も

に
、
大
地
震
に
よ
る
落
橋
・
倒
壊
等
の
甚
大

な
被
害
を
防
止
す
る
た
め
、
地
震
時
に
通
行

を
確
保
す
べ
き
緊
急
輸
送
道
路
な
ど
に
架
か

る
橋
梁
の
耐
震
化
を
進
め
て
ま
い
り
ま
す
。

　

公
共
交
通
機
関
に
つ
い
て
は
、
都
市
計
画

と
の
整
合
を
は
か
り
、
平
成
２６
年
度
に
新
方

地
区
で
実
施
し
た
ミ
ニ
バ
ス
の
試
験
運
行
の

結
果
等
を
踏
ま
え
、
本
市
に
か
な
っ
た
新
た

な
交
通
施
策
の
方
針
等
を
定
め
、
公
共
交
通

の
利
便
性
、
快
適
性
お
よ
び
安
全
性
の
向
上

を
は
か
り
、
不
便
地
域
の
解
消
に
努
め
て
ま

い
り
ま
す
。
ま
た
、
鉄
道
利
用
者
の
安
全
確

保
を
は
か
る
た
め
、
鉄
道
事
業
者
が
行
う
新

越
谷
駅
の
耐
震
補
強
に
対
し
、
引
き
続
き

国
・
県
と
連
携
し
て
支
援
し
て
ま
い
り
ま
す
。

　

公
園
や
緑
地
に
つ
い
て
は
、
市
北
部
地
域

の
緑
の
拠
点
と
な
る
平
方
公
園
の
拡
張
整
備

計
画
を
進
め
る
と
と
も
に
、
増
林
地
区
、
西

大
袋
土
地
区
画
整
理
事
業
地
内
お
よ
び
（
仮

称
）
千
間
台
西
公
園
な
ど
の
公
園
や
綾
瀬
川

緑
道
の
整
備
に
取
り
組
ん
で
ま
い
り
ま
す
。

ま
た
、
都
市
に
お
け
る
緑
地
の
適
正
な
保
全

お
よ
び
緑
化
の
推
進
に
関
す
る
措
置
を
総
合

的
か
つ
計
画
的
に
実
施
す
る
た
め
、
越
谷
市

緑
の
基
本
計
画
の
見
直
し
を
行
っ
て
ま
い
り

ま
す
。
さ
ら
に
、
市
民
と
の
協
働
に
よ
る
適

切
な
公
園
等
の
管
理
を
進
め
る
た
め
、
自
治

会
や
市
民
団
体
な
ど
と
連
携
を
は
か
っ
て
ま

い
り
ま
す
。

　

治
水
対
策
に
つ
い
て
は
、
中
川
や
新
方
川

の
河
川
改
修
を
進
め
て
い
る
国
・
県
と
さ
ら

な
る
連
携
を
は
か
り
、
都
市
下
水
路
お
よ
び

公
共
下
水
道
雨
水
幹
線
な
ど
の
整
備
を
進
め

て
ま
い
り
ま
す
。
ま
た
、
ポ
ン
プ
場
施
設
の

長
寿
命
化
や
水
防
体
制
の
強
化
に
取
り
組
み
、

総
合
的
な
治
水
対
策
を
推
進
し
て
ま
い
り
ま

す
。

　

公
共
下
水
道
に
つ
い
て
は
、
下
水
道
施
設

の
長
寿
命
化
お
よ
び
総
合
地
震
対
策
を
進
め
、

適
切
な
維
持
管
理
に
取
り
組
む
と
と
も
に
、

今
後
の
下
水
道
経
営
の
方
向
性
や
適
切
な
料

金
体
系
に
つ
い
て
の
検
討
を
行
い
、
さ
ら
な

る
経
営
の
健
全
化
に
努
め
て
ま
い
り
ま
す
。

　

住
宅
環
境
に
つ
い
て
は
、
さ
ら
な
る
耐
震

化
促
進
の
た
め
、
民
間
の
木
造
住
宅
や
マ
ン

シ
ョ
ン
の
耐
震
診
断
お
よ
び
耐
震
改
修
費
の

補
助
制
度
の
活
用
を
促
進
し
、
安
全
で
安
心

し
て
暮
ら
す
こ
と
の
で
き
る
住
環
境
づ
く
り

に
取
り
組
ん
で
ま
い
り
ま
す
。
ま
た
、
住
宅

リ
フ
ォ
ー
ム
、
耐
震
相
談
お
よ
び
マ
ン
シ
ョ

ン
管
理
相
談
に
つ
い
て
は
、
引
き
続
き
制
度

の
周
知
に
努
め
、
利
用
者
の
増
加
に
向
け
て

取
り
組
ん
で
ま
い
り
ま
す
。

　

公
共
建
築
物
に
つ
い
て
は
、
ユ
ニ
バ
ー
サ

ル
デ
ザ
イ
ン
を
基
本
理
念
と
し
、
市
民
の
皆

さ
ま
が
安
心
し
て
利
用
で
き
る
施
設
づ
く
り

に
努
め
て
ま
い
り
ま
す
。

　

地
球
温
暖
化
に
よ
る
気
候
変
動
は
、
地
球

規
模
で
顕
著
に
な
っ
て
お
り
、
温
室
効
果
ガ

ス
の
削
減
が
強
く
求
め
ら
れ
て
い
る
こ
と
か

ら
、
市
民
や
事
業
者
と
の
協
働
に
よ
る
省
エ

ネ
や
環
境
負
荷
の
少
な
い
ラ
イ
フ
ス
タ
イ
ル

へ
の
転
換
を
さ
ら
に
進
め
る
と
と
も
に
、
再

生
可
能
エ
ネ
ル
ギ
ー
の
活
用
に
つ
い
て
、
こ

し
が
や
ソ
ー
ラ
ー
シ
テ
ィ
構
想
に
基
づ
き
、

太
陽
光
発
電
設
備
の
設
置
を
推
進
し
て
ま
い

り
ま
す
。
ま
た
、
大
気
や
水
質
、
放
射
線
等

の
環
境
モ
ニ
タ
リ
ン
グ
に
よ
り
、
安
全
で
快

適
な
生
活
環
境
の
保
全
に
努
め
て
ま
い
り
ま

す
。
さ
ら
に
、
コ
シ
ガ
ヤ
ホ
シ
ク
サ
や
シ
ラ

コ
バ
ト
な
ど
越
谷
を
特
徴
づ
け
る
希
少
な
動

植
物
等
の
保
護
を
は
じ
め
と
し
た
、
生
物
多

様
性
保
全
の
取
り
組
み
に
よ
り
、
ふ
る
さ
と

越
谷
の
豊
か
な
自
然
環
境
を
守
り
育
て
て
ま

い
り
ま
す
。

　

廃
棄
物
対
策
に
つ
い
て
は
、
不
法
投
棄
対

策
や
自
治
会
清
掃
な
ど
地
域
に
お
け
る
美
化

活
動
へ
の
支
援
を
充
実
す
る
こ
と
に
よ
り
、

環
境
美
化
意
識
の
向
上
を
は
か
っ
て
ま
い
り

ま
す
。
ま
た
、
使
用
済
小
型
家
電
の
回
収
促

進
な
ど
、
市
民
や
事
業
者
と
協
働
し
、
ご
み

の
減
量
と
資
源
化
に
取
り
組
ん
で
ま
い
り
ま

す
。

　

災
害
対
策
に
つ
い
て
は
、
越
谷
市
地
域
防

災
計
画
に
基
づ
き
、「
自
助
」・「
共
助
」・「
公

助
」
を
柱
と
し
た
災
害
に
強
い
ま
ち
づ
く
り

を
推
進
し
て
ま
い
り
ま
す
。
ま
た
、
災
害
情

報
の
一
元
化
・
共
有
化
を
は
か
る
た
め
、
災

害
情
報
管
理
シ
ス
テ
ム
の
整
備
を
進
め
る
と

と
も
に
、
移
動
系
デ
ジ
タ
ル
防
災
行
政
無
線

等
の
整
備
を
行
い
、
災
害
予
防
対
策
の
充
実

に
努
め
て
ま
い
り
ま
す
。
さ
ら
に
、
災
害
時

要
援
護
者
避
難
支
援
制
度
お
よ
び
帰
宅
困
難

者
対
策
を
推
進
す
る
と
と
も
に
、
出
張
講
座

や
自
主
防
災
組
織
育
成
費
補
助
金
制
度
に
よ

る
支
援
を
行
い
、
自
主
防
災
組
織
の
育
成
を

進
め
て
ま
い
り
ま
す
。

　

防
犯
対
策
に
つ
い
て
は
、
犯
罪
の
な
い
住

み
よ
い
地
域
社
会
の
実
現
に
向
け
て
、
自
主

防
犯
活
動
団
体
な
ど
へ
の
支
援
や
防
犯
意
識

の
高
揚
を
は
か
る
と
と
も
に
、
警
察
署
を
は

じ
め
、
関
係
団
体
や
地
域
と
の
連
携
に
よ
り

犯
罪
の
抑
止
に
取
り
組
ん
で
ま
い
り
ま
す
。

ま
た
、
越
谷
市
空
き
家
等
の
適
正
管
理
に
関

す
る
条
例
の
施
行
に
伴
い
、
管
理
不
全
な
状

態
の
空
き
家
等
が
放
置
さ
れ
る
こ
と
を
防
止

し
、
生
活
環
境
の
保
全
に
努
め
、
安
全
で
安

心
な
ま
ち
づ
く
り
を
推
進
し
て
ま
い
り
ま
す
。

　

交
通
安
全
対
策
に
つ
い
て
は
、
子
ど
も
や

高
齢
者
な
ど
の
交
通
事
故
防
止
を
は
か
る
た

め
、
引
き
続
き
交
通
指
導
員
に
よ
る
安
全
指

導
や
安
全
確
保
を
推
進
す
る
と
と
も
に
、
警

察
署
や
交
通
安
全
団
体
な
ど
と
の
連
携
を
は

か
り
、
自
転
車
利
用
者
等
へ
の
安
全
利
用
の

啓
発
活
動
を
実
施
し
て
ま
い
り
ま
す
。

　

市
民
の
日
常
生
活
に
係
る
相
談
や
、
商

品
・
サ
ー
ビ
ス
な
ど
を
め
ぐ
る
消
費
者
ト
ラ

ブ
ル
に
対
し
ま
し
て
は
、
市
民
相
談
員
や
消

費
生
活
相
談
員
に
よ
り
解
決
が
は
か
ら
れ
る

よ
う
努
め
て
ま
い
り
ま
す
。
ま
た
、
悪
質
商

法
な
ど
消
費
者
被
害
の
未
然
防
止
を
は
か
る

た
め
、
消
費
生
活
講
座
や
出
張
講
座
な
ど
の

啓
発
活
動
を
実
施
す
る
と
と
も
に
、
高
齢
者

の
被
害
が
急
増
し
て
い
る
振
り
込
め
詐
欺
の

被
害
防
止
に
向
け
効
果
的
な
対
策
に
取
り
組

ん
で
ま
い
り
ま
す
。
さ
ら
に
、
消
費
者
の
自

立
、
実
践
的
な
能
力
を
育
む
た
め
、
関
係
機

関
・
団
体
等
と
連
携
を
は
か
り
な
が
ら
、
消

費
者
教
育
を
推
進
し
て
ま
い
り
ま
す
。

　

消
防
に
つ
い
て
は
、
火
災
に
よ
る
被
害
を

軽
減
す
る
た
め
、
引
き
続
き
住
宅
用
火
災
警

報
器
な
ど
の
住
宅
用
防
災
機
器
の
普
及
啓
発

に
努
め
る
と
と
も
に
、
予
防
査
察
に
よ
る
防

火
管
理
体
制
の
充
実
を
は
か
っ
て
ま
い
り
ま

す
。
ま
た
、
消
防
活
動
の
拠
点
と
な
る
谷
中

分
署
の
建
て
替
え
に
向
け
、
実
施
設
計
な
ど

を
行
っ
て
ま
い
り
ま
す
。
さ
ら
に
、
は
し
ご

付
消
防
自
動
車
を
更
新
し
て
ま
い
り
ま
す
。

　

救
急
に
つ
い
て
は
、
救
命
効
果
の
さ
ら
な

る
向
上
を
は
か
る
た
め
、
救
急
救
命
士
を
養

成
す
る
と
と
も
に
、
引
き
続
き
医
療
機
関
と

連
携
し
て
ま
い
り
ま
す
。

　

消
防
団
に
つ
い
て
は
、
地
域
防
災
力
の
向

上
を
は
か
る
た
め
、
装
備
の
充
実
に
努
め
て

ま
い
り
ま
す
。

　

地
域
産
業
の
振
興
は
、
地
域
経
済
を
活
性

化
さ
せ
、
雇
用
の
促
進
や
豊
か
で
活
力
あ
る

地
域
社
会
づ
く
り
に
と
っ
て
極
め
て
重
要
で

あ
る
と
考
え
て
お
り
ま
す
。
こ
の
よ
う
な
観

点
か
ら
、
越
谷
市
産
業
雇
用
支
援
セ
ン
タ
ー

を
拠
点
と
し
て
、
国
・
県
と
一
層
連
携
を
密

に
し
な
が
ら
、
産
業
・
雇
用
施
策
の
推
進
に

取
り
組
ん
で
ま
い
り
ま
す
。

　

産
業
支
援
に
つ
い
て
は
、
中
小
企
業
者
の

健
全
な
発
展
と
経
営
の
安
定
を
は
か
る
た
め
、

制
度
融
資
に
か
か
る
利
子
助
成
の
限
度
額
引

き
上
げ
を
継
続
し
、
利
用
者
の
負
担
軽
減
に

努
め
て
ま
い
り
ま
す
。
ま
た
、
こ
し
が
や
産

業
フ
ェ
ス
タ
の
開
催
や
伝
統
的
地
場
産
業
に

対
す
る
支
援
等
に
よ
り
既
存
産
業
の
活
性
化

を
は
か
る
と
と
も
に
、
創
業
者
等
育
成
支
援

事
業
な
ど
の
充
実
を
は
か
り
、
新
た
な
産
業

の
育
成
や
雇
用
の
創
出
を
進
め
て
ま
い
り
ま

す
。
さ
ら
に
、
越
谷
市
商
工
会
や
市
内
の
金

融
機
関
な
ど
と
の
連
携
の
強
化
を
は
か
り
、

中
小
企
業
者
に
対
す
る
支
援
体
制
づ
く
り
を

推
進
し
て
ま
い
り
ま
す
。

　

商
業
振
興
に
つ
い
て
は
、
商
店
街
の
活
性

化
を
は
か
る
た
め
、
各
商
店
会
が
実
施
す
る

販
売
促
進
や
街
路
灯
整
備
な
ど
に
対
す
る
支

援
や
、
空
き
店
舗
対
策
事
業
に
引
き
続
き
取

り
組
ん
で
ま
い
り
ま
す
。
ま
た
、
越
谷
市
商

工
会
が
商
店
会
な
ど
と
連
携
し
て
実
施
す
る

商
店
街
回
遊
イ
ベ
ン
ト
等
の
街
お
こ
し
事
業

に
対
し
て
支
援
を
行
い
、
に
ぎ
わ
い
と
活
力

あ
る
ま
ち
づ
く
り
を
推
進
し
て
ま
い
り
ま
す
。

　

中
心
市
街
地
の
活
性
化
に
つ
い
て
は
、
引

き
続
き
地
元
の
皆
さ
ま
や
関
係
機
関
と
連
携

を
は
か
り
な
が
ら
、
宿
場
ま
つ
り
や
ま
る
な

な
マ
ー
ケ
ッ
ト
等
の
各
種
イ
ベ
ン
ト
を
支
援

し
て
ま
い
り
ま
す
。

　

工
業
振
興
に
つ
い
て
は
、
越
谷
市
商
工
会

を
は
じ
め
関
係
機
関
と
連
携
を
は
か
り
な
が

ら
、
ビ
ジ
ネ
ス
交
流
会
な
ど
の
開
催
を
通
じ

て
、
事
業
者
の
取
引
機
会
の
拡
大
や
新
た
な

ビ
ジ
ネ
ス
チ
ャ
ン
ス
の
創
出
に
取
り
組
ん
で

ま
い
り
ま
す
。
ま
た
、
効
率
的
な
土
地
利
用

の
促
進
に
よ
る
市
内
産
業
の
活
性
化
お
よ
び

雇
用
の
拡
大
を
は
か
る
た
め
、
流
通
・
工
業

系
土
地
利
用
の
推
進
に
努
め
て
ま
い
り
ま
す
。

　

観
光
事
業
に
つ
い
て
は
、
越
谷
市
観
光
協

会
へ
の
支
援
を
継
続
す
る
と
と
も
に
連
携
強

化
を
は
か
り
、
水
辺
の
ま
ち
づ
く
り
館
や
隣

接
す
る
大
相
模
調
節
池
を
活
用
し
た
事
業
を

推
進
し
て
ま
い
り
ま
す
。
ま
た
、
特
色
あ
る

観
光
イ
ベ
ン
ト
の
開
催
や
、
越
谷
特
別
市
民

で
あ
る
「
ガ
ー
ヤ
ち
ゃ
ん
」
の
利
用
促
進
お

よ
び
こ
し
が
や
ブ
ラ
ン
ド
品
の
活
用
な
ど
に

よ
り
、
越
谷
市
の
知
名
度
の
向
上
を
は
か
っ

て
ま
い
り
ま
す
。
さ
ら
に
、
阿
波
踊
り
の
本

場
で
あ
る
徳
島
市
や
東
北
被
災
地
で
あ
る
大

船
渡
市
、
東
松
島
市
お
よ
び
名
取
市
な
ど
と

の
観
光
物
産
交
流
を
実
施
し
、
越
谷
市
を
全

国
に
Ｐ
Ｒ
し
て
ま
い
り
ま
す
。
ま
た
、
越
谷

市
市
民
活
動
支
援
セ
ン
タ
ー
内
の
観
光
・
物

産
情
報
コ
ー
ナ
ー
と
、
越
谷
駅
東
口
高
架
下

の
越
谷
市
物
産
展
示
場
と
の
連
携
を
は
か
り
、

特
産
品
等
の
周
知
に
努
め
て
ま
い
り
ま
す
。

さ
ら
に
、
魅
力
あ
る
水
辺
空
間
と
し
て
に
ぎ

わ
い
の
創
出
等
を
は
か
る
た
め
整
備
し
た
葛

西
用
水
ウ
ッ
ド
デ
ッ
キ
を
延
伸
整
備
す
る
と

と
も
に
、
ウ
ッ
ド
デ
ッ
キ
を
活
用
し
た
市
民

参
加
型
イ
ベ
ン
ト
等
の
充
実
を
は
か
っ
て
ま

い
り
ま
す
。

　

農
業
に
つ
い
て
は
、
米
を
は
じ
め
、
ね
ぎ

や
く
わ
い
、
小
松
菜
、
ほ
う
れ
ん
草
な
ど
、

特
色
の
あ
る
高
品
質
な
農
産
物
の
生
産
が
行

わ
れ
て
お
り
、
ま
た
、
い
ち
ご
観
光
農
園
な

ど
新
た
な
農
業
の
取
り
組
み
も
広
が
り
を
み

せ
て
お
り
ま
す
。
首
都
近
郊
に
あ
り
消
費
地

に
近
い
と
い
う
本
市
の
地
理
的
優
位
性
を
活

か
し
た
都
市
型
農
業
を
推
進
す
る
た
め
、
第

２
次
越
谷
市
都
市
農
業
推
進
基
本
計
画
に
基

づ
き
、「
持
続
的
に
農
業
が
行
わ
れ
る
環
境

づ
く
り
」
に
引
き
続
き
取
り
組
ん
で
ま
い
り

ま
す
。

　

地
産
地
消
に
つ
い
て
は
、
農
産
物
直
売
所

に
お
け
る
地
場
農
産
物
の
販
売
や
学
校
給
食

な
ど
で
の
食
材
使
用
を
拡
充
し
、
も
っ
と
も

身
近
な
消
費
者
で
あ
る
市
民
を
対
象
と
し
て
、

さ
ら
な
る
推
進
を
は
か
る
と
と
も
に
、
越
谷

市
農
業
協
同
組
合
や
農
業
関
係
者
、
越
谷
市

商
工
会
や
市
内
商
工
業
者
と
連
携
し
、
新
た

な
販
路
の
開
拓
や
地
場
農
産
物
の
消
費
拡
大
、

産
地
の
形
成
や
農
産
物
の
ブ
ラ
ン
ド
化
に
取

り
組
ん
で
ま
い
り
ま
す
。

　

高
収
益
農
業
の
推
進
に
つ
い
て
は
、
今
年

１
月
に
オ
ー
プ
ン
し
た
越
谷
い
ち
ご
タ
ウ
ン

を
は
じ
め
と
す
る
観
光
農
業
の
周
知
と
、
さ

ら
な
る
集
客
に
努
め
、
収
益
性
が
高
く
安
定

的
な
農
業
経
営
の
実
現
と
と
も
に
、
観
光
資

源
と
し
て
地
域
全
体
の
活
力
向
上
に
向
け
た

展
開
を
進
め
て
ま
い
り
ま
す
。

　

農
業
従
事
・
後
継
者
育
成
支
援
に
つ
い
て

は
、
伝
統
的
農
産
物
の
栽
培
技
術
の
伝
承
や

生
産
規
模
の
拡
大
を
は
か
る
た
め
の
支
援
体

制
を
整
備
し
、
確
か
な
農
業
技
術
の
継
承
者

と
新
規
就
農
者
の
確
保
に
努
め
て
ま
い
り
ま

す
。

　

本
市
の
貴
重
な
財
産
・
資
源
で
あ
る
農
地

に
つ
い
て
は
、
平
成
２５
年
度
に
見
直
し
を
行

っ
た
越
谷
農
業
振
興
地
域
整
備
計
画
を
踏
ま

え
、
効
率
的
か
つ
安
定
的
に
農
業
を
営
め
る

環
境
を
整
備
す
る
た
め
、
越
谷
市
農
業
協
同

組
合
と
連
携
し
、
中
核
と
な
る
担
い
手
へ
の

農
地
の
利
用
集
積
に
取
り
組
ん
で
ま
い
り
ま

す
。

　

ま
た
、
農
業
用
水
路
や
農
道
等
の
農
業
生

産
基
盤
の
整
備
に
つ
い
て
は
、
地
元
農
業
者

を
は
じ
め
土
地
改
良
区
な
ど
の
関
係
機
関
と

調
整
を
は
か
り
な
が
ら
、
現
況
を
把
握
し
計

画
的
に
整
備
し
て
ま
い
り
ま
す
。

　

雇
用
対
策
に
つ
い
て
は
、
厳
し
い
雇
用
情

勢
を
踏
ま
え
、
若
年
者
等
の
早
期
就
職
を
支

援
す
る
た
め
、
専
門
の
キ
ャ
リ
ア
コ
ン
サ
ル

タ
ン
ト
を
配
置
し
て
行
う
就
職
相
談
事
業
を

は
じ
め
、
各
種
相
談
業
務
、
就
職
支
援
セ
ミ

ナ
ー
等
を
引
き
続
き
実
施
す
る
ほ
か
、
ハ
ロ

ー
ワ
ー
ク
越
谷
、
埼
玉
と
う
ぶ
若
者
サ
ポ
ー

ト
ス
テ
ー
シ
ョ
ン
な
ど
関
係
機
関
と
の
連
携

事
業
の
さ
ら
な
る
推
進
を
は
か
り
、
雇
用
対

策
の
強
化
に
努
め
て
ま
い
り
ま
す
。

　

教
育
施
策
に
つ
い
て
は
、「
生
涯
学
習
社

会
の
実
現
を
め
ざ
し
て
」
と
い
う
越
谷
市
教

育
振
興
基
本
計
画
の
基
本
理
念
の
下
、
新
た

に
設
置
す
る
総
合
教
育
会
議
に
お
い
て
、
総

合
的
か
つ
計
画
的
に
推
進
し
て
ま
い
り
ま
す
。

　

学
校
図
書
館
に
つ
い
て
は
、
児
童
生
徒
の

読
書
活
動
を
一
層
推
進
す
る
た
め
、
専
門
の

資
格
を
有
す
る
学
校
司
書
の
増
員
と
資
質
向

上
に
努
め
て
ま
い
り
ま
す
。

　

特
別
支
援
教
育
に
つ
い
て
は
、
一
人
ひ
と

り
の
ニ
ー
ズ
に
応
じ
て
適
切
な
指
導
を
行
う

た
め
、
特
別
支
援
教
育
支
援
員
の
増
員
と
効

果
的
な
配
置
に
努
め
て
ま
い
り
ま
す
。

　

環
境
教
育
に
つ
い
て
は
、
越
谷
生
物
多
様

性
子
ど
も
調
査
を
小
学
校
全
３０
校
に
拡
充
し

て
実
施
し
、
最
新
の
調
査
結
果
を
市
ホ
ー
ム

ペ
ー
ジ
か
ら
ご
覧
い
た
だ
け
る
よ
う
に
す
る

な
ど
、
地
域
に
根
ざ
し
た
教
育
活
動
を
展
開

し
て
ま
い
り
ま
す
。

　

い
じ
め
や
不
登
校
対
策
に
つ
い
て
は
、
生

徒
指
導
や
教
育
相
談
の
充
実
に
努
め
る
と
と

も
に
、
越
谷
市
い
じ
め
防
止
基
本
方
針
を
踏

ま
え
た
対
応
や
学
び
総
合
指
導
員
の
活
動
な

ど
に
よ
り
、
児
童
生
徒
が
安
心
し
て
学
校
に

通
え
る
よ
う
支
援
し
て
ま
い
り
ま
す
。

　

学
校
給
食
に
つ
い
て
は
、
学
校
給
食
用
物

資
の
購
入
を
取
り
巻
く
状
況
の
変
化
に
対
応

し
、
献
立
内
容
お
よ
び
食
育
の
充
実
を
は
か

る
た
め
、
平
成
１２
年
度
の
改
定
以
来
１５
年
間

据
え
置
い
て
ま
い
り
ま
し
た
学
校
給
食
費
を

改
定
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。

　

学
校
施
設
に
つ
い
て
は
、
安
全
・
安
心
・

快
適
な
学
習
環
境
が
確
保
で
き
る
よ
う
、
計

画
的
な
ア
ス
ベ
ス
ト
除
去
工
事
や
大
規
模
地

震
に
備
え
た
屋
内
運
動
場
等
の
非
構
造
部
材

の
改
修
工
事
、
ト
イ
レ
の
洋
式
化
な
ど
の
施

設
改
修
を
引
き
続
き
実
施
し
て
ま
い
り
ま
す
。

ま
た
、
普
通
教
室
等
へ
の
エ
ア
コ
ン
整
備
に

向
け
た
実
施
設
計
に
取
り
組
む
と
と
も
に
、

通
学
区
域
内
の
児
童
数
の
増
加
に
対
応
す
る

た
め
、
大
相
模
小
学
校
に
仮
設
教
室
を
設
置

い
た
し
ま
す
。

　

生
涯
学
習
推
進
事
業
に
つ
い
て
は
、
学
ぶ

こ
と
の
楽
し
さ
を
知
り
心
豊
か
に
生
活
が
で

き
る
よ
う
、
市
民
と
の
協
働
に
よ
る
生
涯
学

習
フ
ェ
ス
テ
ィ
バ
ル
等
を
開
催
す
る
と
と
も

に
、
学
習
成
果
を
地
域
社
会
に
生
か
す
こ
と

が
で
き
る
よ
う
、
生
涯
学
習
リ
ー
ダ
ー
・
ボ

ラ
ン
テ
ィ
ア
養
成
講
座
を
実
施
し
て
ま
い
り

ま
す
。

　

図
書
館
に
つ
い
て
は
、
平
成
２６
年
９
月
に

移
設
し
た
南
部
図
書
室
が
、
入
室
者
数
や
貸

出
数
の
大
幅
な
増
を
示
し
て
お
り
ま
す
が
、

本
市
の
南
部
地
域
に
お
け
る
サ
ー
ビ
ス
の
拠

点
と
し
て
、
よ
り
ふ
さ
わ
し
い
施
設
と
な
る

よ
う
、
引
き
続
き
蔵
書
の
充
実
や
こ
ど
も
図

書
室
の
有
効
活
用
な
ど
を
推
進
し
て
ま
い
り

ま
す
。

　

文
化
財
に
つ
い
て
は
、
大
道
遺
跡
の
発
掘

調
査
に
お
い
て
、
平
安
時
代
の
も
の
と
推
定

さ
れ
る
竪
穴
住
居
跡
や
土
器
等
の
破
片
が
出

土
し
て
い
る
こ
と
か
ら
、
こ
の
調
査
成
果
を

中
間
報
告
書
と
し
て
取
り
ま
と
め
、
市
民
の

皆
さ
ま
に
公
表
し
て
ま
い
り
ま
す
。

　

ス
ポ
ー
ツ
・
レ
ク
リ
エ
ー
シ
ョ
ン
事
業
に

つ
い
て
は
、
高
齢
者
の
健
康
・
体
力
づ
く
り

の
機
会
を
充
実
さ
せ
る
た
め
、
老
人
福
祉
施

設
へ
の
出
前
講
座
を
引
き
続
き
実
施
す
る
と

と
も
に
、
障
が
い
者
の
社
会
参
加
や
交
流
を

促
進
す
る
た
め
、
障
が
い
者
ス
ポ
ー
ツ
大
会

の
新
規
開
催
に
取
り
組
ん
で
ま
い
り
ま
す
。

　

生
涯
学
習
施
設
お
よ
び
ス
ポ
ー
ツ
・
レ
ク

リ
エ
ー
シ
ョ
ン
施
設
に
つ
い
て
は
、
利
用
者

が
安
心
し
て
快
適
に
活
動
で
き
る
よ
う
、
設

備
等
の
安
全
点
検
を
実
施
す
る
と
と
も
に
、

計
画
的
な
改
修
を
行
う
な
ど
、
適
正
な
管
理

運
営
に
努
め
て
ま
い
り
ま
す
。

　

以
上
、
大
綱
に
沿
っ
て
申
し
上
げ
ま
し
た

が
、
こ
れ
ら
の
施
策
の
推
進
に
あ
た
っ
て
は
、

よ
り
効
率
的
な
行
財
政
運
営
を
進
め
る
た
め
、

第
４
次
越
谷
市
総
合
振
興
計
画
前
期
基
本
計

画
の
締
め
く
く
り
と
な
る
第
二
期
実
施
計
画

の
適
正
な
進
行
管
理
に
努
め
て
ま
い
り
ま
す
。

　

平
成
２６
年
度
か
ら
第
４
次
越
谷
市
総
合
振

興
計
画
後
期
基
本
計
画
の
策
定
に
取
り
組
ん

で
お
り
ま
す
が
、
市
内
１３
地
区
で
の
ま
ち
づ

く
り
会
議
や
市
民
懇
談
会
に
お
い
て
活
発
な

議
論
が
な
さ
れ
、
さ
ま
ざ
ま
な
視
点
か
ら
の

声
を
聴
か
せ
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。
今
後
は
、

パ
ブ
リ
ッ
ク
コ
メ
ン
ト
を
実
施
す
る
と
と
も

に
、
１３
地
区
や
関
係
団
体
の
代
表
者
、
有
識

者
、
一
般
公
募
に
よ
る
委
員
で
構
成
す
る
総

合
振
興
計
画
審
議
会
を
立
ち
上
げ
、
さ
ら
に

多
く
の
市
民
の
皆
さ
ま
の
ご
意
見
を
伺
い
な

が
ら
策
定
し
て
ま
い
り
ま
す
。

　

私
は
、
今
後
も
、「
安
心
度
埼
玉
№
１
の

越
谷
」
と
「
市
民
が
誇
れ
る
越
谷
」
の
２
つ

を
ま
ち
づ
く
り
の
基
本
理
念
と
し
、「
行
政

は
市
民
の
た
め
」
と
い
う
認
識
を
全
職
員
と

共
有
し
、
越
谷
市
自
治
基
本
条
例
と
第
４
次

越
谷
市
総
合
振
興
計
画
に
基
づ
く
市
政
運
営

に
全
力
で
取
り
組
ん
で
ま
い
り
ま
す
。

　

そ
し
て
、
先
に
申
し
上
げ
ま
し
た
が
、
今

年
４
月
に
中
核
市
へ
の
移
行
を
迎
え
る
こ
と

か
ら
、
市
内
外
へ
の
周
知
を
は
か
る
と
と
も

に
、
６
月
に
は
、
関
係
者
を
お
招
き
し
て
記

念
式
典
を
開
催
い
た
し
ま
す
。
中
核
市
と
な

る
越
谷
市
は
、
埼
玉
を
支
え
る
新
た
な
パ
ワ

ー
と
し
て
、
県
東
部
地
域
で
リ
ー
ダ
ー
シ
ッ

プ
を
発
揮
す
る
と
と
も
に
、「
も
っ
と
安
全
」

「
も
っ
と
安
心
」「
も
っ
と
快
適
」
を
念
頭

に
、
職
員
は
も
と
よ
り
市
民
の
皆
さ
ま
の
参

加
と
協
働
の
下
、
市
民
が
誇
れ
る
ま
ち
づ
く

り
を
さ
ら
に
進
め
、
輝
か
し
い
未
来
へ
大
き

く
羽
ば
た
い
て
ま
い
り
ま
す
。

　

議
員
の
皆
さ
ま
、
市
民
の
皆
さ
ま
に
は
、

限
り
な
い
ご
助
言
と
ご
指
導
、
そ
し
て
ご
協

力
を
重
ね
て
お
願
い
申
し
上
げ
ま
す
。
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大
綱
３
「
自
然
と
調
和
し
質
の
高

い
都
市
機
能
を
備
え
た
ま
ち
づ
く

り
」に
つ
い
て

生活道路に設置
されているＬＥＤ灯

大
綱
４
「
人
や
環
境
に
や
さ
し
く

安
全・安
心
な
生
活
を
育
む
ま
ち

づ
く
り
」に
つ
い
て

野性絶滅種に指定され
ているコシガヤホシクサ



　

平
成
２７
年
３
月
定
例
市
議
会
を
ご
招
集
申

し
上
げ
ま
し
た
と
こ
ろ
、
議
員
の
皆
さ
ま
に

は
ご
健
勝
の
う
ち
に
ご
出
席
を
い
た
だ
き
あ

り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
す
。

　

本
定
例
市
議
会
は
、
新
年
度
の
事
業
を
執

行
す
る
予
算
案
を
は
じ
め
と
す
る
議
案
を
ご

審
議
い
た
だ
き
ま
す
が
、
市
長
と
し
て
の
施

政
方
針
を
申
し
述
べ
、
議
員
の
皆
さ
ま
そ
し

て
市
民
の
皆
さ
ま
の
ご
理
解
と
ご
協
力
を
賜

り
ま
す
よ
う
切
に
お
願
い
申
し
上
げ
ま
す
。

　

平
成
２６
年
度
は
、
中
核
市
移
行
の
正
式
決

定
や
「
越
谷
ナ
ン
バ
ー
」
交
付
開
始
な
ど
の

う
れ
し
い
ニ
ュ
ー
ス
が
あ
り
ま
し
た
。
ま
た
、

本
市
の
副
次
核
で
あ
る
越
谷
レ
イ
ク
タ
ウ
ン

地
区
の
整
備
事
業
の
完
了
を
は
じ
め
、
越
谷

い
ち
ご
タ
ウ
ン
の
オ
ー
プ
ン
や
新
南
部
図
書

室
の
整
備
な
ど
の
施
策
を
着
実
に
進
め
て
ま

い
り
ま
し
た
。

　

今
後
も
「
水
と
緑
と
太
陽
に
恵
ま
れ
た　

人
と
地
域
が
支
え
る
安
全
・
安
心
・
快
適
都

市
」を
将
来
像
と
す
る
、
第
４
次
越
谷
市
総

合
振
興
計
画
の
着
実
な
進
捗
を
は
か
る
と
と

も
に
、
重
点
戦
略
に
位
置
づ
け
た
事
業
を
推

進
し
て
ま
い
り
ま
す
。

　

さ
て
、
わ
が
国
の
経
済
は
、
個
人
消
費
な

ど
に
弱
さ
が
み
ら
れ
る
も
の
の
、
緩
や
か
な

回
復
基
調
が
続
い
て
い
る
と
さ
れ
て
お
り
ま

す
。
し
か
し
、
消
費
者
マ
イ
ン
ド
の
低
下
や

海
外
景
気
の
下
振
れ
な
ど
が
、
わ
が
国
の
景

気
を
下
押
し
す
る
リ
ス
ク
と
な
っ
て
い
る
状

況
に
あ
り
ま
す
。

　

こ
う
し
た
中
、
編
成
さ
れ
た
平
成
２７
年
度

一
般
会
計
の
政
府
予
算
案
は
、
対
前
年
度
比

０
・
５
％
増
の
９６
兆
３
４
２
０
億
円
、
そ
の

う
ち
政
策
的
経
費
で
あ
る
一
般
歳
出
は
、
対

前
年
度
比
１
・
６
％
増
の
５７
兆
３
５
５
５
億

円
と
な
っ
て
お
り
ま
す
。

　

本
市
に
お
い
て
は
、
個
人
市
民
税
の
増
収

が
見
込
ま
れ
る
も
の
の
、
３
年
毎
の
評
価
替

え
に
よ
り
影
響
を
受
け
る
固
定
資
産
税
や
税

率
改
定
と
な
っ
た
法
人
市
民
税
の
ほ
か
、
市

た
ば
こ
税
で
も
減
収
が
見
込
ま
れ
る
な
ど
、

引
き
続
き
歳
入
の
確
保
が
非
常
に
厳
し
い
状

況
に
あ
り
ま
す
。

　

し
た
が
い
ま
し
て
、
平
成
２７
年
度
の
予
算

編
成
に
あ
た
り
ま
し
て
は
、
自
主
財
源
は
も

と
よ
り
国
県
支
出
金
な
ど
の
依
存
財
源
の
確

保
に
努
め
る
と
と
も
に
、
平
成
２３
年
度
か
ら

ス
タ
ー
ト
し
た
第
４
次
越
谷
市
総
合
振
興
計

画
前
期
基
本
計
画
の
総
仕
上
げ
に
加
え
、
中

核
市
移
行
に
よ
り
必
要
と
な
る
経
費
の
適
切

な
予
算
化
を
は
か
り
、
持
続
可
能
な
財
政
運

営
に
向
け
て
、
経
営
感
覚
・
コ
ス
ト
意
識
を

重
視
し
、
限
ら
れ
た
財
源
の
重
点
的
・
効
率

的
な
活
用
に
努
め
た
と
こ
ろ
で
す
。

　

こ
の
よ
う
な
編
成
方
針
の
下
、
平
成
２７
年

度
の
越
谷
市
一
般
会
計
予
算
は
、
対
前
年
度

比
４
・
３
％
増
の
８
９
９
億
円
、
さ
ら
に
各

特
別
会
計
と
病
院
事
業
会
計
を
合
わ
せ
た
全

会
計
の
予
算
総
額
は
、
対
前
年
度
比
６
・
８

％
増
の
１
７
２
８
億
１
６
０
０
万
円
で
編
成

さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。

　

以
下
、
主
要
な
施
策
を
述
べ
さ
せ
て
い
た

だ
き
ま
す
が
、
は
じ
め
に
中
核
市
移
行
関
連

に
つ
い
て
述
べ
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。

　

い
よ
い
よ
今
年
４
月
に
「
中
核
市
・
越
谷
」

が
誕
生
い
た
し
ま
す
。
中
核
市
移
行
に
伴
い
、

県
東
部
地
域
の
揺
る
ぎ
な
い
中
心
都
市
と
し

て
、
市
民
の
皆
さ
ま
に
よ
り
身
近
な
と
こ
ろ

で
き
め
細
か
な
市
民
サ
ー
ビ
ス
を
提
供
す
る

と
と
も
に
、
市
民
が
誇
れ
る
住
み
よ
い
ま
ち

づ
く
り
を
推
進
し
て
ま
い
り
ま
す
。

　

福
祉
施
策
に
つ
い
て
は
、
身
体
障
害
者
手

帳
の
交
付
事
務
や
指
定
障
害
福
祉
サ
ー
ビ
ス

事
業
所
の
指
定
に
関
す
る
事
務
等
を
実
施
し

て
ま
い
り
ま
す
。
ま
た
、
介
護
保
険
事
業
所

の
指
定
や
特
別
養
護
老
人
ホ
ー
ム
の
設
置
認

可
な
ど
の
事
務
を
行
っ
て
ま
い
り
ま
す
。

　

保
健
衛
生
施
策
に
つ
い
て
は
、
越
谷
市
保

健
所
を
開
設
し
、
こ
れ
ま
で
県
と
市
で
分
担

し
て
取
り
組
ん
で
き
た
各
種
保
健
事
業
等
を

一
元
化
す
る
こ
と
に
な
り
、
食
品
衛
生
、
環

境
衛
生
、
医
事
、
薬
事
等
に
お
け
る
専
門
的

か
つ
技
術
的
な
分
野
に
つ
い
て
、
市
が
総
合

的
に
取
り
組
ん
で
ま
い
り
ま
す
。
具
体
的
に

は
、
保
健
衛
生
水
準
の
確
保
を
は
か
り
市
民

の
健
康
を
守
る
た
め
、
医
療
機
関
等
の
検
査

指
導
、
感
染
症
対
策
、
精
神
保
健
支
援
な
ど

の
保
健
衛
生
業
務
、
ま
た
、
食
品
営
業
・
環

境
衛
生
事
業
所
・
薬
局
等
の
監
視
指
導
、
狂

犬
病
予
防
や
動
物
の
飼
育
管
理
指
導
な
ど
の

生
活
衛
生
業
務
や
食
肉
検
査
業
務
、
さ
ら
に
、

食
品
や
感
染
症
の
検
体
検
査
な
ど
の
衛
生
検

査
業
務
等
を
実
施
し
て
ま
い
り
ま
す
。

　

ま
た
、
母
子
保
健
事
業
に
つ
い
て
は
、
小

児
慢
性
特
定
疾
病
対
策
事
業
お
よ
び
特
定
不

妊
治
療
支
援
事
業
を
実
施
し
て
ま
い
り
ま
す
。

　

環
境
施
策
に
つ
い
て
は
、
産
業
廃
棄
物
指

導
事
業
を
円
滑
に
実
施
し
、
産
業
廃
棄
物
の

適
正
な
処
理
を
促
進
い
た
し
ま
す
。

　

消
防
に
つ
い
て
は
、
高
度
救
助
隊
を
発
足

し
、
救
助
体
制
を
強
化
し
て
ま
い
り
ま
す
。

　

そ
の
他
、
行
政
運
営
の
さ
ら
な
る
適
正
確

保
に
努
め
る
た
め
、
外
部
監
査
制
度
を
導
入

い
た
し
ま
す
。
さ
ら
に
、
学
校
教
育
分
野
に

お
け
る
県
費
負
担
教
職
員
研
修
を
実
施
す
る

な
ど
、
県
か
ら
移
譲
さ
れ
る
約
２
０
０
０
項

目
の
事
務
の
適
正
な
執
行
に
努
め
て
ま
い
り

ま
す
。

　

次
に
、
人
口
減
少
に
歯
止
め
を
か
け
将
来

に
わ
た
っ
て
活
力
あ
る
日
本
社
会
を
維
持
し

て
い
く
こ
と
を
目
的
に
、
ま
ち
・
ひ
と
・
し

ご
と
創
生
法
が
平
成
２６
年
１１
月
に
公
布
さ
れ

た
こ
と
か
ら
、
本
市
に
お
い
て
は
、
こ
の
法

律
の
趣
旨
に
沿
っ
て
地
方
版
総
合
戦
略
を
策

定
し
、
地
域
課
題
へ
の
対
応
や
地
域
経
済
の

活
性
化
に
つ
な
が
る
取
り
組
み
を
行
っ
て
ま

い
り
ま
す
。

　

そ
れ
で
は
、
第
４
次
越
谷
市
総
合
振
興
計

画
の
大
綱
に
沿
っ
て
、
主
要
な
施
策
を
述
べ

さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。

　

越
谷
市
自
治
基
本
条
例
の
趣
旨
に
則
り
、

地
方
分
権
の
進
展
や
多
様
化
す
る
行
政
需
要

に
対
応
し
て
い
く
た
め
、
引
き
続
き
市
民
参

加
と
協
働
に
よ
る
ま
ち
づ
く
り
を
推
進
し
て

ま
い
り
ま
す
。
ま
た
、
市
政
へ
の
市
民
参
加

を
一
層
促
進
す
る
た
め
、
広
報
紙
や
ホ
ー
ム

ペ
ー
ジ
の
充
実
を
は
か
り
、
分
か
り
や
す
く

利
用
し
や
す
い
市
政
情
報
の
提
供
に
努
め
て

ま
い
り
ま
す
。
さ
ら
に
、
市
民
の
皆
さ
ま
と

の
対
話
を
重
視
し
、
多
様
な
ご
意
見
を
市
政

に
反
映
す
る
た
め
、「
ふ
れ
あ
い
ミ
ー
テ
ィ

ン
グ
」
を
引
き
続
き
実
施
し
て
ま
い
り
ま
す
。

　

市
民
参
加
と
協
働
に
よ
る
市
政
を
進
め
る

た
め
、
地
域
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
組
織
で
あ
る
自

治
会
の
健
全
な
育
成
と
円
滑
な
運
営
、
コ
ミ

ュ
ニ
テ
ィ
推
進
協
議
会
の
地
域
に
お
け
る
コ

ミ
ュ
ニ
テ
ィ
活
動
に
対
し
、
引
き
続
き
支
援

を
行
っ
て
ま
い
り
ま
す
。
ま
た
、
市
民
活
動

団
体
に
対
し
ま
し
て
は
、
越
谷
市
市
民
活
動

支
援
セ
ン
タ
ー
を
拠
点
に
、
質
の
高
い
支
援

に
努
め
て
ま
い
り
ま
す
。

　

地
域
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
活
動
の
拠
点
と
な
る

地
区
セ
ン
タ
ー
・
公
民
館
に
つ
い
て
は
、
安

全
で
、
安
心
し
て
利
用
で
き
る
よ
う
施
設
の

適
切
な
維
持
管
理
、
運
営
を
は
か
っ
て
ま
い

り
ま
す
。
ま
た
、
市
内
９
番
目
の
大
型
館
と

な
る
大
沢
地
区
セ
ン
タ
ー
・
公
民
館
、
体
育

館
複
合
施
設
整
備
事
業
に
つ
い
て
は
、
地
質

調
査
お
よ
び
用
地
測
量
を
行
い
、
引
き
続
き

早
期
整
備
を
目
指
し
て
ま
い
り
ま
す
。

　

平
成
２６
年
１１
月
に
交
付
開
始
と
な
っ
た

「
越
谷
ナ
ン
バ
ー
」
に
つ
い
て
は
、
越
谷
市

観
光
協
会
や
民
間
事
業
者
と
連
携
を
は
か
り

な
が
ら
引
き
続
き
Ｐ
Ｒ
し
て
ま
い
り
ま
す
。

ま
た
、
中
核
市
移
行
を
記
念
し
て
、
原
付
バ

イ
ク
の
オ
リ
ジ
ナ
ル
ナ
ン
バ
ー
を
４
月
か
ら

交
付
し
て
ま
い
り
ま
す
。

　

人
権
推
進
事
業
に
つ
い
て
は
、
す
べ
て
の

市
民
が
、
か
け
が
え
の
な
い
一
人
の
人
間
と

し
て
尊
重
さ
れ
、
平
和
で
平
等
な
生
活
を
送

る
こ
と
が
で
き
る
よ
う
な
人
権
尊
重
社
会
の

実
現
に
向
け
て
、
引
き
続
き
関
係
機
関
と
連

携
し
、
人
権
教
育
・
人
権
啓
発
に
関
す
る
あ

ら
ゆ
る
施
策
を
推
進
し
て
ま
い
り
ま
す
。

　

男
女
共
同
参
画
に
つ
い
て
は
、
第
３
次
越

谷
市
男
女
共
同
参
画
計
画
に
基
づ
き
、「
男

女
が
み
と
め
合
い
、
さ
さ
え
合
い
、
自
分
ら

し
さ
を
活
か
せ
る
社
会
」
を
目
指
し
、
越
谷

市
男
女
共
同
参
画
支
援
セ
ン
タ
ー
を
拠
点
に

各
種
施
策
を
進
め
て
ま
い
り
ま
す
。
ま
た
、

配
偶
者
暴
力
相
談
支
援
セ
ン
タ
ー
を
新
た
に

開
設
し
、
Ｄ
Ｖ
（
配
偶
者
等
か
ら
の
暴
力
）

の
被
害
者
支
援
を
強
化
し
て
ま
い
り
ま
す
。

　

国
際
化
事
業
に
つ
い
て
は
、
多
文
化
共
生

社
会
の
形
成
に
引
き
続
き
取
り
組
む
と
と
も

に
、
姉
妹
都
市
オ
ー
ス
ト
ラ
リ
ア
・
キ
ャ
ン

ベ
ル
タ
ウ
ン
市
を
は
じ
め
と
す
る
国
際
交
流

を
推
進
し
て
ま
い
り
ま
す
。

　

増
大
・
多
様
化
す
る
行
政
需
要
に
限
り
あ

る
財
源
や
人
員
等
で
的
確
に
対
応
し
、
行
政

の
役
割
を
引
き
続
き
効
率
的
か
つ
効
果
的
に

果
た
し
て
い
く
こ
と
が
で
き
る
よ
う
、
行
政

評
価
や
行
政
改
革
に
よ
る
取
り
組
み
を
今
後

と
も
切
れ
目
な
く
推
進
し
て
ま
い
り
ま
す
。

　

情
報
化
推
進
に
つ
い
て
は
、
平
成
２７
年
度

を
開
始
年
度
と
す
る
越
谷
市
情
報
化
推
進
計

画
第
４
次
ア
ク
シ
ョ
ン
プ
ラ
ン
に
基
づ
き
引

き
続
き
内
部
事
務
の
効
率
化
を
は
か
る
た
め
、

Ｉ
Ｃ
Ｔ
（
情
報
通
信
技
術
）
を
活
か
し
た
業

務
プ
ロ
セ
ス
の
構
築
や
見
直
し
を
行
う
と
と

も
に
、
安
全
・
安
心
な
電
子
自
治
体
の
構
築

に
向
け
、
個
人
情
報
保
護
、
セ
キ
ュ
リ
テ
ィ

の
確
保
、
お
よ
び
Ｉ
Ｃ
Ｔ
部
門
に
お
け
る
業

務
継
続
計
画
の
運
用
に
十
分
配
慮
し
た
情
報

化
施
策
を
推
進
し
て
ま
い
り
ま
す
。

　

統
計
事
業
に
つ
い
て
は
、
第
２０
回
国
勢
調

査
が
、
１０
月
１
日
に
実
施
さ
れ
る
こ
と
か
ら
、

国
・
県
と
連
携
を
は
か
り
、
正
確
な
統
計
調

査
が
行
わ
れ
る
よ
う
事
務
を
執
行
し
て
ま
い

り
ま
す
。

　

住
民
異
動
届
等
の
受
付
お
よ
び
証
明
書
の

発
行
業
務
に
つ
い
て
は
、
引
き
続
き
窓
口
の

混
雑
緩
和
や
待
ち
時
間
の
短
縮
に
努
め
て
ま

い
り
ま
す
。
ま
た
、
今
後
、
新
た
に
開
始
さ

れ
る
社
会
保
障
・
税
番
号
制
度
に
か
か
る
個

人
番
号
の
通
知
お
よ
び
個
人
番
号
カ
ー
ド
の

普
及
に
努
め
、
事
務
の
効
率
化
を
推
進
し
て

ま
い
り
ま
す
。

　

収
納
事
務
に
つ
い
て
は
、
引
き
続
き
市
税

の
収
納
対
策
を
強
化
す
る
と
と
も
に
、
市
税

以
外
の
市
債
権
に
つ
い
て
は
、
債
権
管
理
の

一
層
の
適
正
化
を
は
か
り
、
自
主
財
源
の
確

保
に
努
め
て
ま
い
り
ま
す
。　
　

　

ふ
る
さ
と
納
税
に
つ
い
て
は
、
自
主
財
源

の
確
保
な
ら
び
に
越
谷
市
の
Ｐ
Ｒ
を
目
的
と

し
て
、
基
準
を
満
た
す
対
象
者
に
越
谷
市
の

特
産
品
を
謝
礼
と
し
て
贈
呈
す
る
事
業
を
新

た
に
実
施
し
て
ま
い
り
ま
す
。

　

公
有
財
産
に
つ
い
て
は
、
将
来
的
に
利
活

用
が
は
か
れ
る
財
産
を
適
正
に
管
理
保
全
す

る
と
と
も
に
、
利
活
用
が
見
込
め
な
い
財
産

の
売
却
や
貸
付
な
ど
の
運
用
を
行
っ
て
ま
い

り
ま
す
。

　

老
朽
化
し
た
公
共
施
設
等
の
更
新
に
多
大

な
財
政
負
担
を
生
じ
る
こ
と
が
全
国
的
な
課

題
と
な
っ
て
お
り
、
本
市
で
は
、
公
共
施
設

を
計
画
的
に
維
持
管
理
で
き
る
よ
う
、
一
定

の
市
民
サ
ー
ビ
ス
を
確
保
し
つ
つ
、
施
設
の

統
廃
合
な
ど
も
視
野
に
入
れ
た
対
策
の
検
討

を
引
き
続
き
進
め
て
ま
い
り
ま
す
。

　

市
本
庁
舎
に
つ
い
て
は
、
平
成
２６
年
９
月

に
策
定
し
た
越
谷
市
本
庁
舎
整
備
基
本
構
想

に
基
づ
き
、
市
民
の
安
全
・
安
心
な
暮
ら
し

を
支
え
る
親
し
み
の
あ
る
庁
舎
を
目
指
し
、

越
谷
市
本
庁
舎
建
設
基
本
計
画
を
策
定
し
て
、

新
た
な
本
庁
舎
の
建
設
を
検
討
し
て
ま
い
り

ま
す
。

　

す
べ
て
の
市
民
が
生
涯
に
わ
た
り
、
す
こ

や
か
に
、
い
き
い
き
と
、
人
間
ら
し
く
、
安

心
し
て
暮
ら
す
こ
と
が
で
き
る
福
祉
の
ま
ち

の
実
現
を
目
指
し
、
第
２
次
越
谷
市
地
域
福

祉
計
画
に
基
づ
き
、
地
域
に
お
け
る
福
祉
活

動
の
活
性
化
と
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
化
を
推
進
す

る
な
ど
、「
地
域
で
支
え
合
う
仕
組
み
づ
く

り
」
の
推
進
に
取
り
組
ん
で
ま
い
り
ま
す
。

ま
た
、
福
祉
な
ん
で
も
相
談
窓
口
に
つ
い
て

は
、
福
祉
に
関
す
る
相
談
や
サ
ー
ビ
ス
の
提

供
を
円
滑
か
つ
的
確
に
行
う
な
ど
、
さ
ら
な

る
市
民
サ
ー
ビ
ス
の
向
上
に
努
め
て
ま
い
り

ま
す
。
さ
ら
に
、
不
透
明
な
経
済
・
雇
用
情

勢
に
よ
り
、
本
市
に
お
い
て
も
生
活
保
護
受

給
者
が
依
然
と
し
て
増
加
し
て
お
り
ま
す
が
、

市
民
生
活
を
支
え
る
最
後
の
支
援
制
度
と
し

て
、
引
き
続
き
生
活
保
護
制
度
の
適
正
な
運

用
に
努
め
る
と
と
も
に
、
生
活
保
護
に
至
る

前
の
段
階
の
方
に
対
す
る
支
援
と
し
て
、
生

活
困
窮
者
自
立
支
援
制
度
に
お
け
る
自
立
相

談
支
援
事
業
等
の
充
実
を
は
か
っ
て
ま
い
り

ま
す
。

　

地
域
医
療
に
つ
い
て
は
、
新
た
に
加
わ
る

保
健
所
機
能
を
有
効
に
活
用
し
、
だ
れ
も
が

健
康
で
安
心
し
て
暮
ら
せ
る
保
健
・
医
療
サ

ー
ビ
ス
を
提
供
す
る
た
め
の
体
制
づ
く
り
を

進
め
て
ま
い
り
ま
す
。
ま
た
、
不
足
す
る
市

内
医
療
機
関
の
看
護
師
等
を
確
保
す
る
た
め
、

引
き
続
き
看
護
師
等
修
学
資
金
貸
与
事
業
を

実
施
し
て
ま
い
り
ま
す
。
救
急
医
療
に
つ
い

て
は
、
市
内
救
急
医
療
機
関
と
連
携
・
協
力

し
、
救
急
医
療
体
制
の
充
実
を
は
か
っ
て
ま

い
り
ま
す
。
さ
ら
に
、
市
民
の
健
康
づ
く
り

や
保
健
・
医
療
・
福
祉
の
連
携
の
強
化
な
ど

地
域
保
健
の
さ
ら
な
る
拡
充
を
は
か
る
た
め
、

新
た
な
保
健
セ
ン
タ
ー
の
整
備
に
つ
い
て
検

討
を
進
め
て
ま
い
り
ま
す
。

　

市
立
病
院
に
つ
い
て
は
、
地
域
の
医
療
機

関
と
の
間
で
相
互
紹
介
が
円
滑
に
行
え
る
よ

う
連
携
を
一
層
強
化
す
る
な
ど
、
地
域
の
基

幹
病
院
と
し
て
の
役
割
を
果
た
し
て
ま
い
り

ま
す
。
ま
た
、
医
師
・
看
護
師
の
確
保
に
努

め
る
と
と
も
に
、
よ
り
質
の
高
い
医
療
が
提

供
で
き
る
よ
う
、
中
期
経
営
計
画
に
掲
げ
た

施
策
を
着
実
に
進
め
て
ま
い
り
ま
す
。

　

健
康
づ
く
り
推
進
事
業
に
つ
い
て
は
、
第

２
次
越
谷
市
健
康
づ
く
り
行
動
計
画
・
食
育

推
進
計
画
「
い
き
い
き
越
谷
２１
」
に
基
づ
き
、

市
民
・
関
係
団
体
・
行
政
が
一
体
と
な
っ
て

健
康
づ
く
り
を
推
進
し
て
ま
い
り
ま
す
。
ま

た
、
成
人
保
健
事
業
に
つ
い
て
は
、
生
活
習

慣
病
予
防
対
策
に
取
り
組
む
と
と
も
に
、
越

谷
市
独
自
で
実
施
す
る
前
立
腺
が
ん
検
診
お

よ
び
口
腔
が
ん
検
診
を
含
む
各
種
が
ん
検
診

を
引
き
続
き
実
施
し
、
市
民
一
人
ひ
と
り
の

健
康
づ
く
り
を
推
進
し
て
ま
い
り
ま
す
。
母

子
保
健
事
業
に
つ
い
て
は
、
子
ど
も
を
安
心

し
て
出
産
し
育
て
ら
れ
る
よ
う
、
妊
娠
中
か

ら
の
継
続
し
た
支
援
を
行
う
た
め
、
産
後
ケ

ア
と
し
て
新
た
な
事
業
を
実
施
す
る
と
と
も

に
、
妊
婦
お
よ
び
乳
幼
児
の
健
康
診
査
、
相

談
事
業
や
家
庭
訪
問
等
を
行
っ
て
ま
い
り
ま

す
。
ま
た
、
感
染
に
よ
る
疾
病
の
発
症
お
よ

び
重
症
化
を
防
止
す
る
た
め
、
予
防
接
種
事

業
を
適
切
に
実
施
し
て
ま
い
り
ま
す
。

　

子
育
て
支
援
に
つ
い
て
は
、
平
成
２７
年
度

を
開
始
年
度
と
す
る
越
谷
市
子
ど
も
・
子
育

て
支
援
事
業
計
画
に
基
づ
き
、
引
き
続
き
子

育
て
支
援
事
業
の
着
実
な
推
進
を
は
か
っ
て

ま
い
り
ま
す
。
ま
た
、
子
育
て
サ
ロ
ン
な
ど
、

地
域
に
お
け
る
子
育
て
支
援
事
業
お
よ
び
子

育
て
に
関
す
る
ポ
ー
タ
ル
サ
イ
ト
で
あ
る
こ

し
が
や
子
育
て
ネ
ッ
ト
の
運
用
等
の
充
実
を

は
か
り
、
よ
り
一
層
子
育
て
し
や
す
い
環
境

の
整
備
を
進
め
て
ま
い
り
ま
す
。

　

青
少
年
の
健
全
育
成
に
つ
い
て
は
、
子
ど

も
が
将
来
に
目
標
を
持
ち
、
一
人
ひ
と
り
が

健
や
か
に
成
長
で
き
る
よ
う
、
家
庭
・
学

校
・
地
域
が
一
体
と
な
り
、
総
合
的
な
取
り

組
み
を
進
め
て
ま
い
り
ま
す
。

　

児
童
館
に
つ
い
て
は
、
そ
れ
ぞ
れ
の
施
設

の
機
能
や
特
徴
を
活
か
し
た
事
業
を
展
開
し
、

児
童
の
健
全
育
成
を
は
か
る
と
と
も
に
、
地

域
に
お
け
る
子
育
て
支
援
施
設
と
し
て
の
多

様
な
役
割
を
果
た
し
て
ま
い
り
ま
す
。

　

保
育
に
つ
い
て
は
、
子
ど
も
・
子
育
て
支

援
新
制
度
に
よ
り
、
子
ど
も
の
成
長
や
、
子

育
て
家
庭
を
支
え
る
た
め
の
体
制
づ
く
り
を

引
き
続
き
推
進
し
て
ま
い
り
ま
す
。

　

公
立
保
育
所
に
つ
い
て
は
、
大
相
模
保
育

所
の
建
て
替
え
に
向
け
た
用
地
選
定
等
の
事

業
を
進
め
て
ま
い
り
ま
す
。
ま
た
、
障
が
い

児
保
育
に
つ
い
て
は
、
引
き
続
き
０
歳
児
か

ら
５
歳
児
ま
で
を
対
象
と
し
、
公
立
保
育
所

と
し
て
の
役
割
を
果
た
し
て
ま
い
り
ま
す
。

　

民
間
保
育
園
お
よ
び
新
た
な
３
歳
未
満
の

低
年
齢
児
の
保
育
を
担
う
地
域
型
保
育
事
業

に
つ
い
て
は
、
越
谷
市
子
ど
も
・
子
育
て
支

援
事
業
計
画
に
基
づ
き
、
平
成
２７
年
度
に
整

備
を
予
定
し
て
い
る
社
会
福
祉
法
人
等
へ
の

支
援
を
行
い
、
引
き
続
き
待
機
児
童
の
解
消

に
向
け
た
定
員
の
拡
大
に
努
め
て
ま
い
り
ま

す
。
さ
ら
に
、
多
様
な
保
育
ニ
ー
ズ
に
応
え

る
た
め
、
保
育
ス
テ
ー
シ
ョ
ン
事
業
な
ど
の

充
実
に
取
り
組
ん
で
ま
い
り
ま
す
。

　

学
童
保
育
室
に
つ
い
て
は
、
子
ど
も
・
子

育
て
支
援
新
制
度
の
施
行
に
伴
い
、
対
象
年

齢
を
拡
大
す
る
と
と
も
に
、
職
員
の
資
格
お

よ
び
員
数
・
施
設
等
に
つ
い
て
、
一
定
の
基

準
に
お
け
る
運
営
に
よ
り
、
学
童
保
育
室
の

質
の
向
上
を
確
保
し
、
放
課
後
児
童
の
健
全

育
成
な
ら
び
に
保
護
者
の
就
労
支
援
に
努
め

て
ま
い
り
ま
す
。

　

こ
ど
も
医
療
費
に
つ
い
て
は
、
引
き
続
き

中
学
校
修
了
ま
で
の
子
ど
も
を
対
象
と
す
る

と
と
も
に
、
児
童
手
当
に
つ
い
て
も
、
子
ど

も
の
健
や
か
な
成
長
に
資
す
る
た
め
適
切
な

給
付
に
努
め
て
ま
い
り
ま
す
。

　

障
が
い
児
福
祉
に
つ
い
て
は
、
越
谷
市
児

童
発
達
支
援
セ
ン
タ
ー
に
お
い
て
、
就
学
前

の
子
ど
も
に
対
し
、
引
き
続
き
能
力
や
健
康

状
態
に
応
じ
た
療
育
お
よ
び
支
援
を
行
っ
て

ま
い
り
ま
す
。
ま
た
、
障
害
者
総
合
支
援
法

に
基
づ
く
介
護
給
付
や
児
童
福
祉
法
に
基
づ

く
通
所
給
付
な
ど
を
適
切
に
行
い
、
障
が
い

の
あ
る
子
ど
も
と
家
族
に
対
す
る
支
援
を
行

っ
て
ま
い
り
ま
す
。

　

児
童
虐
待
に
つ
い
て
は
、
引
き
続
き
児
童

相
談
所
お
よ
び
要
保
護
児
童
対
策
地
域
協
議

会
の
構
成
機
関
と
の
連
携
を
は
か
り
、
子
ど

も
の
安
全
を
最
優
先
に
虐
待
の
予
防
、
早
期

発
見
そ
し
て
早
期
対
応
に
努
め
て
ま
い
り
ま

す
。

　

障
が
い
者
福
祉
に
つ
い
て
は
、
障
害
者
総

合
支
援
法
に
基
づ
き
、
障
害
福
祉
サ
ー
ビ
ス

を
利
用
す
る
際
の
自
立
支
援
給
付
で
あ
る
介

護
給
付
費
お
よ
び
訓
練
等
給
付
費
等
の
支
給

を
行
う
と
と
も
に
、
地
域
の
実
情
に
合
わ
せ

た
地
域
生
活
支
援
事
業
を
実
施
し
て
ま
い
り

ま
す
。
ま
た
、
障
が
い
者
の
職
業
的
・
社
会

的
自
立
の
促
進
を
は
か
る
た
め
に
就
労
支
援

事
業
お
よ
び
地
域
適
応
支
援
事
業
の
推
進
に

努
め
て
ま
い
り
ま
す
。
さ
ら
に
、
平
成
２８
年

度
を
開
始
年
度
と
す
る
第
４
次
越
谷
市
障
が

い
者
計
画
を
策
定
し
て
ま
い
り
ま
す
。

　

成
年
後
見
に
関
す
る
事
業
に
つ
い
て
は
、

成
年
後
見
制
度
が
身
近
な
も
の
と
し
て
活
用

さ
れ
る
よ
う
制
度
の
普
及
啓
発
や
個
別
相
談
、

手
続
き
支
援
、
市
民
後
見
人
の
活
動
支
援
な

ど
越
谷
市
社
会
福
祉
協
議
会
と
連
携
を
は
か

り
「
成
年
後
見
セ
ン
タ
ー
こ
し
が
や
」
の
機

能
の
充
実
に
努
め
て
ま
い
り
ま
す
。

　

高
齢
者
の
生
き
が
い
づ
く
り
に
つ
い
て
は
、

市
内
４
か
所
目
と
な
る
老
人
福
祉
セ
ン
タ
ー

「
ひ
の
き
荘
」
の
１２
月
開
設
を
目
指
し
、
引

き
続
き
建
設
工
事
に
取
り
組
む
な
ど
、
高
齢

者
の
社
会
参
加
支
援
や
、
緊
急
通
報
シ
ス
テ

ム
な
ど
の
在
宅
福
祉
の
充
実
に
取
り
組
ん
で

ま
い
り
ま
す
。

　

介
護
保
険
事
業
に
つ
い
て
は
、
平
成
２７
年

度
を
開
始
年
度
と
す
る
第
６
期
越
谷
市
高
齢

者
保
健
福
祉
計
画
・
介
護
保
険
事
業
計
画
お

よ
び
介
護
保
険
制
度
の
改
正
点
を
市
民
や
事

業
所
へ
周
知
し
て
ま
い
り
ま
す
。
ま
た
、
団

塊
の
世
代
が
７５
歳
以
上
と
な
る
平
成
３７
年
を

見
据
え
た
地
域
包
括
ケ
ア
シ
ス
テ
ム
の
構
築

に
向
け
た
取
り
組
み
を
進
め
て
ま
い
り
ま
す
。

さ
ら
に
、
要
支
援
１
・
２
の
方
の
訪
問
介
護

お
よ
び
通
所
介
護
を
、
平
成
２８
年
度
に
地
域

支
援
事
業
の
介
護
予
防
・
日
常
生
活
支
援
総

合
事
業
に
移
行
す
べ
く
、
市
内
の
福
祉
に
携

わ
る
Ｎ
Ｐ
Ｏ
な
ど
と
連
携
し
、
地
域
の
高
齢

者
や
認
知
症
の
方
な
ど
を
地
域
で
支
え
あ
う

新
た
な
仕
組
み
づ
く
り
に
取
り
組
ん
で
ま
い

り
ま
す
。

　

国
民
健
康
保
険
事
業
に
つ
い
て
は
、
引
き

続
き
将
来
に
わ
た
り
、
だ
れ
も
が
必
要
な
医

療
を
安
心
し
て
受
け
る
こ
と
が
で
き
る
よ
う
、

よ
り
健
全
な
財
政
運
営
を
目
指
し
、
収
納
率

の
向
上
お
よ
び
医
療
費
の
適
正
化
に
努
め
、

国
民
皆
保
険
制
度
を
支
え
る
地
域
医
療
保
険

と
し
て
の
役
割
を
果
た
し
て
ま
い
り
ま
す
。

　

第
４
次
越
谷
市
総
合
振
興
計
画
お
よ
び
越

谷
市
都
市
計
画
マ
ス
タ
ー
プ
ラ
ン
に
基
づ
き
、

だ
れ
も
が
安
心
し
て
暮
ら
せ
る
都
市
環
境
の

創
出
に
向
け
、
引
き
続
き
都
市
施
設
の
整
備

や
活
気
あ
る
市
街
地
の
形
成
に
努
め
て
ま
い

り
ま
す
。
ま
た
、
平
成
２７
年
４
月
か
ら
施
行

さ
れ
ま
す
越
谷
市
屋
外
広
告
物
条
例
を
広
く

周
知
す
る
と
と
も
に
、
同
条
例
お
よ
び
越
谷

市
景
観
計
画
な
ら
び
に
越
谷
市
景
観
条
例
の

適
切
な
運
用
を
は
か
り
、
越
谷
ら
し
い
景
観

の
形
成
を
推
進
し
て
ま
い
り
ま
す
。

　

土
地
区
画
整
理
事
業
に
つ
い
て
は
、
東
越

谷
地
区
お
よ
び
七
左
第
一
地
区
の
早
期
事
業

完
了
に
向
け
て
取
り
組
む
と
と
も
に
、
西
大

袋
地
区
の
事
業
進
捗
を
は
か
り
、
都
市
基
盤

の
整
備
と
健
全
な
市
街
地
の
形
成
を
進
め
て

ま
い
り
ま
す
。

　

開
発
行
為
な
ど
に
つ
い
て
は
、
引
き
続
き

都
市
計
画
法
に
よ
る
開
発
許
可
制
度
や
越
谷

市
ま
ち
の
整
備
に
関
す
る
条
例
に
基
づ
き
、

自
然
に
配
慮
し
、
調
和
の
と
れ
た
土
地
利
用

を
は
か
る
と
と
も
に
、
市
民
、
開
発
者
お
よ

び
市
が
そ
れ
ぞ
れ
の
責
任
と
相
互
の
信
頼
の

下
、
協
働
に
よ
り
だ
れ
も
が
安
全
で
安
心
し

て
暮
ら
す
こ
と
が
で
き
る
ま
ち
づ
く
り
を
進

め
て
ま
い
り
ま
す
。

　

道
路
に
つ
い
て
は
、
だ
れ
も
が
使
い
や
す

く
安
全
で
快
適
な
道
路
・
交
通
環
境
の
確
保

や
景
観
な
ど
に
も
配
慮
し
た
幹
線
道
路
・
生

活
道
路
の
体
系
的
な
整
備
を
進
め
る
と
と
も

に
、
通
学
路
の
危
険
箇
所
の
改
善
を
行
い
、

児
童
生
徒
の
安
全
確
保
を
は
か
っ
て
ま
い
り

ま
す
。
都
市
計
画
道
路
で
は
、
越
谷
吉
川
線

お
よ
び
川
柳
大
成
町
線
の
整
備
を
推
進
す
る

と
と
も
に
、
県
事
業
の
路
線
整
備
を
支
援
し

て
ま
い
り
ま
す
。
ま
た
、
地
域
の
個
性
を
活

か
し
た
取
り
組
み
と
し
て
、
道
路
利
用
者
の

サ
ー
ビ
ス
向
上
の
た
め
に
地
域
観
光
振
興
施

設
と
一
体
と
な
っ
た
多
面
的
要
素
を
含
ん
だ

道
の
駅
な
ど
の
整
備
に
つ
い
て
、
調
査
・
研

究
を
し
て
ま
い
り
ま
す
。
さ
ら
に
、
地
球
温

暖
化
に
係
る
温
室
効
果
ガ
ス
の
削
減
お
よ
び

電
力
量
の
節
減
の
た
め
、
主
に
生
活
道
路
の

道
路
照
明
灯
を
環
境
面
や
経
済
性
に
優
れ
て

い
る
Ｌ
Ｅ
Ｄ
灯
へ
交
換
し
て
ま
い
り
ま
す
。

　

橋
梁
に
つ
い
て
は
、
越
谷
市
橋
梁
長
寿
命

化
修
繕
計
画
に
基
づ
き
、
計
画
的
な
修
繕
・

補
修
を
進
め
、
市
内
の
重
要
な
橋
梁
の
健
全

性
の
確
保
お
よ
び
延
命
化
を
は
か
る
と
と
も

に
、
大
地
震
に
よ
る
落
橋
・
倒
壊
等
の
甚
大

な
被
害
を
防
止
す
る
た
め
、
地
震
時
に
通
行

を
確
保
す
べ
き
緊
急
輸
送
道
路
な
ど
に
架
か

る
橋
梁
の
耐
震
化
を
進
め
て
ま
い
り
ま
す
。

　

公
共
交
通
機
関
に
つ
い
て
は
、
都
市
計
画

と
の
整
合
を
は
か
り
、
平
成
２６
年
度
に
新
方

地
区
で
実
施
し
た
ミ
ニ
バ
ス
の
試
験
運
行
の

結
果
等
を
踏
ま
え
、
本
市
に
か
な
っ
た
新
た

な
交
通
施
策
の
方
針
等
を
定
め
、
公
共
交
通

の
利
便
性
、
快
適
性
お
よ
び
安
全
性
の
向
上

を
は
か
り
、
不
便
地
域
の
解
消
に
努
め
て
ま

い
り
ま
す
。
ま
た
、
鉄
道
利
用
者
の
安
全
確

保
を
は
か
る
た
め
、
鉄
道
事
業
者
が
行
う
新

越
谷
駅
の
耐
震
補
強
に
対
し
、
引
き
続
き

国
・
県
と
連
携
し
て
支
援
し
て
ま
い
り
ま
す
。

　

公
園
や
緑
地
に
つ
い
て
は
、
市
北
部
地
域

の
緑
の
拠
点
と
な
る
平
方
公
園
の
拡
張
整
備

計
画
を
進
め
る
と
と
も
に
、
増
林
地
区
、
西

大
袋
土
地
区
画
整
理
事
業
地
内
お
よ
び
（
仮

称
）
千
間
台
西
公
園
な
ど
の
公
園
や
綾
瀬
川

緑
道
の
整
備
に
取
り
組
ん
で
ま
い
り
ま
す
。

ま
た
、
都
市
に
お
け
る
緑
地
の
適
正
な
保
全

お
よ
び
緑
化
の
推
進
に
関
す
る
措
置
を
総
合

的
か
つ
計
画
的
に
実
施
す
る
た
め
、
越
谷
市

緑
の
基
本
計
画
の
見
直
し
を
行
っ
て
ま
い
り

ま
す
。
さ
ら
に
、
市
民
と
の
協
働
に
よ
る
適

切
な
公
園
等
の
管
理
を
進
め
る
た
め
、
自
治

会
や
市
民
団
体
な
ど
と
連
携
を
は
か
っ
て
ま

い
り
ま
す
。

　

治
水
対
策
に
つ
い
て
は
、
中
川
や
新
方
川

の
河
川
改
修
を
進
め
て
い
る
国
・
県
と
さ
ら

な
る
連
携
を
は
か
り
、
都
市
下
水
路
お
よ
び

公
共
下
水
道
雨
水
幹
線
な
ど
の
整
備
を
進
め

て
ま
い
り
ま
す
。
ま
た
、
ポ
ン
プ
場
施
設
の

長
寿
命
化
や
水
防
体
制
の
強
化
に
取
り
組
み
、

総
合
的
な
治
水
対
策
を
推
進
し
て
ま
い
り
ま

す
。

　

公
共
下
水
道
に
つ
い
て
は
、
下
水
道
施
設

の
長
寿
命
化
お
よ
び
総
合
地
震
対
策
を
進
め
、

適
切
な
維
持
管
理
に
取
り
組
む
と
と
も
に
、

今
後
の
下
水
道
経
営
の
方
向
性
や
適
切
な
料

金
体
系
に
つ
い
て
の
検
討
を
行
い
、
さ
ら
な

る
経
営
の
健
全
化
に
努
め
て
ま
い
り
ま
す
。

　

住
宅
環
境
に
つ
い
て
は
、
さ
ら
な
る
耐
震

化
促
進
の
た
め
、
民
間
の
木
造
住
宅
や
マ
ン

シ
ョ
ン
の
耐
震
診
断
お
よ
び
耐
震
改
修
費
の

補
助
制
度
の
活
用
を
促
進
し
、
安
全
で
安
心

し
て
暮
ら
す
こ
と
の
で
き
る
住
環
境
づ
く
り

に
取
り
組
ん
で
ま
い
り
ま
す
。
ま
た
、
住
宅

リ
フ
ォ
ー
ム
、
耐
震
相
談
お
よ
び
マ
ン
シ
ョ

ン
管
理
相
談
に
つ
い
て
は
、
引
き
続
き
制
度

の
周
知
に
努
め
、
利
用
者
の
増
加
に
向
け
て

取
り
組
ん
で
ま
い
り
ま
す
。

　

公
共
建
築
物
に
つ
い
て
は
、
ユ
ニ
バ
ー
サ

ル
デ
ザ
イ
ン
を
基
本
理
念
と
し
、
市
民
の
皆

さ
ま
が
安
心
し
て
利
用
で
き
る
施
設
づ
く
り

に
努
め
て
ま
い
り
ま
す
。

　

地
球
温
暖
化
に
よ
る
気
候
変
動
は
、
地
球

規
模
で
顕
著
に
な
っ
て
お
り
、
温
室
効
果
ガ

ス
の
削
減
が
強
く
求
め
ら
れ
て
い
る
こ
と
か

ら
、
市
民
や
事
業
者
と
の
協
働
に
よ
る
省
エ

ネ
や
環
境
負
荷
の
少
な
い
ラ
イ
フ
ス
タ
イ
ル

へ
の
転
換
を
さ
ら
に
進
め
る
と
と
も
に
、
再

生
可
能
エ
ネ
ル
ギ
ー
の
活
用
に
つ
い
て
、
こ

し
が
や
ソ
ー
ラ
ー
シ
テ
ィ
構
想
に
基
づ
き
、

太
陽
光
発
電
設
備
の
設
置
を
推
進
し
て
ま
い

り
ま
す
。
ま
た
、
大
気
や
水
質
、
放
射
線
等

の
環
境
モ
ニ
タ
リ
ン
グ
に
よ
り
、
安
全
で
快

適
な
生
活
環
境
の
保
全
に
努
め
て
ま
い
り
ま

す
。
さ
ら
に
、
コ
シ
ガ
ヤ
ホ
シ
ク
サ
や
シ
ラ

コ
バ
ト
な
ど
越
谷
を
特
徴
づ
け
る
希
少
な
動

植
物
等
の
保
護
を
は
じ
め
と
し
た
、
生
物
多

様
性
保
全
の
取
り
組
み
に
よ
り
、
ふ
る
さ
と

越
谷
の
豊
か
な
自
然
環
境
を
守
り
育
て
て
ま

い
り
ま
す
。

　

廃
棄
物
対
策
に
つ
い
て
は
、
不
法
投
棄
対

策
や
自
治
会
清
掃
な
ど
地
域
に
お
け
る
美
化

活
動
へ
の
支
援
を
充
実
す
る
こ
と
に
よ
り
、

環
境
美
化
意
識
の
向
上
を
は
か
っ
て
ま
い
り

ま
す
。
ま
た
、
使
用
済
小
型
家
電
の
回
収
促

進
な
ど
、
市
民
や
事
業
者
と
協
働
し
、
ご
み

の
減
量
と
資
源
化
に
取
り
組
ん
で
ま
い
り
ま

す
。

　

災
害
対
策
に
つ
い
て
は
、
越
谷
市
地
域
防

災
計
画
に
基
づ
き
、「
自
助
」・「
共
助
」・「
公

助
」
を
柱
と
し
た
災
害
に
強
い
ま
ち
づ
く
り

を
推
進
し
て
ま
い
り
ま
す
。
ま
た
、
災
害
情

報
の
一
元
化
・
共
有
化
を
は
か
る
た
め
、
災

害
情
報
管
理
シ
ス
テ
ム
の
整
備
を
進
め
る
と

と
も
に
、
移
動
系
デ
ジ
タ
ル
防
災
行
政
無
線

等
の
整
備
を
行
い
、
災
害
予
防
対
策
の
充
実

に
努
め
て
ま
い
り
ま
す
。
さ
ら
に
、
災
害
時

要
援
護
者
避
難
支
援
制
度
お
よ
び
帰
宅
困
難

者
対
策
を
推
進
す
る
と
と
も
に
、
出
張
講
座

や
自
主
防
災
組
織
育
成
費
補
助
金
制
度
に
よ

る
支
援
を
行
い
、
自
主
防
災
組
織
の
育
成
を

進
め
て
ま
い
り
ま
す
。

　

防
犯
対
策
に
つ
い
て
は
、
犯
罪
の
な
い
住

み
よ
い
地
域
社
会
の
実
現
に
向
け
て
、
自
主

防
犯
活
動
団
体
な
ど
へ
の
支
援
や
防
犯
意
識

の
高
揚
を
は
か
る
と
と
も
に
、
警
察
署
を
は

じ
め
、
関
係
団
体
や
地
域
と
の
連
携
に
よ
り

犯
罪
の
抑
止
に
取
り
組
ん
で
ま
い
り
ま
す
。

ま
た
、
越
谷
市
空
き
家
等
の
適
正
管
理
に
関

す
る
条
例
の
施
行
に
伴
い
、
管
理
不
全
な
状

態
の
空
き
家
等
が
放
置
さ
れ
る
こ
と
を
防
止

し
、
生
活
環
境
の
保
全
に
努
め
、
安
全
で
安

心
な
ま
ち
づ
く
り
を
推
進
し
て
ま
い
り
ま
す
。

　

交
通
安
全
対
策
に
つ
い
て
は
、
子
ど
も
や

高
齢
者
な
ど
の
交
通
事
故
防
止
を
は
か
る
た

め
、
引
き
続
き
交
通
指
導
員
に
よ
る
安
全
指

導
や
安
全
確
保
を
推
進
す
る
と
と
も
に
、
警

察
署
や
交
通
安
全
団
体
な
ど
と
の
連
携
を
は

か
り
、
自
転
車
利
用
者
等
へ
の
安
全
利
用
の

啓
発
活
動
を
実
施
し
て
ま
い
り
ま
す
。

　

市
民
の
日
常
生
活
に
係
る
相
談
や
、
商

品
・
サ
ー
ビ
ス
な
ど
を
め
ぐ
る
消
費
者
ト
ラ

ブ
ル
に
対
し
ま
し
て
は
、
市
民
相
談
員
や
消

費
生
活
相
談
員
に
よ
り
解
決
が
は
か
ら
れ
る

よ
う
努
め
て
ま
い
り
ま
す
。
ま
た
、
悪
質
商

法
な
ど
消
費
者
被
害
の
未
然
防
止
を
は
か
る

た
め
、
消
費
生
活
講
座
や
出
張
講
座
な
ど
の

啓
発
活
動
を
実
施
す
る
と
と
も
に
、
高
齢
者

の
被
害
が
急
増
し
て
い
る
振
り
込
め
詐
欺
の

被
害
防
止
に
向
け
効
果
的
な
対
策
に
取
り
組

ん
で
ま
い
り
ま
す
。
さ
ら
に
、
消
費
者
の
自

立
、
実
践
的
な
能
力
を
育
む
た
め
、
関
係
機

関
・
団
体
等
と
連
携
を
は
か
り
な
が
ら
、
消

費
者
教
育
を
推
進
し
て
ま
い
り
ま
す
。

　

消
防
に
つ
い
て
は
、
火
災
に
よ
る
被
害
を

軽
減
す
る
た
め
、
引
き
続
き
住
宅
用
火
災
警

報
器
な
ど
の
住
宅
用
防
災
機
器
の
普
及
啓
発

に
努
め
る
と
と
も
に
、
予
防
査
察
に
よ
る
防

火
管
理
体
制
の
充
実
を
は
か
っ
て
ま
い
り
ま

す
。
ま
た
、
消
防
活
動
の
拠
点
と
な
る
谷
中

分
署
の
建
て
替
え
に
向
け
、
実
施
設
計
な
ど

を
行
っ
て
ま
い
り
ま
す
。
さ
ら
に
、
は
し
ご

付
消
防
自
動
車
を
更
新
し
て
ま
い
り
ま
す
。

　

救
急
に
つ
い
て
は
、
救
命
効
果
の
さ
ら
な

る
向
上
を
は
か
る
た
め
、
救
急
救
命
士
を
養

成
す
る
と
と
も
に
、
引
き
続
き
医
療
機
関
と

連
携
し
て
ま
い
り
ま
す
。

　

消
防
団
に
つ
い
て
は
、
地
域
防
災
力
の
向

上
を
は
か
る
た
め
、
装
備
の
充
実
に
努
め
て

ま
い
り
ま
す
。

　

地
域
産
業
の
振
興
は
、
地
域
経
済
を
活
性

化
さ
せ
、
雇
用
の
促
進
や
豊
か
で
活
力
あ
る

地
域
社
会
づ
く
り
に
と
っ
て
極
め
て
重
要
で

あ
る
と
考
え
て
お
り
ま
す
。
こ
の
よ
う
な
観

点
か
ら
、
越
谷
市
産
業
雇
用
支
援
セ
ン
タ
ー

を
拠
点
と
し
て
、
国
・
県
と
一
層
連
携
を
密

に
し
な
が
ら
、
産
業
・
雇
用
施
策
の
推
進
に

取
り
組
ん
で
ま
い
り
ま
す
。

　

産
業
支
援
に
つ
い
て
は
、
中
小
企
業
者
の

健
全
な
発
展
と
経
営
の
安
定
を
は
か
る
た
め
、

制
度
融
資
に
か
か
る
利
子
助
成
の
限
度
額
引

き
上
げ
を
継
続
し
、
利
用
者
の
負
担
軽
減
に

努
め
て
ま
い
り
ま
す
。
ま
た
、
こ
し
が
や
産

業
フ
ェ
ス
タ
の
開
催
や
伝
統
的
地
場
産
業
に

対
す
る
支
援
等
に
よ
り
既
存
産
業
の
活
性
化

を
は
か
る
と
と
も
に
、
創
業
者
等
育
成
支
援

事
業
な
ど
の
充
実
を
は
か
り
、
新
た
な
産
業

の
育
成
や
雇
用
の
創
出
を
進
め
て
ま
い
り
ま

す
。
さ
ら
に
、
越
谷
市
商
工
会
や
市
内
の
金

融
機
関
な
ど
と
の
連
携
の
強
化
を
は
か
り
、

中
小
企
業
者
に
対
す
る
支
援
体
制
づ
く
り
を

推
進
し
て
ま
い
り
ま
す
。

　

商
業
振
興
に
つ
い
て
は
、
商
店
街
の
活
性

化
を
は
か
る
た
め
、
各
商
店
会
が
実
施
す
る

販
売
促
進
や
街
路
灯
整
備
な
ど
に
対
す
る
支

援
や
、
空
き
店
舗
対
策
事
業
に
引
き
続
き
取

り
組
ん
で
ま
い
り
ま
す
。
ま
た
、
越
谷
市
商

工
会
が
商
店
会
な
ど
と
連
携
し
て
実
施
す
る

商
店
街
回
遊
イ
ベ
ン
ト
等
の
街
お
こ
し
事
業

に
対
し
て
支
援
を
行
い
、
に
ぎ
わ
い
と
活
力

あ
る
ま
ち
づ
く
り
を
推
進
し
て
ま
い
り
ま
す
。

　

中
心
市
街
地
の
活
性
化
に
つ
い
て
は
、
引

き
続
き
地
元
の
皆
さ
ま
や
関
係
機
関
と
連
携

を
は
か
り
な
が
ら
、
宿
場
ま
つ
り
や
ま
る
な

な
マ
ー
ケ
ッ
ト
等
の
各
種
イ
ベ
ン
ト
を
支
援

し
て
ま
い
り
ま
す
。

　

工
業
振
興
に
つ
い
て
は
、
越
谷
市
商
工
会

を
は
じ
め
関
係
機
関
と
連
携
を
は
か
り
な
が

ら
、
ビ
ジ
ネ
ス
交
流
会
な
ど
の
開
催
を
通
じ

て
、
事
業
者
の
取
引
機
会
の
拡
大
や
新
た
な

ビ
ジ
ネ
ス
チ
ャ
ン
ス
の
創
出
に
取
り
組
ん
で

ま
い
り
ま
す
。
ま
た
、
効
率
的
な
土
地
利
用

の
促
進
に
よ
る
市
内
産
業
の
活
性
化
お
よ
び

雇
用
の
拡
大
を
は
か
る
た
め
、
流
通
・
工
業

系
土
地
利
用
の
推
進
に
努
め
て
ま
い
り
ま
す
。

　

観
光
事
業
に
つ
い
て
は
、
越
谷
市
観
光
協

会
へ
の
支
援
を
継
続
す
る
と
と
も
に
連
携
強

化
を
は
か
り
、
水
辺
の
ま
ち
づ
く
り
館
や
隣

接
す
る
大
相
模
調
節
池
を
活
用
し
た
事
業
を

推
進
し
て
ま
い
り
ま
す
。
ま
た
、
特
色
あ
る

観
光
イ
ベ
ン
ト
の
開
催
や
、
越
谷
特
別
市
民

で
あ
る
「
ガ
ー
ヤ
ち
ゃ
ん
」
の
利
用
促
進
お

よ
び
こ
し
が
や
ブ
ラ
ン
ド
品
の
活
用
な
ど
に

よ
り
、
越
谷
市
の
知
名
度
の
向
上
を
は
か
っ

て
ま
い
り
ま
す
。
さ
ら
に
、
阿
波
踊
り
の
本

場
で
あ
る
徳
島
市
や
東
北
被
災
地
で
あ
る
大

船
渡
市
、
東
松
島
市
お
よ
び
名
取
市
な
ど
と

の
観
光
物
産
交
流
を
実
施
し
、
越
谷
市
を
全

国
に
Ｐ
Ｒ
し
て
ま
い
り
ま
す
。
ま
た
、
越
谷

市
市
民
活
動
支
援
セ
ン
タ
ー
内
の
観
光
・
物

産
情
報
コ
ー
ナ
ー
と
、
越
谷
駅
東
口
高
架
下

の
越
谷
市
物
産
展
示
場
と
の
連
携
を
は
か
り
、

特
産
品
等
の
周
知
に
努
め
て
ま
い
り
ま
す
。

さ
ら
に
、
魅
力
あ
る
水
辺
空
間
と
し
て
に
ぎ

わ
い
の
創
出
等
を
は
か
る
た
め
整
備
し
た
葛

西
用
水
ウ
ッ
ド
デ
ッ
キ
を
延
伸
整
備
す
る
と

と
も
に
、
ウ
ッ
ド
デ
ッ
キ
を
活
用
し
た
市
民

参
加
型
イ
ベ
ン
ト
等
の
充
実
を
は
か
っ
て
ま

い
り
ま
す
。

　

農
業
に
つ
い
て
は
、
米
を
は
じ
め
、
ね
ぎ

や
く
わ
い
、
小
松
菜
、
ほ
う
れ
ん
草
な
ど
、

特
色
の
あ
る
高
品
質
な
農
産
物
の
生
産
が
行

わ
れ
て
お
り
、
ま
た
、
い
ち
ご
観
光
農
園
な

ど
新
た
な
農
業
の
取
り
組
み
も
広
が
り
を
み

せ
て
お
り
ま
す
。
首
都
近
郊
に
あ
り
消
費
地

に
近
い
と
い
う
本
市
の
地
理
的
優
位
性
を
活

か
し
た
都
市
型
農
業
を
推
進
す
る
た
め
、
第

２
次
越
谷
市
都
市
農
業
推
進
基
本
計
画
に
基

づ
き
、「
持
続
的
に
農
業
が
行
わ
れ
る
環
境

づ
く
り
」
に
引
き
続
き
取
り
組
ん
で
ま
い
り

ま
す
。

　

地
産
地
消
に
つ
い
て
は
、
農
産
物
直
売
所

に
お
け
る
地
場
農
産
物
の
販
売
や
学
校
給
食

な
ど
で
の
食
材
使
用
を
拡
充
し
、
も
っ
と
も

身
近
な
消
費
者
で
あ
る
市
民
を
対
象
と
し
て
、

さ
ら
な
る
推
進
を
は
か
る
と
と
も
に
、
越
谷

市
農
業
協
同
組
合
や
農
業
関
係
者
、
越
谷
市

商
工
会
や
市
内
商
工
業
者
と
連
携
し
、
新
た

な
販
路
の
開
拓
や
地
場
農
産
物
の
消
費
拡
大
、

産
地
の
形
成
や
農
産
物
の
ブ
ラ
ン
ド
化
に
取

り
組
ん
で
ま
い
り
ま
す
。

　

高
収
益
農
業
の
推
進
に
つ
い
て
は
、
今
年

１
月
に
オ
ー
プ
ン
し
た
越
谷
い
ち
ご
タ
ウ
ン

を
は
じ
め
と
す
る
観
光
農
業
の
周
知
と
、
さ

ら
な
る
集
客
に
努
め
、
収
益
性
が
高
く
安
定

的
な
農
業
経
営
の
実
現
と
と
も
に
、
観
光
資

源
と
し
て
地
域
全
体
の
活
力
向
上
に
向
け
た

展
開
を
進
め
て
ま
い
り
ま
す
。

　

農
業
従
事
・
後
継
者
育
成
支
援
に
つ
い
て

は
、
伝
統
的
農
産
物
の
栽
培
技
術
の
伝
承
や

生
産
規
模
の
拡
大
を
は
か
る
た
め
の
支
援
体

制
を
整
備
し
、
確
か
な
農
業
技
術
の
継
承
者

と
新
規
就
農
者
の
確
保
に
努
め
て
ま
い
り
ま

す
。

　

本
市
の
貴
重
な
財
産
・
資
源
で
あ
る
農
地

に
つ
い
て
は
、
平
成
２５
年
度
に
見
直
し
を
行

っ
た
越
谷
農
業
振
興
地
域
整
備
計
画
を
踏
ま

え
、
効
率
的
か
つ
安
定
的
に
農
業
を
営
め
る

環
境
を
整
備
す
る
た
め
、
越
谷
市
農
業
協
同

組
合
と
連
携
し
、
中
核
と
な
る
担
い
手
へ
の

農
地
の
利
用
集
積
に
取
り
組
ん
で
ま
い
り
ま

す
。

　

ま
た
、
農
業
用
水
路
や
農
道
等
の
農
業
生

産
基
盤
の
整
備
に
つ
い
て
は
、
地
元
農
業
者

を
は
じ
め
土
地
改
良
区
な
ど
の
関
係
機
関
と

調
整
を
は
か
り
な
が
ら
、
現
況
を
把
握
し
計

画
的
に
整
備
し
て
ま
い
り
ま
す
。

　

雇
用
対
策
に
つ
い
て
は
、
厳
し
い
雇
用
情

勢
を
踏
ま
え
、
若
年
者
等
の
早
期
就
職
を
支

援
す
る
た
め
、
専
門
の
キ
ャ
リ
ア
コ
ン
サ
ル

タ
ン
ト
を
配
置
し
て
行
う
就
職
相
談
事
業
を

は
じ
め
、
各
種
相
談
業
務
、
就
職
支
援
セ
ミ

ナ
ー
等
を
引
き
続
き
実
施
す
る
ほ
か
、
ハ
ロ

ー
ワ
ー
ク
越
谷
、
埼
玉
と
う
ぶ
若
者
サ
ポ
ー

ト
ス
テ
ー
シ
ョ
ン
な
ど
関
係
機
関
と
の
連
携

事
業
の
さ
ら
な
る
推
進
を
は
か
り
、
雇
用
対

策
の
強
化
に
努
め
て
ま
い
り
ま
す
。

　

教
育
施
策
に
つ
い
て
は
、「
生
涯
学
習
社

会
の
実
現
を
め
ざ
し
て
」
と
い
う
越
谷
市
教

育
振
興
基
本
計
画
の
基
本
理
念
の
下
、
新
た

に
設
置
す
る
総
合
教
育
会
議
に
お
い
て
、
総

合
的
か
つ
計
画
的
に
推
進
し
て
ま
い
り
ま
す
。

　

学
校
図
書
館
に
つ
い
て
は
、
児
童
生
徒
の

読
書
活
動
を
一
層
推
進
す
る
た
め
、
専
門
の

資
格
を
有
す
る
学
校
司
書
の
増
員
と
資
質
向

上
に
努
め
て
ま
い
り
ま
す
。

　

特
別
支
援
教
育
に
つ
い
て
は
、
一
人
ひ
と

り
の
ニ
ー
ズ
に
応
じ
て
適
切
な
指
導
を
行
う

た
め
、
特
別
支
援
教
育
支
援
員
の
増
員
と
効

果
的
な
配
置
に
努
め
て
ま
い
り
ま
す
。

　

環
境
教
育
に
つ
い
て
は
、
越
谷
生
物
多
様

性
子
ど
も
調
査
を
小
学
校
全
３０
校
に
拡
充
し

て
実
施
し
、
最
新
の
調
査
結
果
を
市
ホ
ー
ム

ペ
ー
ジ
か
ら
ご
覧
い
た
だ
け
る
よ
う
に
す
る

な
ど
、
地
域
に
根
ざ
し
た
教
育
活
動
を
展
開

し
て
ま
い
り
ま
す
。

　

い
じ
め
や
不
登
校
対
策
に
つ
い
て
は
、
生

徒
指
導
や
教
育
相
談
の
充
実
に
努
め
る
と
と

も
に
、
越
谷
市
い
じ
め
防
止
基
本
方
針
を
踏

ま
え
た
対
応
や
学
び
総
合
指
導
員
の
活
動
な

ど
に
よ
り
、
児
童
生
徒
が
安
心
し
て
学
校
に

通
え
る
よ
う
支
援
し
て
ま
い
り
ま
す
。

　

学
校
給
食
に
つ
い
て
は
、
学
校
給
食
用
物

資
の
購
入
を
取
り
巻
く
状
況
の
変
化
に
対
応

し
、
献
立
内
容
お
よ
び
食
育
の
充
実
を
は
か

る
た
め
、
平
成
１２
年
度
の
改
定
以
来
１５
年
間

据
え
置
い
て
ま
い
り
ま
し
た
学
校
給
食
費
を

改
定
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。

　

学
校
施
設
に
つ
い
て
は
、
安
全
・
安
心
・

快
適
な
学
習
環
境
が
確
保
で
き
る
よ
う
、
計

画
的
な
ア
ス
ベ
ス
ト
除
去
工
事
や
大
規
模
地

震
に
備
え
た
屋
内
運
動
場
等
の
非
構
造
部
材

の
改
修
工
事
、
ト
イ
レ
の
洋
式
化
な
ど
の
施

設
改
修
を
引
き
続
き
実
施
し
て
ま
い
り
ま
す
。

ま
た
、
普
通
教
室
等
へ
の
エ
ア
コ
ン
整
備
に

向
け
た
実
施
設
計
に
取
り
組
む
と
と
も
に
、

通
学
区
域
内
の
児
童
数
の
増
加
に
対
応
す
る

た
め
、
大
相
模
小
学
校
に
仮
設
教
室
を
設
置

い
た
し
ま
す
。

　

生
涯
学
習
推
進
事
業
に
つ
い
て
は
、
学
ぶ

こ
と
の
楽
し
さ
を
知
り
心
豊
か
に
生
活
が
で

き
る
よ
う
、
市
民
と
の
協
働
に
よ
る
生
涯
学

習
フ
ェ
ス
テ
ィ
バ
ル
等
を
開
催
す
る
と
と
も

に
、
学
習
成
果
を
地
域
社
会
に
生
か
す
こ
と

が
で
き
る
よ
う
、
生
涯
学
習
リ
ー
ダ
ー
・
ボ

ラ
ン
テ
ィ
ア
養
成
講
座
を
実
施
し
て
ま
い
り

ま
す
。

　

図
書
館
に
つ
い
て
は
、
平
成
２６
年
９
月
に

移
設
し
た
南
部
図
書
室
が
、
入
室
者
数
や
貸

出
数
の
大
幅
な
増
を
示
し
て
お
り
ま
す
が
、

本
市
の
南
部
地
域
に
お
け
る
サ
ー
ビ
ス
の
拠

点
と
し
て
、
よ
り
ふ
さ
わ
し
い
施
設
と
な
る

よ
う
、
引
き
続
き
蔵
書
の
充
実
や
こ
ど
も
図

書
室
の
有
効
活
用
な
ど
を
推
進
し
て
ま
い
り

ま
す
。

　

文
化
財
に
つ
い
て
は
、
大
道
遺
跡
の
発
掘

調
査
に
お
い
て
、
平
安
時
代
の
も
の
と
推
定

さ
れ
る
竪
穴
住
居
跡
や
土
器
等
の
破
片
が
出

土
し
て
い
る
こ
と
か
ら
、
こ
の
調
査
成
果
を

中
間
報
告
書
と
し
て
取
り
ま
と
め
、
市
民
の

皆
さ
ま
に
公
表
し
て
ま
い
り
ま
す
。

　

ス
ポ
ー
ツ
・
レ
ク
リ
エ
ー
シ
ョ
ン
事
業
に

つ
い
て
は
、
高
齢
者
の
健
康
・
体
力
づ
く
り

の
機
会
を
充
実
さ
せ
る
た
め
、
老
人
福
祉
施

設
へ
の
出
前
講
座
を
引
き
続
き
実
施
す
る
と

と
も
に
、
障
が
い
者
の
社
会
参
加
や
交
流
を

促
進
す
る
た
め
、
障
が
い
者
ス
ポ
ー
ツ
大
会

の
新
規
開
催
に
取
り
組
ん
で
ま
い
り
ま
す
。

　

生
涯
学
習
施
設
お
よ
び
ス
ポ
ー
ツ
・
レ
ク

リ
エ
ー
シ
ョ
ン
施
設
に
つ
い
て
は
、
利
用
者

が
安
心
し
て
快
適
に
活
動
で
き
る
よ
う
、
設

備
等
の
安
全
点
検
を
実
施
す
る
と
と
も
に
、

計
画
的
な
改
修
を
行
う
な
ど
、
適
正
な
管
理

運
営
に
努
め
て
ま
い
り
ま
す
。

　

以
上
、
大
綱
に
沿
っ
て
申
し
上
げ
ま
し
た

が
、
こ
れ
ら
の
施
策
の
推
進
に
あ
た
っ
て
は
、

よ
り
効
率
的
な
行
財
政
運
営
を
進
め
る
た
め
、

第
４
次
越
谷
市
総
合
振
興
計
画
前
期
基
本
計

画
の
締
め
く
く
り
と
な
る
第
二
期
実
施
計
画

の
適
正
な
進
行
管
理
に
努
め
て
ま
い
り
ま
す
。

　

平
成
２６
年
度
か
ら
第
４
次
越
谷
市
総
合
振

興
計
画
後
期
基
本
計
画
の
策
定
に
取
り
組
ん

で
お
り
ま
す
が
、
市
内
１３
地
区
で
の
ま
ち
づ

く
り
会
議
や
市
民
懇
談
会
に
お
い
て
活
発
な

議
論
が
な
さ
れ
、
さ
ま
ざ
ま
な
視
点
か
ら
の

声
を
聴
か
せ
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。
今
後
は
、

パ
ブ
リ
ッ
ク
コ
メ
ン
ト
を
実
施
す
る
と
と
も

に
、
１３
地
区
や
関
係
団
体
の
代
表
者
、
有
識

者
、
一
般
公
募
に
よ
る
委
員
で
構
成
す
る
総

合
振
興
計
画
審
議
会
を
立
ち
上
げ
、
さ
ら
に

多
く
の
市
民
の
皆
さ
ま
の
ご
意
見
を
伺
い
な

が
ら
策
定
し
て
ま
い
り
ま
す
。

　

私
は
、
今
後
も
、「
安
心
度
埼
玉
№
１
の

越
谷
」
と
「
市
民
が
誇
れ
る
越
谷
」
の
２
つ

を
ま
ち
づ
く
り
の
基
本
理
念
と
し
、「
行
政

は
市
民
の
た
め
」
と
い
う
認
識
を
全
職
員
と

共
有
し
、
越
谷
市
自
治
基
本
条
例
と
第
４
次

越
谷
市
総
合
振
興
計
画
に
基
づ
く
市
政
運
営

に
全
力
で
取
り
組
ん
で
ま
い
り
ま
す
。

　

そ
し
て
、
先
に
申
し
上
げ
ま
し
た
が
、
今

年
４
月
に
中
核
市
へ
の
移
行
を
迎
え
る
こ
と

か
ら
、
市
内
外
へ
の
周
知
を
は
か
る
と
と
も

に
、
６
月
に
は
、
関
係
者
を
お
招
き
し
て
記

念
式
典
を
開
催
い
た
し
ま
す
。
中
核
市
と
な

る
越
谷
市
は
、
埼
玉
を
支
え
る
新
た
な
パ
ワ

ー
と
し
て
、
県
東
部
地
域
で
リ
ー
ダ
ー
シ
ッ

プ
を
発
揮
す
る
と
と
も
に
、「
も
っ
と
安
全
」

「
も
っ
と
安
心
」「
も
っ
と
快
適
」
を
念
頭

に
、
職
員
は
も
と
よ
り
市
民
の
皆
さ
ま
の
参

加
と
協
働
の
下
、
市
民
が
誇
れ
る
ま
ち
づ
く

り
を
さ
ら
に
進
め
、
輝
か
し
い
未
来
へ
大
き

く
羽
ば
た
い
て
ま
い
り
ま
す
。

　

議
員
の
皆
さ
ま
、
市
民
の
皆
さ
ま
に
は
、

限
り
な
い
ご
助
言
と
ご
指
導
、
そ
し
て
ご
協

力
を
重
ね
て
お
願
い
申
し
上
げ
ま
す
。
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昨
年
１２
月
、
世
界
が
注
目
す
る
中
、
赤
﨑

勇
さ
ん
、
天
野
浩
さ
ん
、
中
村
修
二
さ
ん
の

日
本
人
３
人
が
ノ
ー
ベ
ル
物
理
学
賞
を
同
時

に
受
賞
し
た
こ
と
は
、
ま
だ
記
憶
に
新
し
い

こ
と
と
思
い
ま
す
。
３
人
が
開
発
し
た
青
色

Ｌ
Ｅ
Ｄ
が
、
世
界
の
人
々
の
生
活
を
大
き
く

変
え
、
新
し
い
産
業
を
創
出
し
た
こ
と
が
高

く
評
価
さ
れ
た
も
の
と
い
わ
れ
て
お
り
ま
す
。

　

受
賞
に
際
し
て
の
コ
メ
ン
ト
で
、「
私
は

幸
運
だ
っ
た
。
支
え
て
い
た
だ
い
た
皆
さ
ん

の
お
か
げ
で
、
こ
の
研
究
を
成
し
遂
げ
、
受

賞
す
る
こ
と
が
で
き
た
」、「
省
エ
ネ
や
地
球

温
暖
化
対
策
な
ど
、
世
の
中
の
た
め
に
役
立

っ
て
い
る
こ
と
が
う
れ
し
い
」
と
３
人
が
語

っ
た
こ
と
が
、
強
く
心
に
残
り
ま
し
た
。

　

人
は
何
か
を
成
し
遂
げ
よ
う
と
す
る
と
き
、

そ
の
過
程
に
お
い
て
、
な
か
な
か
結
果
が
出

な
か
っ
た
り
何
度
も
失
敗
し
た
り
す
る
と
、

投
げ
出
し
て
し
ま
い
た
く
な
る
も
の
で
す
。

受
賞
し
た
３
人
の
よ
う
に
、
先
入
観
に
と
ら

わ
れ
ず
、
ま
た
一
度
や
二
度
の
失
敗
に
は
決

し
て
屈
せ
ず
、
こ
つ
こ
つ
と
諦
め
ず
に
努
力

を
続
け
る
に
は
、
本
人
の
強
い
意
志
は
も
ち

ろ
ん
の
こ
と
、
周
り
の
人
た
ち
の
支
え
が
必

要
不
可
欠
で
す
。
子
ど
も
た
ち
が
将
来
に
夢

や
希
望
を
持
ち
、
生
涯
に
わ
た
っ
て
学
ん
だ

成
果
を
社
会
へ
還
元
す
る
た
め
努
力
を
重
ね

て
い
く
こ
と
が
で
き
る
よ
う
、
教
育
委
員
会

と
学
校
・
家
庭
・
地
域
と
が
連
携
し
、
社
会

全
体
で
支
え
て
い
く
こ
と
が
大
切
で
あ
る
と

い
う
こ
と
を
改
め
て
認
識
し
た
と
こ
ろ
で
す
。

　

こ
う
し
た
視
点
も
踏
ま
え
、「
生
涯
学
習

社
会
の
実
現
を
め
ざ
し
て
」
と
い
う
越
谷
市

教
育
振
興
基
本
計
画
の
基
本
理
念
の
も
と
、

だ
れ
も
が
夢
に
向
か
っ
て
輝
い
て
い
け
る
よ

う
、
学
校
教
育
、
生
涯
学
習
、
生
涯
ス
ポ
ー

ツ
の
３
つ
の
基
本
目
標
を
柱
に
、
教
育
施
策

の
一
層
の
充
実
と
効
果
的
な
推
進
に
努
め
て

ま
い
り
ま
す
。

　

そ
れ
で
は
、
以
下
、
教
育
振
興
基
本
計
画

の
基
本
目
標
に
沿
っ
て
主
要
な
施
策
を
申
し

上
げ
ま
す
。

　

こ
れ
か
ら
の
学
校
教
育
で
は
、
子
ど
も
た

ち
一
人
ひ
と
り
が
、
変
化
の
激
し
い
社
会
を

生
き
抜
く
た
め
の
力
を
身
に
付
け
る
こ
と
が

求
め
ら
れ
て
い
ま
す
。
ま
た
、
子
ど
も
た
ち

の
学
習
意
欲
の
低
下
や
学
校
生
活
へ
の
不
適

応
な
ど
、
早
急
に
解
消
す
べ
き
課
題
も
増
え

て
お
り
ま
す
。
こ
の
こ
と
か
ら
、
引
き
続
き

学
校
と
家
庭
・
地
域
の
連
携
強
化
に
努
め
る

こ
と
は
も
と
よ
り
、
長
期
的
展
望
に
立
ち
、

小
中
一
貫
教
育
に
関
す
る
研
究
の
推
進
や
、

通
学
区
域
制
度
の
検
討
な
ど
に
取
り
組
む
こ

と
で
、
よ
り
良
好
な
教
育
環
境
の
整
備
を
行

う
と
と
も
に
、
生
き
る
力
を
高
め
、
夢
に
向

か
っ
て
粘
り
強
く
学
ぶ
子
ど
も
の
育
成
に
努

め
て
ま
い
り
ま
す
。

　

学
校
教
育
に
お
け
る
主
要
な
施
策
で
す
が
、

Ｉ
Ｃ
Ｔ
を
活
用
し
た
教
育
に
つ
い
て
は
、
児

童
生
徒
の
学
力
の
向
上
や
プ
レ
ゼ
ン
テ
ー
シ

ョ
ン
能
力
の
育
成
の
た
め
、
Ｉ
Ｃ
Ｔ
を
活
用

し
た
、
よ
り
分
か
り
や
す
く
魅
力
あ
る
授
業

を
行
う
と
と
も
に
、
授
業
の
中
で
児
童
生
徒

が
タ
ブ
レ
ッ
ト
と
し
て
も
使
用
可
能
な
パ
ソ

コ
ン
等
を
効
果
的
に
活
用
し
て
、
自
ら
の
考

え
を
発
表
す
る
機
会
を
設
け
て
ま
い
り
ま
す
。

ま
た
、
情
報
モ
ラ
ル
教
育
に
つ
い
て
は
、
児

童
生
徒
が
パ
ソ
コ
ン
や
携
帯
電
話
等
を
正
し

く
有
効
に
活
用
で
き
る
よ
う
、
教
職
員
研
修

や
授
業
に
お
い
て
実
施
す
る
と
と
も
に
、
家

庭
お
よ
び
地
域
を
対
象
と
し
た
啓
発
活
動
を

行
っ
て
ま
い
り
ま
す
。

　

中
学
校
選
択
制
に
つ
い
て
は
、
一
人
ひ
と

り
が
い
き
い
き
と
よ
り
充
実
し
た
学
校
生
活

を
送
る
こ
と
が
で
き
る
よ
う
、
各
学
校
が
取

り
組
ん
で
い
る
特
色
あ
る
学
校
づ
く
り
を
推

進
し
、
学
び
た
い
中
学
校
を
自
ら
選
択
で
き

る
機
会
を
提
供
し
て
ま
い
り
ま
す
。
ま
た
、

小
中
一
貫
教
育
の
進
展
や
将
来
的
な
児
童
生

徒
数
の
減
少
を
見
据
え
な
が
ら
、
今
後
の
制

度
の
あ
り
方
に
つ
い
て
検
討
し
て
ま
い
り
ま

す
。

　

学
校
図
書
館
に
つ
い
て
は
、
児
童
生
徒
の

読
書
活
動
を
一
層
推
進
す
る
た
め
、
専
門
の

資
格
を
有
す
る
学
校
司
書
の
増
員
を
は
か
る

と
と
も
に
、
学
校
司
書
の
資
質
向
上
や
司
書

教
諭
・
学
校
図
書
館
運
営
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
と

の
連
携
強
化
を
目
的
と
し
た
研
修
会
を
実
施

し
て
ま
い
り
ま
す
。

　

教
科
用
図
書
の
採
択
に
つ
い
て
は
、
中
学

校
用
教
科
書
の
採
択
年
度
で
あ
る
こ
と
か
ら
、

単
独
採
択
地
区
と
し
て
綿
密
な
調
査
研
究
を

行
い
、
教
育
委
員
会
の
判
断
と
責
任
に
よ
り

適
正
か
つ
公
正
に
進
め
て
ま
い
り
ま
す
。

　

幼
保
小
の
連
携
に
つ
い
て
は
、
幼
児
期
教

育
か
ら
小
学
校
教
育
へ
の
円
滑
な
学
び
の
接

続
が
は
か
ら
れ
る
よ
う
、
教
職
員
・
幼
稚
園

教
諭
・
保
育
士
を
対
象
と
し
た
研
修
を
実
施

し
て
ま
い
り
ま
す
。

　

特
別
支
援
教
育
に
つ
い
て
は
、
一
人
ひ
と

り
の
ニ
ー
ズ
に
応
じ
た
支
援
を
行
う
た
め
、

特
別
支
援
学
級
を
適
切
に
設
置
す
る
と
と
も

に
、
特
別
支
援
教
育
支
援
員
の
増
員
と
効
果

的
な
配
置
に
努
め
て
ま
い
り
ま
す
。
ま
た
、

教
職
員
の
指
導
力
の
向
上
を
め
ざ
し
、
若
手

教
職
員
を
対
象
と
し
た
研
修
を
実
施
し
て
ま

い
り
ま
す
。

　

環
境
教
育
に
つ
い
て
は
、
平
成
２６
年
度
に

小
学
校
２４
校
で
実
施
し
た
越
谷
生
物
多
様
性

子
ど
も
調
査
を
小
学
校
全
３０
校
に
拡
充
し
て

実
施
し
、
最
新
の
調
査
結
果
を
市
ホ
ー
ム
ペ

ー
ジ
か
ら
ご
覧
い
た
だ
け
る
よ
う
に
す
る
な

ど
、
地
域
に
根
ざ
し
た
教
育
活
動
を
展
開
し

て
ま
い
り
ま
す
。ま
た
、
環
境
教
育
資
料
「
し

ら
こ
ば
と
」
を
デ
ジ
タ
ル
化
す
る
な
ど
、
児

童
生
徒
や
教
職
員
に
と
っ
て
、
よ
り
活
用
し

や
す
い
教
材
の
開
発
に
努
め
て
ま
い
り
ま
す
。

　

防
災
教
育
に
つ
い
て
は
、
児
童
生
徒
が
自

ら
の
判
断
に
基
づ
い
て
行
動
し
安
全
を
確
保

で
き
る
よ
う
、
竜
巻
や
水
害
を
含
む
多
様
な

自
然
災
害
を
想
定
し
た
防
災
学
習
を
実
施
し

て
ま
い
り
ま
す
。
ま
た
、
小
中
学
校
と
地
域

の
連
携
に
よ
る
防
災
訓
練
の
企
画
・
実
施
に

向
け
た
支
援
を
行
っ
て
ま
い
り
ま
す
。

　

生
徒
指
導
に
つ
い
て
は
、「
毅
然
と
し
た

指
導
」
と
「
決
し
て
諦
め
な
い
粘
り
強
く
温

か
い
指
導
」
の
両
面
を
通
し
て
自
己
存
在
感

な
ど
の
育
成
を
は
か
り
、
児
童
生
徒
の
自
己

実
現
を
め
ざ
す
取
り
組
み
を
行
っ
て
ま
い
り

ま
す
。
ま
た
、
教
育
相
談
に
つ
い
て
は
、
一

人
ひ
と
り
が
明
る
く
楽
し
い
学
校
生
活
を
送

る
こ
と
が
で
き
る
よ
う
、
教
育
セ
ン
タ
ー
と

学
校
の
連
携
を
強
化
し
、
ス
ク
ー
ル
ソ
ー
シ

ャ
ル
ワ
ー
カ
ー
を
市
独
自
で
採
用
す
る
な
ど
、

相
談
体
制
の
充
実
に
努
め
て
ま
い
り
ま
す
。

　

さ
ら
に
、
い
じ
め
や
非
行
等
の
問
題
行
動

の
未
然
防
止
と
早
期
発
見
、
早
期
対
応
、
早

期
解
消
を
は
か
る
た
め
、
道
徳
教
育
を
は
じ

め
と
す
る
命
を
守
り
育
て
る
教
育
を
充
実
さ

せ
る
と
と
も
に
、
予
防
教
育
の
考
え
に
基
づ

い
た
積
極
的
な
生
徒
指
導
と
信
頼
関
係
に
基

づ
い
た
き
め
細
や
か
な
指
導
を
行
っ
て
ま
い

り
ま
す
。
不
登
校
児
童
生
徒
へ
の
支
援
に
つ

い
て
は
、
引
き
続
き
、
適
応
指
導
教
室
「
お

あ
し
す
」
や
学
び
総
合
指
導
員
等
の
活
動
に

よ
り
、
児
童
生
徒
の
自
立
や
学
校
生
活
へ
の

復
帰
に
向
け
て
取
り
組
ん
で
ま
い
り
ま
す
。

特
に
、
い
じ
め
防
止
に
向
け
た
取
り
組
み
に

つ
い
て
は
、
越
谷
市
い
じ
め
防
止
基
本
方
針

を
踏
ま
え
、
関
係
諸
機
関
と
連
携
し
て
組
織

的
に
対
応
す
る
と
と
も
に
、
教
職
員
用
「
い

じ
め
対
応
マ
ニ
ュ
ア
ル
」
の
改
訂
や
教
職
員

対
象
の
「
い
じ
め
対
応
出
前
研
修
会
」
を
実

施
し
て
ま
い
り
ま
す
。

　

学
校
給
食
に
つ
い
て
は
、
伝
統
的
な
日
本

食
が
見
直
さ
れ
て
い
る
こ
と
か
ら
、
日
本
に

お
い
て
豊
富
に
獲
れ
る
魚
を
積
極
的
に
献
立

に
取
り
入
れ
る
と
と
も
に
、
食
育
の
テ
ー
マ

と
し
て
「
魚
」
を
取
り
上
げ
、
魚
の
お
い
し

さ
や
栄
養
に
関
す
る
児
童
生
徒
の
理
解
を
深

め
て
ま
い
り
ま
す
。
併
せ
て
、
バ
ラ
ン
ス
の

よ
い
食
事
に
つ
い
て
取
り
上
げ
る
な
ど
、
学

校
・
家
庭
・
地
域
の
連
携
に
よ
り
、
食
に
関

す
る
指
導
の
充
実
に
努
め
て
ま
い
り
ま
す
。

ま
た
、
地
域
産
業
へ
の
関
心
を
高
め
、
食
へ

の
感
謝
の
気
持
ち
を
育
む
た
め
、
地
場
農
産

物
の
使
用
拡
大
に
取
り
組
ん
で
ま
い
り
ま
す
。

さ
ら
に
、
食
物
ア
レ
ル
ギ
ー
に
対
応
し
た
パ

ン
や
デ
ザ
ー
ト
を
提
供
す
る
と
と
も
に
、
緊

急
時
の
対
応
等
を
含
め
た
食
物
ア
レ
ル
ギ
ー

に
関
す
る
研
修
等
に
よ
り
教
職
員
の
意
識
向

上
を
は
か
り
、
引
き
続
き
事
故
防
止
に
努
め

て
ま
い
り
ま
す
。
な
お
、
学
校
給
食
費
に
つ

い
て
は
、
平
成
１２
年
度
の
改
定
以
来
１５
年
間

据
え
置
い
て
ま
い
り
ま
し
た
が
、
学
校
給
食

用
物
資
の
購
入
を
取
り
巻
く
状
況
の
変
化
に

対
応
し
、
献
立
内
容
お
よ
び
食
育
の
充
実
を

は
か
る
た
め
、
改
定
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。

　

学
校
教
育
に
お
け
る
人
権
教
育
に
つ
い
て

は
、
児
童
生
徒
が
発
達
段
階
に
応
じ
て
、
人

権
に
関
す
る
知
的
理
解
だ
け
で
な
く
、
自
分

の
大
切
さ
と
と
も
に
他
の
大
切
さ
を
認
め
る

こ
と
が
で
き
る
人
権
感
覚
を
身
に
付
け
る
こ

と
が
で
き
る
よ
う
、
取
り
組
ん
で
ま
い
り
ま

す
。

　

義
務
教
育
施
設
に
つ
い
て
は
、
児
童
生
徒

の
安
全
を
守
り
、
安
心
で
快
適
な
学
習
環
境

が
確
保
で
き
る
よ
う
、
計
画
的
な
ア
ス
ベ
ス

ト
除
去
工
事
や
大
規
模
地
震
に
備
え
た
屋
内

運
動
場
等
の
非
構
造
部
材
の
改
修
工
事
、
ト

イ
レ
の
洋
式
化
な
ど
の
施
設
改
修
を
引
き
続

き
実
施
し
て
ま
い
り
ま
す
。
ま
た
、
普
通
教

室
等
へ
の
エ
ア
コ
ン
整
備
に
向
け
た
実
施
設

計
に
取
り
組
む
と
と
も
に
、
通
学
区
域
内
の

児
童
数
の
増
加
に
対
応
す
る
た
め
、
大
相
模

小
学
校
に
仮
設
教
室
を
設
置
い
た
し
ま
す
。

　

多
様
な
就
学
機
会
へ
の
支
援
に
つ
い
て
は
、

経
済
的
理
由
に
よ
り
就
学
困
難
と
認
め
ら
れ

る
児
童
生
徒
の
保
護
者
に
対
し
て
就
学
費
用

の
一
部
を
援
助
す
る
と
と
も
に
、
高
校
・
大

学
等
の
入
学
資
金
の
調
達
が
困
難
な
方
に
入

学
準
備
金
の
貸
付
を
行
い
、
教
育
を
受
け
る

機
会
の
確
保
に
努
め
て
ま
い
り
ま
す
。

　

幼
児
期
教
育
に
つ
い
て
は
、
幼
稚
園
へ
の

就
園
を
奨
励
す
る
た
め
、
幼
稚
園
の
設
置
者

が
保
育
料
等
を
減
免
す
る
措
置
に
対
し
て
補

助
金
を
交
付
し
、
保
護
者
の
経
済
的
負
担
の

軽
減
を
は
か
っ
て
ま
い
り
ま
す
。

　

教
職
員
の
資
質
の
向
上
に
つ
い
て
は
、

個
々
の
専
門
性
や
指
導
力
を
高
め
、
一
人
ひ

と
り
に
応
じ
た
指
導
が
で
き
る
よ
う
、
研
修

方
法
の
工
夫
・
改
善
を
行
っ
て
ま
い
り
ま
す
。

ま
た
、
中
核
市
へ
の
移
行
に
伴
い
県
か
ら
移

譲
さ
れ
る
県
費
負
担
教
職
員
研
修
に
つ
い
て

は
、
円
滑
な
実
施
に
努
め
て
ま
い
り
ま
す
。

さ
ら
に
、
全
小
中
学
校
に
お
い
て
小
中
一
貫

教
育
に
関
す
る
研
究
を
行
う
こ
と
に
よ
り
、

指
導
内
容
・
指
導
方
法
を
改
善
し
、
児
童
生

徒
の
学
力
向
上
や
い
わ
ゆ
る
「
中
１
ギ
ャ
ッ

プ
」
の
解
消
を
め
ざ
し
て
ま
い
り
ま
す
。

　

地
域
に
根
ざ
し
た
特
色
あ
る
学
校
づ
く
り

に
つ
い
て
は
、
地
域
の
教
育
力
を
活
用
し
、

学
校
・
家
庭
・
地
域
が
一
体
と
な
っ
た
教
育

を
推
進
す
る
た
め
、
全
小
中
学
校
に
設
置
さ

れ
て
い
る
学
校
応
援
団
の
活
動
が
一
層
充
実

す
る
よ
う
、
支
援
し
て
ま
い
り
ま
す
。

　

近
年
の
社
会
環
境
や
生
活
意
識
の
変
化
に

加
え
、
地
域
に
お
け
る
連
帯
感
の
希
薄
化
に

伴
い
、
生
涯
学
習
に
対
す
る
ニ
ー
ズ
も
多
様

化
・
高
度
化
し
て
お
り
ま
す
。
こ
う
し
た
中
、

子
ど
も
か
ら
高
齢
者
ま
で
の
生
涯
に
わ
た
る

学
び
の
機
会
を
充
実
さ
せ
る
と
と
も
に
、
学

習
活
動
を
通
し
て
身
に
付
け
た
知
識
・
技
術

や
、
と
も
に
学
ぶ
こ
と
を
通
し
て
得
た
人
と

の
つ
な
が
り
な
ど
を
、
地
域
社
会
の
活
性
化

に
生
か
し
て
い
く
こ
と
が
で
き
る
よ
う
、
循

環
型
生
涯
学
習
社
会
の
推
進
に
努
め
て
ま
い

り
ま
す
。
さ
ら
に
、
伝
統
文
化
や
文
化
財
な

ど
に
触
れ
る
機
会
を
充
実
さ
せ
、
郷
土
へ
の

愛
着
心
を
育
み
、
地
域
文
化
の
振
興
と
向
上

に
努
め
て
ま
い
り
ま
す
。

　

生
涯
学
習
に
お
け
る
主
要
な
施
策
で
す
が
、

生
涯
学
習
活
動
に
つ
い
て
は
、
学
ぶ
こ
と
の

楽
し
さ
を
知
り
心
豊
か
に
生
活
が
で
き
る
よ

う
、
市
民
と
の
協
働
に
よ
る
生
涯
学
習
フ
ェ

ス
テ
ィ
バ
ル
や
、
地
区
セ
ン
タ
ー
・
公
民
館

に
お
け
る
各
種
学
級
・
講
座
を
開
催
す
る
な

ど
、
ラ
イ
フ
ス
テ
ー
ジ
・
ラ
イ
フ
ス
タ
イ
ル

に
応
じ
た
学
習
機
会
の
充
実
に
努
め
て
ま
い

り
ま
す
。
ま
た
、
学
習
成
果
を
地
域
社
会
に

生
か
す
こ
と
が
で
き
る
よ
う
、
生
涯
学
習
リ

ー
ダ
ー
・
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
養
成
講
座
の
開
催

や
生
涯
学
習
リ
ー
ダ
ー
バ
ン
ク
へ
の
登
録
の

促
進
に
努
め
て
ま
い
り
ま
す
。

　

社
会
教
育
に
お
け
る
人
権
教
育
に
つ
い
て

は
、
人
権
問
題
に
関
す
る
正
し
い
理
解
と
認

識
を
深
め
人
権
意
識
の
高
揚
を
は
か
る
た
め
、

関
係
機
関
と
の
連
携
に
よ
り
講
演
会
や
講
座

等
を
開
催
し
、
人
権
・
同
和
教
育
の
普
及
・

啓
発
に
努
め
て
ま
い
り
ま
す
。

　

図
書
館
に
つ
い
て
は
、
み
ど
り
に
囲
ま
れ

た
本
館
を
中
心
に
、
駅
近
く
に
立
地
し
利
便

性
の
高
い
３
つ
の
図
書
室
の
緊
密
な
連
携
を

は
か
り
、
一
体
的
・
効
率
的
に
サ
ー
ビ
ス
を

提
供
し
て
ま
い
り
ま
す
。
特
に
、
昨
年
の
９

月
に
移
設
し
た
南
部
図
書
室
は
、
入
室
者
数

や
貸
出
数
が
大
幅
に
増
加
し
、
地
域
の
活
性

化
に
も
貢
献
し
て
お
り
ま
す
が
、
本
市
の
南

部
地
域
に
お
け
る
サ
ー
ビ
ス
の
拠
点
と
し
て
、

よ
り
ふ
さ
わ
し
い
施
設
と
な
る
よ
う
、
引
き

続
き
、
蔵
書
の
充
実
や
「
こ
ど
も
図
書
室
」

の
有
効
活
用
な
ど
を
推
進
し
て
ま
い
り
ま
す
。

ま
た
、
図
書
館
シ
ス
テ
ム
の
改
善
を
は
か
り
、

資
料
管
理
の
充
実
と
利
用
者
の
利
便
性
の
向

上
に
努
め
て
ま
い
り
ま
す
。
さ
ら
に
、
す
べ

て
の
学
童
保
育
室
へ
の
移
動
図
書
館
の
巡
回

な
ど
を
継
続
す
る
と
と
も
に
、
学
校
や
市
民

団
体
等
と
の
連
携
・
協
力
関
係
を
密
に
し
、

子
ど
も
の
読
書
活
動
を
推
進
し
て
ま
い
り
ま

す
。

　

科
学
技
術
体
験
セ
ン
タ
ー
に
つ
い
て
は
、

多
く
の
市
民
が
理
科
や
科
学
に
触
れ
、
そ
れ

ら
に
対
す
る
興
味
と
関
心
が
高
ま
る
よ
う
、

子
ど
も
か
ら
大
人
ま
で
幅
広
い
年
代
に
応
じ

た
観
察
や
実
験
、
工
作
な
ど
の
体
験
事
業
の

充
実
を
は
か
っ
て
ま
い
り
ま
す
。
ま
た
、
よ

り
身
近
な
場
所
で
気
軽
に
理
科
や
科
学
に
親

し
ん
で
い
た
だ
く
こ
と
が
で
き
る
よ
う
、
小

中
学
校
や
地
区
セ
ン
タ
ー
・
公
民
館
等
へ
の

出
張
サ
イ
エ
ン
ス
シ
ョ
ー
を
実
施
し
て
ま
い

り
ま
す
。
さ
ら
に
、
サ
イ
エ
ン
ス
ボ
ラ
ン
テ

ィ
ア
を
活
用
す
る
こ
と
で
、
市
民
と
ボ
ラ
ン

テ
ィ
ア
が
一
体
と
な
っ
た
、
特
色
あ
る
講
座

や
教
室
を
開
催
し
て
ま
い
り
ま
す
。

　

芸
術
文
化
に
つ
い
て
は
、
自
主
的
に
文
化

活
動
に
参
加
で
き
る
環
境
を
整
え
る
た
め
、

越
谷
市
民
文
化
祭
お
よ
び
越
谷
市
美
術
展
覧

会
の
開
催
や
、
文
化
総
合
誌
「
川
の
あ
る
ま

ち
」
の
発
行
な
ど
、
市
民
が
日
頃
の
活
動
の

成
果
を
発
表
で
き
る
機
会
の
充
実
に
努
め
て

ま
い
り
ま
す
。
ま
た
、
越
谷
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ

セ
ン
タ
ー
を
安
全
に
か
つ
安
心
し
て
ご
利
用

い
た
だ
く
た
め
、
小
ホ
ー
ル
吊
天
井
の
改
修

工
事
等
を
実
施
い
た
し
ま
す
。

　

特
色
あ
る
地
域
文
化
に
つ
い
て
は
、
伝
統

文
化
を
振
興
す
る
た
め
、
こ
し
が
や
薪
能
や

越
谷
市
郷
土
芸
能
祭
な
ど
を
開
催
し
、
鑑
賞

の
機
会
や
発
表
の
場
を
提
供
し
て
ま
い
り
ま

す
。
ま
た
、
関
係
団
体
等
と
の
連
携
に
よ
り
、

こ
し
が
や
能
楽
体
験
教
室
や
郷
土
芸
能
体
験

教
室
を
開
催
し
、
伝
統
芸
能
の
普
及
に
努
め

て
ま
い
り
ま
す
。
さ
ら
に
、
日
本
文
化
伝
承

の
館
こ
し
が
や
能
楽
堂
の
利
用
者
の
利
便
性

を
高
め
る
た
め
、
放
送
設
備
入
替
工
事
を
実

施
い
た
し
ま
す
。

　

文
化
財
に
つ
い
て
は
、
郷
土
こ
し
が
や
の

貴
重
な
文
化
遺
産
を
後
世
に
継
承
す
る
た
め
、

保
存
と
活
用
に
努
め
て
ま
い
り
ま
す
。
大
道

遺
跡
の
発
掘
調
査
に
お
い
て
、
平
安
時
代
の

も
の
と
推
定
さ
れ
る
竪
穴
住
居
跡
や
土
器
等

の
破
片
が
出
土
し
て
い
る
こ
と
か
ら
、
こ
の

調
査
成
果
を
中
間
報
告
書
と
し
て
取
り
ま
と

め
、
市
民
の
皆
さ
ま
に
公
表
し
て
ま
い
り
ま

す
。
ま
た
、
昨
年
復
元
整
備
し
た
旧
東
方
村

中
村
家
住
宅
に
つ
い
て
は
、
生
涯
学
習
に
お

け
る
地
域
・
歴
史
学
習
や
学
校
教
育
に
お
け

る
郷
土
学
習
の
場
と
し
て
、
活
用
を
は
か
っ

て
ま
い
り
ま
す
。

　

２
０
２
０
年
の
東
京
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
・
パ

ラ
リ
ン
ピ
ッ
ク
の
開
催
は
も
ち
ろ
ん
の
こ
と
、

数
多
く
の
日
本
人
ス
ポ
ー
ツ
選
手
が
世
界
で

活
躍
す
る
こ
と
に
よ
り
、
国
民
の
ス
ポ
ー
ツ

へ
の
関
心
は
さ
ら
な
る
高
ま
り
を
み
せ
て
お

り
ま
す
。
本
市
と
い
た
し
ま
し
て
も
、
よ
り

多
く
の
市
民
が
ス
ポ
ー
ツ
・
レ
ク
リ
エ
ー
シ

ョ
ン
に
親
し
み
、
自
分
ら
し
く
、
い
き
い
き

と
し
た
生
活
を
送
る
こ
と
が
で
き
る
よ
う
、

ス
ポ
ー
ツ
・
レ
ク
リ
エ
ー
シ
ョ
ン
活
動
の
一

層
の
推
進
に
努
め
て
ま
い
り
ま
す
。

　

生
涯
ス
ポ
ー
ツ
に
お
け
る
主
要
な
施
策
で

す
が
、
ス
ポ
ー
ツ
・
レ
ク
リ
エ
ー
シ
ョ
ン
活

動
に
つ
い
て
は
、
市
民
一
人
ひ
と
り
の
ラ
イ

フ
ス
タ
イ
ル
に
合
わ
せ
た
活
動
機
会
を
提
供

す
る
た
め
、
ス
ポ
ー
ツ
を
す
る
機
会
の
少
な

い
勤
労
者
を
対
象
と
し
た
教
室
を
、
参
加
者

の
ニ
ー
ズ
に
応
じ
て
引
き
続
き
実
施
し
て
ま

い
り
ま
す
。
ま
た
、
プ
ロ
野
球
イ
ー
ス
タ
ン

リ
ー
グ
や
日
本
女
子
プ
ロ
野
球
を
誘
致
す
る

な
ど
、
ス
ポ
ー
ツ
観
戦
機
会
の
充
実
に
取
り

組
ん
で
ま
い
り
ま
す
。

　

ス
ポ
ー
ツ
・
レ
ク
リ
エ
ー
シ
ョ
ン
活
動
を

支
援
す
る
体
制
に
つ
い
て
は
、
市
民
と
の
協

働
に
よ
る
ス
ポ
ー
ツ
・
レ
ク
リ
エ
ー
シ
ョ
ン

活
動
を
推
進
す
る
た
め
、
ス
ポ
ー
ツ
ボ
ラ
ン

テ
ィ
ア
制
度
や
ス
ポ
ー
ツ
リ
ー
ダ
ー
バ
ン
ク

制
度
の
広
報
活
動
の
充
実
を
は
か
り
、
登
録

者
の
増
加
を
め
ざ
す
と
と
も
に
、
各
種
大

会
・
イ
ベ
ン
ト
、
教
室
等
に
お
い
て
、
登
録

者
の
活
用
に
努
め
て
ま
い
り
ま
す
。

　

ス
ポ
ー
ツ
・
レ
ク
リ
エ
ー
シ
ョ
ン
施
設
に

つ
い
て
は
、
利
用
者
が
安
心
し
て
快
適
に
ス

ポ
ー
ツ
・
レ
ク
リ
エ
ー
シ
ョ
ン
活
動
を
楽
し

む
こ
と
が
で
き
る
よ
う
、
設
備
等
の
安
全
点

検
を
実
施
す
る
と
と
も
に
、
計
画
的
な
改
修

を
行
う
な
ど
、
環
境
整
備
に
努
め
て
ま
い
り

ま
す
。

　

健
康
ラ
イ
フ
ス
タ
イ
ル
づ
く
り
の
支
援
に

つ
い
て
は
、
高
齢
者
の
健
康
・
体
力
づ
く
り

の
機
会
を
充
実
さ
せ
る
た
め
、
老
人
福
祉
施

設
へ
の
出
前
講
座
を
引
き
続
き
実
施
す
る
と

と
も
に
、
障
が
い
者
の
社
会
参
加
や
交
流
を

促
進
す
る
た
め
、
障
が
い
者
ス
ポ
ー
ツ
教
室

の
実
施
や
障
が
い
者
ス
ポ
ー
ツ
大
会
の
新
規

開
催
に
取
り
組
ん
で
ま
い
り
ま
す
。

　

以
上
、
平
成
２７
年
度
の
主
要
な
施
策
に
つ

い
て
申
し
上
げ
ま
し
た
が
、
平
成
２６
年
版

「
子
ど
も
・
若
者
白
書
」
に
よ
り
ま
す
と
、

日
本
は
諸
外
国
に
比
べ
、
若
者
の
自
己
評
価

や
物
事
に
取
り
組
む
意
欲
が
低
く
、
ま
た
、

自
分
の
将
来
に
明
る
い
希
望
を
持
っ
て
い
る

若
者
の
割
合
も
少
な
い
こ
と
が
指
摘
さ
れ
て

い
ま
す
。
こ
の
こ
と
か
ら
、
子
ど
も
た
ち
が

社
会
と
の
関
わ
り
の
中
で
自
己
を
肯
定
的
に

と
ら
え
、
無
限
の
可
能
性
に
満
ち
た
チ
ャ
レ

ン
ジ
精
神
が
持
て
る
よ
う
、
教
育
委
員
会
と

学
校
・
家
庭
・
地
域
が
一
体
と
な
っ
て
、
子

ど
も
た
ち
の
成
長
を
見
守
り
支
え
て
い
く
こ

と
の
で
き
る
教
育
環
境
づ
く
り
が
、
喫
緊
の

課
題
で
あ
る
と
考
え
て
お
り
ま
す
。

　

越
谷
市
教
育
委
員
会
と
い
た
し
ま
し
て
は
、

こ
れ
ら
を
踏
ま
え
、
平
成
２８
年
度
か
ら
５
年

間
を
計
画
期
間
と
す
る
「（
仮
称
）
第
２
期

越
谷
市
教
育
振
興
基
本
計
画
」
を
策
定
し
、

明
日
の
本
市
を
担
う
子
ど
も
た
ち
が
、
生
涯

に
わ
た
り
社
会
を
生
き
抜
く
力
を
身
に
付
け

ら
れ
る
よ
う
、
教
育
施
策
の
総
合
的
か
つ
計

画
的
な
推
進
に
努
め
て
ま
い
り
ま
す
。

　

結
び
に
、「
ま
ち
づ
く
り
は
人
づ
く
り
」

と
い
う
認
識
の
も
と
、
生
涯
学
習
社
会
の
実

現
を
め
ざ
し
て
、
教
育
行
政
の
公
正
か
つ
適

正
な
運
営
に
努
め
て
ま
い
り
ま
す
の
で
、
議

員
の
皆
さ
ま
、
市
民
の
皆
さ
ま
に
は
、
ご
理

解
と
ご
協
力
を
お
願
い
申
し
上
げ
ま
す
。

基
本
目
標
１
「
生
き
る
力
を
育
む

学
校
教
育
を
進
め
る
」に
つ
い
て
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基
本
目
標
２
「
生
涯
に
わ
た
る
学

び
を
充
実
し
、地
域
の
文
化
を
創

造
す
る
」に
つ
い
て

基
本
目
標
３
「
生
涯
に
わ
た
り
ス

ポ
ー
ツ・レ
ク
リ
エ
ー
シ
ョ
ン
に
親

し
め
る
環
境
を
つ
く
る
」に
つ
い
て

　

昨
年
１２
月
、
世
界
が
注
目
す
る
中
、
赤
﨑

勇
さ
ん
、
天
野
浩
さ
ん
、
中
村
修
二
さ
ん
の

日
本
人
３
人
が
ノ
ー
ベ
ル
物
理
学
賞
を
同
時

に
受
賞
し
た
こ
と
は
、
ま
だ
記
憶
に
新
し
い

こ
と
と
思
い
ま
す
。
３
人
が
開
発
し
た
青
色

Ｌ
Ｅ
Ｄ
が
、
世
界
の
人
々
の
生
活
を
大
き
く

変
え
、
新
し
い
産
業
を
創
出
し
た
こ
と
が
高

く
評
価
さ
れ
た
も
の
と
い
わ
れ
て
お
り
ま
す
。

　

受
賞
に
際
し
て
の
コ
メ
ン
ト
で
、「
私
は

幸
運
だ
っ
た
。
支
え
て
い
た
だ
い
た
皆
さ
ん

の
お
か
げ
で
、
こ
の
研
究
を
成
し
遂
げ
、
受

賞
す
る
こ
と
が
で
き
た
」、「
省
エ
ネ
や
地
球

温
暖
化
対
策
な
ど
、
世
の
中
の
た
め
に
役
立

っ
て
い
る
こ
と
が
う
れ
し
い
」
と
３
人
が
語

っ
た
こ
と
が
、
強
く
心
に
残
り
ま
し
た
。

　

人
は
何
か
を
成
し
遂
げ
よ
う
と
す
る
と
き
、

そ
の
過
程
に
お
い
て
、
な
か
な
か
結
果
が
出

な
か
っ
た
り
何
度
も
失
敗
し
た
り
す
る
と
、

投
げ
出
し
て
し
ま
い
た
く
な
る
も
の
で
す
。

受
賞
し
た
３
人
の
よ
う
に
、
先
入
観
に
と
ら

わ
れ
ず
、
ま
た
一
度
や
二
度
の
失
敗
に
は
決

し
て
屈
せ
ず
、
こ
つ
こ
つ
と
諦
め
ず
に
努
力

を
続
け
る
に
は
、
本
人
の
強
い
意
志
は
も
ち

ろ
ん
の
こ
と
、
周
り
の
人
た
ち
の
支
え
が
必

要
不
可
欠
で
す
。
子
ど
も
た
ち
が
将
来
に
夢

や
希
望
を
持
ち
、
生
涯
に
わ
た
っ
て
学
ん
だ

成
果
を
社
会
へ
還
元
す
る
た
め
努
力
を
重
ね

て
い
く
こ
と
が
で
き
る
よ
う
、
教
育
委
員
会

と
学
校
・
家
庭
・
地
域
と
が
連
携
し
、
社
会

全
体
で
支
え
て
い
く
こ
と
が
大
切
で
あ
る
と

い
う
こ
と
を
改
め
て
認
識
し
た
と
こ
ろ
で
す
。

　

こ
う
し
た
視
点
も
踏
ま
え
、「
生
涯
学
習

社
会
の
実
現
を
め
ざ
し
て
」
と
い
う
越
谷
市

教
育
振
興
基
本
計
画
の
基
本
理
念
の
も
と
、

だ
れ
も
が
夢
に
向
か
っ
て
輝
い
て
い
け
る
よ

う
、
学
校
教
育
、
生
涯
学
習
、
生
涯
ス
ポ
ー

ツ
の
３
つ
の
基
本
目
標
を
柱
に
、
教
育
施
策

の
一
層
の
充
実
と
効
果
的
な
推
進
に
努
め
て

ま
い
り
ま
す
。

　

そ
れ
で
は
、
以
下
、
教
育
振
興
基
本
計
画

の
基
本
目
標
に
沿
っ
て
主
要
な
施
策
を
申
し

上
げ
ま
す
。

　

こ
れ
か
ら
の
学
校
教
育
で
は
、
子
ど
も
た

ち
一
人
ひ
と
り
が
、
変
化
の
激
し
い
社
会
を

生
き
抜
く
た
め
の
力
を
身
に
付
け
る
こ
と
が

求
め
ら
れ
て
い
ま
す
。
ま
た
、
子
ど
も
た
ち

の
学
習
意
欲
の
低
下
や
学
校
生
活
へ
の
不
適

応
な
ど
、
早
急
に
解
消
す
べ
き
課
題
も
増
え

て
お
り
ま
す
。
こ
の
こ
と
か
ら
、
引
き
続
き

学
校
と
家
庭
・
地
域
の
連
携
強
化
に
努
め
る

こ
と
は
も
と
よ
り
、
長
期
的
展
望
に
立
ち
、

小
中
一
貫
教
育
に
関
す
る
研
究
の
推
進
や
、

通
学
区
域
制
度
の
検
討
な
ど
に
取
り
組
む
こ

と
で
、
よ
り
良
好
な
教
育
環
境
の
整
備
を
行

う
と
と
も
に
、
生
き
る
力
を
高
め
、
夢
に
向

か
っ
て
粘
り
強
く
学
ぶ
子
ど
も
の
育
成
に
努

め
て
ま
い
り
ま
す
。

　

学
校
教
育
に
お
け
る
主
要
な
施
策
で
す
が
、

Ｉ
Ｃ
Ｔ
を
活
用
し
た
教
育
に
つ
い
て
は
、
児

童
生
徒
の
学
力
の
向
上
や
プ
レ
ゼ
ン
テ
ー
シ

ョ
ン
能
力
の
育
成
の
た
め
、
Ｉ
Ｃ
Ｔ
を
活
用

し
た
、
よ
り
分
か
り
や
す
く
魅
力
あ
る
授
業

を
行
う
と
と
も
に
、
授
業
の
中
で
児
童
生
徒

が
タ
ブ
レ
ッ
ト
と
し
て
も
使
用
可
能
な
パ
ソ

コ
ン
等
を
効
果
的
に
活
用
し
て
、
自
ら
の
考

え
を
発
表
す
る
機
会
を
設
け
て
ま
い
り
ま
す
。

ま
た
、
情
報
モ
ラ
ル
教
育
に
つ
い
て
は
、
児

童
生
徒
が
パ
ソ
コ
ン
や
携
帯
電
話
等
を
正
し

く
有
効
に
活
用
で
き
る
よ
う
、
教
職
員
研
修

や
授
業
に
お
い
て
実
施
す
る
と
と
も
に
、
家

庭
お
よ
び
地
域
を
対
象
と
し
た
啓
発
活
動
を

行
っ
て
ま
い
り
ま
す
。

　

中
学
校
選
択
制
に
つ
い
て
は
、
一
人
ひ
と

り
が
い
き
い
き
と
よ
り
充
実
し
た
学
校
生
活

を
送
る
こ
と
が
で
き
る
よ
う
、
各
学
校
が
取

り
組
ん
で
い
る
特
色
あ
る
学
校
づ
く
り
を
推

進
し
、
学
び
た
い
中
学
校
を
自
ら
選
択
で
き

る
機
会
を
提
供
し
て
ま
い
り
ま
す
。
ま
た
、

小
中
一
貫
教
育
の
進
展
や
将
来
的
な
児
童
生

徒
数
の
減
少
を
見
据
え
な
が
ら
、
今
後
の
制

度
の
あ
り
方
に
つ
い
て
検
討
し
て
ま
い
り
ま

す
。

　

学
校
図
書
館
に
つ
い
て
は
、
児
童
生
徒
の

読
書
活
動
を
一
層
推
進
す
る
た
め
、
専
門
の

資
格
を
有
す
る
学
校
司
書
の
増
員
を
は
か
る

と
と
も
に
、
学
校
司
書
の
資
質
向
上
や
司
書

教
諭
・
学
校
図
書
館
運
営
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
と

の
連
携
強
化
を
目
的
と
し
た
研
修
会
を
実
施

し
て
ま
い
り
ま
す
。

　

教
科
用
図
書
の
採
択
に
つ
い
て
は
、
中
学

校
用
教
科
書
の
採
択
年
度
で
あ
る
こ
と
か
ら
、

単
独
採
択
地
区
と
し
て
綿
密
な
調
査
研
究
を

行
い
、
教
育
委
員
会
の
判
断
と
責
任
に
よ
り

適
正
か
つ
公
正
に
進
め
て
ま
い
り
ま
す
。

　

幼
保
小
の
連
携
に
つ
い
て
は
、
幼
児
期
教

育
か
ら
小
学
校
教
育
へ
の
円
滑
な
学
び
の
接

続
が
は
か
ら
れ
る
よ
う
、
教
職
員
・
幼
稚
園

教
諭
・
保
育
士
を
対
象
と
し
た
研
修
を
実
施

し
て
ま
い
り
ま
す
。

　

特
別
支
援
教
育
に
つ
い
て
は
、
一
人
ひ
と

り
の
ニ
ー
ズ
に
応
じ
た
支
援
を
行
う
た
め
、

特
別
支
援
学
級
を
適
切
に
設
置
す
る
と
と
も

に
、
特
別
支
援
教
育
支
援
員
の
増
員
と
効
果

的
な
配
置
に
努
め
て
ま
い
り
ま
す
。
ま
た
、

教
職
員
の
指
導
力
の
向
上
を
め
ざ
し
、
若
手

教
職
員
を
対
象
と
し
た
研
修
を
実
施
し
て
ま

い
り
ま
す
。

　

環
境
教
育
に
つ
い
て
は
、
平
成
２６
年
度
に

小
学
校
２４
校
で
実
施
し
た
越
谷
生
物
多
様
性

子
ど
も
調
査
を
小
学
校
全
３０
校
に
拡
充
し
て

実
施
し
、
最
新
の
調
査
結
果
を
市
ホ
ー
ム
ペ

ー
ジ
か
ら
ご
覧
い
た
だ
け
る
よ
う
に
す
る
な

ど
、
地
域
に
根
ざ
し
た
教
育
活
動
を
展
開
し

て
ま
い
り
ま
す
。ま
た
、
環
境
教
育
資
料
「
し

ら
こ
ば
と
」
を
デ
ジ
タ
ル
化
す
る
な
ど
、
児

童
生
徒
や
教
職
員
に
と
っ
て
、
よ
り
活
用
し

や
す
い
教
材
の
開
発
に
努
め
て
ま
い
り
ま
す
。

　

防
災
教
育
に
つ
い
て
は
、
児
童
生
徒
が
自

ら
の
判
断
に
基
づ
い
て
行
動
し
安
全
を
確
保

で
き
る
よ
う
、
竜
巻
や
水
害
を
含
む
多
様
な

自
然
災
害
を
想
定
し
た
防
災
学
習
を
実
施
し

て
ま
い
り
ま
す
。
ま
た
、
小
中
学
校
と
地
域

の
連
携
に
よ
る
防
災
訓
練
の
企
画
・
実
施
に

向
け
た
支
援
を
行
っ
て
ま
い
り
ま
す
。

　

生
徒
指
導
に
つ
い
て
は
、「
毅
然
と
し
た

指
導
」
と
「
決
し
て
諦
め
な
い
粘
り
強
く
温

か
い
指
導
」
の
両
面
を
通
し
て
自
己
存
在
感

な
ど
の
育
成
を
は
か
り
、
児
童
生
徒
の
自
己

実
現
を
め
ざ
す
取
り
組
み
を
行
っ
て
ま
い
り

ま
す
。
ま
た
、
教
育
相
談
に
つ
い
て
は
、
一

人
ひ
と
り
が
明
る
く
楽
し
い
学
校
生
活
を
送

る
こ
と
が
で
き
る
よ
う
、
教
育
セ
ン
タ
ー
と

学
校
の
連
携
を
強
化
し
、
ス
ク
ー
ル
ソ
ー
シ

ャ
ル
ワ
ー
カ
ー
を
市
独
自
で
採
用
す
る
な
ど
、

相
談
体
制
の
充
実
に
努
め
て
ま
い
り
ま
す
。

　

さ
ら
に
、
い
じ
め
や
非
行
等
の
問
題
行
動

の
未
然
防
止
と
早
期
発
見
、
早
期
対
応
、
早

期
解
消
を
は
か
る
た
め
、
道
徳
教
育
を
は
じ

め
と
す
る
命
を
守
り
育
て
る
教
育
を
充
実
さ

せ
る
と
と
も
に
、
予
防
教
育
の
考
え
に
基
づ

い
た
積
極
的
な
生
徒
指
導
と
信
頼
関
係
に
基

づ
い
た
き
め
細
や
か
な
指
導
を
行
っ
て
ま
い

り
ま
す
。
不
登
校
児
童
生
徒
へ
の
支
援
に
つ

い
て
は
、
引
き
続
き
、
適
応
指
導
教
室
「
お

あ
し
す
」
や
学
び
総
合
指
導
員
等
の
活
動
に

よ
り
、
児
童
生
徒
の
自
立
や
学
校
生
活
へ
の

復
帰
に
向
け
て
取
り
組
ん
で
ま
い
り
ま
す
。

特
に
、
い
じ
め
防
止
に
向
け
た
取
り
組
み
に

つ
い
て
は
、
越
谷
市
い
じ
め
防
止
基
本
方
針

を
踏
ま
え
、
関
係
諸
機
関
と
連
携
し
て
組
織

的
に
対
応
す
る
と
と
も
に
、
教
職
員
用
「
い

じ
め
対
応
マ
ニ
ュ
ア
ル
」
の
改
訂
や
教
職
員

対
象
の
「
い
じ
め
対
応
出
前
研
修
会
」
を
実

施
し
て
ま
い
り
ま
す
。

　

学
校
給
食
に
つ
い
て
は
、
伝
統
的
な
日
本

食
が
見
直
さ
れ
て
い
る
こ
と
か
ら
、
日
本
に

お
い
て
豊
富
に
獲
れ
る
魚
を
積
極
的
に
献
立

に
取
り
入
れ
る
と
と
も
に
、
食
育
の
テ
ー
マ

と
し
て
「
魚
」
を
取
り
上
げ
、
魚
の
お
い
し

さ
や
栄
養
に
関
す
る
児
童
生
徒
の
理
解
を
深

め
て
ま
い
り
ま
す
。
併
せ
て
、
バ
ラ
ン
ス
の

よ
い
食
事
に
つ
い
て
取
り
上
げ
る
な
ど
、
学

校
・
家
庭
・
地
域
の
連
携
に
よ
り
、
食
に
関

す
る
指
導
の
充
実
に
努
め
て
ま
い
り
ま
す
。

ま
た
、
地
域
産
業
へ
の
関
心
を
高
め
、
食
へ

の
感
謝
の
気
持
ち
を
育
む
た
め
、
地
場
農
産

物
の
使
用
拡
大
に
取
り
組
ん
で
ま
い
り
ま
す
。

さ
ら
に
、
食
物
ア
レ
ル
ギ
ー
に
対
応
し
た
パ

ン
や
デ
ザ
ー
ト
を
提
供
す
る
と
と
も
に
、
緊

急
時
の
対
応
等
を
含
め
た
食
物
ア
レ
ル
ギ
ー

に
関
す
る
研
修
等
に
よ
り
教
職
員
の
意
識
向

上
を
は
か
り
、
引
き
続
き
事
故
防
止
に
努
め

て
ま
い
り
ま
す
。
な
お
、
学
校
給
食
費
に
つ

い
て
は
、
平
成
１２
年
度
の
改
定
以
来
１５
年
間

据
え
置
い
て
ま
い
り
ま
し
た
が
、
学
校
給
食

用
物
資
の
購
入
を
取
り
巻
く
状
況
の
変
化
に

対
応
し
、
献
立
内
容
お
よ
び
食
育
の
充
実
を

は
か
る
た
め
、
改
定
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。

　

学
校
教
育
に
お
け
る
人
権
教
育
に
つ
い
て

は
、
児
童
生
徒
が
発
達
段
階
に
応
じ
て
、
人

権
に
関
す
る
知
的
理
解
だ
け
で
な
く
、
自
分

の
大
切
さ
と
と
も
に
他
の
大
切
さ
を
認
め
る

こ
と
が
で
き
る
人
権
感
覚
を
身
に
付
け
る
こ

と
が
で
き
る
よ
う
、
取
り
組
ん
で
ま
い
り
ま

す
。

　

義
務
教
育
施
設
に
つ
い
て
は
、
児
童
生
徒

の
安
全
を
守
り
、
安
心
で
快
適
な
学
習
環
境

が
確
保
で
き
る
よ
う
、
計
画
的
な
ア
ス
ベ
ス

ト
除
去
工
事
や
大
規
模
地
震
に
備
え
た
屋
内

運
動
場
等
の
非
構
造
部
材
の
改
修
工
事
、
ト

イ
レ
の
洋
式
化
な
ど
の
施
設
改
修
を
引
き
続

き
実
施
し
て
ま
い
り
ま
す
。
ま
た
、
普
通
教

室
等
へ
の
エ
ア
コ
ン
整
備
に
向
け
た
実
施
設

計
に
取
り
組
む
と
と
も
に
、
通
学
区
域
内
の

児
童
数
の
増
加
に
対
応
す
る
た
め
、
大
相
模

小
学
校
に
仮
設
教
室
を
設
置
い
た
し
ま
す
。

　

多
様
な
就
学
機
会
へ
の
支
援
に
つ
い
て
は
、

経
済
的
理
由
に
よ
り
就
学
困
難
と
認
め
ら
れ

る
児
童
生
徒
の
保
護
者
に
対
し
て
就
学
費
用

の
一
部
を
援
助
す
る
と
と
も
に
、
高
校
・
大

学
等
の
入
学
資
金
の
調
達
が
困
難
な
方
に
入

学
準
備
金
の
貸
付
を
行
い
、
教
育
を
受
け
る

機
会
の
確
保
に
努
め
て
ま
い
り
ま
す
。

　

幼
児
期
教
育
に
つ
い
て
は
、
幼
稚
園
へ
の

就
園
を
奨
励
す
る
た
め
、
幼
稚
園
の
設
置
者

が
保
育
料
等
を
減
免
す
る
措
置
に
対
し
て
補

助
金
を
交
付
し
、
保
護
者
の
経
済
的
負
担
の

軽
減
を
は
か
っ
て
ま
い
り
ま
す
。

　

教
職
員
の
資
質
の
向
上
に
つ
い
て
は
、

個
々
の
専
門
性
や
指
導
力
を
高
め
、
一
人
ひ

と
り
に
応
じ
た
指
導
が
で
き
る
よ
う
、
研
修

方
法
の
工
夫
・
改
善
を
行
っ
て
ま
い
り
ま
す
。

ま
た
、
中
核
市
へ
の
移
行
に
伴
い
県
か
ら
移

譲
さ
れ
る
県
費
負
担
教
職
員
研
修
に
つ
い
て

は
、
円
滑
な
実
施
に
努
め
て
ま
い
り
ま
す
。

さ
ら
に
、
全
小
中
学
校
に
お
い
て
小
中
一
貫

教
育
に
関
す
る
研
究
を
行
う
こ
と
に
よ
り
、

指
導
内
容
・
指
導
方
法
を
改
善
し
、
児
童
生

徒
の
学
力
向
上
や
い
わ
ゆ
る
「
中
１
ギ
ャ
ッ

プ
」
の
解
消
を
め
ざ
し
て
ま
い
り
ま
す
。

　

地
域
に
根
ざ
し
た
特
色
あ
る
学
校
づ
く
り

に
つ
い
て
は
、
地
域
の
教
育
力
を
活
用
し
、

学
校
・
家
庭
・
地
域
が
一
体
と
な
っ
た
教
育

を
推
進
す
る
た
め
、
全
小
中
学
校
に
設
置
さ

れ
て
い
る
学
校
応
援
団
の
活
動
が
一
層
充
実

す
る
よ
う
、
支
援
し
て
ま
い
り
ま
す
。

　

近
年
の
社
会
環
境
や
生
活
意
識
の
変
化
に

加
え
、
地
域
に
お
け
る
連
帯
感
の
希
薄
化
に

伴
い
、
生
涯
学
習
に
対
す
る
ニ
ー
ズ
も
多
様

化
・
高
度
化
し
て
お
り
ま
す
。
こ
う
し
た
中
、

子
ど
も
か
ら
高
齢
者
ま
で
の
生
涯
に
わ
た
る

学
び
の
機
会
を
充
実
さ
せ
る
と
と
も
に
、
学

習
活
動
を
通
し
て
身
に
付
け
た
知
識
・
技
術

や
、
と
も
に
学
ぶ
こ
と
を
通
し
て
得
た
人
と

の
つ
な
が
り
な
ど
を
、
地
域
社
会
の
活
性
化

に
生
か
し
て
い
く
こ
と
が
で
き
る
よ
う
、
循

環
型
生
涯
学
習
社
会
の
推
進
に
努
め
て
ま
い

り
ま
す
。
さ
ら
に
、
伝
統
文
化
や
文
化
財
な

ど
に
触
れ
る
機
会
を
充
実
さ
せ
、
郷
土
へ
の

愛
着
心
を
育
み
、
地
域
文
化
の
振
興
と
向
上

に
努
め
て
ま
い
り
ま
す
。

　

生
涯
学
習
に
お
け
る
主
要
な
施
策
で
す
が
、

生
涯
学
習
活
動
に
つ
い
て
は
、
学
ぶ
こ
と
の

楽
し
さ
を
知
り
心
豊
か
に
生
活
が
で
き
る
よ

う
、
市
民
と
の
協
働
に
よ
る
生
涯
学
習
フ
ェ

ス
テ
ィ
バ
ル
や
、
地
区
セ
ン
タ
ー
・
公
民
館

に
お
け
る
各
種
学
級
・
講
座
を
開
催
す
る
な

ど
、
ラ
イ
フ
ス
テ
ー
ジ
・
ラ
イ
フ
ス
タ
イ
ル

に
応
じ
た
学
習
機
会
の
充
実
に
努
め
て
ま
い

り
ま
す
。
ま
た
、
学
習
成
果
を
地
域
社
会
に

生
か
す
こ
と
が
で
き
る
よ
う
、
生
涯
学
習
リ

ー
ダ
ー
・
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
養
成
講
座
の
開
催

や
生
涯
学
習
リ
ー
ダ
ー
バ
ン
ク
へ
の
登
録
の

促
進
に
努
め
て
ま
い
り
ま
す
。

　

社
会
教
育
に
お
け
る
人
権
教
育
に
つ
い
て

は
、
人
権
問
題
に
関
す
る
正
し
い
理
解
と
認

識
を
深
め
人
権
意
識
の
高
揚
を
は
か
る
た
め
、

関
係
機
関
と
の
連
携
に
よ
り
講
演
会
や
講
座

等
を
開
催
し
、
人
権
・
同
和
教
育
の
普
及
・

啓
発
に
努
め
て
ま
い
り
ま
す
。

　

図
書
館
に
つ
い
て
は
、
み
ど
り
に
囲
ま
れ

た
本
館
を
中
心
に
、
駅
近
く
に
立
地
し
利
便

性
の
高
い
３
つ
の
図
書
室
の
緊
密
な
連
携
を

は
か
り
、
一
体
的
・
効
率
的
に
サ
ー
ビ
ス
を

提
供
し
て
ま
い
り
ま
す
。
特
に
、
昨
年
の
９

月
に
移
設
し
た
南
部
図
書
室
は
、
入
室
者
数

や
貸
出
数
が
大
幅
に
増
加
し
、
地
域
の
活
性

化
に
も
貢
献
し
て
お
り
ま
す
が
、
本
市
の
南

部
地
域
に
お
け
る
サ
ー
ビ
ス
の
拠
点
と
し
て
、

よ
り
ふ
さ
わ
し
い
施
設
と
な
る
よ
う
、
引
き

続
き
、
蔵
書
の
充
実
や
「
こ
ど
も
図
書
室
」

の
有
効
活
用
な
ど
を
推
進
し
て
ま
い
り
ま
す
。

ま
た
、
図
書
館
シ
ス
テ
ム
の
改
善
を
は
か
り
、

資
料
管
理
の
充
実
と
利
用
者
の
利
便
性
の
向

上
に
努
め
て
ま
い
り
ま
す
。
さ
ら
に
、
す
べ

て
の
学
童
保
育
室
へ
の
移
動
図
書
館
の
巡
回

な
ど
を
継
続
す
る
と
と
も
に
、
学
校
や
市
民

団
体
等
と
の
連
携
・
協
力
関
係
を
密
に
し
、

子
ど
も
の
読
書
活
動
を
推
進
し
て
ま
い
り
ま

す
。

　

科
学
技
術
体
験
セ
ン
タ
ー
に
つ
い
て
は
、

多
く
の
市
民
が
理
科
や
科
学
に
触
れ
、
そ
れ

ら
に
対
す
る
興
味
と
関
心
が
高
ま
る
よ
う
、

子
ど
も
か
ら
大
人
ま
で
幅
広
い
年
代
に
応
じ

た
観
察
や
実
験
、
工
作
な
ど
の
体
験
事
業
の

充
実
を
は
か
っ
て
ま
い
り
ま
す
。
ま
た
、
よ

り
身
近
な
場
所
で
気
軽
に
理
科
や
科
学
に
親

し
ん
で
い
た
だ
く
こ
と
が
で
き
る
よ
う
、
小

中
学
校
や
地
区
セ
ン
タ
ー
・
公
民
館
等
へ
の

出
張
サ
イ
エ
ン
ス
シ
ョ
ー
を
実
施
し
て
ま
い

り
ま
す
。
さ
ら
に
、
サ
イ
エ
ン
ス
ボ
ラ
ン
テ

ィ
ア
を
活
用
す
る
こ
と
で
、
市
民
と
ボ
ラ
ン

テ
ィ
ア
が
一
体
と
な
っ
た
、
特
色
あ
る
講
座

や
教
室
を
開
催
し
て
ま
い
り
ま
す
。

　

芸
術
文
化
に
つ
い
て
は
、
自
主
的
に
文
化

活
動
に
参
加
で
き
る
環
境
を
整
え
る
た
め
、

越
谷
市
民
文
化
祭
お
よ
び
越
谷
市
美
術
展
覧

会
の
開
催
や
、
文
化
総
合
誌
「
川
の
あ
る
ま

ち
」
の
発
行
な
ど
、
市
民
が
日
頃
の
活
動
の

成
果
を
発
表
で
き
る
機
会
の
充
実
に
努
め
て

ま
い
り
ま
す
。
ま
た
、
越
谷
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ

セ
ン
タ
ー
を
安
全
に
か
つ
安
心
し
て
ご
利
用

い
た
だ
く
た
め
、
小
ホ
ー
ル
吊
天
井
の
改
修

工
事
等
を
実
施
い
た
し
ま
す
。

　

特
色
あ
る
地
域
文
化
に
つ
い
て
は
、
伝
統

文
化
を
振
興
す
る
た
め
、
こ
し
が
や
薪
能
や

越
谷
市
郷
土
芸
能
祭
な
ど
を
開
催
し
、
鑑
賞

の
機
会
や
発
表
の
場
を
提
供
し
て
ま
い
り
ま

す
。
ま
た
、
関
係
団
体
等
と
の
連
携
に
よ
り
、

こ
し
が
や
能
楽
体
験
教
室
や
郷
土
芸
能
体
験

教
室
を
開
催
し
、
伝
統
芸
能
の
普
及
に
努
め

て
ま
い
り
ま
す
。
さ
ら
に
、
日
本
文
化
伝
承

の
館
こ
し
が
や
能
楽
堂
の
利
用
者
の
利
便
性

を
高
め
る
た
め
、
放
送
設
備
入
替
工
事
を
実

施
い
た
し
ま
す
。

　

文
化
財
に
つ
い
て
は
、
郷
土
こ
し
が
や
の

貴
重
な
文
化
遺
産
を
後
世
に
継
承
す
る
た
め
、

保
存
と
活
用
に
努
め
て
ま
い
り
ま
す
。
大
道

遺
跡
の
発
掘
調
査
に
お
い
て
、
平
安
時
代
の

も
の
と
推
定
さ
れ
る
竪
穴
住
居
跡
や
土
器
等

の
破
片
が
出
土
し
て
い
る
こ
と
か
ら
、
こ
の

調
査
成
果
を
中
間
報
告
書
と
し
て
取
り
ま
と

め
、
市
民
の
皆
さ
ま
に
公
表
し
て
ま
い
り
ま

す
。
ま
た
、
昨
年
復
元
整
備
し
た
旧
東
方
村

中
村
家
住
宅
に
つ
い
て
は
、
生
涯
学
習
に
お

け
る
地
域
・
歴
史
学
習
や
学
校
教
育
に
お
け

る
郷
土
学
習
の
場
と
し
て
、
活
用
を
は
か
っ

て
ま
い
り
ま
す
。

　

２
０
２
０
年
の
東
京
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
・
パ

ラ
リ
ン
ピ
ッ
ク
の
開
催
は
も
ち
ろ
ん
の
こ
と
、

数
多
く
の
日
本
人
ス
ポ
ー
ツ
選
手
が
世
界
で

活
躍
す
る
こ
と
に
よ
り
、
国
民
の
ス
ポ
ー
ツ

へ
の
関
心
は
さ
ら
な
る
高
ま
り
を
み
せ
て
お

り
ま
す
。
本
市
と
い
た
し
ま
し
て
も
、
よ
り

多
く
の
市
民
が
ス
ポ
ー
ツ
・
レ
ク
リ
エ
ー
シ

ョ
ン
に
親
し
み
、
自
分
ら
し
く
、
い
き
い
き

と
し
た
生
活
を
送
る
こ
と
が
で
き
る
よ
う
、

ス
ポ
ー
ツ
・
レ
ク
リ
エ
ー
シ
ョ
ン
活
動
の
一

層
の
推
進
に
努
め
て
ま
い
り
ま
す
。

　

生
涯
ス
ポ
ー
ツ
に
お
け
る
主
要
な
施
策
で

す
が
、
ス
ポ
ー
ツ
・
レ
ク
リ
エ
ー
シ
ョ
ン
活

動
に
つ
い
て
は
、
市
民
一
人
ひ
と
り
の
ラ
イ

フ
ス
タ
イ
ル
に
合
わ
せ
た
活
動
機
会
を
提
供

す
る
た
め
、
ス
ポ
ー
ツ
を
す
る
機
会
の
少
な

い
勤
労
者
を
対
象
と
し
た
教
室
を
、
参
加
者

の
ニ
ー
ズ
に
応
じ
て
引
き
続
き
実
施
し
て
ま

い
り
ま
す
。
ま
た
、
プ
ロ
野
球
イ
ー
ス
タ
ン

リ
ー
グ
や
日
本
女
子
プ
ロ
野
球
を
誘
致
す
る

な
ど
、
ス
ポ
ー
ツ
観
戦
機
会
の
充
実
に
取
り

組
ん
で
ま
い
り
ま
す
。

　

ス
ポ
ー
ツ
・
レ
ク
リ
エ
ー
シ
ョ
ン
活
動
を

支
援
す
る
体
制
に
つ
い
て
は
、
市
民
と
の
協

働
に
よ
る
ス
ポ
ー
ツ
・
レ
ク
リ
エ
ー
シ
ョ
ン

活
動
を
推
進
す
る
た
め
、
ス
ポ
ー
ツ
ボ
ラ
ン

テ
ィ
ア
制
度
や
ス
ポ
ー
ツ
リ
ー
ダ
ー
バ
ン
ク

制
度
の
広
報
活
動
の
充
実
を
は
か
り
、
登
録

者
の
増
加
を
め
ざ
す
と
と
も
に
、
各
種
大

会
・
イ
ベ
ン
ト
、
教
室
等
に
お
い
て
、
登
録

者
の
活
用
に
努
め
て
ま
い
り
ま
す
。

　

ス
ポ
ー
ツ
・
レ
ク
リ
エ
ー
シ
ョ
ン
施
設
に

つ
い
て
は
、
利
用
者
が
安
心
し
て
快
適
に
ス

ポ
ー
ツ
・
レ
ク
リ
エ
ー
シ
ョ
ン
活
動
を
楽
し

む
こ
と
が
で
き
る
よ
う
、
設
備
等
の
安
全
点

検
を
実
施
す
る
と
と
も
に
、
計
画
的
な
改
修

を
行
う
な
ど
、
環
境
整
備
に
努
め
て
ま
い
り

ま
す
。

　

健
康
ラ
イ
フ
ス
タ
イ
ル
づ
く
り
の
支
援
に

つ
い
て
は
、
高
齢
者
の
健
康
・
体
力
づ
く
り

の
機
会
を
充
実
さ
せ
る
た
め
、
老
人
福
祉
施

設
へ
の
出
前
講
座
を
引
き
続
き
実
施
す
る
と

と
も
に
、
障
が
い
者
の
社
会
参
加
や
交
流
を

促
進
す
る
た
め
、
障
が
い
者
ス
ポ
ー
ツ
教
室

の
実
施
や
障
が
い
者
ス
ポ
ー
ツ
大
会
の
新
規

開
催
に
取
り
組
ん
で
ま
い
り
ま
す
。

　

以
上
、
平
成
２７
年
度
の
主
要
な
施
策
に
つ

い
て
申
し
上
げ
ま
し
た
が
、
平
成
２６
年
版

「
子
ど
も
・
若
者
白
書
」
に
よ
り
ま
す
と
、

日
本
は
諸
外
国
に
比
べ
、
若
者
の
自
己
評
価

や
物
事
に
取
り
組
む
意
欲
が
低
く
、
ま
た
、

自
分
の
将
来
に
明
る
い
希
望
を
持
っ
て
い
る

若
者
の
割
合
も
少
な
い
こ
と
が
指
摘
さ
れ
て

い
ま
す
。
こ
の
こ
と
か
ら
、
子
ど
も
た
ち
が

社
会
と
の
関
わ
り
の
中
で
自
己
を
肯
定
的
に

と
ら
え
、
無
限
の
可
能
性
に
満
ち
た
チ
ャ
レ

ン
ジ
精
神
が
持
て
る
よ
う
、
教
育
委
員
会
と

学
校
・
家
庭
・
地
域
が
一
体
と
な
っ
て
、
子

ど
も
た
ち
の
成
長
を
見
守
り
支
え
て
い
く
こ

と
の
で
き
る
教
育
環
境
づ
く
り
が
、
喫
緊
の

課
題
で
あ
る
と
考
え
て
お
り
ま
す
。

　

越
谷
市
教
育
委
員
会
と
い
た
し
ま
し
て
は
、

こ
れ
ら
を
踏
ま
え
、
平
成
２８
年
度
か
ら
５
年

間
を
計
画
期
間
と
す
る
「（
仮
称
）
第
２
期

越
谷
市
教
育
振
興
基
本
計
画
」
を
策
定
し
、

明
日
の
本
市
を
担
う
子
ど
も
た
ち
が
、
生
涯

に
わ
た
り
社
会
を
生
き
抜
く
力
を
身
に
付
け

ら
れ
る
よ
う
、
教
育
施
策
の
総
合
的
か
つ
計

画
的
な
推
進
に
努
め
て
ま
い
り
ま
す
。

　

結
び
に
、「
ま
ち
づ
く
り
は
人
づ
く
り
」

と
い
う
認
識
の
も
と
、
生
涯
学
習
社
会
の
実

現
を
め
ざ
し
て
、
教
育
行
政
の
公
正
か
つ
適

正
な
運
営
に
努
め
て
ま
い
り
ま
す
の
で
、
議

員
の
皆
さ
ま
、
市
民
の
皆
さ
ま
に
は
、
ご
理

解
と
ご
協
力
を
お
願
い
申
し
上
げ
ま
す
。

昨年９月にオープンした新南部図書室

仕事帰りにひと汗「ボクササイズ」教室

た
き
ぎ
の
う

き
ゅ
う
ひ
が
し
か
た
む
ら



平成２７年４月１日発行

統一地方選挙統一地方選挙
のお知らせ

埼玉県議会議員一般選挙
投票日 ４月１２日㈰

越谷市議会議員一般選挙
投票時間は両選挙とも午前７時～午後８時です

投票日 ４月２６日㈰

　今年は統一地方選挙の年です。ともに今後４年間、皆さんの代表として
活躍していただく人を選ぶ最も身近な選挙です。
　貴重な一票を大切に、棄権することなく投票しましょう。

棄権することなく投票しましょう！

問合せ　越谷市選挙管理委員会
　　　　　☎９６３－９２７６　＊投票日当日は☎９６３－９０６２

【投票の順序】
①受付　
　投票所入場整理券を提出

②名簿対照
　選挙人名簿との対照

③投票用紙交付
　投票用紙の受け取り

④投票記載所
　候補者の氏名を記載

⑤投票
　投票用紙を投票箱へ投函

※投票所によって多少配置が変わります

受付

投函します。

名簿対照係投票用紙
交付係

投
票
箱

入口

出口

入場券を出して
受付をします。

選挙人名簿にのって
いる本人かどうかの
確認をうけます。

投票用紙を
もらいます。決められた記載方法に

したがって候補者など
を記入します。

投票記載所

投票管理者

投票立会人

【投票所の案内】

①②③
④

⑤



（2）　

次
の
要
件
を
備
え
、
越
谷
市
の

選
挙
人
名
簿
に
登
録
さ
れ
た
方
が

越
谷
市
で
投
票
で
き
ま
す
。

〈
国
籍
・
年
齢
要
件
〉

　

日
本
国
民
で
、
平
成
７
年
４
月

１３
日
以
前
に
生
ま
れ
た
方

〈
住
所
要
件
〉

①
生
ま
れ
て
か
ら
引
き
続
き
投
票

日
ま
で
市
内
に
住
所
を
有
す
る

方
②
転
入
し
た
方…

平
成
２７
年
１
月

２
日
以
前
に
住
民
票
が
作
成
さ

れ
、
ま
た
は
転
入
届
け
出
を
済

ま
せ
、
引
き
続
き
投
票
日
ま
で

越
谷
市
に
住
所
を
有
す
る
方

　

平
成
２７
年
１
月
３
日
以
降
に
転

入
届
け
出
を
し
た
方
は
、
越
谷
市

で
は
投
票
で
き
ま
せ
ん
。
た
だ

し
、
埼
玉
県
内
の
他
市
町
村
か
ら

の
転
入
者
に
限
り
、
前
住
所
地
で

投
票
で
き
る
場
合
が
あ
り
ま
す
の

で
、
前
住
所
地
の
選
挙
管
理
委
員

会
へ
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

＊
前
住
所
地
で
投
票
さ
れ
る
方
は

「
引
き
続
き
県
内
に
住
所
を
有

す
る
旨
の
証
明
書
」
（
ま
た
は

「
住
民
票
の
写
し
」
）
が
必
要

で
す
。
市
役
所
市
民
課
（
本
庁

舎
１
階
）
お
よ
び
北
部
・
南
部

出
張
所
で
４
月
３
日
㈮
〜
４
月

１２
日
㈰
（
土
曜
・
日
曜
日
は
選

挙
管
理
委
員
会
へ
お
問
い
合
せ

く
だ
さ
い
）
に
無
料
で
交
付
し

ま
す

◆
県
外
転
出
の
場
合

　

平
成
２７
年
４
月
１１
日
以
前
に
県

外
に
転
出
（
転
出
は
予
定
日
で
処

理
さ
れ
ま
す
。
以
下
同
じ
）
す
る

方
は
投
票
で
き
ま
せ
ん
。

◆
県
内
転
出
の
場
合

　

越
谷
市
の
選
挙
人
名
簿
に
登
録

さ
れ
て
い
る
方
で
、
平
成
２６
年
１２

月
１２
日
以
降
に
越
谷
市
か
ら
県
内

の
市
町
村
に
転
出
さ
れ
た
場
合

で
、
新
住
所
地
へ
の
転
入
届
け
出

が
平
成
２７
年
１
月
３
日
以
降
の
方

は
新
住
所
地
で
投
票
で
き
ず
、
越

谷
市
で
投
票
す
る
こ
と
に
な
り
ま

す
。
こ
の
場
合
、
「
引
き
続
き
県

内
に
住
所
を
有
す
る
旨
の
証
明

書
」
（
ま
た
は
「
住
民
票
の
写

し
」
）
が
必
要
で
す
。

＊
投
票
日
当
日
の
転
出
に
つ
い
て

は
取
り
扱
い
が
異
な
り
ま
す

　

平
成
２７
年
３
月
２０
日
以
前
に
転

居
の
届
け
出
を
し
た
方
は
、
新
住

所
地
の
投
票
所
で
投
票
で
き
ま

す
。
３
月
２１
日
以
降
に
転
居
の
届

け
出
を
し
た
方
は
転
居
前
の
投
票

所
で
投
票
し
て
く
だ
さ
い
。
投
票

所
は
入
場
整
理
券
を
ご
確
認
く
だ

さ
い
。

　

入
場
整
理
券
（
投
票
日
時
や
投

票
所
を
明
記
し
た
は
が
き
）
は
、

同
一
世
帯
４
名
ま
で
の
三
つ
折
は

が
き
で
３
月
２０
日
現
在
の
住
所
に

発
送
し
ま
す
。

　

お
手
数
で
す
が
、
ご
自
分
の
入

場
整
理
券
を
切
り
離
し
て
投
票
所

へ
お
持
ち
く
だ
さ
い
。

　

候
補
者
の
政
見
や
経
歴
、
写
真

な
ど
を
掲
載
し
た
選
挙
公
報
を
４

月
上
旬
の
新
聞
に
折
り
込
み
ま

す
。
お
手
元
に
届
か
な
い
と
き
は

選
挙
管
理
委
員
会
へ
ご
連
絡
く
だ

さ
い
（
市
役
所
・
各
地
区
セ
ン
タ

ー
・
市
内
の
駅
な
ど
に
も
備
え
置

き
ま
す
）
。

　

ま
た
、
埼
玉
県
選
挙
管
理
委
員

会
の
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
に
も
掲
載
が

予
定
さ
れ
て
い
ま
す
。

　

詳
細
は
越
谷
市
の
ホ
ー
ム
ペ
ー

ジ（http://w
w
w
.city.koshigaya. 

saitam
a.jp/

）
に
て
お
知
ら
せ
し

ま
す
。

　

開
票
は
、
投
票
日
当
日
の
午
後

９
時
か
ら
市
立
総
合
体
育
館
で
行

い
ま
す
。
参
観
人
員
は
３
０
０
人

で
す
。
ま
た
、
投
・
開
票
速
報
を

越
谷
市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
、
越
谷
市

携
帯
サ
イ
ト
（http://w

w
w
.city. 

koshigaya.saitam
a.jp/keitai/

）

で
行
い
ま
す
。
時
間
は
投
票
速
報

が
午
前
９
時
１０
分
ご
ろ
か
ら
、
開

票
速
報
は
午
後
１０
時
１０
分
ご
ろ
か

ら
と
な
り
ま
す
。

　

次
の
要
件
を
備
え
、
越
谷
市
の

選
挙
人
名
簿
に
登
録
さ
れ
た
方
が

越
谷
市
で
投
票
で
き
ま
す
。

〈
国
籍
・
年
齢
要
件
〉

　

日
本
国
民
で
、
平
成
７
年
４
月

２７
日
以
前
に
生
ま
れ
た
方

〈
住
所
要
件
〉

①
生
ま
れ
て
か
ら
引
き
続
き
投
票

日
ま
で
市
内
に
住
所
を
有
す
る

方
②
転
入
し
た
方…

平
成
２７
年
１
月

１８
日
以
前
に
住
民
票
が
作
成
さ

れ
、
ま
た
は
転
入
届
け
出
を
済

ま
せ
、
引
き
続
き
投
票
日
ま
で

越
谷
市
に
住
所
を
有
す
る
方

　

平
成
２７
年
１
月
１９
日
以
降
に
転

入
届
け
出
を
し
た
方
は
、
今
回
の

選
挙
で
は
越
谷
市
の
選
挙
人
名
簿

に
登
録
さ
れ
ま
せ
ん
。こ
の
た
め
、

投
票
す
る
こ
と
が
で
き
ま
せ
ん
。

ま
た
、
平
成
２７
年
４
月
２５
日
以
前

に
転
出
（
転
出
は
予
定
年
月
日
で

処
理
さ
れ
ま
す
）
す
る
方
も
投
票

で
き
ま
せ
ん
。

　

平
成
２７
年
４
月
６
日
以
前
に
転

居
の
届
け
出
を
し
た
方
は
、
新
住

所
地
の
投
票
所
で
投
票
で
き
ま

す
。
４
月
７
日
以
降
に
転
居
の
届

け
出
を
し
た
方
は
転
居
前
の
投
票

所
で
投
票
し
て
く
だ
さ
い
。
投
票

所
は
入
場
整
理
券
を
ご
確
認
く
だ

さ
い
。

　

入
場
整
理
券
（
投
票
日
時
や
投

票
所
を
明
記
し
た
は
が
き
）
は
、

　

埼
玉
県
議
会
議
員
一
般
選
挙
が
４
月
12
日
㈰
に
行
わ
れ

ま
す
。
年
齢
要
件
や
住
所
要
件
は
次
の
と
お
り
で
す
。

越
谷
市
で
投
票
で
き
る
方

市
外
に
転
出
し
た
方

市
内
で
転
居
し
た
方

越
谷
市
で
投
票
で
き
る
方

市
内
で
転
居
し
た
方

投
票
所
入
場
整
理
券
は

４
名
連
記
式

投
票
所
入
場
整
理
券
は

４
名
連
記
式

選
挙
公
報
は

４
月
上
旬
の
新
聞
に

折
り
込
み
ま
す

開
票
は
即
日
、

市
立
総
合
体
育
館
で

行
い
ま
す

〜
越
谷
市
は
、東
第
８
区
、議
員
定
数
は
４
名
で
す
〜

埼
玉
県
議
会
議
員
一
般
選
挙

埼
玉
県
議
会
議
員
一
般
選
挙

　

越
谷
市
議
会
議
員
一
般
選
挙
が
４
月
26
日
㈰
に
行
わ
れ

ま
す
。
年
齢
要
件
や
住
所
要
件
は
次
の
と
お
り
で
す
。

１
月
３
日
以
降
に
市
外

か
ら
転
入
し
た
方
は
越

谷
市
で
は
投
票
で
き
ま

せ
ん

〜
越
谷
市
議
会
議
員
の
定
数
は
32
名
で
す
〜

越
谷
市
議
会
議
員
一
般
選
挙

越
谷
市
議
会
議
員
一
般
選
挙

１
月
19
日
以
降
に
市
外
か

ら
転
入
し
た
方
、
４
月
25

日
以
前
に
転
出
し
た
方
は

投
票
で
き
ま
せ
ん



（3）
同
一
世
帯
４
名
ま
で
の
三
つ
折
は

が
き
で
４
月
６
日
現
在
の
住
所
に

発
送
し
ま
す
。

　

お
手
数
で
す
が
、
ご
自
分
の
入

場
整
理
券
を
切
り
離
し
て
投
票
所

へ
お
持
ち
く
だ
さ
い
。

　

候
補
者
の
政
見
や
経
歴
、
写
真

な
ど
を
掲
載
し
た
選
挙
公
報
を
４

月
下
旬
の
新
聞
に
折
り
込
み
ま

す
。
お
手
元
に
届
か
な
い
と
き
は

選
挙
管
理
委
員
会
へ
ご
連
絡
く
だ

さ
い
（
市
役
所
・
各
地
区
セ
ン
タ

ー
・
市
内
の
駅
な
ど
に
も
備
え
置

き
ま
す
）
。

　

ま
た
、
越
谷
市
の
ホ
ー
ム
ペ
ー

ジ
に
も
掲
載
す
る
予
定
で
す
。

　

開
票
は
、
投
票
日
当
日
の
午
後

９
時
か
ら
市
立
総
合
体
育
館
で
行

い
ま
す
。
参
観
人
員
は
３
０
０
人

で
す
。
ま
た
、
投
・
開
票
速
報
を

越
谷
市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
、
越
谷
市

携
帯
サ
イ
ト
で
行
い
ま
す
。
時
間

は
投
票
速
報
が
午
前
９
時
１０
分
ご

ろ
か
ら
、
開
票
速
報
は
午
後
１０
時

４０
分
ご
ろ
か
ら
と
な
り
ま
す
。

　

投
票
日
当
日
、
冠
婚
葬
祭
や
仕

事
の
予
定
が
あ
る
と
き
、
ま
た
レ

ジ
ャ
ー
な
ど
の
私
用
で
投
票
区
域

内
に
い
な
い
と
見
込
ま
れ
る
と
き

な
ど
は
期
日
前
投
票
ま
た
は
不
在

者
投
票
が
で
き
ま
す
。

　

期
日
前
（
不
在
者
）
投
票
所
は

市
役
所
の
ほ
か
、
新
越
谷
駅
お
よ

び
北
部
市
民
会
館
に
設
け
ま
す
。

　

場
所
に
よ
り
投
票
時
間
が
異
な

り
ま
す
の
で
、
ご
注
意
く
だ
さ

い
。

　

な
お
、
新
越
谷
駅
期
日
前
（
不

在
者
）
投
票
所
に
は
駐
車
場
が
あ

り
ま
せ
ん
の
で
、
公
共
交
通
機
関

等
を
ご
利
用
く
だ
さ
い
。
期
日
前

（
不
在
者
）
投
票
を
す
る
と
き
に

は
入
場
整
理
券
を
お
持
ち
く
だ
さ

い
。
印
鑑
は
不
要
で
す
。

期日前（不在者）投票所の投票期間・場所・時間

市役所期日前（不在者）
投票所（別館１階会議室）

新越谷駅期日前（不在者）
投票所（１階自由通路内）

北部市民会館期日前（不在者）
投票所（１階ロビー）

市役所
別館

駐車場

本庁舎

第二
庁舎

第三
庁舎

川
荒
元

←越谷駅

水
用
西

旅行会社
子育てサロン

コーヒー
ショップ

臨時
駐輪場

ニ
ビ
ン
コ

階段階段

袋山
郵便局児童

相談所

袋
大

期日前
（不在者）
投票所

北部
市民会館

スーパー

埼玉県議会議員
一　般　選　挙

越谷市議会議員
一　般　選　挙

選　　　挙

４月４日㈯
～４月11日㈯

４月20日㈪
～４月25日㈯

期　　　間

市役所別館
１階会議室

新越谷駅１階
自由通路内

北部市民会館
１階ロビー

市役所別館
１階会議室

新越谷駅１階
自由通路内

北部市民会館
１階ロビー

場　　　所

午前８時30分～午後８時

午前９時～午後７時
ただし、４月11日㈯は
午後５時まで

午前８時30分～午後８時

午前９時～午後７時
ただし、４月25日㈯は
午後５時まで

時　　　間

投
票
箱

西
口

期日前
（不在者）
投票所

期日前
（不在者）
投票所

埼玉県
合同庁舎

選
挙
公
報
は

４
月
下
旬
の
新
聞
に

折
り
込
み
ま
す

市
内
３
カ
所
の
期
日
前

（
不
在
者
）
投
票
所
で

行
う
方
法

開
票
は
即
日
、

市
立
総
合
体
育
館
で

行
い
ま
す

期
日
前
投
票
・
不
在
者
投
票
に
つ
い
て



（4）　

指
定
病
院
、
指
定
老
人
ホ
ー
ム

な
ど
都
道
府
県
の
選
挙
管
理
委
員

会
が
不
在
者
投
票
施
設
に
指
定
し

た
施
設
（
以
下｢

指
定
施
設｣
）
に

入
院
・
入
所
中
で
あ
れ
ば
、
そ
の

指
定
施
設
で
不
在
者
投
票
が
で
き

ま
す
。
投
票
用
紙
等
の
請
求
は
、

指
定
施
設
の
長
等
に
お
早
め
に
申

し
出
て
く
だ
さ
い
。

　

越
谷
市
内
で
指
定
さ
れ
て
い
る

施
設
は
、
表
１
の
と
お
り
で
す
。

　

市
外
の
滞
在
が
投
票
日
当
日
を

含
め
て
長
期
に
わ
た
る
場
合
は
、

不
在
者
投
票
宣
誓
書
兼
請
求
書
に

必
要
事
項
を
記
入
し
、
越
谷
市
選

挙
管
理
委
員
会
委
員
長
宛
に
、
直

接
ま
た
は
郵
送
で
投
票
用
紙
等
の

請
求
を
し
て
く
だ
さ
い
。
請
求
に

基
づ
き
郵
送
し
ま
す
の
で
、
郵
送

さ
れ
た
投
票
用
紙
等
を
持
っ
て
滞

在
地
の
選
挙
管
理
委
員
会
で
投
票

し
て
く
だ
さ
い
。
た
だ
し
、
投
票

時
間
等
は
滞
在
地
の
選
挙
管
理
委

員
会
職
員
の
執
務
時
間
内
と
な
り

ま
す
の
で
ご
注
意
く
だ
さ
い
。
ま

た
、
郵
送
に
日
数
が
か
か
り
ま
す

の
で
、
請
求
は
お
早
め
に
お
願
い

し
ま
す
。

＊
不
在
者
投
票
宣
誓
書
兼
請
求
書

は
下
記
の
記
入
例
を
参
考
に
作

成
し
て
く
だ
さ
い

【
投
票
用
紙
等
の
請
求
先
】

〠
３４３
＝
８
５
０
１

埼
玉
県
越
谷
市
越
ヶ
谷
４
丁
目
２

番
１
号　

越
谷
市
選
挙
管
理
委
員

会
委
員
長
宛

　

身
体
に
重
度
の
障
が
い
等
が
あ

り
、
投
票
所
に
行
く
こ
と
が
困
難

な
方
は
、
郵
便
等
に
よ
る
不
在
者

投
票
が
で
き
ま
す
。

　

郵
便
等
に
よ
る
不
在
者
投
票
が

で
き
る
方
は
表
２
の
と
お
り
で
す
。

◆
郵
便
等
投
票
証
明
書
が

必
要
で
す

　

投
票
用
紙
等
の
請
求
に
は
郵
便

等
投
票
証
明
書
が
必
要
で
す
。
お

持
ち
で
な
い
方
は
、
申
請
し
て
く

だ
さ
い
。
郵
便
等
投
票
証
明
書
を

お
持
ち
の
方
は
、
投
票
用
紙
等
の

交
付
請
求
書
を
添
え
て
埼
玉
県
議

会
議
員
一
般
選
挙
は
４
月
８
日

㈬
、
越
谷
市
議
会
議
員
一
般
選
挙

は
４
月
２２
日
㈬
ま
で
に
請
求
し
て

く
だ
さ
い
。

◆
代
理
記
載
に
よ
る
投
票

　

上
記
の
郵
便
等
に
よ
る
不
在
者

投
票
が
で
き
る
方
（
表
２
に
該
当

す
る
方
）
の
う
ち
、
自
ら
投
票
の

記
載
を
す
る
こ
と
が
で
き
な
い
者

と
し
て
定
め
ら
れ
た
方
（
表
３
に

該
当
す
る
方
）
は
、
郵
便
等
に
よ

る
不
在
者
投
票
の
代
理
記
載
制
度

が
あ
り
ま
す
。
こ
の
制
度
は
、
あ

ら
か
じ
め
選
挙
管
理
委
員
会
に
届

け
出
た
方
（
選
挙
権
を
有
す
る
者

に
限
る
。）に
投
票
に
関
す
る
記
載

を
さ
せ
る
こ
と
が
で
き
る
制
度
で

す
。
代
理
記
載
制
度
の
利
用
を
希

望
さ
れ
る
方
は
、
あ
ら
か
じ
め
選

挙
管
理
委
員
会
へ
申
請
し
て
く
だ

さ
い
。
な
お
、
上
記
の
郵
便
等
投

票
証
明
書
の
交
付
申
請
と
同
時
に

申
請
す
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

　

字
を
書
く
の
に
不
便
を
感
じ
る

方
、
視
力
に
障
が
い
の
あ
る
方
は

各
投
票
所
の
投
票
管
理
者
に
申
し

出
る
こ
と
に
よ
り
、
代
理
投
票
・

点
字
投
票
が
で
き
ま
す
。

　

代
理
投
票
は
、
選
挙
人
の
指
示

す
る
候
補
者
の
氏
名
を
投
票
所
の

代
理
投
票
補
助
者
が
本
人
に
代
わ

っ
て
記
載
し
ま
す
。
ま
た
、
視
力

に
障
が
い
の
あ
る
方
は
、
投
票
用

紙
に
点
字
で
候
補
者
の
氏
名
を
記

載
し
て
投
票
す
る
こ
と
が
で
き
ま

す
。
点
字
器
は
投
票
所
に
用
意
し

て
あ
り
ま
す
。

　

ポ
ス
タ
ー
掲
示
場
を
設
置
し
ま

す
。
こ
の
掲
示
場
は
候
補
者
が
選

挙
運
動
用
ポ
ス
タ
ー
を
掲
示
で
き

る
唯
一
の
も
の
で
す
。
壊
し
た
り

汚
し
た
り
す
る
と
罰
せ
ら
れ
ま

す
。
ま
た
、
風
な
ど
で
倒
れ
た

り
、
ポ
ス
タ
ー
が
は
が
れ
た
り
し

て
い
る
場
合
は
、
選
挙
管
理
委
員

会
へ
ご
連
絡
く
だ
さ
い
。

郵
便
で
行
う
方
法

指
定
さ
れ
て
い
る
施
設

で
行
う
方
法

滞
在
地
の
選
挙
管
理
委
員

会
で
行
う
方
法

代
理
投
票
・
点
字
投
票

が
で
き
ま
す

ポ
ス
タ
ー
掲
示
場
を

設
置
し
ま
す

表１　市内指定病院・老人ホーム

表２　郵便等による不在者投票ができる方

身体障害者手帳

戦傷病者手帳

介護保険被保険者証

①両下肢、体幹、移動機能
②心臓、じん臓、呼吸器、ぼ
うこう、直腸、小腸

③免疫、肝臓
④障がいの程度が①～③
の程度に該当すると知
事等から証明された方

①両下肢、体幹
②心臓、じん臓、呼吸器、ぼ
うこう、直腸、小腸、肝臓

要介護状態区分

１級または２級

１級または３級

１級～３級

特別項症～第２項症

特別項症～第３項症

要介護５

表３　郵便等による不在者投票に
　　　おける代理記載ができる方

　私は、平成○○年○○月○○日執行の○○○議会議員一般選
挙の当日、下記の事由に該当する見込であることを宣誓し、併
せて投票用紙等の交付を請求します。
平成○○年○○月○○日
①氏名（ふりがな）
②生年月日
③名簿登録地（越谷市）の住所
④投票用紙等の希望送付先の郵便番号・住所（方書まで）・
連絡先の電話番号
⑤投票日当日、投票所へ行けない理由（仕事、旅行など）

越谷市立病院
南埼玉病院
北辰病院
新越谷病院
獨協医科大学越谷病院
越谷誠和病院
慶和病院
順天堂越谷病院
南面
十全病院
越谷北病院
介護老人保健施設 憩いの里
葵の園・越谷
嘉祥園
越谷ホーム
介護老人福祉施設 憩いの里
コスモ越谷
越谷なごみの郷
キャンベルホーム
リバティーガーデン
みちみち
憩いの里　すこやか
越谷さくらの杜

施設名
東越谷10ｰ47ｰ1
増森252
七左町4ｰ358
元柳田町6ｰ45
南越谷2ｰ1ｰ50
谷中町4ｰ25ｰ5
千間台西2ｰ12ｰ8
袋山560
七左町4ｰ161
赤山町5ｰ10ｰ18
千間台西2ｰ4ｰ6
増森1ｰ85
七左町6ｰ100ｰ1
谷中町4ｰ29
南荻島1987
増森1ｰ85
増林5905ｰ2
川柳町3ｰ60ｰ1
大吉552ｰ1
西新井1016ｰ1
船渡2046
増森1ｰ85
新川町2ｰ247

所在地
965ｰ2221
965ｰ1151
985ｰ3333
964ｰ2211
965ｰ1111
966ｰ2711
978ｰ0033
975ｰ0321
989ｰ7777
964ｰ7377
979ｰ2000
963ｰ7788
960ｰ2255
966ｰ7337
978ｰ5500
963ｰ5151
963ｰ6221
987ｰ0753
970ｰ3330
964ｰ4446
979ｰ5381
963ｰ5151
940ｰ6110

電　話

（記入例）
不在者投票宣誓書兼請求書

お手持ちの手帳または保険者証 障がい等の部位等 障がい等の程度

身体障害者手帳

戦傷病者手帳

お手持ちの手帳
上肢、視覚

上肢、視覚

障がい等の部位等
１級

特別項症～　
第２項症

障がい等の程度

投票所等の一部が変更になります
第 ９ 投票区『新方交流館』の廃館により『新方小学校
体育館』に変更になります。
第３５投票区『出羽小学校』が『出羽地区センター』に
変更になります。
第２０投票区『大道集会所』の建て替えにより『大道自
治会館』に名称が変更になります。
第６８投票区『花田小学校』で投票していた方の一部
（宮前一丁目）の方の投票所が第５９投票区『中央中学
校体育館』に変更になります。

投票所の変更

投票所の名称の変更

投票区域の変更
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